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令和 3 年１月 25 日 

厚 生 労 働 省 老 健 局 

老人保健課、総務課、高齢者支援課、認知症施策・地域介護推進課 

 

貴関係諸団体に速やかに送信いただきますよう

よろしくお願いいたします。 

 

各都道府県介護保険担当課（室） 
各市町村介護保険担当課（室）  御 中 
 

← 厚生労働省老人保健課 総務課 高齢者支援課 認知症施策・地域介護推進課 

今回の内容 
 

指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び

運営に関する基準等の一部を改正する省令 

の公布について 

計 121 枚（本紙を除く） 

連絡先 ＴＥＬ：03-5253-1111(内線 3948、3909、3971、3979) 

ＦＡＸ：03-3595-4010 

 

 



 

事 務 連 絡 

令和３年１月 25日 

 

都道府県 

各 指定都市 介護保険主管部（局） 御中 

中 核 市 

 

厚生労働省老健局老 人 保 健 課 

総 務 課 

高 齢 者 支 援 課 

認知症施策・地域介護推進課 

 

 

指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一部を 

改正する省令の公布について 

 

 

介護保険制度の運営につきましては、平素より種々ご尽力をいただき、厚く

御礼申し上げます。 

先般の社会保障審議会介護給付費分科会におきまして、指定居宅サービス等

の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の改正案に係る答申等を得られた

ところです。 

本日、「指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一

部を改正する省令」（令和３年厚生労働省令第９号）が別添のとおり公布されま

した。 

貴県又は貴市におかれましては、管下市町村又は事業所等への周知を徹底し、

令和３年４月１日からの円滑な施行に向けてご協力頂きますよう、よろしくお

願い申し上げます。 
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〇
厚
生
労
働
省
令
第
九
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）、
老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
及
び
社

会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
一
月
二
十
五
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久



KFGXK
テキスト ボックス
別添




指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
一
条

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
七
号
。
附
則
に
お
い
て
「
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
」
と
い
う
。）の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

目
次

目
次

第
一
章
〜
第
十
四
章

（
略
）

第
一
章
〜
第
十
四
章

（
略
）

第
十
五
章

雑
則
（
第
二
百
十
七
条
）

附
則

附
則

（
趣
旨
）

（
趣
旨
）

第
一
条

基
準
該
当
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下「
法
」

と
い
う
。）第
四
十
二
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
、
共
生
型
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
法

第
七
十
二
条
の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
及
び
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
法
第
七

十
四
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各

号
に
定
め
る
基
準
と
す
る
。

第
一
条

基
準
該
当
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下「
法
」

と
い
う
。）第
四
十
二
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
、
共
生
型
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
法

第
七
十
二
条
の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
及
び
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
法
第
七

十
四
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各

号
に
定
め
る
基
準
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

法
第
四
十
二
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府

県
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
八
条
第
一
項
（
第
四
十
三
条
、
第
五
十
八
条
、
第
百

九
条
及
び
第
二
百
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
九
条
（
第
四
十
三
条
、
第
五
十
八
条
、
第

百
九
条
、
第
百
四
十
条
の
三
十
二
及
び
第
二
百
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
三
十
条
の
二

（
第
四
十
三
条
、
第
五
十
八
条
、
第
百
九
条
、
第
百
四
十
条
の
三
十
二
及
び
第
二
百
六
条
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
に
限
る
。）、
第
三
十
一
条
第
三
項
（
第
四
十
三
条
及
び
第
五
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限

る
。）、
第
三
十
三
条
（
第
四
十
三
条
、
第
五
十
八
条
、
第
百
九
条
、
第
百
四
十
条
の
三
十
二
及
び
第
二
百
六

条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
三
十
七
条
（
第
四
十
三
条
、
第
五
十
八
条
、
第
百
四
十
条
の
三

十
二
及
び
第
二
百
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
三
十
七
条
の
二
（
第
四
十
三
条
、
第
五
十

八
条
、
第
百
九
条
、
第
百
四
十
条
の
三
十
二
及
び
第
二
百
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
四

十
二
条
の
二
、
第
百
四
条
第
二
項
（
第
百
九
条
及
び
第
百
四
十
条
の
三
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限

る
。）、
第
百
四
条
の
三
（
第
百
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
百
二
十
五
条
第
一
項
（
第
百

四
十
条
の
三
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
百
二
十
八
条
第
四
項
及
び
第
五
項
（
第
百
四
十

条
の
三
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
百
三
十
条
第
七
項
（
第
百
四
十
条
の
三
十
二
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）並
び
に
第
二
百
三
条
第
六
項
（
第
二
百
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限

る
。）の
規
定
に
よ
る
基
準

三

法
第
四
十
二
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府

県
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
八
条
第
一
項
（
第
四
十
三
条
、
第
五
十
八
条
、
第
百

九
条
及
び
第
二
百
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
九
条
（
第
四
十
三
条
、
第
五
十
八
条
、
第

百
九
条
、
第
百
四
十
条
の
三
十
二
及
び
第
二
百
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、第
三
十
三
条（
第

四
十
三
条
、
第
五
十
八
条
、
第
百
九
条
、
第
百
四
十
条
の
三
十
二
及
び
第
二
百
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
に
限
る
。）、
第
三
十
七
条
（
第
四
十
三
条
、
第
五
十
八
条
、
第
百
四
十
条
の
三
十
二
及
び
第
二
百
六
条
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
四
十
二
条
の
二
、
第
百
四
条
の
二
（
第
百
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
に
限
る
。）、
第
百
二
十
五
条
第
一
項
（
第
百
四
十
条
の
三
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、

第
百
二
十
八
条
第
四
項
及
び
第
五
項
（
第
百
四
十
条
の
三
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）並
び
に

第
百
三
十
条
第
七
項
（
第
百
四
十
条
の
三
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
基
準

四
〜
六

（
略
）

四
〜
六

（
略
）

七

法
第
七
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都

道
府
県
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
八
条
第
一
項
（
第
三
十
九
条
の
三
及
び
第
百
五

条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
九
条
（
第
三
十
九
条
の
三
、
第
百
五
条
の
三
及
び
第
百
四

十
条
の
十
五
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
二
十
五
条
（
第
三
十
九
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
に
限
る
。）、
第
三
十
条
の
二
（
第
三
十
九
条
の
三
、
第
百
五
条
の
三
及
び
第
百
四
十
条
の
十
五
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
三
十
一
条
第
三
項
（
第
三
十
九
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限

る
。）、
第
三
十
三
条
（
第
三
十
九
条
の
三
、
第
百
五
条
の
三
及
び
第
百
四
十
条
の
十
五
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
に
限
る
。）、
第
三
十
七
条
（
第
三
十
九
条
の
三
及
び
第
百
四
十
条
の
十
五
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に

七

法
第
七
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都

道
府
県
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
八
条
第
一
項
（
第
三
十
九
条
の
三
及
び
第
百
五

条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
九
条
（
第
三
十
九
条
の
三
、
第
百
五
条
の
三
及
び
第
百
四

十
条
の
十
五
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
二
十
五
条
（
第
三
十
九
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
に
限
る
。）、
第
三
十
三
条
（
第
三
十
九
条
の
三
、
第
百
五
条
の
三
及
び
第
百
四
十
条
の
十
五
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
三
十
七
条
（
第
三
十
九
条
の
三
及
び
第
百
四
十
条
の
十
五
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
に
限
る
。）、
第
百
四
条
の
二
（
第
百
五
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
百
二
十
五

条
第
一
項
（
第
百
四
十
条
の
十
五
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
百
二
十
八
条
第
四
項
及
び
第
五
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限
る
。）、
第
三
十
七
条
の
二
（
第
三
十
九
条
の
三
、
第
百
五
条
の
三
及
び
第
百
四
十
条
の
十
五
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
百
四
条
第
二
項
（
第
百
五
条
の
三
及
び
第
百
四
十
条
の
十
五
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
に
限
る
。）、
第
百
四
条
の
三
（
第
百
五
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
百
二
十
五

条
第
一
項
（
第
百
四
十
条
の
十
五
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
百
二
十
八
条
第
四
項
及
び
第
五

項
（
第
百
四
十
条
の
十
五
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）並
び
に
第
百
三
十
条
第
七
項
（
第
百
四
十
条

の
十
五
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
基
準

項
（
第
百
四
十
条
の
十
五
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）並
び
に
第
百
三
十
条
第
七
項
（
第
百
四
十
条

の
十
五
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
基
準

八

（
略
）

八

（
略
）

九

法
第
七
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条

例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
百
十
二
条
第
一
項
、
第
百
二
十
四
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第

六
項
第
一
号
ロ
、
第
百
四
十
条
の
四
第
六
項
第
一
号
イ

、
第
百
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
（
療
養
室
に
係

る
部
分
に
限
る
。）、
第
二
号
（
病
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
三
号
（
病
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第

四
号
イ
（
病
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
第
五
号
（
療
養
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）並
び
に
第
百
五
十
五

条
の
四
第
一
項
第
一
号
（
療
養
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
（
病
室
に
係
る
部
分

に
限
る
。）及
び
第
五
号
（
療
養
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）並
び
に
附
則
第
三
条
（
第
百
二
十
四
条
第
六
項
第

一
号
ロ
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
附
則
第
八
条
及
び
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
基
準

九

法
第
七
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条

例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
百
十
二
条
第
一
項
、
第
百
二
十
四
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第

六
項
第
一
号
ロ
、
第
百
四
十
条
の
四
第
六
項
第
一
号
イ

（
床
面
積
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
百
四
十
三

条
第
一
項
第
一
号
（
療
養
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
二
号
（
病
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、第
三
号（
病

室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
四
号
イ
（
病
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
第
五
号
（
療
養
室
に
係
る
部
分

に
限
る
。）並
び
に
第
百
五
十
五
条
の
四
第
一
項
第
一
号
（
療
養
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
二
号
か
ら
第

四
号
ま
で
（
病
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
第
五
号
（
療
養
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）並
び
に
附
則
第
三

条
（
第
百
二
十
四
条
第
六
項
第
一
号
ロ
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
附
則
第
八
条
及
び
附
則
第
十
二
条
の
規
定

に
よ
る
基
準

十

法
第
七
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条

例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
八
条
第
一
項
（
第
五
十
四
条
、
第
七
十
四
条
、第
八
十
三
条
、

第
九
十
一
条
、
第
百
五
条
、
第
百
十
九
条
、
第
二
百
五
条
及
び
第
二
百
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）、
第
九
条
（
第
五
十
四
条
、
第
七
十
四
条
、
第
八
十
三
条
、
第
九
十
一
条
、
第
百
五
条
、
第
百
十
九

条
、
第
百
四
十
条
（
第
百
四
十
条
の
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
五
十
五
条
（
第
百
五

十
五
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
百
五
条
及
び
第
二
百
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
十
五
条
、
第
三
十
条
の
二
（
第
五
十
四
条
、
第
七
十
四
条
、
第
八
十
三
条
、
第
九

十
一
条
、
第
百
五
条
、
第
百
十
九
条
、
第
百
四
十
条
（
第
百
四
十
条
の
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）、
第
百
五
十
五
条
（
第
百
五
十
五
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
九
十
二
条
、

第
百
九
十
二
条
の
十
二
、
第
二
百
五
条
及
び
第
二
百
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
十

一
条
第
三
項
（
第
五
十
四
条
、
第
七
十
四
条
、
第
八
十
三
条
、
第
九
十
一
条
及
び
第
二
百
十
六
条
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
十
三
条
（
第
五
十
四
条
、
第
七
十
四
条
、
第
八
十
三
条
、
第
九
十
一
条
、

第
百
五
条
、
第
百
十
九
条
、
第
百
四
十
条
（
第
百
四
十
条
の
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第

百
五
十
五
条
（
第
百
五
十
五
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
九
十
二
条
、
第
百
九
十

二
条
の
十
二
、
第
二
百
五
条
及
び
第
二
百
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
十
七
条
（
第

五
十
四
条
、
第
七
十
四
条
、
第
八
十
三
条
、
第
九
十
一
条
、
第
百
十
九
条
、
第
百
四
十
条
（
第
百
四
十
条
の

十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
五
十
五
条
（
第
百
五
十
五
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）、
第
百
九
十
二
条
、
第
百
九
十
二
条
の
十
二
、
第
二
百
五
条
及
び
第
二
百
十
六
条
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
十
七
条
の
二
（
第
五
十
四
条
、
第
七
十
四
条
、
第
八
十
三
条
、
第
九
十
一

条
、
第
百
五
条
、
第
百
十
九
条
、
第
百
四
十
条（
第
百
四
十
条
の
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、

第
百
五
十
五
条
（
第
百
五
十
五
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
九
十
二
条
、
第
百
九

十
二
条
の
十
二
、
第
二
百
五
条
及
び
第
二
百
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、第
六
十
九
条（
訪

問
看
護
計
画
書
及
び
訪
問
看
護
報
告
書
の
提
出
に
係
る
部
分
を
除
く
。）、
第
七
十
一
条
、
第
百
四
条
第
二
項

（
第
百
四
十
条
（
第
百
四
十
条
の
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
九
十
二
条
及
び
第
百
九

十
二
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
四
条
の
三
、
第
百
十
八
条
第
二
項
（
第
百
五
十

十

法
第
七
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条

例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
八
条
第
一
項
（
第
五
十
四
条
、
第
七
十
四
条
、第
八
十
三
条
、

第
九
十
一
条
、
第
百
五
条
、
第
百
十
九
条
、
第
二
百
五
条
及
び
第
二
百
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）、
第
九
条
（
第
五
十
四
条
、
第
七
十
四
条
、
第
八
十
三
条
、
第
九
十
一
条
、
第
百
五
条
、
第
百
十
九

条
、
第
百
四
十
条
（
第
百
四
十
条
の
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
五
十
五
条
（
第
百
五

十
五
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
百
五
条
及
び
第
二
百
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
十
五
条
、
第
三
十
三
条
（
第
五
十
四
条
、
第
七
十
四
条
、
第
八
十
三
条
、
第
九
十

一
条
、
第
百
五
条
、第
百
十
九
条
、第
百
四
十
条（
第
百
四
十
条
の
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、

第
百
五
十
五
条
（
第
百
五
十
五
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
九
十
二
条
、
第
百
九

十
二
条
の
十
二
、
第
二
百
五
条
及
び
第
二
百
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、第
三
十
七
条（
第

五
十
四
条
、
第
七
十
四
条
、
第
八
十
三
条
、
第
九
十
一
条
、
第
百
十
九
条
、
第
百
四
十
条
（
第
百
四
十
条
の

十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
五
十
五
条
（
第
百
五
十
五
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）、
第
百
九
十
二
条
、
第
百
九
十
二
条
の
十
二
、
第
二
百
五
条
及
び
第
二
百
十
六
条
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
六
十
九
条
（
訪
問
看
護
計
画
書
及
び
訪
問
看
護
報
告
書
の
提
出
に
係
る
部
分

を
除
く
。）、
第
七
十
一
条
、
第
百
四
条
の
二
、
第
百
二
十
五
条
第
一
項
（
第
百
四
十
条
の
十
三
及
び
第
百
五

十
五
条
（
第
百
五
十
五
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、

第
百
二
十
八
条
第
四
項
及
び
第
五
項
、
第
百
三
十
条
第
七
項
、
第
百
四
十
条
の
七
第
六
項
及
び
第
七
項
、
第

百
四
十
条
の
八
第
八
項
、
第
百
四
十
六
条
第
四
項
及
び
第
五
項
、
第
百
四
十
八
条
（
第
百
五
十
五
条
の
十
二

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
五
十
条
第
六
項
、
第
百
五
十
五
条
の
六
第
六
項
及
び
第
七
項
、

第
百
五
十
五
条
の
七
第
七
項
、
第
百
七
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
百
七
十
九
条
第
一
項
（
第
百

九
十
二
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
二
項
（
第
百
九
十
二
条
の
十
二
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
八
十
三
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
（
第
百
九
十
二
条
の
十
二
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
第
百
九
十
二
条
の
七
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
基
準
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十
一
・
十
二

（
略
）

十
一
・
十
二

（
略
）

五
条
（
第
百
五
十
五
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、

第
百
二
十
五
条
第
一
項
（
第
百
四
十
条
の
十
三
及
び
第
百
五
十
五
条
（
第
百
五
十
五
の
十
二
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
二
十
八
条
第
四
項
及
び
第
五
項
、
第
百
三

十
条
第
七
項
、
第
百
四
十
条
の
七
第
六
項
及
び
第
七
項
、
第
百
四
十
条
の
八
第
八
項
、
第
百
四
十
六
条
第
四

項
及
び
第
五
項
、
第
百
四
十
八
条
（
第
百
五
十
五
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
五

十
条
第
六
項
、
第
百
五
十
五
条
の
六
第
六
項
及
び
第
七
項
、
第
百
五
十
五
条
の
七
第
七
項
、
第
百
七
十
八
条

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
百
七
十
九
条
第
一
項
（
第
百
九
十
二
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）及
び
第
二
項
（
第
百
九
十
二
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
八
十
三
条
第
四

項
か
ら
第
六
項
ま
で
（
第
百
九
十
二
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
九
十
二
条
の
七

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
並
び
に
第
二
百
三
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
基
準

（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
一
般
原
則
）

（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
一
般
原
則
）

第
三
条

（
略
）

第
三
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
、
利
用
者
の
人
権
の
擁
護
、
虐
待
の
防
止
等
の
た
め
、
必
要
な
体
制
の
整
備

を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
従
業
者
に
対
し
、
研
修
を
実
施
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

４

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
法
第
百
十
八
条
の
二

第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
保
険
等
関
連
情
報
そ
の
他
必
要
な
情
報
を
活
用
し
、
適
切
か
つ
有
効
に
行
う
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
二
十
九
条

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い

て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。）を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
二
十
九
条

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い

て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。）を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一
〜
六

（
略
）

一
〜
六

（
略
）

七

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

八

（
略
）

七

（
略
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

第
三
十
条

（
略
）

第
三
十
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
適
切
な
指
定
訪
問
介
護
の
提
供
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
職
場
に
お
い
て
行
わ

れ
る
性
的
な
言
動
又
は
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
で
あ
っ
て
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を
超
え

た
も
の
に
よ
り
訪
問
介
護
員
等
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
方
針
の
明
確
化
等
の
必
要

な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
業
務
継
続
計
画
の
策
定
等
）

第
三
十
条
の
二

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
感
染
症
や
非
常
災
害
の
発
生
時
に
お
い
て
、
利
用
者
に
対
す
る
指

定
訪
問
介
護
の
提
供
を
継
続
的
に
実
施
す
る
た
め
の
、
及
び
非
常
時
の
体
制
で
早
期
の
業
務
再
開
を
図
る
た
め

の
計
画
（
以
下
「
業
務
継
続
計
画
」
と
い
う
。）を
策
定
し
、
当
該
業
務
継
続
計
画
に
従
い
必
要
な
措
置
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

２

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
訪
問
介
護
員
等
に
対
し
、
業
務
継
続
計
画
に
つ
い
て
周
知
す
る
と
と
も
に
、
必

要
な
研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
定
期
的
に
業
務
継
続
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
業
務
継
続
計
画

の
変
更
を
行
う
も
の
と
す
る
。

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 



（
衛
生
管
理
等
）

（
衛
生
管
理
等
）

第
三
十
一
条

（
略
）

第
三
十
一
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
当
該
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
に
お
い
て
感
染
症
が
発
生
し
、
又
は
ま
ん
延
し
な

い
よ
う
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

一

当
該
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る

委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
そ
の
他
の
情
報
通
信
機
器
（
以
下
「
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
」
と
い
う
。）を
活
用

し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
お
お
む
ね
六
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果

に
つ
い
て
、
訪
問
介
護
員
等
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二

当
該
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る

こ
と
。

三

当
該
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
に
お
い
て
、
訪
問
介
護
員
等
に
対
し
、
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止

の
た
め
の
研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

（
掲
示
）

（
掲
示
）

第
三
十
二
条

（
略
）

第
三
十
二
条

（
略
）

２

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
前
項
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
当
該
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
に
備

え
付
け
、
か
つ
、
こ
れ
を
い
つ
で
も
関
係
者
に
自
由
に
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
掲
示

に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）

（
地
域
と
の
連
携
等
）

（
地
域
と
の
連
携
）

第
三
十
六
条
の
二

（
略
）

第
三
十
六
条
の
二

（
略
）

２

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
の
所
在
す
る
建
物
と
同
一
の
建
物
に
居
住
す
る
利
用
者

に
対
し
て
指
定
訪
問
介
護
を
提
供
す
る
場
合
に
は
、
当
該
建
物
に
居
住
す
る
利
用
者
以
外
の
者
に
対
し
て
も
指

定
訪
問
介
護
の
提
供
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
虐
待
の
防
止
）

第
三
十
七
条
の
二

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
虐
待
の
発
生
又
は
そ
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

一

当
該
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話

装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
定
期
的
に
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に

つ
い
て
、
訪
問
介
護
員
等
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二

当
該
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。

三

当
該
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
に
お
い
て
、
訪
問
介
護
員
等
に
対
し
、
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
研
修
を
定
期

的
に
実
施
す
る
こ
と
。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
担
当
者
を
置
く
こ
と
。

（
準
用
）

（
準
用
）

第
四
十
三
条

第
一
節
及
び
第
四
節
（
第
十
五
条
、
第
二
十
条
第
一
項
、
第
二
十
五
条
、
第
二
十
九
条
の
二
並
び

に
第
三
十
六
条
第
五
項
及
び
第
六
項
を
除
く
。）の
規
定
は
、基
準
該
当
訪
問
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
九
条
第
一
項
中
「
内
容
、
当
該
指
定
訪
問
介
護
に
つ
い
て
法
第
四
十
一
条
第
六
項

の
規
定
に
よ
り
利
用
者
に
代
わ
っ
て
支
払
を
受
け
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
内
容
」と
、

第
二
十
条
第
二
項
及
び
第
二
十
一
条
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
訪
問
介
護
」
と
あ
る

の
は
「
基
準
該
当
訪
問
介
護
」
と
、
第
二
十
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
」
と
、
第
二
十
四

条
第
一
項
中
「
第
五
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
条
第
二
項
」
と
、「
第
二
十
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

四
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
八
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
四
十
三
条

第
一
節
及
び
第
四
節
（
第
十
五
条
、
第
二
十
条
第
一
項
、
第
二
十
五
条
、
第
二
十
九
条
の
二
並
び

に
第
三
十
六
条
第
五
項
及
び
第
六
項
を
除
く
。）の
規
定
は
、基
準
該
当
訪
問
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
九
条
中
「
内
容
、
当
該
指
定
訪
問
介
護
に
つ
い
て
法
第
四
十
一
条
第
六
項
の
規
定

に
よ
り
利
用
者
に
代
わ
っ
て
支
払
を
受
け
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
内
容
」
と
、
第
二

十
条
第
二
項
及
び
第
二
十
一
条
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
訪
問
介
護
」
と
あ
る
の
は

「
基
準
該
当
訪
問
介
護
」
と
、
第
二
十
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
」
と
、
第
二
十
四
条
第

一
項
中
「
第
五
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
条
第
二
項
」
と
、「
第
二
十
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十

三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
八
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報



（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
五
十
三
条

指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運

営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。）を
定
め
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
三
条

指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運

営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。）を
定
め
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
七

（
略
）

一
〜
七

（
略
）

八

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

九

（
略
）

八

（
略
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

第
五
十
三
条
の
二

指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
し
適
切
な
指
定
訪
問
入
浴
介
護
を
提
供
で
き

る
よ
う
、
指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
の
勤
務
の
体
制
を
定
め
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

２

指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
当
該
指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所

の
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
に
よ
っ
て
指
定
訪
問
入
浴
介
護
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の
研
修
の
機
会
を

確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
当
該
指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
全
て
の
訪
問
入
浴
介
護
従
業

者
（
看
護
師
、
准
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員
、
法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め

る
者
等
の
資
格
を
有
す
る
者
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
者
を
除
く
。）に
対
し
、
認
知
症
介
護
に
係
る
基
礎
的
な
研

修
を
受
講
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
適
切
な
指
定
訪
問
入
浴
介
護
の
提
供
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
職
場
に
お

い
て
行
わ
れ
る
性
的
な
言
動
又
は
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
で
あ
っ
て
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範

囲
を
超
え
た
も
の
に
よ
り
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
方
針
の

明
確
化
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
三
条
の
三

（
略
）

第
五
十
三
条
の
二

（
略
）

（
準
用
）

（
準
用
）

第
五
十
四
条

第
八
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
六
条
、
第
三
十
条
の
二
か
ら
第
三
十
四
条

ま
で
及
び
第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
の
規
定
は
、指
定
訪
問
入
浴
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
、

第
八
条
第
一
項
中
「
第
二
十
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
三
条
」
と
、
第
三
十
一
条
第
二
項
中
「
設
備
及
び

備
品
等
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
訪
問
入
浴
介
護
に
用
い
る
浴
槽
そ
の
他
の
設
備
及
び
備
品
等
」
と
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。

第
五
十
四
条

第
八
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
六
条
、
第
三
十
条
か
ら
第
三
十
四
条
ま
で

及
び
第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
の
規
定
は
、
指
定
訪
問
入
浴
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
、
第

八
条
中
「
第
二
十
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
三
条
」
と
、
第
三
十
一
条
中
「
設
備
及
び
備
品
等
」
と
あ
る

の
は
「
指
定
訪
問
入
浴
介
護
に
用
い
る
浴
槽
そ
の
他
の
設
備
及
び
備
品
等
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
準
用
）

（
準
用
）

第
五
十
八
条

第
八
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
、
第
十
六
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
六
条
、

第
三
十
条
の
二
か
ら
第
三
十
四
条
ま
で
、
第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
（
第
三
十
六
条
第
五
項
及
び
第

六
項
を
除
く
。）及
び
第
四
十
四
条
並
び
に
第
四
節
（
第
四
十
八
条
第
一
項
及
び
第
五
十
四
条
を
除
く
。）の
規
定

は
、
基
準
該
当
訪
問
入
浴
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
訪

問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
、
第
八
条
第
一
項
中
「
第
二
十
九
条
」
と
あ
る
の

は
「
第
五
十
三
条
」
と
、
第
十
九
条
第
一
項
中
「
内
容
、
当
該
指
定
訪
問
介
護
に
つ
い
て
法
第
四
十
一
条
第
六

項
の
規
定
に
よ
り
利
用
者
に
代
わ
っ
て
支
払
を
受
け
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
内
容
」

と
、
第
二
十
一
条
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
訪
問
介
護
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当

訪
問
入
浴
介
護
」
と
、
第
三
十
一
条
第
二
項
中
「
設
備
及
び
備
品
等
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
訪
問
入
浴
介

第
五
十
八
条

第
八
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
、
第
十
六
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
六
条
、

第
三
十
条
か
ら
第
三
十
四
条
ま
で
、
第
三
十
五
条
、
第
三
十
六
条
（
第
五
項
及
び
第
六
項
を
除
く
。）、
第
三
十

六
条
の
二
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
及
び
第
四
十
四
条
並
び
に
第
四
節
（
第
四
十
八
条
第
一
項
及
び
第
五
十
四
条

を
除
く
。）の
規
定
は
、
基
準
該
当
訪
問
入
浴
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ

ら
の
規
定
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
、
第
八
条
中
「
第
二
十
九
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
五
十
三
条
」
と
、
第
十
九
条
中
「
内
容
、
当
該
指
定
訪
問
介
護
に
つ
い
て
法
第
四
十
一
条
第

六
項
の
規
定
に
よ
り
利
用
者
に
代
わ
っ
て
支
払
を
受
け
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
」
と
あ
る
の
は「
内
容
」

と
、
第
二
十
一
条
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
訪
問
介
護
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当

訪
問
入
浴
介
護
」
と
、
第
三
十
一
条
中
「
設
備
及
び
備
品
等
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
訪
問
入
浴
介
護
に
用

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 



（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
七
十
三
条

指
定
訪
問
看
護
事
業
者
は
、
指
定
訪
問
看
護
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い

て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。）を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
七
十
三
条

指
定
訪
問
看
護
事
業
者
は
、
指
定
訪
問
看
護
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い

て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。）を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一
〜
六

（
略
）

一
〜
六

（
略
）

七

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

八

（
略
）

七

（
略
）

（
準
用
）

（
準
用
）

第
七
十
四
条

第
八
条
、
第
九
条
、
第
十
一
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
、
第
十
五
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
、
第
二
十

一
条
、
第
二
十
六
条
、
第
三
十
条
か
ら
第
三
十
四
条
ま
で
、
第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
及
び
第
五
十

二
条
の
規
定
は
、
指
定
訪
問
看
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、こ
れ
ら
の
規
定
中「
訪

問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
看
護
師
等
」
と
、
第
八
条
第
一
項
中
「
第
二
十
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十

三
条
」
と
、
第
十
三
条
中
「
心
身
の
状
況
」
と
あ
る
の
は
「
心
身
の
状
況
、
病
歴
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

第
七
十
四
条

第
八
条
、
第
九
条
、
第
十
一
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
、
第
十
五
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
、
第
二
十

一
条
、
第
二
十
六
条
、
第
三
十
条
か
ら
第
三
十
四
条
ま
で
、
第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
及
び
第
五
十

二
条
の
規
定
は
、
指
定
訪
問
看
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、こ
れ
ら
の
規
定
中「
訪

問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
看
護
師
等
」
と
、
第
八
条
中
「
第
二
十
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
三
条
」

と
、
第
十
三
条
中
「
心
身
の
状
況
」
と
あ
る
の
は
「
心
身
の
状
況
、
病
歴
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
具
体
的
取
扱
方
針
）

（
指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
具
体
的
取
扱
方
針
）

第
八
十
条

指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
は
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
が
行
う

も
の
と
し
、
そ
の
方
針
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

第
八
十
条

指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
は
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
が
行
う

も
の
と
し
、
そ
の
方
針
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一
〜
四

（
略
）

一
〜
四

（
略
）

五

指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
会
議
（
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
又
は
第
百
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画

の
作
成
の
た
め
に
、
利
用
者
及
び
そ
の
家
族
の
参
加
を
基
本
と
し
つ
つ
、
医
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法

士
、
言
語
聴
覚
士
、
介
護
支
援
専
門
員
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案
に
位
置
付
け
た
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス

等（
法
第
八
条
第
二
十
四
項
に
規
定
す
る
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
を
い
う
。）の
担
当
者
そ
の
他
の
関
係
者（
以

下
「
構
成
員
」
と
い
う
。）に
よ
り
構
成
さ
れ
る
会
議
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
利
用
者
等
」
と
い
う
。）が

参
加
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
の
活
用
に
つ
い
て
当
該
利
用
者
等
の
同
意
を
得
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。）を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
開
催
に
よ
り
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
専
門
的
な
見
地

か
ら
利
用
者
の
状
況
等
に
関
す
る
情
報
を
構
成
員
と
共
有
す
る
よ
う
努
め
、
利
用
者
に
対
し
、
適
切
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
。

五

指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
会
議
（
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
又
は
第
百
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画

の
作
成
の
た
め
に
、
利
用
者
及
び
そ
の
家
族
の
参
加
を
基
本
と
し
つ
つ
、
医
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法

士
、
言
語
聴
覚
士
、
介
護
支
援
専
門
員
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案
に
位
置
付
け
た
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス

等（
法
第
八
条
第
二
十
四
項
に
規
定
す
る
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
を
い
う
。）の
担
当
者
そ
の
他
の
関
係
者（
以

下
「
構
成
員
」
と
い
う
。）に
よ
り
構
成
さ
れ
る
会
議
を
い
う
。以
下
同
じ
。）の
開
催
に
よ
り
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
関
す
る
専
門
的
な
見
地
か
ら
利
用
者
の
状
況
等
に
関
す
る
情
報
を
構
成
員
と
共
有
す
る
よ
う
努

め
、
利
用
者
に
対
し
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

護
に
用
い
る
浴
槽
そ
の
他
の
設
備
及
び
備
品
等
」
と
、
第
四
十
八
条
第
二
項
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に

該
当
し
な
い
指
定
訪
問
入
浴
介
護
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
訪
問
入
浴
介
護
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二

項
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

い
る
浴
槽
そ
の
他
の
設
備
及
び
備
品
等
」
と
、
第
四
十
八
条
第
二
項
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し

な
い
指
定
訪
問
入
浴
介
護
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
訪
問
入
浴
介
護
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と

あ
る
の
は
「
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
八
十
二
条

指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所
ご
と
に
、

次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
運
営
規
程
」
と

い
う
。）を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
十
二
条

指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所
ご
と
に
、

次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
運
営
規
程
」
と

い
う
。）を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

六

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

七

（
略
）

六

（
略
）

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報



（
準
用
）

（
準
用
）

第
八
十
三
条

第
八
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
、
第
十
五
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
六
条
、

第
三
十
条
か
ら
第
三
十
三
条
ま
で
、
第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
、
第
五
十
二
条
及
び
第
六
十
四
条
の

規
定
は
、
指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の

規
定
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
」
と
、
第
八
条
第

一
項
中
「
第
二
十
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
二
条
」
と
、
第
十
三
条
中
「
心
身
の
状
況
」と
あ
る
の
は「
心

身
の
状
況
、
病
歴
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
八
十
三
条

第
八
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
、
第
十
五
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
六
条
、

第
三
十
条
か
ら
第
三
十
三
条
ま
で
、
第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
、
第
五
十
二
条
及
び
第
六
十
四
条
の

規
定
は
、
指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の

規
定
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
」
と
、
第
八
条
中

「
第
二
十
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
二
条
」
と
、
第
十
三
条
中
「
心
身
の
状
況
」
と
あ
る
の
は
「
心
身
の

状
況
、
病
歴
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
具
体
的
取
扱
方
針
）

（
指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
具
体
的
取
扱
方
針
）

第
八
十
九
条

（
略
）

第
八
十
九
条

（
略
）

２

薬
剤
師
の
行
う
指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
方
針
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２

薬
剤
師
、
歯
科
衛
生
士
又
は
管
理
栄
養
士
の
行
う
指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
方
針
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ

ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
療
養
上
適
切
な
居
宅
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
た
め

に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
又
は
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
若
し
く
は
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
求
め
が

あ
っ
た
場
合
は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
又
は
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
対
し
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作

成
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
等
に
必
要
な
情
報
提
供
又
は
助
言
を
行
う
。

（
新
設
）

五

前
号
に
規
定
す
る
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
又
は
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
対
す
る
情
報
提
供
又
は
助
言
に

つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

六

前
号
の
場
合
に
お
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
へ
の
参
加
に
よ
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
つ
い
て
は
、

居
宅
介
護
支
援
事
業
者
又
は
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
対
し
て
、
原
則
と
し
て
、
情
報
提
供
又
は
助
言
の
内

容
を
記
載
し
た
文
書
を
交
付
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

七

（
略
）

四

（
略
）

３

歯
科
衛
生
士
又
は
管
理
栄
養
士
の
行
う
指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
方
針
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る

も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

一

指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
医
師
又
は
歯
科
医
師
の
指
示
に
基
づ
き
、
利
用
者
の

心
身
機
能
の
維
持
回
復
を
図
り
、
居
宅
に
お
け
る
日
常
生
活
の
自
立
に
資
す
る
よ
う
、
妥
当
適
切
に
行
う
。

二

指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
懇
切
丁
寧
に
行
う
こ
と
を
旨
と
し
、
利
用
者
又
は
そ

の
家
族
に
対
し
、
療
養
上
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
指
導
又
は
説
明
を
行
う
。

三

常
に
利
用
者
の
病
状
、
心
身
の
状
況
及
び
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
の
的
確
な
把
握
に
努
め
、
利
用
者
に

対
し
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

四

そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
者
に
つ
い
て
、
提
供
し
た
指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
内
容
に
つ
い
て
、
速
や
か
に
診

療
記
録
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
医
師
又
は
歯
科
医
師
に
報
告
す
る
。

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
九
十
条

指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
事
業
者
は
、
指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事

業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。）を
定
め

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
十
条

指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
事
業
者
は
、
指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事

業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。）を
定
め

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

六

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

七

（
略
）

六

（
略
）

（
準
用
）

（
準
用
）

第
九
十
一
条

第
八
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
、
第
十
六
条
、
第
十
八
条
、
第
十
九
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
六

条
、
第
三
十
条
か
ら
第
三
十
三
条
ま
で
、
第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
、
第
五
十
二
条
及
び
第
六
十
四

条
の
規
定
は
、
指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規

第
九
十
一
条

第
八
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
、
第
十
六
条
、
第
十
八
条
、
第
十
九
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
六

条
、
第
三
十
条
か
ら
第
三
十
三
条
ま
で
、
第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
、
第
五
十
二
条
及
び
第
六
十
四

条
の
規
定
は
、
指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
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（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
百
条

指
定
通
所
介
護
事
業
者
は
、
指
定
通
所
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の

重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
以
下
こ
の
章
（
第
五
節
を
除
く
。）に
お
い
て
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。）を
定
め
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
条

指
定
通
所
介
護
事
業
者
は
、
指
定
通
所
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の

重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
以
下
こ
の
章
（
第
五
節
を
除
く
。）に
お
い
て
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。）を
定
め
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
九

（
略
）

一
〜
九

（
略
）

十

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

十
一

（
略
）

十

（
略
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

第
百
一
条

（
略
）

第
百
一
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

指
定
通
所
介
護
事
業
者
は
、
通
所
介
護
従
業
者
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
当
該
指
定
通
所
介
護
事
業
者
は
、
全
て
の
通
所
介
護
従
業
者
（
看
護
師
、
准
看

護
師
、
介
護
福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員
、
法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者
等
の
資
格
を
有

す
る
者
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
者
を
除
く
。）に
対
し
、
認
知
症
介
護
に
係
る
基
礎
的
な
研
修
を
受
講
さ
せ
る
た

め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

指
定
通
所
介
護
事
業
者
は
、
通
所
介
護
従
業
者
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

指
定
通
所
介
護
事
業
者
は
、
適
切
な
指
定
通
所
介
護
の
提
供
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
職
場
に
お
い
て
行
わ

れ
る
性
的
な
言
動
又
は
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
で
あ
っ
て
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を
超
え

た
も
の
に
よ
り
通
所
介
護
従
業
者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
方
針
の
明
確
化
等
の
必

要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
非
常
災
害
対
策
）

（
非
常
災
害
対
策
）

第
百
三
条

（
略
）

第
百
三
条

（
略
）

２

指
定
通
所
介
護
事
業
者
は
、
前
項
に
規
定
す
る
訓
練
の
実
施
に
当
た
っ
て
、
地
域
住
民
の
参
加
が
得
ら
れ
る

よ
う
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
衛
生
管
理
等
）

（
衛
生
管
理
等
）

第
百
四
条

（
略
）

第
百
四
条

（
略
）

２

指
定
通
所
介
護
事
業
者
は
、
当
該
指
定
通
所
介
護
事
業
所
に
お
い
て
感
染
症
が
発
生
し
、
又
は
ま
ん
延
し
な

い
よ
う
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

指
定
通
所
介
護
事
業
者
は
、
当
該
指
定
通
所
介
護
事
業
所
に
お
い
て
感
染
症
が
発
生
し
、
又
は
ま
ん
延
し
な

い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
指
定
通
所
介
護
事
業
所
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る

委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
お
お
む
ね
六
月
に
一
回

以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
通
所
介
護
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

（
新
設
）

二

当
該
指
定
通
所
介
護
事
業
所
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る

こ
と
。

（
新
設
）

三

当
該
指
定
通
所
介
護
事
業
所
に
お
い
て
、
通
所
介
護
従
業
者
に
対
し
、
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防

止
の
た
め
の
研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

（
新
設
）

定
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
居
宅
療
養
管
理
指
導
従
業
者
」
と
、
第
八
条
第
一
項
中
「
第
二
十
九

条
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
条
」
と
、
第
十
三
条
中
「
心
身
の
状
況
」
と
あ
る
の
は
「
心
身
の
状
況
、
病
歴
、

服
薬
歴
」
と
、
第
十
八
条
中
「
初
回
訪
問
時
及
び
利
用
者
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。

定
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
居
宅
療
養
管
理
指
導
従
業
者
」
と
、
第
八
条
中
「
第
二
十
九
条
」
と

あ
る
の
は
「
第
九
十
条
」
と
、
第
十
三
条
中
「
心
身
の
状
況
」
と
あ
る
の
は
「
心
身
の
状
況
、
病
歴
、服
薬
歴
」

と
、
第
十
八
条
中
「
初
回
訪
問
時
及
び
利
用
者
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
地
域
と
の
連
携
等
）

第
百
四
条
の
二

指
定
通
所
介
護
事
業
者
は
、
そ
の
事
業
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
住
民
又
は
そ
の
自
発
的

な
活
動
等
と
の
連
携
及
び
協
力
を
行
う
等
の
地
域
と
の
交
流
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

２

指
定
通
所
介
護
事
業
者
は
、
そ
の
事
業
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
提
供
し
た
指
定
通
所
介
護
に
関
す
る
利
用

者
か
ら
の
苦
情
に
関
し
て
、
市
町
村
等
が
派
遣
す
る
者
が
相
談
及
び
援
助
を
行
う
事
業
そ
の
他
の
市
町
村
が
実

施
す
る
事
業
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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３

指
定
通
所
介
護
事
業
者
は
、
指
定
通
所
介
護
事
業
所
の
所
在
す
る
建
物
と
同
一
の
建
物
に
居
住
す
る
利
用
者

に
対
し
て
指
定
通
所
介
護
を
提
供
す
る
場
合
に
は
、
当
該
建
物
に
居
住
す
る
利
用
者
以
外
の
者
に
対
し
て
も
指

定
通
所
介
護
の
提
供
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
四
条
の
三
・
第
百
四
条
の
四

（
略
）

第
百
四
条
の
二
・
第
百
四
条
の
三

（
略
）

（
準
用
）

（
準
用
）

第
百
五
条

第
八
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
、
第
十
九
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
六
条
、
第
二
十
七
条
、
第
三
十

条
の
二
、
第
三
十
二
条
か
ら
第
三
十
四
条
ま
で
、
第
三
十
五
条
、
第
三
十
六
条
、
第
三
十
七
条
の
二
、
第
三
十

八
条
及
び
第
五
十
二
条
の
規
定
は
、
指
定
通
所
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第

八
条
第
一
項
中
「
第
二
十
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
条
」
と
、
同
項
、
第
二
十
七
条
、
第
三
十
条
の
二
第
二

項
、
第
三
十
二
条
第
一
項
並
び
に
第
三
十
七
条
の
二
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は

「
通
所
介
護
従
業
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
百
五
条

第
八
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
、
第
十
九
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
六
条
、
第
二
十
七
条
、
第
三
十

二
条
か
ら
第
三
十
四
条
ま
で
、
第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
六
条
の
二
ま
で
、
第
三
十
八
条
及
び
第
五
十
二
条
の

規
定
は
、
指
定
通
所
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
八
条
中
「
第
二
十
九
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
百
条
」
と
、「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
通
所
介
護
従
業
者
」
と
、第
三
十
二
条
中「
訪

問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
通
所
介
護
従
業
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
準
用
）

（
準
用
）

第
百
五
条
の
三

第
八
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
、
第
十
九
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
六
条
、
第
二
十
七
条
、
第

三
十
条
の
二
、
第
三
十
二
条
か
ら
第
三
十
四
条
ま
で
、
第
三
十
五
条
、
第
三
十
六
条
、
第
三
十
七
条
の
二
、
第

三
十
八
条
、
第
五
十
二
条
、
第
九
十
二
条
、
第
九
十
四
条
及
び
第
九
十
五
条
第
四
項
並
び
に
前
節
（
第
百
五
条

を
除
く
。）の
規
定
は
、
共
生
型
通
所
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
八
条
第
一

項
中
「
第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
運
営
規
程
」
と
あ
る
の
は
「
運
営
規
程
（
第
百
条
に
規
定
す
る
運
営
規
程
を

い
う
。
第
三
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
と
、「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
共
生
型
通
所
介
護
の

提
供
に
当
た
る
従
業
者
（
以
下
「
共
生
型
通
所
介
護
従
業
者
」
と
い
う
。）」
と
、
第
二
十
七
条
、
第
三
十
条
の

二
第
二
項
、
第
三
十
二
条
第
一
項
並
び
に
第
三
十
七
条
の
二
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ

る
の
は
「
共
生
型
通
所
介
護
従
業
者
」
と
、
第
九
十
五
条
第
四
項
中
「
前
項
た
だ
し
書
の
場
合
（
指
定
通
所
介

護
事
業
者
が
第
一
項
に
掲
げ
る
設
備
を
利
用
し
、
夜
間
及
び
深
夜
に
指
定
通
所
介
護
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
場
合
に
限
る
。）」
と
あ
る
の
は
「
共
生
型
通
所
介
護
事
業
者
が
共
生
型
通
所
介
護
事
業
所
の
設
備
を
利
用

し
、
夜
間
及
び
深
夜
に
共
生
型
通
所
介
護
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
場
合
」
と
、
第
九
十
八
条
第
二
号
、

第
九
十
九
条
第
五
項
、
第
百
一
条
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
百
四
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
通

所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
共
生
型
通
所
介
護
従
業
者
」
と
、
第
百
四
条
の
四
第
二
項
第
二
号
中
「
次
条

に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
九
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
次
条
に

お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
六
条
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用

す
る
第
三
十
六
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
六
条
第
二
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
百
五
条
の
三

第
八
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
、
第
十
九
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
六
条
、
第
二
十
七
条
、
第

三
十
二
条
か
ら
第
三
十
四
条
ま
で
、
第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
六
条
の
二
ま
で
、
第
三
十
八
条
、第
五
十
二
条
、

第
九
十
二
条
、
第
九
十
四
条
及
び
第
九
十
五
条
第
四
項
並
び
に
前
節
（
第
百
五
条
を
除
く
。）の
規
定
は
、
共
生

型
通
所
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
八
条
第
一
項
中
「
第
二
十
九
条
に
規
定

す
る
運
営
規
程
」
と
あ
る
の
は
「
運
営
規
程
（
第
百
条
に
規
定
す
る
運
営
規
程
を
い
う
。
第
三
十
二
条
に
お
い

て
同
じ
。）」
と
、「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
共
生
型
通
所
介
護
の
提
供
に
当
た
る
従
業
者
（
以
下
「
共

生
型
通
所
介
護
従
業
者
」
と
い
う
。）」
と
、
第
二
十
七
条
及
び
第
三
十
二
条
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の

は
「
共
生
型
通
所
介
護
従
業
者
」
と
、
第
九
十
五
条
第
四
項
中
「
前
項
た
だ
し
書
の
場
合
（
指
定
通
所
介
護
事

業
者
が
第
一
項
に
掲
げ
る
設
備
を
利
用
し
、
夜
間
及
び
深
夜
に
指
定
通
所
介
護
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

場
合
に
限
る
。）」
と
あ
る
の
は
「
共
生
型
通
所
介
護
事
業
者
が
共
生
型
通
所
介
護
事
業
所
の
設
備
を
利
用
し
、

夜
間
及
び
深
夜
に
共
生
型
通
所
介
護
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
場
合
」
と
、
第
九
十
八
条
第
二
号
、
第
九

十
九
条
第
五
項
及
び
第
百
一
条
第
三
項
中
「
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
共
生
型
通
所
介
護
従
業
者
」

と
、
第
百
四
条
の
三
第
二
項
第
二
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十

九
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
六
条
」
と
あ
る
の
は「
第
二
十
六
条
」

と
、
同
項
第
四
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
六
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は「
第
三
十
六
条
第
二
項
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
準
用
）

（
準
用
）

第
百
九
条

第
八
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
、
第
十
六
条
、
第
十
七
条
、
第
十
九
条
、
第
二
十
一
条
、第
二
十
六
条
、

第
二
十
七
条
、
第
三
十
条
の
二
、
第
三
十
二
条
か
ら
第
三
十
四
条
ま
で
、
第
三
十
五
条
、
第
三
十
六
条
（
第
五

項
及
び
第
六
項
を
除
く
。）、
第
三
十
七
条
の
二
、
第
三
十
八
条
、
第
五
十
二
条
、第
九
十
二
条
及
び
第
四
節（
第

九
十
六
条
第
一
項
及
び
第
百
五
条
を
除
く
。）の
規
定
は
、
基
準
該
当
通
所
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
八
条
第
一
項
中
「
第
二
十
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
条
」
と
、
同
項
、
第
二
十
七

条
、
第
三
十
条
の
二
第
二
項
、
第
三
十
二
条
第
一
項
並
び
に
第
三
十
七
条
の
二
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
訪
問

介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
通
所
介
護
従
業
者
」
と
、
第
十
九
条
第
一
項
中
「
内
容
、
当
該
指
定
訪
問
介
護
に

つ
い
て
法
第
四
十
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
利
用
者
に
代
わ
っ
て
支
払
を
受
け
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の

額
」
と
あ
る
の
は
「
内
容
」
と
、
第
二
十
一
条
中「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
訪
問
介
護
」

と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
通
所
介
護
」
と
、
第
九
十
六
条
第
二
項
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な

い
指
定
通
所
介
護
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
通
所
介
護
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」と
あ
る
の
は「
前

項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
百
九
条

第
八
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
、
第
十
六
条
、
第
十
七
条
、
第
十
九
条
、
第
二
十
一
条
、第
二
十
六
条
、

第
二
十
七
条
、
第
三
十
二
条
か
ら
第
三
十
四
条
ま
で
、
第
三
十
五
条
、
第
三
十
六
条
（
第
五
項
及
び
第
六
項
を

除
く
。）、
第
三
十
六
条
の
二
、
第
三
十
八
条
、
第
五
十
二
条
、
第
九
十
二
条
及
び
第
四
節
（
第
九
十
六
条
第
一

項
及
び
第
百
五
条
を
除
く
。）の
規
定
は
、
基
準
該
当
通
所
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
第
八
条
中
「
第
二
十
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
条
」
と
、「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
通
所
介

護
従
業
者
」
と
、
第
十
九
条
中
「
内
容
、
当
該
指
定
訪
問
介
護
に
つ
い
て
法
第
四
十
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ

り
利
用
者
に
代
わ
っ
て
支
払
を
受
け
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
内
容
」
と
、
第
二
十
一

条
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
訪
問
介
護
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
通
所
介
護
」

と
、
第
三
十
二
条
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
通
所
介
護
従
業
者
」
と
、第
九
十
六
条
第
二
項
中「
法

定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
通
所
介
護
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
通
所
介
護
」
と
、
同
条
第

三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
百
十
七
条

指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所
ご
と
に
、

次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
運
営
規
程
」
と

い
う
。）を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
十
七
条

指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所
ご
と
に
、

次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
運
営
規
程
」
と

い
う
。）を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
八

（
略
）

一
〜
八

（
略
）

九

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

十

（
略
）

九

（
略
）

（
衛
生
管
理
等
）

（
衛
生
管
理
等
）

第
百
十
八
条

（
略
）

第
百
十
八
条

（
略
）

２

指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
当
該
事
業
所
に
お
い
て
感
染
症
が
発
生
し
、
又
は
ま
ん
延
し

な
い
よ
う
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
当
該
事
業
所
に
お
い
て
感
染
症
が
発
生
し
、
又
は
ま
ん
延
し

な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の

対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
お
お

む
ね
六
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
従
業
者

に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

（
新
設
）

二

当
該
指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の

指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。

（
新
設
）

三

当
該
指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所
に
お
い
て
、通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
従
業
者
に
対
し
、

感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

（
新
設
）

（
準
用
）

（
準
用
）

第
百
十
九
条

第
八
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
、
第
十
五
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
、
第
十
九
条
、
第
二
十
一
条
、
第

二
十
六
条
、
第
二
十
七
条
、
第
三
十
条
の
二
、
第
三
十
二
条
、
第
三
十
三
条
、
第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
八
条

ま
で
、
第
六
十
四
条
、第
九
十
六
条
及
び
第
百
一
条
か
ら
第
百
三
条
ま
で
の
規
定
は
、指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る

の
は
「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
従
業
者
」
と
、
第
八
条
第
一
項
中
「
第
二
十
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百

十
七
条
」
と
、
第
十
三
条
中
「
心
身
の
状
況
」
と
あ
る
の
は
「
心
身
の
状
況
、
病
歴
」
と
、
第
百
一
条
第
三
項

及
び
第
四
項
中
「
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
従
業
者
」
と
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。

第
百
十
九
条

第
八
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
、
第
十
五
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
、
第
十
九
条
、
第
二
十
一
条
、
第

二
十
六
条
、
第
二
十
七
条
、
第
三
十
二
条
、
第
三
十
三
条
、
第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
、
第
六
十
四

条
、
第
九
十
六
条
及
び
第
百
一
条
か
ら
第
百
三
条
ま
で
の
規
定
は
、
指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業

に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
通
所
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
従
業
者
」
と
、
第
八
条
中
「
第
二
十
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
十
七
条
」
と
、
第
十
三

条
中
「
心
身
の
状
況
」
と
あ
る
の
は
「
心
身
の
状
況
、
病
歴
」
と
、
第
百
一
条
第
三
項
中「
通
所
介
護
従
業
者
」

と
あ
る
の
は
「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
従
業
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
従
業
者
の
員
数
）

（
従
業
者
の
員
数
）

第
百
二
十
一
条

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
」
と

い
う
。）が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。）ご
と
に
置
く
べ

き
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
提
供
に
当
た
る
従
業
者
（
以
下
こ
の
節
か
ら
第
五
節
ま
で
に
お
い
て
「
短
期
入

所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
い
う
。）の
員
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
利
用
定
員
（
当
該
指
定
短
期

入
所
生
活
介
護
事
業
所
に
お
い
て
同
時
に
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
利
用
者

（
当
該
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
が
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者（
指
定
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
等
基
準
第
百
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
を
い
う
。
以
下

同
じ
。）の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
と
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活

介
護
（
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
二
十
八
条
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
を

い
う
。
以
下
同
じ
。）の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

当
該
事
業
所
に
お
け
る
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
又
は
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
利
用
者
。
以
下

こ
の
節
及
び
次
節
並
び
に
第
百
三
十
八
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
数
の
上
限
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
か
ら
第
四
節

第
百
二
十
一
条

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
」
と

い
う
。）が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。）ご
と
に
置
く
べ

き
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
提
供
に
当
た
る
従
業
者
（
以
下
こ
の
節
か
ら
第
五
節
ま
で
に
お
い
て
「
短
期
入

所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
い
う
。）の
員
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
利
用
定
員
（
当
該
指
定
短
期

入
所
生
活
介
護
事
業
所
に
お
い
て
同
時
に
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
利
用
者

（
当
該
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
が
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者（
指
定
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
等
基
準
第
百
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
を
い
う
。
以
下

同
じ
。）の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
と
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活

介
護
（
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
二
十
八
条
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
を

い
う
。
以
下
同
じ
。）の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

当
該
事
業
所
に
お
け
る
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
又
は
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
利
用
者
。
以
下

こ
の
節
及
び
次
節
並
び
に
第
百
三
十
八
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
数
の
上
限
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
か
ら
第
四
節

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報



一

医
師

一
以
上

一

医
師

一
人
以
上

二

生
活
相
談
員

常
勤
換
算
方
法
で
、
利
用
者
の
数
が
百
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上

二

生
活
相
談
員

常
勤
換
算
方
法
で
、
利
用
者
の
数
が
百
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
人
以
上

三

介
護
職
員
又
は
看
護
師
若
し
く
は
准
看
護
師
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
看
護
職
員
」
と
い
う
。）
常
勤

換
算
方
法
で
、
利
用
者
の
数
が
三
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上

三

介
護
職
員
又
は
看
護
師
若
し
く
は
准
看
護
師
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
看
護
職
員
」
と
い
う
。）
常
勤

換
算
方
法
で
、
利
用
者
の
数
が
三
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
人
以
上

四

栄
養
士

一
以
上

四

栄
養
士

一
人
以
上

五

機
能
訓
練
指
導
員

一
以
上

五

機
能
訓
練
指
導
員

一
人
以
上

六

（
略
）

六

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

５

第
一
項
第
二
号
の
生
活
相
談
員
の
う
ち
一
人
以
上
は
、
常
勤
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
同
項
第
三
号

の
介
護
職
員
又
は
看
護
職
員
の
う
ち
一
人
以
上
は
、
常
勤
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
利
用
定
員
が
二

十
人
未
満
で
あ
る
併
設
事
業
所
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
生
活
相
談
員
、
介
護
職
員
及
び
看
護
職
員
の
い
ず
れ
も

常
勤
で
配
置
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

５

第
一
項
第
二
号
の
生
活
相
談
員
並
び
に
同
項
第
三
号
の
介
護
職
員
及
び
看
護
職
員
の
そ
れ
ぞ
れ
の
う
ち
一
人

は
、
常
勤
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
利
用
定
員
が
二
十
人
未
満
で
あ
る
併
設
事
業
所
の
場
合
に
あ
っ

て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

６

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
看
護
職
員
を
配
置
し
な
か
っ
た
場
合

で
あ
っ
て
も
、
利
用
者
の
状
態
像
に
応
じ
て
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
病
院
、
診
療
所
又
は
指
定
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
併
設
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
当
該
併
設
事
業
所
を
併
設
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
（
以
下

こ
の
章
に
お
い
て
「
併
設
本
体
施
設
」
と
い
う
。）を
含
む
。）と
の
密
接
な
連
携
に
よ
り
看
護
職
員
を
確
保
す
る

こ
と
と
す
る
。

（
新
設
）

７

（
略
）

６

（
略
）

８

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
が
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、

か
つ
、
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
と
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所

に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
二
十
九
条

第
一
項
か
ら
第
七
項
ま
で
に
規
定
す
る
人
員
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
も
っ
て
、
前
各
項
に
規
定
す
る

基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

７

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
が
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、

か
つ
、
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
と
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所

に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
二
十
九
条

第
一
項
か
ら
第
六
項
ま
で
に
規
定
す
る
人
員
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
も
っ
て
、
前
各
項
に
規
定
す
る

基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

ま
で
に
お
い
て
同
じ
。）が
四
十
人
を
超
え
な
い
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
他
の
社
会
福

祉
施
設
等
の
栄
養
士
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
当
該
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
効
果
的
な
運
営

を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
で
あ
っ
て
、
利
用
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
と
き
は
、
第
四
号
の
栄
養
士
を

置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

ま
で
に
お
い
て
同
じ
。）が
四
十
人
を
超
え
な
い
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
他
の
社
会
福

祉
施
設
等
の
栄
養
士
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
当
該
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
効
果
的
な
運
営

を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
で
あ
っ
て
、
利
用
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
と
き
は
、
第
四
号
の
栄
養
士
を

置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

（
設
備
及
び
備
品
等
）

（
設
備
及
び
備
品
等
）

第
百
二
十
四
条

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
建
物
（
利
用
者
の
日
常
生
活
の
た
め
に
使
用
し
な
い
附
属

の
建
物
を
除
く
。）は
、
耐
火
建
築
物
（
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
二
条
第
九
号
の

二
に
規
定
す
る
耐
火
建
築
物
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ

か
の
要
件
を
満
た
す
二
階
建
て
又
は
平
屋
建
て
の
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
建
物
に
あ
っ
て
は
、
準

耐
火
建
築
物
（
同
条
第
九
号
の
三
に
規
定
す
る
準
耐
火
建
築
物
を
い
う
。以
下
同
じ
。）と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
二
十
四
条

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
建
物
（
利
用
者
の
日
常
生
活
の
た
め
に
使
用
し
な
い
附
属

の
建
物
を
除
く
。）は
、
耐
火
建
築
物
（
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
二
条
第
九
号
の

二
に
規
定
す
る
耐
火
建
築
物
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ

か
の
要
件
を
満
た
す
二
階
建
て
又
は
平
屋
建
て
の
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
建
物
に
あ
っ
て
は
、
準

耐
火
建
築
物
（
同
条
第
九
号
の
三
に
規
定
す
る
準
耐
火
建
築
物
を
い
う
。以
下
同
じ
。）と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

居
室
等
を
二
階
又
は
地
階
に
設
け
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
を
満
た
す
こ
と
。

二

居
室
等
を
二
階
又
は
地
階
に
設
け
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
を
満
た
す
こ
と
。

イ

当
該
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
消
防
長
（
消
防
本
部
を
設
置
し
な
い
市

町
村
に
あ
っ
て
は
、
市
町
村
長
。
以
下
同
じ
。）又
は
消
防
署
長
と
相
談
の
上
、
第
百
四
十
条
に
お
い
て
準

用
す
る
第
百
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
計
画
に
利
用
者
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
を
確
保
す
る
た
め
に
必

要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
。

イ

当
該
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
消
防
長
（
消
防
本
部
を
設
置
し
な
い
市

町
村
に
あ
っ
て
は
、
市
町
村
長
。
以
下
同
じ
。）又
は
消
防
署
長
と
相
談
の
上
、
第
百
四
十
条
に
お
い
て
準

用
す
る
第
百
三
条
に
規
定
す
る
計
画
に
利
用
者
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
事

項
を
定
め
る
こ
と
。

ロ

第
百
四
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
訓
練
に
つ
い
て
は
、
同
項
に
規
定
す

る
計
画
に
従
い
、
昼
間
及
び
夜
間
に
お
い
て
行
う
こ
と
。

ロ

第
百
四
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
条
に
規
定
す
る
訓
練
に
つ
い
て
は
、
同
条
に
規
定
す
る
計
画

に
従
い
、
昼
間
及
び
夜
間
に
お
い
て
行
う
こ
と
。

ハ

（
略
）

ハ

（
略
）
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２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

併
設
事
業
所
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
併
設
事
業
所
及
び
併
設
本
体
施
設

の
効
率
的
運
営
が
可
能
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
併
設
事
業
所
の
利
用
者
及
び
当
該
併
設
本
体
施
設
の
入
所
者
又

は
入
院
患
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
と
き
は
、
当
該
併
設
本
体
施
設
の
前
項
各
号
に
掲
げ
る
設
備
（
居
室
を
除

く
。）を
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

４

併
設
事
業
所
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
併
設
事
業
所
及
び
当
該
併
設
事
業

所
を
併
設
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
併
設
本
体
施
設
」
と
い
う
。）の
効
率
的

運
営
が
可
能
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
併
設
事
業
所
の
利
用
者
及
び
当
該
併
設
本
体
施
設
の
入
所
者
又
は
入
院
患

者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
と
き
は
、
当
該
併
設
本
体
施
設
の
前
項
各
号
に
掲
げ
る
設
備
（
居
室
を
除
く
。）を
指

定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

５
〜
８

（
略
）

５
〜
８

（
略
）

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
百
三
十
七
条

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関

す
る
規
程
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。）を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
三
十
七
条

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関

す
る
規
程
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。）を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
八

（
略
）

一
〜
八

（
略
）

九

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

十

（
略
）

九

（
略
）

（
準
用
）

（
準
用
）

第
百
四
十
条

第
九
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
、
第
十
五
条
、
第
十
六
条
、
第
十
九
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
六

条
、
第
三
十
条
の
二
、
第
三
十
二
条
か
ら
第
三
十
四
条
ま
で
、
第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
（
第
三
十

六
条
の
二
第
二
項
を
除
く
。）、
第
五
十
二
条
、
第
百
一
条
、
第
百
三
条
及
び
第
百
四
条
は
、
指
定
短
期
入
所
生

活
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
十
条
の
二
第
二
項
、
第
三
十
二
条
第
一
項

並
び
に
第
三
十
七
条
の
二
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
短
期
入
所
生
活
介
護
従

業
者
」
と
、
第
百
一
条
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
百
四
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
通
所
介
護
従

業
者
」
と
あ
る
の
は
「
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
百
四
十
条

第
九
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
、
第
十
五
条
、
第
十
六
条
、
第
十
九
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
六

条
、
第
三
十
二
条
か
ら
第
三
十
四
条
ま
で
、
第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
、
第
五
十
二
条
、第
百
一
条
、

第
百
三
条
及
び
第
百
四
条
は
、
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
三
十
二
条
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
、
第
百
一
条
第
三
項
中

「
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
設
備
及
び
備
品
等
）

（
設
備
及
び
備
品
等
）

第
百
四
十
条
の
四

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期

入
所
生
活
介
護
事
業
者
」
と
い
う
。）が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活

介
護
事
業
所
」
と
い
う
。）の
建
物
（
利
用
者
の
日
常
生
活
の
た
め
に
使
用
し
な
い
附
属
の
建
物
を
除
く
。）は
、

耐
火
建
築
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
二
階
建
て
又
は
平

屋
建
て
の
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
建
物
に
あ
っ
て
は
、
準
耐
火
建
築
物
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
百
四
十
条
の
四

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期

入
所
生
活
介
護
事
業
者
」
と
い
う
。）が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活

介
護
事
業
所
」
と
い
う
。）の
建
物
（
利
用
者
の
日
常
生
活
の
た
め
に
使
用
し
な
い
附
属
の
建
物
を
除
く
。）は
、

耐
火
建
築
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
二
階
建
て
又
は
平

屋
建
て
の
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
建
物
に
あ
っ
て
は
、
準
耐
火
建
築
物
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

居
室
等
を
二
階
又
は
地
階
に
設
け
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
を
満
た
す
こ
と
。

二

居
室
等
を
二
階
又
は
地
階
に
設
け
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
を
満
た
す
こ
と
。

イ

当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
消
防
長
又
は
消
防
署
長
と

相
談
の
上
、
第
百
四
十
条
の
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
条
第
一

項
に
規
定
す
る
計
画
に
利
用
者
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ

と
。

イ

当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
消
防
長
又
は
消
防
署
長
と

相
談
の
上
、
第
百
四
十
条
の
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
条
に
規

定
す
る
計
画
に
利
用
者
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
。

ロ

第
百
四
十
条
の
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
条
第
一
項
に
規
定

す
る
訓
練
に
つ
い
て
は
、
同
項
に
規
定
す
る
計
画
に
従
い
、
昼
間
及
び
夜
間
に
お
い
て
行
う
こ
と
。

ロ

第
百
四
十
条
の
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
条
に
規
定
す
る
訓

練
に
つ
い
て
は
、
同
条
に
規
定
す
る
計
画
に
従
い
、
昼
間
及
び
夜
間
に
お
い
て
行
う
こ
と
。

ハ

（
略
）

ハ

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

２
〜
５

（
略
）
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６

第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

６

第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

ユ
ニ
ッ
ト

一

ユ
ニ
ッ
ト

イ

居
室

イ

居
室

（
略
）

（
略
）

居
室
は
、
い
ず
れ
か
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
す
る
も
の
と
し
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
の
共
同
生
活
室
に
近
接
し

て
一
体
的
に
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
一
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
利
用
定
員
（
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入

所
生
活
介
護
事
業
所
に
お
い
て
同
時
に
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
提
供
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
利
用
者
（
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
が
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予

防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
（
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
五
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す

る
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
指
定
を
併
せ
て

受
け
、
か
つ
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
と
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入

所
生
活
介
護
の
事
業
（
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
五
十
一
条
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
指

定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体

的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
又
は
ユ
ニ
ッ
ト
型

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
利
用
者
。
第
百
四
十
条
の
十
二
に
お
い
て
同
じ
。）の
数
の
上
限

を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。）は
、
原
則
と
し
て
お
お
む
ね
十
人
以
下
と
し
、
十
五
人
を
超

え
な
い
も
の
と
す
る
。

居
室
は
、
い
ず
れ
か
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
す
る
も
の
と
し
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
の
共
同
生
活
室
に
近
接
し

て
一
体
的
に
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
一
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
利
用
定
員
（
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入

所
生
活
介
護
事
業
所
に
お
い
て
同
時
に
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
提
供
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
利
用
者
（
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
が
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予

防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
（
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
五
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す

る
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
指
定
を
併
せ
て

受
け
、
か
つ
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
と
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入

所
生
活
介
護
の
事
業
（
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
五
十
一
条
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
指

定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体

的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
又
は
ユ
ニ
ッ
ト
型

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
利
用
者
。
第
百
四
十
条
の
十
二
に
お
い
て
同
じ
。）の
数
の
上
限

を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。）は
、
お
お
む
ね
十
人
以
下
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

利
用
者
一
人
当
た
り
の
床
面
積
は
、
十
・
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

利
用
者
一
人
当
た
り
の
床
面
積
は
、
十
・
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
ユ
ニ
ッ

ト
に
属
さ
な
い
居
室
を
改
修
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
同
士
の
視
線
の
遮
断
の
確
保
を
前
提
に

し
た
上
で
、
居
室
を
隔
て
る
壁
に
つ
い
て
、天
井
と
の
間
に
一
定
の

間
が
生
じ
て
も
差
し
支
え
な
い
。

（
略
）

（
略
）

ロ
〜
ニ

（
略
）

ロ
〜
ニ

（
略
）

二

（
略
）

二

（
略
）

７
・
８

（
略
）

７
・
８

（
略
）

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
百
四
十
条
の
十
一

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て

の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
四
十
条
の
十
一

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て

の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
九

（
略
）

一
〜
九

（
略
）

十

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

十
一

（
略
）

十

（
略
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

第
百
四
十
条
の
十
一
の
二

（
略
）

第
百
四
十
条
の
十
一
の
二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
、

そ
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事

業
者
は
、
全
て
の
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
（
看
護
師
、
准
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員
、

法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者
等
の
資
格
を
有
す
る
者
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
者
を
除
く
。）

に
対
し
、
認
知
症
介
護
に
係
る
基
礎
的
な
研
修
を
受
講
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

４

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
、

そ
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
適
切
な
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
提
供

を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
職
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
性
的
な
言
動
又
は
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
で

あ
っ
て
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を
超
え
た
も
の
に
よ
り
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
の
就
業
環
境
が
害

さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
方
針
の
明
確
化
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 



（
準
用
）

（
準
用
）

第
百
四
十
条
の
十
五

第
九
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
、
第
十
五
条
、
第
十
六
条
、
第
十
九
条
、
第
二
十
一
条
、
第

二
十
六
条
、
第
三
十
条
の
二
、
第
三
十
二
条
か
ら
第
三
十
四
条
ま
で
、
第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で

（
第
三
十
六
条
の
二
第
二
項
を
除
く
。）、
第
五
十
二
条
、
第
百
一
条
、
第
百
三
条
、
第
百
四
条
、
第
百
二
十
条

及
び
第
百
二
十
二
条
並
び
に
第
四
節
（
第
百
四
十
条
を
除
く
。）の
規
定
は
、
共
生
型
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事

業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
十
条
の
二
第
二
項
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は

「
共
生
型
短
期
入
所
生
活
介
護
の
提
供
に
当
た
る
従
業
者
（
以
下
「
共
生
型
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と

い
う
。）」
と
、
第
三
十
二
条
第
一
項
中
「
運
営
規
程
」
と
あ
る
の
は
「
運
営
規
程
（
第
百
三
十
七
条
に
規
定
す

る
運
営
規
程
を
い
う
。
第
百
二
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
と
、
同
項
並
び
に
第
三
十
七
条
の
二
第
一

号
及
び
第
三
号
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
共
生
型
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
、
第
百
一
条

第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
百
四
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
通
所
介
護
従
業
者
」と
あ
る
の
は「
共

生
型
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
、
第
百
二
十
五
条
第
一
項
中「
第
百
三
十
七
条
に
規
定
す
る
運
営
規
程
」

と
あ
る
の
は
「
運
営
規
程
」
と
、
同
項
、
第
百
二
十
八
条
第
三
項
、
第
百
二
十
九
条
第
一
項
及
び
第
百
三
十
六

条
中
「
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
共
生
型
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
、
第
百
三
十

九
条
の
二
第
二
項
第
二
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
九
条
第
二

項
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
六
条
」
と
、
同

項
第
五
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
六
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
六
条
第
二
項
」
と
、

同
項
第
六
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
七
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
七
条
第
二
項
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
百
四
十
条
の
十
五

第
九
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
、
第
十
五
条
、
第
十
六
条
、
第
十
九
条
、
第
二
十
一
条
、
第

二
十
六
条
、
第
三
十
二
条
か
ら
第
三
十
四
条
ま
で
、
第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
、
第
五
十
二
条
、
第

百
一
条
、
第
百
三
条
、
第
百
四
条
、第
百
二
十
条
及
び
第
百
二
十
二
条
並
び
に
第
四
節（
第
百
四
十
条
を
除
く
。）

の
規
定
は
、
共
生
型
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
十
二
条

中
「
運
営
規
程
」
と
あ
る
の
は
「
運
営
規
程
（
第
百
三
十
七
条
に
規
定
す
る
運
営
規
程
を
い
う
。
第
百
二
十
五

条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
と
、「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
共
生
型
短
期
入
所
生
活
介
護
の
提
供
に

当
た
る
従
業
者
（
以
下
「
共
生
型
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
い
う
。）」
と
、
第
百
一
条
第
三
項
中
「
通

所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
共
生
型
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
、
第
百
二
十
五
条
第
一
項
中
「
第

百
三
十
七
条
に
規
定
す
る
運
営
規
程
」
と
あ
る
の
は
「
運
営
規
程
」
と
、
同
項
、
第
百
二
十
八
条
第
三
項
、
第

百
二
十
九
条
第
一
項
及
び
第
百
三
十
六
条
中
「
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
共
生
型
短
期
入

所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
、
第
百
三
十
九
条
の
二
第
二
項
第
二
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九
条
第

二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
九
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
六
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
二
十
六
条
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
六
条
第
二
項
」
と
あ

る
の
は
「
第
三
十
六
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
七
条
第
二
項
」
と

あ
る
の
は
「
第
三
十
七
条
第
二
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
従
業
者
の
員
数
）

（
従
業
者
の
員
数
）

第
百
四
十
条
の
二
十
七

基
準
該
当
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
が
基
準
該
当
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
ご
と

に
置
く
べ
き
従
業
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
い
う
。）の
員
数
は
、
次
の

と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
他
の
社
会
福
祉
施
設
等
の
栄
養
士
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
当
該
基
準
該
当

短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
効
果
的
な
運
営
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
で
あ
っ
て
、
利
用
者
の
処
遇

に
支
障
が
な
い
と
き
は
、
第
三
号
の
栄
養
士
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
四
十
条
の
二
十
七

基
準
該
当
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
が
基
準
該
当
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
ご
と

に
置
く
べ
き
従
業
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
い
う
。）の
員
数
は
、
次
の

と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
他
の
社
会
福
祉
施
設
等
の
栄
養
士
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
当
該
基
準
該
当

短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
効
果
的
な
運
営
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
で
あ
っ
て
、
利
用
者
の
処
遇

に
支
障
が
な
い
と
き
は
、
第
三
号
の
栄
養
士
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

一

生
活
相
談
員

一
以
上

一

生
活
相
談
員

一
人
以
上

二

介
護
職
員
又
は
看
護
職
員

常
勤
換
算
方
法
で
、
利
用
者
（
当
該
基
準
該
当
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者

が
基
準
該
当
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
と
基
準
該
当
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
（
指
定
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
七
十
九
条
に
規
定
す
る
基
準
該
当
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）の
事
業
を
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
し
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
所
に
お

け
る
基
準
該
当
短
期
入
所
生
活
介
護
又
は
基
準
該
当
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
利
用
者
。
以
下
こ
の

条
及
び
第
百
四
十
条
の
二
十
九
に
お
い
て
同
じ
。）の
数
が
三
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上

二

介
護
職
員
又
は
看
護
職
員

常
勤
換
算
方
法
で
、
利
用
者
（
当
該
基
準
該
当
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者

が
基
準
該
当
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
と
基
準
該
当
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
（
指
定
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
七
十
九
条
に
規
定
す
る
基
準
該
当
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）の
事
業
を
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
し
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
所
に
お

け
る
基
準
該
当
短
期
入
所
生
活
介
護
又
は
基
準
該
当
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
利
用
者
。
以
下
こ
の

条
及
び
第
百
四
十
条
の
二
十
九
に
お
い
て
同
じ
。）の
数
が
三
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
人
以
上

三

栄
養
士

一
以
上

三

栄
養
士

一
人
以
上

四

機
能
訓
練
指
導
員

一
以
上

四

機
能
訓
練
指
導
員

一
人
以
上

五

（
略
）

五

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

（
準
用
）

（
準
用
）

第
百
四
十
条
の
三
十
二

第
九
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
、
第
十
六
条
、
第
十
九
条
、第
二
十
一
条
、第
二
十
六
条
、

第
三
十
条
の
二
、
第
三
十
二
条
か
ら
第
三
十
四
条
ま
で
、
第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
（
第
三
十
六
条

第
五
項
及
び
第
六
項
並
び
に
第
三
十
六
条
の
二
第
二
項
を
除
く
。）、
第
五
十
二
条
、
第
百
一
条
、
第
百
三
条
、

第
百
四
条
、
第
百
二
十
条
並
び
に
第
四
節
（
第
百
二
十
七
条
第
一
項
及
び
第
百
四
十
条
を
除
く
。）の
規
定
は
、

基
準
該
当
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、第
十
九
条
第
一
項
中「
内

容
、
当
該
指
定
訪
問
介
護
に
つ
い
て
法
第
四
十
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
利
用
者
に
代
わ
っ
て
支
払
を
受
け

第
百
四
十
条
の
三
十
二

第
九
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
、
第
十
六
条
、
第
十
九
条
、
第
二
十
一
条
、第
二
十
六
条
、

第
三
十
二
条
か
ら
第
三
十
四
条
ま
で
、
第
三
十
五
条
、
第
三
十
六
条
（
第
五
項
及
び
第
六
項
を
除
く
。）、
第
三

十
六
条
の
二
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
、
第
五
十
二
条
、
第
百
一
条
、
第
百
三
条
、
第
百
四
条
、
第
百
二
十
条
並

び
に
第
四
節
（
第
百
二
十
七
条
第
一
項
及
び
第
百
四
十
条
を
除
く
。）の
規
定
は
、
基
準
該
当
短
期
入
所
生
活
介

護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
九
条
中
「
内
容
、
当
該
指
定
訪
問
介
護
に
つ
い

て
法
第
四
十
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
利
用
者
に
代
わ
っ
て
支
払
を
受
け
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
」
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る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
内
容
」
と
、
第
二
十
一
条
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に

該
当
し
な
い
指
定
訪
問
介
護
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
短
期
入
所
生
活
介
護
」
と
、第
三
十
条
の
二
第
二
項
、

第
三
十
二
条
第
一
項
並
び
に
第
三
十
七
条
の
二
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
短

期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
、
第
百
一
条
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
百
四
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三

号
中
「
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
、第
百
二
十
七
条
第
二
項
中「
法

定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
短
期
入
所
生
活

介
護
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
」
と
、
第
百
三
十
三
条
中
「
医
師
及
び
看
護
職

員
」
と
あ
る
の
は
「
看
護
職
員
」
と
、
第
百
三
十
八
条
第
二
項
中
「
静
養
室
」
と
あ
る
の
は
「
静
養
室
等
」と
、

第
百
三
十
九
条
の
二
第
二
項
第
二
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十

九
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
六
条
」
と
あ
る
の
は「
第
二
十
六
条
」

と
、
同
項
第
五
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
六
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は「
第
三
十
六
条
第
二
項
」

と
、
同
項
第
六
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
七
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は「
第
三
十
七
条
第
二
項
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

と
あ
る
の
は
「
内
容
」
と
、
第
二
十
一
条
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
訪
問
介
護
」
と

あ
る
の
は
「
基
準
該
当
短
期
入
所
生
活
介
護
」
と
、
第
三
十
二
条
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
短
期

入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
、
第
百
一
条
第
三
項
中
「
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
短
期
入
所
生
活
介

護
従
業
者
」
と
、
第
百
二
十
七
条
第
二
項
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
短
期
入
所
生
活

介
護
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
短
期
入
所
生
活
介
護
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
前

項
」
と
、
第
百
三
十
三
条
中
「
医
師
及
び
看
護
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
看
護
職
員
」
と
、
第
百
三
十
八
条
第
二

項
中
「
静
養
室
」
と
あ
る
の
は
「
静
養
室
等
」
と
、
第
百
三
十
九
条
の
二
第
二
項
第
二
号
中
「
次
条
に
お
い
て

準
用
す
る
第
十
九
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
九
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準

用
す
る
第
二
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
六
条
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三

十
六
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
六
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第

三
十
七
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
七
条
第
二
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
百
五
十
三
条

指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す

る
規
程
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。）を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
五
十
三
条

指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す

る
規
程
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。）を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
六

（
略
）

一
〜
六

（
略
）

七

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

八

（
略
）

七

（
略
）

（
準
用
）

（
準
用
）

第
百
五
十
五
条

第
九
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
、
第
十
五
条
、
第
十
六
条
、
第
十
九
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十

六
条
、
第
三
十
条
の
二
、
第
三
十
二
条
、
第
三
十
三
条
、
第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
（
第
三
十
六
条

の
二
第
二
項
を
除
く
。）、
第
五
十
二
条
、
第
百
一
条
、
第
百
三
条
、
第
百
十
八
条
、
第
百
二
十
五
条
、
第
百
二

十
六
条
第
二
項
及
び
第
百
三
十
九
条
の
規
定
は
、
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
十
条
の
二
第
二
項
、
第
三
十
二
条
第
一
項
並
び
に
第
三
十
七
条
の
二
第
一
号
及
び
第

三
号
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
短
期
入
所
療
養
介
護
従
業
者
」
と
、
第
百
一
条
第
三
項
及
び
第
四

項
中
「
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
短
期
入
所
療
養
介
護
従
業
者
」
と
、
第
百
十
八
条
第
二
項
第
一
号

及
び
第
三
号
中
「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
短
期
入
所
療
養
介
護
従
業
者
」
と
、

第
百
二
十
五
条
第
一
項
中
「
第
百
三
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
五
十
三
条
」
と
、「
短
期
入
所
生
活
介
護
従

業
者
」
と
あ
る
の
は
「
短
期
入
所
療
養
介
護
従
業
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
百
五
十
五
条

第
九
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
、
第
十
五
条
、
第
十
六
条
、
第
十
九
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十

六
条
、
第
三
十
二
条
、
第
三
十
三
条
、
第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
、
第
五
十
二
条
、
第
百
一
条
、
第

百
三
条
、
第
百
十
八
条
、
第
百
二
十
五
条
、
第
百
二
十
六
条
第
二
項
及
び
第
百
三
十
九
条
の
規
定
は
、
指
定
短

期
入
所
療
養
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
十
二
条
中
「
訪
問
介
護
員
等
」

と
あ
る
の
は
「
短
期
入
所
療
養
介
護
従
業
者
」
と
、
第
百
一
条
第
三
項
中
「
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は

「
短
期
入
所
療
養
介
護
従
業
者
」
と
、
第
百
二
十
五
条
中
「
第
百
三
十
七
条
」
と
あ
る
の
は「
第
百
五
十
三
条
」

と
、「
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
短
期
入
所
療
養
介
護
従
業
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
百
五
十
五
条
の
十

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て

の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
五
十
五
条
の
十

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て

の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
六

（
略
）

一
〜
六

（
略
）

七

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

八

（
略
）

七

（
略
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

第
百
五
十
五
条
の
十
の
二

（
略
）

第
百
五
十
五
条
の
十
の
二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、短
期
入
所
療
養
介
護
従
業
者
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
、

そ
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事

業
者
は
、
全
て
の
短
期
入
所
療
養
介
護
従
業
者
（
看
護
師
、
准
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員
、

４

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、短
期
入
所
療
養
介
護
従
業
者
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
、

そ
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者
等
の
資
格
を
有
す
る
者
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
者
を
除
く
。）

に
対
し
、
認
知
症
介
護
に
係
る
基
礎
的
な
研
修
を
受
講
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

５

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
適
切
な
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
提
供

を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
職
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
性
的
な
言
動
又
は
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
で

あ
っ
て
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を
超
え
た
も
の
に
よ
り
短
期
入
所
療
養
介
護
従
業
者
の
就
業
環
境
が
害

さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
方
針
の
明
確
化
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
取
扱
方
針
）

（
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
取
扱
方
針
）

第
百
八
十
三
条

（
略
）

第
百
八
十
三
条

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

６

指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職

員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

一

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
を
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

７

（
略
）

７

（
略
）

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
百
八
十
九
条

指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
指
定
特
定
施
設
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の

運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。）を
定
め
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
八
十
九
条

指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
指
定
特
定
施
設
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の

運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。）を
定
め
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
八

（
略
）

一
〜
八

（
略
）

九

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

十

（
略
）

九

（
略
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

第
百
九
十
条

（
略
）

第
百
九
十
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
特
定
施
設
従
業
者
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の
研
修
の

機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
全
て
の
特
定

施
設
従
業
者
（
看
護
師
、
准
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員
、
法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政

令
で
定
め
る
者
等
の
資
格
を
有
す
る
者
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
者
を
除
く
。）に
対
し
、
認
知
症
介
護
に
係
る
基

礎
的
な
研
修
を
受
講
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
特
定
施
設
従
業
者
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の
研
修
の

機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
適
切
な
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
提
供
を
確
保
す

る
観
点
か
ら
、
職
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
性
的
な
言
動
又
は
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
で
あ
っ
て
業

務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を
超
え
た
も
の
に
よ
り
特
定
施
設
従
業
者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止

す
る
た
め
の
方
針
の
明
確
化
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
準
用
）

（
準
用
）

第
百
九
十
二
条

第
十
一
条
、
第
十
二
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
六
条
、
第
三
十
条
の
二
、
第
三
十
二
条
か
ら

第
三
十
四
条
ま
で
、
第
三
十
五
条
、
第
三
十
六
条
、
第
三
十
七
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
、
第
五
十
一
条
、
第

五
十
二
条
、
第
百
三
条
、
第
百
四
条
及
び
第
百
三
十
二
条
の
規
定
は
、
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
事

業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
十
条
の
二
第
二
項
、
第
三
十
二
条
第
一
項
並
び
に
第
三

十
七
条
の
二
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
施
設
従
業
者
」
と
、
第
五
十
一

条
中
「
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
施
設
従
業
者
」
と
、
第
百
四
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第

三
号
中
「
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
施
設
従
業
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
百
九
十
二
条

第
十
一
条
、
第
十
二
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
六
条
、第
三
十
二
条
か
ら
第
三
十
四
条
ま
で
、

第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
、
第
五
十
一
条
、
第
五
十
二
条
、
第
百
三
条
、
第
百
四
条
及
び
第
百
三
十

二
条
の
規
定
は
、
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第

三
十
二
条
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
施
設
従
業
者
」
と
、
第
五
十
一
条
中
「
訪
問
入
浴
介
護

従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
施
設
従
業
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報



（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
百
九
十
二
条
の
九

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
指
定
特
定
施
設
ご

と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
運
営
規

程
」
と
い
う
。）を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
九
十
二
条
の
九

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
指
定
特
定
施
設
ご

と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
運
営
規

程
」
と
い
う
。）を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
九

（
略
）

一
〜
九

（
略
）

十

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

十
一

（
略
）

十

（
略
）

（
準
用
）

（
準
用
）

第
百
九
十
二
条
の
十
二

第
十
一
条
、
第
十
二
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
六
条
、
第
三
十
条
の
二
、
第
三
十
二

条
か
ら
第
三
十
四
条
ま
で
、
第
三
十
五
条
、
第
三
十
六
条
、
第
三
十
七
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
、
第
五
十
一

条
、
第
五
十
二
条
、
第
百
三
条
、
第
百
四
条
、
第
百
七
十
九
条
、
第
百
八
十
一
条
か
ら
第
百
八
十
四
条
ま
で
、

第
百
八
十
七
条
、
第
百
八
十
八
条
及
び
第
百
九
十
条
か
ら
第
百
九
十
一
条
の
二
ま
で
の
規
定
は
、
外
部
サ
ー
ビ

ス
利
用
型
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
十
条

の
二
第
二
項
並
び
に
第
三
十
七
条
の
二
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
特
定

施
設
の
従
業
者
」
と
、
第
三
十
二
条
第
一
項
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
特

定
施
設
従
業
者
」
と
、
第
三
十
三
条
中
「
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
特
定
施
設
及
び
受
託

居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
」
と
、
第
五
十
一
条
中
「
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
特
定
施
設
の

従
業
者
」
と
、
第
百
四
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
特
定
施

設
の
従
業
者
」
と
、
第
百
八
十
一
条
第
二
項
中
「
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
を
」
と
あ
る
の
は
「
基
本

サ
ー
ビ
ス
を
」
と
、
第
百
八
十
四
条
中
「
他
の
特
定
施
設
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
他
の
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用

型
特
定
施
設
従
業
者
及
び
受
託
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」
と
、
第
百
九
十
条
中
「
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活

介
護
」
と
あ
る
の
は
「
基
本
サ
ー
ビ
ス
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
百
九
十
二
条
の
十
二

第
十
一
条
、
第
十
二
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
六
条
、
第
三
十
二
条
か
ら
第
三
十
四

条
ま
で
、
第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
、
第
五
十
一
条
、
第
五
十
二
条
、
第
百
三
条
、
第
百
四
条
、
第

百
七
十
九
条
、
第
百
八
十
一
条
か
ら
第
百
八
十
四
条
ま
で
、
第
百
八
十
七
条
、
第
百
八
十
八
条
及
び
第
百
九
十

条
か
ら
第
百
九
十
一
条
の
二
ま
で
の
規
定
は
、
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
事

業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
十
二
条
中
「
訪
問
介
護
員
等
」と
あ
る
の
は「
外
部
サ
ー

ビ
ス
利
用
型
特
定
施
設
従
業
者
」
と
、
第
三
十
三
条
中
「
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
特
定

施
設
及
び
受
託
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
」
と
、
第
五
十
一
条
中
「
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
指

定
特
定
施
設
の
従
業
者
」
と
、
第
百
八
十
一
条
第
二
項
中
「
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
を
」
と
あ
る
の

は
「
基
本
サ
ー
ビ
ス
を
」
と
、
第
百
八
十
四
条
中
「
他
の
特
定
施
設
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
他
の
外
部
サ
ー

ビ
ス
利
用
型
特
定
施
設
従
業
者
及
び
受
託
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」
と
、
第
百
九
十
条
中
「
指
定
特
定
施
設
入

居
者
生
活
介
護
」
と
あ
る
の
は
「
基
本
サ
ー
ビ
ス
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
二
百
条

指
定
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
指
定
福
祉
用
具
貸
与
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営

に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。）を
定
め
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
百
条

指
定
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
指
定
福
祉
用
具
貸
与
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営

に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。）を
定
め
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

六

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

七

（
略
）

六

（
略
）

（
衛
生
管
理
等
）

（
衛
生
管
理
等
）

第
二
百
三
条

（
略
）

第
二
百
三
条

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

６

指
定
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
当
該
指
定
福
祉
用
具
貸
与
事
業
所
に
お
い
て
感
染
症
が
発
生
し
、
又
は
ま

ん
延
し
な
い
よ
う
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

一

当
該
指
定
福
祉
用
具
貸
与
事
業
所
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
検
討

す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
お
お
む
ね
六
月
に

一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、福
祉
用
具
専
門
相
談
員
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二

当
該
指
定
福
祉
用
具
貸
与
事
業
所
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
指
針
を
整
備

す
る
こ
と
。

三

当
該
指
定
福
祉
用
具
貸
与
事
業
所
に
お
い
て
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
に
対
し
、
感
染
症
の
予
防
及
び
ま

ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 



（
掲
示
及
び
目
録
の
備
え
付
け
）

（
掲
示
及
び
目
録
の
備
え
付
け
）

第
二
百
四
条

（
略
）

第
二
百
四
条

（
略
）

２

指
定
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
前
項
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
当
該
指
定
福
祉
用
具
貸
与
事

業
所
に
備
え
付
け
、
か
つ
、
こ
れ
を
い
つ
で
も
関
係
者
に
自
由
に
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
同
項
の
規
定
に

よ
る
掲
示
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）

３

（
略
）

２

（
略
）

（
準
用
）

（
準
用
）

第
二
百
五
条

第
八
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
六
条
、
第
三
十
条
の
二
、
第
三
十
三
条
、

第
三
十
四
条
、
第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
、
第
五
十
二
条
並
び
に
第
百
一
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び

第
四
項
の
規
定
は
、
指
定
福
祉
用
具
貸
与
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
八
条
第
一

項
中
「
第
二
十
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
条
」
と
、
同
項
、
第
三
十
条
の
二
第
二
項
並
び
に
第
三
十
七
条

の
二
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
」
と
、第
十
条
中「
以

下
同
じ
。）」
と
あ
る
の
は
「
以
下
同
じ
。）、
取
り
扱
う
福
祉
用
具
の
種
目
」
と
、
第
十
四
条
第
二
項
中
「
適
切

な
指
導
」
と
あ
る
の
は
「
適
切
な
相
談
又
は
助
言
」
と
、
第
十
八
条
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
従

業
者
」
と
、「
初
回
訪
問
時
及
び
利
用
者
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
者
」
と
、
第
十
九
条
第
一
項
中
「
提
供
日
及
び

内
容
」
と
あ
る
の
は
「
提
供
の
開
始
日
及
び
終
了
日
並
び
に
種
目
及
び
品
名
」
と
、
第
二
十
一
条
中
「
内
容
」

と
あ
る
の
は
「
種
目
、
品
名
」
と
、
第
百
一
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
中
「
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ

る
の
は
「
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
処
遇
」
と
あ
る
の
は
「
サ
ー
ビ
ス
利
用
」
と
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
百
五
条

第
八
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
六
条
、
第
三
十
三
条
、
第
三
十
四
条
、
第

三
十
五
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
、
第
五
十
二
条
並
び
に
第
百
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
指
定
福

祉
用
具
貸
与
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
八
条
中
「
第
二
十
九
条
」
と
あ
る
の
は

「
第
二
百
条
」
と
、「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
」と
、第
十
条
中「
以
下
同
じ
。）」

と
あ
る
の
は
「
以
下
同
じ
。）、
取
り
扱
う
福
祉
用
具
の
種
目
」
と
、
第
十
四
条
第
二
項
中
「
適
切
な
指
導
」
と

あ
る
の
は
「
適
切
な
相
談
又
は
助
言
」
と
、
第
十
八
条
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は「
従
業
者
」と
、「
初

回
訪
問
時
及
び
利
用
者
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
者
」
と
、
第
十
九
条
中
「
提
供
日
及
び
内
容
」と
あ
る
の
は「
提

供
の
開
始
日
及
び
終
了
日
並
び
に
種
目
及
び
品
名
」
と
、
第
二
十
一
条
中
「
内
容
」
と
あ
る
の
は
「
種
目
、
品

名
」
と
、
第
百
一
条
第
二
項
中
「
処
遇
」
と
あ
る
の
は
「
サ
ー
ビ
ス
利
用
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
準
用
）

（
準
用
）

第
二
百
六
条

第
八
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
、
第
十
六
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
六
条
、

第
三
十
条
の
二
、
第
三
十
三
条
、
第
三
十
四
条
、
第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
（
第
三
十
六
条
第
五
項

及
び
第
六
項
を
除
く
。）、
第
五
十
二
条
、
第
百
一
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
百
九
十
三
条
、
第
百

九
十
五
条
、
第
百
九
十
六
条
並
び
に
第
四
節（
第
百
九
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
百
五
条
を
除
く
。）の
規
定
は
、

基
準
該
当
福
祉
用
具
貸
与
の
事
業
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
八
条
第
一
項
中
「
第
二
十
九
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
二
百
条
」
と
、
同
項
、
第
三
十
条
の
二
第
二
項
並
び
に
第
三
十
七
条
の
二
第
一
号
及
び
第
三

号
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
」
と
、
第
十
条
中
「
実
施
地
域
」
と
あ
る
の

は
「
実
施
地
域
、
取
り
扱
う
福
祉
用
具
の
種
目
」
と
、
第
十
四
条
第
二
項
中
「
適
切
な
指
導
」と
あ
る
の
は「
適

切
な
相
談
又
は
助
言
」
と
、
第
十
八
条
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
従
業
者
」
と
、
第
十
九
条
第
一

項
中
「
提
供
日
及
び
内
容
、
当
該
指
定
訪
問
介
護
に
つ
い
て
法
第
四
十
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
利
用
者
に

代
わ
っ
て
支
払
を
受
け
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
提
供
の
開
始
日
及
び
終
了
日
、種
目
、

品
名
」
と
、
第
二
十
一
条
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
訪
問
介
護
」
と
あ
る
の
は
「
基

準
該
当
福
祉
用
具
貸
与
」
と
、
第
百
一
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
中
「
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の

は
「
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
処
遇
」
と
あ
る
の
は
「
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
」
と
、
第
百

九
十
七
条
第
二
項
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
福
祉
用
具
貸
与
」
と
あ
る
の
は
「
基
準

該
当
福
祉
用
具
貸
与
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
」と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
百
六
条

第
八
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
、
第
十
六
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
六
条
、

第
三
十
三
条
、
第
三
十
四
条
、
第
三
十
五
条
、
第
三
十
六
条
（
第
五
項
及
び
第
六
項
を
除
く
。）、
第
三
十
六
条

の
二
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
、
第
五
十
二
条
、
第
百
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
百
九
十
三
条
、
第
百
九
十

五
条
、
第
百
九
十
六
条
並
び
に
第
四
節
（
第
百
九
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
百
五
条
を
除
く
。）の
規
定
は
、
基

準
該
当
福
祉
用
具
貸
与
の
事
業
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
八
条
中
「
第
二
十
九
条
」
と
あ
る
の

は
「
第
二
百
条
」
と
、「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
」
と
、
第
十
条
中
「
実
施
地

域
」
と
あ
る
の
は
「
実
施
地
域
、
取
り
扱
う
福
祉
用
具
の
種
目
」
と
、
第
十
四
条
第
二
項
中
「
適
切
な
指
導
」

と
あ
る
の
は
「
適
切
な
相
談
又
は
助
言
」
と
、
第
十
八
条
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
従
業
者
」と
、

第
十
九
条
中
「
提
供
日
及
び
内
容
、
当
該
指
定
訪
問
介
護
に
つ
い
て
法
第
四
十
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
利

用
者
に
代
わ
っ
て
支
払
を
受
け
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
」
と
あ
る
の
は「
提
供
の
開
始
日
及
び
終
了
日
、

種
目
、
品
名
」
と
、
第
二
十
一
条
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
訪
問
介
護
」
と
あ
る
の

は
「
基
準
該
当
福
祉
用
具
貸
与
」
と
、
第
百
一
条
第
二
項
中
「
処
遇
」
と
あ
る
の
は
「
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
」と
、

第
百
九
十
七
条
第
二
項
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
福
祉
用
具
貸
与
」と
あ
る
の
は「
基

準
該
当
福
祉
用
具
貸
与
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

（
準
用
）

（
準
用
）

第
二
百
十
六
条

第
八
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
、
第
十
六
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
、
第
二
十
六
条
、
第
三
十
条
の

二
、
第
三
十
一
条
、
第
三
十
三
条
、
第
三
十
四
条
、
第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
、
第
五
十
二
条
、
第

百
一
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
百
九
十
八
条
、
第
二
百
条
か
ら
第
二
百
二
条
ま
で
並
び
に
第
二
百

四
条
の
規
定
は
、
指
定
特
定
福
祉
用
具
販
売
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
八
条
第

一
項
中
「
第
二
十
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
百
条
」
と
、
同
項
、
第
三

十
条
の
二
第
二
項
、
第
三
十
一
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第
三
号
並
び
に
第
三
十
七
条
の
二
第
一
号
及
び
第
三
号

第
二
百
十
六
条

第
八
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
、
第
十
六
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
、
第
二
十
六
条
、第
三
十
一
条
、

第
三
十
三
条
、
第
三
十
四
条
、
第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
、
第
五
十
二
条
、
第
百
一
条
第
一
項
及
び

第
二
項
、
第
百
九
十
八
条
、
第
二
百
条
か
ら
第
二
百
二
条
ま
で
並
び
に
第
二
百
四
条
の
規
定
は
、
指
定
特
定
福

祉
用
具
販
売
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
八
条
中
「
第
二
十
九
条
」
と
あ
る
の
は

「
第
二
百
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
百
条
」
と
、「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
福
祉
用
具
専
門
相

談
員
」
と
、
第
十
条
中
「
以
下
同
じ
。）」
と
あ
る
の
は
「
以
下
同
じ
。）、
取
り
扱
う
特
定
福
祉
用
具
の
種
目
」
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中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
」
と
、
第
十
条
中
「
以
下
同
じ
。）」
と
あ
る
の

は
「
以
下
同
じ
。）、
取
り
扱
う
特
定
福
祉
用
具
の
種
目
」
と
、
第
十
四
条
第
二
項
中
「
適
切
な
指
導
」
と
あ
る

の
は
「
適
切
な
相
談
又
は
助
言
」
と
、
第
十
八
条
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
従
業
者
」
と
、「
初
回

訪
問
時
及
び
利
用
者
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
者
」
と
、
第
三
十
一
条
第
一
項
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の

は
「
従
業
者
」
と
、
第
百
一
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
中
「
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
福
祉

用
具
専
門
相
談
員
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
処
遇
」
と
あ
る
の
は
「
サ
ー
ビ
ス
利
用
」
と
、
第
百
九
十
八
条
中

「
福
祉
用
具
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
福
祉
用
具
」
と
、「
貸
与
」
と
あ
る
の
は
「
販
売
」
と
、
第
二
百
条
中
「
利

用
料
」
と
あ
る
の
は
「
販
売
費
用
の
額
」
と
、
第
二
百
一
条
及
び
第
二
百
二
条
中
「
福
祉
用
具
」
と
あ
る
の
は

「
特
定
福
祉
用
具
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

と
、
第
十
四
条
第
二
項
中
「
適
切
な
指
導
」
と
あ
る
の
は
「
適
切
な
相
談
又
は
助
言
」
と
、
第
十
八
条
中
「
訪

問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
従
業
者
」
と
、「
初
回
訪
問
時
及
び
利
用
者
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
者
」
と
、
第

三
十
一
条
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
従
業
者
」
と
、
第
百
一
条
第
二
項
中
「
処
遇
」
と
あ
る
の
は

「
サ
ー
ビ
ス
利
用
」
と
、
第
百
九
十
八
条
中
「
福
祉
用
具
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
福
祉
用
具
」
と
、「
貸
与
」
と

あ
る
の
は
「
販
売
」
と
、
第
二
百
条
中
「
利
用
料
」
と
あ
る
の
は
「
販
売
費
用
の
額
」
と
、
第
二
百
一
条
及
び

第
二
百
二
条
中
「
福
祉
用
具
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
福
祉
用
具
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
五
章

雑
則

（
新
設
）

（
電
磁
的
記
録
等
）

第
二
百
十
七
条

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
る
者
は
、
作
成
、
保
存

そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
の
う
ち
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
お
い
て
書
面
（
書
面
、
書
類
、
文
書
、
謄
本
、

抄
本
、
正
本
、
副
本
、
複
本
そ
の
他
文
字
、
図
形
等
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
が
記

載
さ
れ
た
紙
そ
の
他
の
有
体
物
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
又

は
想
定
さ
れ
る
も
の
（
第
十
一
条
第
一
項
（
第
三
十
九
条
の
三
、
第
四
十
三
条
、
第
五
十
四
条
、第
五
十
八
条
、

第
七
十
四
条
、
第
八
十
三
条
、
第
九
十
一
条
、
第
百
五
条
、
第
百
五
条
の
三
、
第
百
九
条
、
第
百
十
九
条
、
第

百
四
十
条
（
第
百
四
十
条
の
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
四
十
条
の
十
五
、
第
百
四
十
条

の
三
十
二
、
第
百
五
十
五
条
（
第
百
五
十
五
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、第
百
九
十
二
条
、

第
百
九
十
二
条
の
十
二
、第
二
百
五
条
、第
二
百
六
条
及
び
第
二
百
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

及
び
第
百
八
十
一
条
第
一
項
（
第
百
九
十
二
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
次
項
に
規

定
す
る
も
の
を
除
く
。）に
つ
い
て
は
、
書
面
に
代
え
て
、
当
該
書
面
に
係
る
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁

気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電

子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。）に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）

２

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
る
者
は
、
交
付
、
説
明
、
同
意
、
承

諾
、
締
結
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
以
下
「
交
付
等
」
と
い
う
。）の
う
ち
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
お
い

て
書
面
で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
交
付
等
の
相
手
方
の
承

諾
を
得
て
、
書
面
に
代
え
て
、
電
磁
的
方
法
（
電
子
的
方
法
、
磁
気
的
方
法
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
法
を
い
う
。）に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
二
条

指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
八
号
。
附
則
に
お
い
て
「
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
基
準
」
と
い
う
。）の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

目
次

目
次

第
一
章
〜
第
四
章

（
略
）

第
一
章
〜
第
四
章

（
略
）

第
五
章

雑
則
（
第
三
十
一
条
）

附
則

附
則

（
趣
旨
）

（
趣
旨
）

第
一
条

基
準
該
当
居
宅
介
護
支
援
（
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）

第
四
十
七
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
基
準
該
当
居
宅
介
護
支
援
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
事
業
に
係
る
法

第
一
条

基
準
該
当
居
宅
介
護
支
援
（
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）

第
四
十
七
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
基
準
該
当
居
宅
介
護
支
援
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
事
業
に
係
る
法
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一

（
略
）

一

（
略
）

二

法
第
四
十
七
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
市
町
村

が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
第
三
十
条
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
五
条
（
第
三
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
十
三
条
第
一
項
第
七

号
、
第
九
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
、
第
十
四
号
、
第
十
六
号
、
第
十
八
号
の
二
、
第
十
八
号
の
三
及
び
第
二

十
六
号
（
第
三
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
十
九
条
の
二
（
第
三
十
条
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
に
限
る
。）、
第
二
十
一
条
の
二
（
第
三
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、第
二
十
三
条（
第

三
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、



第
二
十
七
条（
第
三
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）

並
び
に
第
二
十
七
条
の
二
（
第
三
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
基
準

二

法
第
四
十
七
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
市
町
村

が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
第
三
十
条
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
五
条
（
第
三
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
十
三
条
第
一
項
第
七

号
、
第
九
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
、
第
十
四
号
、
第
十
六
号
、
第
十
八
号
の
二
及
び
第
二
十
六
号
（
第
三
十

条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
二
十
三
条
（
第
三
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）並

び
に
第
二
十
七
条
（
第
三
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
基
準

三

（
略
）

三

（
略
）

四

法
第
八
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
市
町
村
が
条
例

を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
五
条
、
第
十
三
条
第
一
項
第
七

号
、
第
九
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
、
第
十
四
号
、
第
十
六
号
、
第
十
八
号
の
二
、
第
十
八
号
の
三
及
び
第
二

十
六
号
、
第
十
九
条
の
二
、
第
二
十
一
条
の
二
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
七
条
並
び
に
第
二
十
七
条
の
二
の

規
定
に
よ
る
基
準

四

法
第
八
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
市
町
村
が
条
例

を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
五
条
、
第
十
三
条
第
一
項
第
七

号
、
第
九
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
、
第
十
四
号
、
第
十
六
号
、
第
十
八
号
の
二
及
び
第
二
十
六
号
、
第
二
十

三
条
並
び
に
第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
基
準

五

（
略
）

五

（
略
）

第
四
十
七
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
及
び
指
定
居
宅
介
護
支
援
（
法
第
四
十
六
条
第
一
項
に

規
定
す
る
指
定
居
宅
介
護
支
援
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
事
業
に
係
る
法
第
八
十
一
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
基
準
と
す
る
。

第
四
十
七
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
及
び
指
定
居
宅
介
護
支
援
（
法
第
四
十
六
条
第
一
項
に

規
定
す
る
指
定
居
宅
介
護
支
援
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
事
業
に
係
る
法
第
八
十
一
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
基
準
と
す
る
。

（
基
本
方
針
）

（
基
本
方
針
）

第
一
条
の
二

（
略
）

第
一
条
の
二

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

５

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
は
、
利
用
者
の
人
権
の
擁
護
、
虐
待
の
防
止
等
の
た
め
、
必
要
な
体
制
の
整
備

を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
従
業
者
に
対
し
、
研
修
を
実
施
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

６

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
は
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
を
提
供
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
法
第
百
十
八
条
の
二

第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
保
険
等
関
連
情
報
そ
の
他
必
要
な
情
報
を
活
用
し
、
適
切
か
つ
有
効
に
行
う
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
内
容
及
び
手
続
の
説
明
及
び
同
意
）

（
内
容
及
び
手
続
の
説
明
及
び
同
意
）

第
四
条

（
略
）

第
四
条

（
略
）

２

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
は
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
の
提
供
の
開
始
に
際
し
、
あ
ら
か
じ
め
、
居
宅
サ
ー

ビ
ス
計
画
が
第
一
条
の
二
に
規
定
す
る
基
本
方
針
及
び
利
用
者
の
希
望
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

利
用
者
は
複
数
の
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
を
紹
介
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
前
六
月
間

に
当
該
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
総
数
の
う
ち
に
訪
問
介

護
、
通
所
介
護
、
福
祉
用
具
貸
与
及
び
地
域
密
着
型
通
所
介
護
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
訪
問
介
護
等
」
と

い
う
。）が
そ
れ
ぞ
れ
位
置
付
け
ら
れ
た
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
数
が
占
め
る
割
合
、
前
六
月
間
に
当
該
指
定
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
た
訪
問
介
護
等
ご
と
の
回

数
の
う
ち
に
同
一
の
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
又
は
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
よ
っ
て
提
供
さ

れ
た
も
の
が
占
め
る
割
合
等
に
つ
き
説
明
を
行
い
、
理
解
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
は
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
の
提
供
の
開
始
に
際
し
、
あ
ら
か
じ
め
、
居
宅
サ
ー

ビ
ス
計
画
が
第
一
条
の
二
に
規
定
す
る
基
本
方
針
及
び
利
用
者
の
希
望
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

利
用
者
は
複
数
の
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
を
紹
介
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
等
に
つ
き
説

明
を
行
い
、
理
解
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
〜
８

（
略
）

３
〜
８

（
略
）

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報



（
指
定
居
宅
介
護
支
援
の
具
体
的
取
扱
方
針
）

（
指
定
居
宅
介
護
支
援
の
具
体
的
取
扱
方
針
）

第
十
三
条

指
定
居
宅
介
護
支
援
の
方
針
は
、
第
一
条
の
二
に
規
定
す
る
基
本
方
針
及
び
前
条
に
規
定
す
る
基
本

取
扱
方
針
に
基
づ
き
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

第
十
三
条

指
定
居
宅
介
護
支
援
の
方
針
は
、
第
一
条
の
二
に
規
定
す
る
基
本
方
針
及
び
前
条
に
規
定
す
る
基
本

取
扱
方
針
に
基
づ
き
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一
〜
八

（
略
）

一
〜
八

（
略
）

九

介
護
支
援
専
門
員
は
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
（
介
護
支
援
専
門
員
が
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
の
た

め
に
、
利
用
者
及
び
そ
の
家
族
の
参
加
を
基
本
と
し
つ
つ
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案
に
位
置
付
け
た
指

定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
担
当
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
担
当
者
」
と
い
う
。）を
招
集
し
て
行
う
会
議

（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
そ
の
他
の
情
報
通
信
機
器
（
以
下
「
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
」
と
い
う
。）を
活
用
し
て
行

う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て「
利
用
者
等
」

と
い
う
。）が
参
加
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
の
活
用
に
つ
い
て
当
該
利
用
者
等
の
同
意

を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
開
催
に
よ
り
、
利
用
者
の
状
況
等
に
関
す
る
情
報
を

担
当
者
と
共
有
す
る
と
と
も
に
、
当
該
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案
の
内
容
に
つ
い
て
、
担
当
者
か
ら
、
専

門
的
な
見
地
か
ら
の
意
見
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、利
用
者（
末
期
の
悪
性
腫
瘍
の
患
者
に
限
る
。）

の
心
身
の
状
況
等
に
よ
り
、
主
治
の
医
師
又
は
歯
科
医
師
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
主
治
の
医
師
等
」
と

い
う
。）の
意
見
を
勘
案
し
て
必
要
と
認
め
る
場
合
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て

は
、
担
当
者
に
対
す
る
照
会
等
に
よ
り
意
見
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

九

介
護
支
援
専
門
員
は
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
（
介
護
支
援
専
門
員
が
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
の
た

め
に
、
利
用
者
及
び
そ
の
家
族
の
参
加
を
基
本
と
し
つ
つ
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案
に
位
置
付
け
た
指

定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
担
当
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
担
当
者
」
と
い
う
。）を
召
集
し
て
行
う
会
議
を

い
う
。
以
下
同
じ
。）の
開
催
に
よ
り
、利
用
者
の
状
況
等
に
関
す
る
情
報
を
担
当
者
と
共
有
す
る
と
と
も
に
、

当
該
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案
の
内
容
に
つ
い
て
、
担
当
者
か
ら
、
専
門
的
な
見
地
か
ら
の
意
見
を
求
め

る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
利
用
者
（
末
期
の
悪
性
腫
瘍
の
患
者
に
限
る
。）の
心
身
の
状
況
等
に
よ
り
、
主

治
の
医
師
又
は
歯
科
医
師
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
主
治
の
医
師
等
」
と
い
う
。）の
意
見
を
勘
案
し
て
必

要
と
認
め
る
場
合
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
担
当
者
に
対
す
る
照
会
等
に

よ
り
意
見
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

十
〜
十
八
の
二

（
略
）

十
〜
十
八
の
二

（
略
）

十
八
の
三

介
護
支
援
専
門
員
は
、
そ
の
勤
務
す
る
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
居
宅

サ
ー
ビ
ス
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
た
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
、
特
例
居
宅
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
、
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
及
び
特
例
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
（
以
下
こ
の
号

に
お
い
て
「
サ
ー
ビ
ス
費
」
と
い
う
。）の
総
額
が
法
第
四
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
等
区
分
支
給
限
度
基
準
額
に
占
め
る
割
合
及
び
訪
問
介
護
に
係
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
サ
ー
ビ
ス
費

の
総
額
に
占
め
る
割
合
が
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
市
町
村
か

ら
の
求
め
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
利
用
の
妥
当

性
を
検
討
し
、
当
該
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
訪
問
介
護
が
必
要
な
理
由
等
を
記
載
す
る
と
と
も
に
、
当
該
居

宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
市
町
村
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

十
九
〜
二
十
七

（
略
）

十
九
〜
二
十
七

（
略
）

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
十
八
条

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
は
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営

に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
以
下
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。）と
し
て
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る

も
の
と
す
る
。

第
十
八
条

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
は
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営

に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
以
下
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。）と
し
て
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る

も
の
と
す
る
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

六

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

七

（
略
）

六

（
略
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
）

第
十
九
条

（
略
）

第
十
九
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
は
、
適
切
な
指
定
居
宅
介
護
支
援
の
提
供
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
職
場
に
お

い
て
行
わ
れ
る
性
的
な
言
動
又
は
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
で
あ
っ
て
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範

囲
を
超
え
た
も
の
に
よ
り
介
護
支
援
専
門
員
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
方
針
の
明
確

化
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 



（
業
務
継
続
計
画
の
策
定
等
）

第
十
九
条
の
二

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
は
、
感
染
症
や
非
常
災
害
の
発
生
時
に
お
い
て
、
利
用
者
に
対
す

る
指
定
居
宅
介
護
支
援
の
提
供
を
継
続
的
に
実
施
す
る
た
め
の
、
及
び
非
常
時
の
体
制
で
早
期
の
業
務
再
開
を

図
る
た
め
の
計
画
（
以
下
「
業
務
継
続
計
画
」
と
い
う
。）を
策
定
し
、
当
該
業
務
継
続
計
画
に
従
い
必
要
な
措

置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

２

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
は
、
介
護
支
援
専
門
員
に
対
し
、
業
務
継
続
計
画
に
つ
い
て
周
知
す
る
と
と
も

に
、
必
要
な
研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
は
、
定
期
的
に
業
務
継
続
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
業
務
継
続

計
画
の
変
更
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
措
置
）

第
二
十
一
条
の
二

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
は
、
当
該
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
お
い
て
感
染
症
が
発

生
し
、
又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

一

当
該
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
検
討

す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
お
お
む
ね
六
月
に

一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
支
援
専
門
員
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二

当
該
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
指
針
を
整
備

す
る
こ
と
。

三

当
該
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
お
い
て
、
介
護
支
援
専
門
員
に
対
し
、
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延

の
防
止
の
た
め
の
研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

（
掲
示
）

（
掲
示
）

第
二
十
二
条

（
略
）

第
二
十
二
条

（
略
）

２

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
は
、
前
項
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
当
該
指
定
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
に
備
え
付
け
、
か
つ
、
こ
れ
を
い
つ
で
も
関
係
者
に
自
由
に
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
同
項
の
規
定
に

よ
る
掲
示
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）

（
虐
待
の
防
止
）

第
二
十
七
条
の
二

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
は
、
虐
待
の
発
生
又
は
そ
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

一

当
該
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ

電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
定
期
的
に
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結

果
に
つ
い
て
、
介
護
支
援
専
門
員
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二

当
該
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。

三

当
該
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
お
い
て
、
介
護
支
援
専
門
員
に
対
し
、
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
研
修

を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
担
当
者
を
置
く
こ
と
。

第
五
章

雑
則

（
新
設
）

（
電
磁
的
記
録
等
）

第
三
十
一
条

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
及
び
指
定
居
宅
介
護
支
援
の
提
供
に
当
た
る
者
は
、
作
成
、
保
存
そ

の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
の
う
ち
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
お
い
て
書
面
（
書
面
、
書
類
、
文
書
、
謄
本
、
抄

本
、
正
本
、
副
本
、
複
本
そ
の
他
文
字
、
図
形
等
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
が
記
載

さ
れ
た
紙
そ
の
他
の
有
体
物
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
又
は

想
定
さ
れ
る
も
の
（
第
七
条（
第
三
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
十
三
条
第
二
十
四
号（
第

（
新
設
）
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２

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
及
び
指
定
居
宅
介
護
支
援
の
提
供
に
当
た
る
者
は
、
交
付
、
説
明
、
同
意
、
承

諾
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
以
下
「
交
付
等
」
と
い
う
。）の
う
ち
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
お
い
て
書
面

で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
交
付
等
の
相
手
方
の
承
諾
を
得

て
、
書
面
に
代
え
て
、
電
磁
的
方
法
（
電
子
的
方
法
、
磁
気
的
方
法
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
法
を
い
う
。）に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
次
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。）に
つ
い
て
は
、
書
面
に

代
え
て
、
当
該
書
面
に
係
る
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る

も
の
を
い
う
。）に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
三
条

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
四
号
。
附
則
に
お
い
て
「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
」
と
い
う
。）の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

目
次

目
次

第
一
章
〜
第
八
章

（
略
）

第
一
章
〜
第
八
章

（
略
）

第
九
章

雑
則
（
第
百
八
十
三
条
）

附
則

附
則

第
一
条

共
生
型
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下

「
法
」と
い
う
。）第
七
十
八
条
の
二
の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
及
び
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
に
係
る
法
第
七
十
八
条
の
四
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

基
準
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
基
準
と
す
る
。

第
一
条

共
生
型
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下

「
法
」と
い
う
。）第
七
十
八
条
の
二
の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
及
び
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
に
係
る
法
第
七
十
八
条
の
四
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

基
準
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
基
準
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

法
第
七
十
八
条
の
二
の
二
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い

て
市
町
村
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
三
条
の
七
第
一
項
（
第
三
十
七
条
の
三
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
三
条
の
八
（
第
三
十
七
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、

第
三
条
の
三
十
の
二
（
第
三
十
七
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
三
条
の
三
十
三
（
第
三

十
七
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
三
条
の
三
十
八
の
二
（
第
三
十
七
条
の
三
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
三
十
三
条
第
二
項
（
第
三
十
七
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）

及
び
第
三
十
五
条
（
第
三
十
七
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
基
準

二

法
第
七
十
八
条
の
二
の
二
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い

て
市
町
村
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
三
条
の
七
第
一
項
（
第
三
十
七
条
の
三
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
三
条
の
八
（
第
三
十
七
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、

第
三
条
の
三
十
三
（
第
三
十
七
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
三
十
五
条
（
第
三
十
七
条

の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
基
準

三

（
略
）

三

（
略
）

四

法
第
七
十
八
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
市
町
村
が

条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
四
十
条
の
四
第
一
項
（
専
用
の
部
屋
に
係
る
部
分
に
限

る
。）及
び
第
二
項
、
第
六
十
七
条
第
一
項
（
宿
泊
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
第
二
項
第
二
号
ロ
、
第
九

十
三
条
第
二
項
（
居
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
第
四
項
、
第
百
三
十
二
条
第
一
項
第
一
号
ロ
、
第
百
六

十
条
第
一
項
第
一
号
イ

、
第
百
七
十
五
条
第
一
項
（
宿
泊
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
第
二
項
第
二
号

ロ
並
び
に
附
則
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
基
準

四

法
第
七
十
八
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
市
町
村
が

条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
四
十
条
の
四
第
一
項
（
専
用
の
部
屋
に
係
る
部
分
に
限

る
。）及
び
第
二
項
、
第
六
十
七
条
第
一
項
（
宿
泊
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
第
二
項
第
二
号
ロ
、
第
九

十
三
条
第
二
項
（
居
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
第
四
項
、
第
百
三
十
二
条
第
一
項
第
一
号
ロ
、
第
百
六

十
条
第
一
項
第
一
号
イ

（
床
面
積
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
百
七
十
五
条
第
一
項
（
宿
泊
室
に
係
る
部

分
に
限
る
。）及
び
第
二
項
第
二
号
ロ
並
び
に
附
則
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
基
準

五

（
略
）

五

（
略
）
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六

法
第
七
十
八
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
市
町
村
が

条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
三
条
の
七
第
一
項
（
第
十
八
条
、
第
三
十
七
条
、
第
六
十

一
条
、
第
八
十
八
条
、
第
百
八
条
、
第
百
五
十
七
条
、
第
百
六
十
九
条
及
び
第
百
八
十
二
条
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
条
の
八
（
第
十
八
条
、
第
三
十
七
条
、
第
四
十
条
の
十
六
、
第
六
十
一
条
、
第

八
十
八
条
、
第
百
八
条
、
第
百
五
十
七
条
、
第
百
六
十
九
条
及
び
第
百
八
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）、
第
三
条
の
二
十
三
（
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
計
画
及
び
訪
問
看
護
報
告
書
の

提
出
に
係
る
部
分
を
除
く
。）、
第
三
条
の
二
十
五
（
第
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三

条
の
三
十
の
二
（
第
十
八
条
、
第
三
十
七
条
、
第
四
十
条
の
十
六
、
第
六
十
一
条
、
第
八
十
八
条
、
第
百
八

条
、
第
百
二
十
九
条
、
第
百
五
十
七
条
、
第
百
六
十
九
条
及
び
第
百
八
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）、
第
三
条
の
三
十
一
第
三
項
（
第
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
条
の
三
十
三

（
第
十
八
条
、
第
三
十
七
条
、
第
四
十
条
の
十
六
、
第
六
十
一
条
、
第
八
十
八
条
、
第
百
八
条
、
第
百
二
十

九
条
及
び
第
百
八
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
条
の
三
十
八
（
第
十
八
条
、
第
八
十

八
条
、
第
百
八
条
、
第
百
二
十
九
条
及
び
第
百
八
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
条
の

三
十
八
の
二
（
第
十
八
条
、
第
三
十
七
条
、
第
四
十
条
の
十
六
、
第
六
十
一
条
、
第
八
十
八
条
、第
百
八
条
、

第
百
二
十
九
条
、
第
百
五
十
七
条
、
第
百
六
十
九
条
及
び
第
百
八
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）、
第
三
条
の
四
十
一
第
二
項
（
第
三
条
の
二
十
三
に
係
る
部
分
（
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護

看
護
計
画
及
び
訪
問
看
護
報
告
書
の
提
出
に
係
る
部
分
を
除
く
。）に
限
る
。）、
第
三
十
三
条
第
二
項
（
第
四

十
条
の
十
六
、
第
六
十
一
条
、
第
八
十
八
条
、
第
百
八
条
、
第
百
二
十
九
条
及
び
第
百
八
十
二
条
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
十
五
条
（
第
四
十
条
の
十
六
及
び
第
六
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）、
第
四
十
条
の
五
第
一
項
、
第
五
十
九
条
の
二
、
第
七
十
三
条
第
五
号
及
び
第
六
号
、
第
七
十
八

条
第
二
項
、
第
九
十
七
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
、
第
九
十
九
条
第
二
項
、
第
百
十
三
条
第
一
項
か
ら
第

三
項
ま
で
、
第
百
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
百
十
八
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
、
第
百
三
十
七
条

第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
、
第
百
三
十
九
条
第
八
項
、
第
百
四
十
五
条
（
第
百
六
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
五
十
一
条
第
二
項
（
第
百
六
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百

五
十
三
条
（
第
百
六
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
五
十
五
条
（
第
百
六
十
九
条
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、第
百
六
十
二
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
並
び
に
第
百
六
十
三
条
第
九
項
、

第
百
七
十
七
条
第
五
号
及
び
第
六
号
並
び
に
第
百
七
十
八
条
（
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
計
画
及
び

看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
報
告
書
の
提
出
に
係
る
部
分
を
除
く
。）の
規
定
に
よ
る
基
準

六

法
第
七
十
八
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
市
町
村
が

条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
三
条
の
七
第
一
項
（
第
十
八
条
、
第
三
十
七
条
、
第
六
十

一
条
、
第
八
十
八
条
、
第
百
八
条
、
第
百
五
十
七
条
、
第
百
六
十
九
条
及
び
第
百
八
十
二
条
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
条
の
八
（
第
十
八
条
、
第
三
十
七
条
、
第
四
十
条
の
十
六
、
第
六
十
一
条
、
第

八
十
八
条
、
第
百
八
条
、
第
百
五
十
七
条
、
第
百
六
十
九
条
及
び
第
百
八
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）、
第
三
条
の
二
十
三
（
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
計
画
及
び
訪
問
看
護
報
告
書
の

提
出
に
係
る
部
分
を
除
く
。）、
第
三
条
の
二
十
五
（
第
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三

条
の
三
十
三
（
第
十
八
条
、
第
三
十
七
条
、
第
四
十
条
の
十
六
、
第
六
十
一
条
、
第
八
十
八
条
、第
百
八
条
、

第
百
二
十
九
条
及
び
第
百
八
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
条
の
三
十
八（
第
十
八
条
、

第
八
十
八
条
、
第
百
八
条
、
第
百
二
十
九
条
及
び
第
百
八
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第

三
条
の
四
十
一
第
二
項
（
第
三
条
の
二
十
三
に
係
る
部
分
（
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
計
画

及
び
訪
問
看
護
報
告
書
の
提
出
に
係
る
部
分
を
除
く
。）に
限
る
。）、
第
三
十
五
条
（
第
四
十
条
の
十
六
及
び

第
六
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
四
十
条
の
五
第
一
項
、
第
五
十
九
条
の
二
、
第
七
十

三
条
第
五
号
及
び
第
六
号
、
第
七
十
八
条
第
二
項
、
第
九
十
七
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
、
第
九
十
九
条

第
二
項
、
第
百
十
三
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
百
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
百
十
八
条
第
四

項
か
ら
第
六
項
ま
で
、
第
百
三
十
七
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
、
第
百
三
十
九
条
第
八
項
、
第
百
四
十
五

条
（
第
百
六
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
五
十
三
条
（
第
百
六
十
九
条
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
五
十
五
条
（
第
百
六
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
六

十
二
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
並
び
に
第
百
六
十
三
条
第
九
項
、
第
百
七
十
七
条
第
五
号
及
び
第
六
号
並

び
に
第
百
七
十
八
条
（
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
計
画
及
び
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
報
告

書
の
提
出
に
係
る
部
分
を
除
く
。）の
規
定
に
よ
る
基
準

七
・
八

（
略
）

七
・
八

（
略
）

（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
一
般
原
則
）

（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
一
般
原
則
）

第
三
条

（
略
）

第
三
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
、
利
用
者
の
人
権
の
擁
護
、
虐
待
の
防
止
等
の
た
め
、
必
要
な
体
制

の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
従
業
者
に
対
し
、研
修
を
実
施
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

４

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
法
第

百
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
保
険
等
関
連
情
報
そ
の
他
必
要
な
情
報
を
活
用
し
、
適
切
か
つ
有
効

に
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）
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（
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
従
業
者
の
員
数
）

（
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
従
業
者
の
員
数
）

第
三
条
の
四

（
略
）

第
三
条
の
四

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

５

指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
事
業
所
の
同
一
敷
地
内
に
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
施
設
等

が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
施
設
等
の
入
所
者
等
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、
前
項
本
文
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
当
該
施
設
等
の
職
員
を
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
事
業
所
の
同
一
敷
地
内
に
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
施
設
等

が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
施
設
等
の
入
所
者
等
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、
前
項
本
文
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
当
該
施
設
等
の
職
員
を
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指

定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
を
い
う
。
第
六
条
第
四
項
第
一
号
及
び
第
百
三
十
一
条
第
十
二
項
に
お
い
て

同
じ
。）

一

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指

定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
を
い
う
。
第
百
三
十
一
条
第
十
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）

二

指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
四
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指

定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
を
い
う
。
第
六
条
第
四
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）

二

指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
四
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指

定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
を
い
う
。）

三

指
定
特
定
施
設
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
七
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
特
定
施
設
を
い

う
。
第
六
条
第
四
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。）

三

指
定
特
定
施
設
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
七
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
特
定
施
設
を
い

う
。）

四

指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
（
第
六
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
事
業
所
を
い
う
。
第
六
条
第
四
項
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。）

四

指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
（
第
六
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
事
業
所
を
い
う
。）

五

指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
（
第
九
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同

生
活
介
護
事
業
所
を
い
う
。
第
六
条
第
四
項
第
五
号
、
第
四
十
五
条
第
一
項
、
第
四
十
六
条
、
第
六
十
三
条

第
六
項
、
第
六
十
四
条
第
三
項
及
び
第
六
十
五
条
に
お
い
て
同
じ
。）

五

指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
（
第
九
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同

生
活
介
護
事
業
所
を
い
う
。
第
四
十
五
条
第
一
項
、
第
四
十
六
条
、
第
六
十
三
条
第
六
項
、
第
六
十
四
条
第

三
項
及
び
第
六
十
五
条
に
お
い
て
同
じ
。）

六

指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
（
第
百
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
を
い
う
。
第

六
条
第
四
項
第
六
号
、
第
四
十
五
条
第
一
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
六
十
三
条
第
六
項
に
お
い
て
同

じ
。）

六

指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
（
第
百
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
を
い
う
。
第

四
十
五
条
第
一
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
六
十
三
条
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。）

七

指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
第
百
三
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人

福
祉
施
設
を
い
う
。
第
六
条
第
四
項
第
七
号
、
第
四
十
五
条
第
一
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
六
十
三

条
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。）

七

指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
第
百
三
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人

福
祉
施
設
を
い
う
。第
四
十
五
条
第
一
項
、第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
六
十
三
条
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。）

八

指
定
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
（
第
百
七
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
看
護
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
を
い
う
。
第
六
条
第
四
項
第
八
号
及
び
第
四
章
か
ら
第
七
章
ま
で
に
お
い
て
同

じ
。）

八

指
定
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
（
第
百
七
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
看
護
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
を
い
う
。
第
四
章
か
ら
第
七
章
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。）

九
〜
十
二

（
略
）

九
〜
十
二

（
略
）

６
〜
12

（
略
）

６
〜
12

（
略
）

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
三
条
の
二
十
九

指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
事
業
者
は
、
指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型

訪
問
介
護
看
護
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
以
下
こ

の
章
に
お
い
て
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。）を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
条
の
二
十
九

指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
事
業
者
は
、
指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型

訪
問
介
護
看
護
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
以
下
こ

の
章
に
お
い
て
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。）を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
七

（
略
）

一
〜
七

（
略
）

八

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

九

（
略
）

八

（
略
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

第
三
条
の
三
十

（
略
）

第
三
条
の
三
十

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

５

指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
事
業
者
は
、
適
切
な
指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介

護
看
護
の
提
供
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
職
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
性
的
な
言
動
又
は
優
越
的
な
関
係
を
背
景

と
し
た
言
動
で
あ
っ
て
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を
超
え
た
も
の
に
よ
り
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問

介
護
看
護
従
業
者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
方
針
の
明
確
化
等
の
必
要
な
措
置
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 



（
業
務
継
続
計
画
の
策
定
等
）

第
三
条
の
三
十
の
二

指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
事
業
者
は
、
感
染
症
や
非
常
災
害
の
発
生

時
に
お
い
て
、
利
用
者
に
対
す
る
指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
の
提
供
を
継
続
的
に
実
施
す

る
た
め
の
、
及
び
非
常
時
の
体
制
で
早
期
の
業
務
再
開
を
図
る
た
め
の
計
画
（
以
下
「
業
務
継
続
計
画
」
と
い

う
。）を
策
定
し
、
当
該
業
務
継
続
計
画
に
従
い
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

２

指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
事
業
者
は
、
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
従
業

者
に
対
し
、
業
務
継
続
計
画
に
つ
い
て
周
知
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
事
業
者
は
、
定
期
的
に
業
務
継
続
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、

必
要
に
応
じ
て
業
務
継
続
計
画
の
変
更
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
衛
生
管
理
等
）

（
衛
生
管
理
等
）

第
三
条
の
三
十
一

（
略
）

第
三
条
の
三
十
一

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
事
業
者
は
、
当
該
指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護

看
護
事
業
所
に
お
い
て
感
染
症
が
発
生
し
、
又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

一

当
該
指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
事
業
所
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防

止
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
そ
の
他
の
情
報
通
信
機
器
（
以
下
「
テ
レ
ビ
電

話
装
置
等
」
と
い
う
。）を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
お
お
む
ね
六
月
に
一
回
以
上
開

催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
従
業
者
に
周
知
徹
底

を
図
る
こ
と
。

二

当
該
指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
事
業
所
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防

止
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。

三

当
該
指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
事
業
所
に
お
い
て
、
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問

介
護
看
護
従
業
者
に
対
し
、
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実

施
す
る
こ
と
。

（
掲
示
）

（
掲
示
）

第
三
条
の
三
十
二

（
略
）

第
三
条
の
三
十
二

（
略
）

２

指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
事
業
者
は
、
前
項
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
当

該
指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
事
業
所
に
備
え
付
け
、
か
つ
、
こ
れ
を
い
つ
で
も
関
係
者
に

自
由
に
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
掲
示
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）

（
地
域
と
の
連
携
等
）

（
地
域
と
の
連
携
等
）

第
三
条
の
三
十
七

指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
事
業
者
は
、
指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型

訪
問
介
護
看
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
、
利
用
者
の
家
族
、
地
域
住
民
の
代
表
者
、
地
域
の
医
療
関

係
者
、
指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
事
業
所
が
所
在
す
る
市
町
村
の
職
員
又
は
当
該
指
定
定

期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
事
業
所
が
所
在
す
る
区
域
を
管
轄
す
る
法
第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
一

項
に
規
定
す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
、
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
に
つ
い
て
知
見

を
有
す
る
者
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
協
議
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

す
る
。
た
だ
し
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
（
以
下
こ
の
項
、
第
三
十
四
条
第
一
項
及
び
第
六
十
八
条
に
お
い
て

「
利
用
者
等
」
と
い
う
。）が
参
加
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
の
活
用
に
つ
い
て
当
該
利
用

者
等
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
介
護
・
医
療
連
携
推
進
会
議
」と
い
う
。）

を
設
置
し
、
お
お
む
ね
六
月
に
一
回
以
上
、
介
護
・
医
療
連
携
推
進
会
議
に
対
し
て
指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対

応
型
訪
問
介
護
看
護
の
提
供
状
況
等
を
報
告
し
、
介
護
・
医
療
連
携
推
進
会
議
に
よ
る
評
価
を
受
け
る
と
と
も

に
、
介
護
・
医
療
連
携
推
進
会
議
か
ら
必
要
な
要
望
、
助
言
等
を
聴
く
機
会
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
条
の
三
十
七

指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
事
業
者
は
、
指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型

訪
問
介
護
看
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
、
利
用
者
の
家
族
、
地
域
住
民
の
代
表
者
、
地
域
の
医
療
関

係
者
、
指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
事
業
所
が
所
在
す
る
市
町
村
の
職
員
又
は
当
該
指
定
定

期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
事
業
所
が
所
在
す
る
区
域
を
管
轄
す
る
法
第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
一

項
に
規
定
す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
、
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
に
つ
い
て
知
見

を
有
す
る
者
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
協
議
会
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
介
護
・
医
療
連
携
推
進
会
議
」
と
い

う
。）を
設
置
し
、
お
お
む
ね
六
月
に
一
回
以
上
、
介
護
・
医
療
連
携
推
進
会
議
に
対
し
て
指
定
定
期
巡
回
・
随

時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
の
提
供
状
況
等
を
報
告
し
、
介
護
・
医
療
連
携
推
進
会
議
に
よ
る
評
価
を
受
け
る
と

と
も
に
、
介
護
・
医
療
連
携
推
進
会
議
か
ら
必
要
な
要
望
、助
言
等
を
聴
く
機
会
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報



（
虐
待
の
防
止
）

第
三
条
の
三
十
八
の
二

指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
事
業
者
は
、
虐
待
の
発
生
又
は
そ
の
再

発
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

一

当
該
指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
事
業
所
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
検

討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
定
期
的
に
開
催

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
従
業
者
に
周
知
徹
底
を

図
る
こ
と
。

二

当
該
指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
事
業
所
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
指
針
を
整

備
す
る
こ
と
。

三

当
該
指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
事
業
所
に
お
い
て
、
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問

介
護
看
護
従
業
者
に
対
し
、
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
研
修
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
担
当
者
を
置
く
こ
と
。

（
訪
問
介
護
員
等
の
員
数
）

（
訪
問
介
護
員
等
の
員
数
）

第
六
条

指
定
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
指
定
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
事
業
者
」
と
い

う
。）が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
指
定
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。）ご
と
に
置
く
べ

き
従
業
者
（
以
下
「
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
従
業
者
」
と
い
う
。）の
職
種
及
び
員
数
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

た
だ
し
、
前
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
な
い
場
合
に
お
い

て
は
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
従
業
者
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条

指
定
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
指
定
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
事
業
者
」
と
い

う
。）が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
指
定
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。）ご
と
に
置
く
べ

き
従
業
者
（
以
下
「
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
従
業
者
」
と
い
う
。）の
職
種
及
び
員
数
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

た
だ
し
、
前
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
な
い
場
合
に
お
い

て
は
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
従
業
者
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

一

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
従
業
者

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
（
指
定
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
を
提
供
す
る
時
間

帯
を
通
じ
て
利
用
者
か
ら
の
通
報
を
受
け
付
け
る
業
務
に
当
た
る
従
業
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て

同
じ
。）と
し
て
一
以
上
及
び
利
用
者
の
面
接
そ
の
他
の
業
務
を
行
う
者
と
し
て
一
以
上
確
保
さ
れ
る
た
め
に

必
要
な
数
以
上

一

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
従
業
者

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
（
指
定
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
を
提
供
す
る
時
間

帯
を
通
じ
て
専
ら
利
用
者
か
ら
の
通
報
を
受
け
付
け
る
業
務
に
当
た
る
従
業
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お

い
て
同
じ
。）と
し
て
一
以
上
及
び
利
用
者
の
面
接
そ
の
他
の
業
務
を
行
う
者
と
し
て
一
以
上
確
保
さ
れ
る
た

め
に
必
要
な
数
以
上
と
す
る
。
た
だ
し
、
利
用
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
、
当

該
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
事
業
所
の
定
期
巡
回
サ
ー
ビ
ス
、
同
一
敷
地
内
の
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
若
し
く

は
指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
事
業
所
の
職
務
又
は
利
用
者
以
外
の
者
か
ら
の
通
報
を
受

け
付
け
る
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二

定
期
巡
回
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
訪
問
介
護
員
等

定
期
巡
回
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
訪
問
介
護
員
等
の
員
数
は
、

交
通
事
情
、
訪
問
頻
度
等
を
勘
案
し
、
利
用
者
に
適
切
に
定
期
巡
回
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
必
要
な

数
以
上

二

定
期
巡
回
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
訪
問
介
護
員
等

定
期
巡
回
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
訪
問
介
護
員
等
の
員
数
は
、

交
通
事
情
、
訪
問
頻
度
等
を
勘
案
し
、
利
用
者
に
適
切
に
定
期
巡
回
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
必
要
な

数
以
上
と
す
る
。

三

随
時
訪
問
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
訪
問
介
護
員
等

随
時
訪
問
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
訪
問
介
護
員
等
の
員
数
は
、

指
定
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
を
提
供
す
る
時
間
帯
を
通
じ
て
随
時
訪
問
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
る
訪
問
介

護
員
等
が
一
以
上
確
保
さ
れ
る
た
め
に
必
要
な
数
以
上

三

随
時
訪
問
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
訪
問
介
護
員
等

随
時
訪
問
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
訪
問
介
護
員
等
の
員
数
は
、

指
定
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
を
提
供
す
る
時
間
帯
を
通
じ
て
専
ら
随
時
訪
問
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
る
訪

問
介
護
員
等
が
一
以
上
確
保
さ
れ
る
た
め
に
必
要
な
数
以
上
と
す
る
。
た
だ
し
、
利
用
者
の
処
遇
に
支
障
が

な
い
場
合
は
、
当
該
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
事
業
所
の
定
期
巡
回
サ
ー
ビ
ス
又
は
同
一
敷
地
内
に
あ
る
指
定

訪
問
介
護
事
業
所
若
し
く
は
指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
事
業
所
の
職
務
に
従
事
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
専
ら
そ
の
職
務
に
従
事
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
利
用
者
の
処
遇
に
支

障
が
な
い
場
合
は
、
当
該
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
事
業
所
の
定
期
巡
回
サ
ー
ビ
ス
、
同
一
敷
地
内
の
指
定
訪
問

介
護
事
業
所
若
し
く
は
指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
事
業
所
の
職
務
又
は
利
用
者
以
外
の
者

か
ら
の
通
報
を
受
け
付
け
る
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）

４

指
定
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
事
業
所
の
同
一
敷
地
内
に
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
施
設
等
が
あ
る
場
合
に
お

い
て
、
当
該
施
設
等
の
入
所
者
等
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、
前
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該

施
設
等
の
職
員
を
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）

一

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所

二

指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
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三

指
定
特
定
施
設

四

指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所

五

指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所

六

指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設

七

指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設

八

指
定
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所

九

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設

十

介
護
老
人
保
健
施
設

十
一

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設

十
二

介
護
医
療
院

５

随
時
訪
問
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
訪
問
介
護
員
等
は
、
専
ら
当
該
随
時
訪
問
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
る
者
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
利
用
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、
当
該
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
事
業
所

の
定
期
巡
回
サ
ー
ビ
ス
又
は
同
一
敷
地
内
に
あ
る
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
若
し
く
は
指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対

応
型
訪
問
介
護
看
護
事
業
所
の
職
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）

６

当
該
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
事
業
所
の
利
用
者
に
対
す
る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

支
障
が
な
い
場
合
は
、
第
三
項
本
文
及
び
前
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
、
随
時
訪
問

サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）

７

前
項
の
規
定
に
よ
り
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
随
時
訪
問
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
指
定

夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
事
業
所
の
利
用
者
に
対
す
る
随
時
訪
問
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
支
障
が
な
い
と
き
は
、
第

一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
随
時
訪
問
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
訪
問
介
護
員
等
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
十
四
条

指
定
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ

る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。）を

定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
四
条

指
定
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ

る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。）を

定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
七

（
略
）

一
〜
七

（
略
）

八

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

九

（
略
）

八

（
略
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

第
十
五
条

（
略
）

第
十
五
条

（
略
）

２

指
定
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
当
該
指
定
夜
間
対

応
型
訪
問
介
護
事
業
所
の
訪
問
介
護
員
等
に
よ
っ
て
定
期
巡
回
サ
ー
ビ
ス
及
び
随
時
訪
問
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
指
定
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
事
業
所
が
、
適
切
に
指
定
夜
間
対
応
型
訪
問
介

護
を
利
用
者
に
提
供
す
る
体
制
を
構
築
し
て
お
り
、
他
の
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
又
は
指
定
定
期
巡
回
・
随
時

対
応
型
訪
問
介
護
看
護
事
業
所
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
等
」
と
い
う
。）と
の
密
接

な
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
当
該
指
定
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
事
業
所
の
効
果
的
な
運
営
を
期
待
す
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
で
あ
っ
て
、
利
用
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
と
き
は
、
市
町
村
長
が
地
域
の
実
情
を
勘
案
し
適
切

と
認
め
る
範
囲
内
に
お
い
て
、
指
定
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
の
事
業
の
一
部
を
、
当
該
他
の
指
定
訪
問
介
護
事

業
所
等
の
従
業
者
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

指
定
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
当
該
指
定
夜
間
対

応
型
訪
問
介
護
事
業
所
の
訪
問
介
護
員
等
に
よ
っ
て
定
期
巡
回
サ
ー
ビ
ス
及
び
随
時
訪
問
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
随
時
訪
問
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
他
の
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
と
の
連
携

を
図
る
こ
と
に
よ
り
当
該
指
定
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
事
業
所
の
効
果
的
な
運
営
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
で
あ
っ
て
、
利
用
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
と
き
は
、
当
該
他
の
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
の
訪
問
介
護
員

等
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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３

前
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
長
が
地

域
の
実
情
を
勘
案
し
適
切
と
認
め
る
範
囲
内
に
お
い
て
、
複
数
の
指
定
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
事
業
所
の
間
の

契
約
に
基
づ
き
、
当
該
複
数
の
指
定
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
事
業
所
が
密
接
な
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
一

体
的
に
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
等
か
ら
の
通
報
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
指
定
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
事
業
者
が
指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問

介
護
看
護
事
業
者
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
指
定
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
の
事
業
と
指
定
定
期
巡
回
・

随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
の
事
業
と
が
同
一
敷
地
内
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
（
第
三
条

の
三
十
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
当
該
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
事
業
所
の
従
業
者
が
当
該
指
定
定
期
巡

回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
事
業
所
の
職
務
を
行
う
こ
と
に
つ
き
市
町
村
長
に
認
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に

限
る
。）で
あ
っ
て
、
利
用
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
と
き
は
、
市
町
村
長
が
地
域
の
実
情
を
勘
案
し
適
切
と
認

め
る
範
囲
内
に
お
い
て
、
定
期
巡
回
サ
ー
ビ
ス
又
は
随
時
訪
問
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
一
部
を
他
の
指
定
訪
問
介

護
事
業
所
又
は
指
定
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
事
業
所
の
従
業
者
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

（
略
）

４

（
略
）

５

指
定
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
適
切
な
指
定
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
の
提
供
を
確
保
す
る
観
点
か

ら
、
職
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
性
的
な
言
動
又
は
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
で
あ
っ
て
業
務
上
必
要

か
つ
相
当
な
範
囲
を
超
え
た
も
の
に
よ
り
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
従
業
者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
防

止
す
る
た
め
の
方
針
の
明
確
化
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
地
域
と
の
連
携
等
）

（
地
域
と
の
連
携
等
）

第
十
六
条

（
略
）

第
十
六
条

（
略
）

２

指
定
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
事
業
所
の
所
在
す
る
建
物
と
同
一
の

建
物
に
居
住
す
る
利
用
者
に
対
し
て
指
定
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
を
提
供
す
る
場
合
に
は
、
当
該
建
物
に
居
住

す
る
利
用
者
以
外
の
者
に
対
し
て
も
指
定
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
の
提
供
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
新
設
）

（
準
用
）

（
準
用
）

第
十
八
条

第
三
条
の
七
か
ら
第
三
条
の
二
十
ま
で
、
第
三
条
の
二
十
五
、
第
三
条
の
二
十
六
、
第
三
条
の
三
十

の
二
か
ら
第
三
条
の
三
十
六
ま
で
及
び
第
三
条
の
三
十
八
か
ら
第
三
条
の
三
十
九
ま
で
の
規
定
は
、
夜
間
対
応

型
訪
問
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
の
七
第
一
項
、
第
三
条
の
十
七
、

第
三
条
の
三
十
の
二
第
二
項
、
第
三
条
の
三
十
一
第
一
項
並
び
に
第
三
項
第
一
号
及
び
第
三
号
、
第
三
条
の
三

十
二
第
一
項
並
び
に
第
三
条
の
三
十
八
の
二
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看

護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
従
業
者
」
と
、
第
三
条
の
十
二
中
「
計
画
作
成
責
任
者
」

と
あ
る
の
は「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
従
業
者（
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
な
い
場
合
に
あ
っ

て
は
、
訪
問
介
護
員
等
）」と
、
第
三
条
の
二
十
五
中
「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
従
業
者
」
と

あ
る
の
は「
訪
問
介
護
員
等
」と
、「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護（
随
時
対
応
サ
ー
ビ
ス
を
除
く
。）」

と
あ
る
の
は
「
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
八
条

第
三
条
の
七
か
ら
第
三
条
の
二
十
ま
で
、
第
三
条
の
二
十
五
、
第
三
条
の
二
十
六
、
第
三
条
の
三
十

一
か
ら
第
三
条
の
三
十
六
ま
で
、
第
三
条
の
三
十
八
及
び
第
三
条
の
三
十
九
の
規
定
は
、
夜
間
対
応
型
訪
問
介

護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
の
七
第
一
項
、
第
三
条
の
十
七
、
第
三
条
の

三
十
一
及
び
第
三
条
の
三
十
二
中
「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
夜
間

対
応
型
訪
問
介
護
従
業
者
」
と
、
第
三
条
の
十
二
中
「
計
画
作
成
責
任
者
」
と
あ
る
の
は
「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
従
業
者
（
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
訪
問
介
護
員
等
）」と
、

第
三
条
の
二
十
五
中
「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
訪
問
介
護
員
等
」

と
、「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
（
随
時
対
応
サ
ー
ビ
ス
を
除
く
。）」
と
あ
る
の
は
「
夜
間
対
応

型
訪
問
介
護
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
二
十
九
条

指
定
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
者
は
、
指
定
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲

げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。）

を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
九
条

指
定
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
者
は
、
指
定
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲

げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。）

を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
九

（
略
）

一
〜
九

（
略
）

十

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

十
一

（
略
）

十

（
略
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

第
三
十
条

（
略
）

第
三
十
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

指
定
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
者
は
、
地
域
密
着
型
通
所
介
護
従
業
者
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の

研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
当
該
指
定
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
者
は
、
全
て

の
地
域
密
着
型
通
所
介
護
従
業
者
（
看
護
師
、
准
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員
、
法
第
八
条
第

二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者
等
の
資
格
を
有
す
る
者
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
者
を
除
く
。）に
対
し
、
認

知
症
介
護
に
係
る
基
礎
的
な
研
修
を
受
講
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

指
定
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
者
は
、
地
域
密
着
型
通
所
介
護
従
業
者
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の

研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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４

指
定
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
者
は
、
適
切
な
指
定
地
域
密
着
型
通
所
介
護
の
提
供
を
確
保
す
る
観
点
か

ら
、
職
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
性
的
な
言
動
又
は
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
で
あ
っ
て
業
務
上
必
要

か
つ
相
当
な
範
囲
を
超
え
た
も
の
に
よ
り
地
域
密
着
型
通
所
介
護
従
業
者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
防

止
す
る
た
め
の
方
針
の
明
確
化
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
非
常
災
害
対
策
）

（
非
常
災
害
対
策
）

第
三
十
二
条

（
略
）

第
三
十
二
条

（
略
）

２

指
定
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
者
は
、
前
項
に
規
定
す
る
訓
練
の
実
施
に
当
た
っ
て
、
地
域
住
民
の
参
加

が
得
ら
れ
る
よ
う
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
衛
生
管
理
等
）

（
衛
生
管
理
等
）

第
三
十
三
条

（
略
）

第
三
十
三
条

（
略
）

２

指
定
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
者
は
、
当
該
指
定
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
所
に
お
い
て
感
染
症
が
発

生
し
、
又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

指
定
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
者
は
、
当
該
指
定
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
所
に
お
い
て
感
染
症
が
発

生
し
、
又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
指
定
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
所
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
対
策

を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
お
お
む
ね

六
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
地
域
密
着
型
通
所
介
護
従
業
者
に
周
知
徹

底
を
図
る
こ
と
。

（
新
設
）

二

当
該
指
定
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
所
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
指
針

を
整
備
す
る
こ
と
。

（
新
設
）

三

当
該
指
定
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
所
に
お
い
て
、
地
域
密
着
型
通
所
介
護
従
業
者
に
対
し
、
感
染
症

の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

（
新
設
）

（
地
域
と
の
連
携
等
）

（
地
域
と
の
連
携
等
）

第
三
十
四
条

指
定
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
者
は
、
指
定
地
域
密
着
型
通
所
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、

利
用
者
、
利
用
者
の
家
族
、
地
域
住
民
の
代
表
者
、
指
定
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
所
が
所
在
す
る
市
町
村

の
職
員
又
は
当
該
指
定
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
所
が
所
在
す
る
区
域
を
管
轄
す
る
法
第
百
十
五
条
の
四
十

六
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
、
地
域
密
着
型
通
所
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る

者
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
協
議
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た

だ
し
、
利
用
者
等
が
参
加
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
の
活
用
に
つ
い
て
当
該
利
用
者
等
の

同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
運
営
推
進
会
議
」
と
い
う
。）を
設
置
し
、
お
お

む
ね
六
月
に
一
回
以
上
、
運
営
推
進
会
議
に
対
し
活
動
状
況
を
報
告
し
、
運
営
推
進
会
議
に
よ
る
評
価
を
受
け

る
と
と
も
に
、
運
営
推
進
会
議
か
ら
必
要
な
要
望
、
助
言
等
を
聴
く
機
会
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
四
条

指
定
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
者
は
、
指
定
地
域
密
着
型
通
所
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、

利
用
者
、
利
用
者
の
家
族
、
地
域
住
民
の
代
表
者
、
指
定
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
所
が
所
在
す
る
市
町
村

の
職
員
又
は
当
該
指
定
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
所
が
所
在
す
る
区
域
を
管
轄
す
る
法
第
百
十
五
条
の
四
十

六
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
、
地
域
密
着
型
通
所
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る

者
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
協
議
会
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
運
営
推
進
会
議
」
と
い
う
。）を
設
置
し
、
お
お

む
ね
六
月
に
一
回
以
上
、
運
営
推
進
会
議
に
対
し
活
動
状
況
を
報
告
し
、
運
営
推
進
会
議
に
よ
る
評
価
を
受
け

る
と
と
も
に
、
運
営
推
進
会
議
か
ら
必
要
な
要
望
、
助
言
等
を
聴
く
機
会
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
〜
５

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

（
準
用
）

（
準
用
）

第
三
十
七
条

第
三
条
の
七
か
ら
第
三
条
の
十
一
ま
で
、
第
三
条
の
十
三
か
ら
第
三
条
の
十
六
ま
で
、
第
三
条
の

十
八
、
第
三
条
の
二
十
、
第
三
条
の
二
十
六
、
第
三
条
の
三
十
の
二
、
第
三
条
の
三
十
二
か
ら
第
三
条
の
三
十

六
ま
で
、
第
三
条
の
三
十
八
の
二
、
第
三
条
の
三
十
九
及
び
第
十
二
条
の
規
定
は
、
指
定
地
域
密
着
型
通
所
介

護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
の
七
第
一
項
中
「
第
三
条
の
二
十
九
に
規
定

す
る
運
営
規
程
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
」
と
、
同
項
、
第
三
条

の
三
十
の
二
第
二
項
、
第
三
条
の
三
十
二
第
一
項
並
び
に
第
三
条
の
三
十
八
の
二
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
定

期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
従
業
者
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
七
条

第
三
条
の
七
か
ら
第
三
条
の
十
一
ま
で
、
第
三
条
の
十
三
か
ら
第
三
条
の
十
六
ま
で
、
第
三
条
の

十
八
、
第
三
条
の
二
十
、
第
三
条
の
二
十
六
、
第
三
条
の
三
十
二
か
ら
第
三
条
の
三
十
六
ま
で
、
第
三
条
の
三

十
九
及
び
第
十
二
条
の
規
定
は
、
指
定
地
域
密
着
型
通
所
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
第
三
条
の
七
第
一
項
中
「
第
三
条
の
二
十
九
に
規
定
す
る
運
営
規
程
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
九
条
に

規
定
す
る
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
」
と
、「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は

「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
従
業
者
」
と
、
第
三
条
の
三
十
二
中
「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
従

業
者
」
と
あ
る
の
は
「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
従
業
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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（
準
用
）

（
準
用
）

第
三
十
七
条
の
三

第
三
条
の
七
か
ら
第
三
条
の
十
一
ま
で
、
第
三
条
の
十
三
か
ら
第
三
条
の
十
六
ま
で
、
第
三

条
の
十
八
、
第
三
条
の
二
十
、
第
三
条
の
二
十
六
、
第
三
条
の
三
十
の
二
、
第
三
条
の
三
十
二
か
ら
第
三
条
の

三
十
六
ま
で
、
第
三
条
の
三
十
八
の
二
、
第
三
条
の
三
十
九
、
第
十
二
条
及
び
第
十
九
条
、
第
二
十
一
条
、
第

二
十
二
条
第
四
項
並
び
に
前
節
（
第
三
十
七
条
を
除
く
。）の
規
定
は
、
共
生
型
地
域
密
着
型
通
所
介
護
の
事
業

に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
の
七
第
一
項
中
「
第
三
条
の
二
十
九
に
規
定
す
る
運
営

規
程
」
と
あ
る
の
は
「
運
営
規
程
（
第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
運
営
規
程
を
い
う
。
第
三
条
の
三
十
二
第
一
項

に
お
い
て
同
じ
。）」
と
、「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
共
生
型
地
域
密

着
型
通
所
介
護
の
提
供
に
当
た
る
従
業
者
（
以
下
「
共
生
型
地
域
密
着
型
通
所
介
護
従
業
者
」と
い
う
。）」と
、

第
三
条
の
三
十
の
二
第
二
項
、
第
三
条
の
三
十
二
第
一
項
並
び
に
第
三
条
の
三
十
八
の
二
第
一
号
及
び
第
三
号

中
「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
共
生
型
地
域
密
着
型
通
所
介
護
従
業

者
」
と
、
第
二
十
二
条
第
四
項
中
「
前
項
た
だ
し
書
の
場
合
（
指
定
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
者
が
第
一
項

に
掲
げ
る
設
備
を
利
用
し
、
夜
間
及
び
深
夜
に
指
定
地
域
密
着
型
通
所
介
護
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
場

合
に
限
る
。）」
と
あ
る
の
は
「
共
生
型
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
者
が
共
生
型
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業

所
の
設
備
を
利
用
し
、夜
間
及
び
深
夜
に
共
生
型
地
域
密
着
型
通
所
介
護
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
場
合
」

と
、
第
二
十
六
条
第
四
号
、
第
二
十
七
条
第
五
項
、
第
三
十
条
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
三
十
三
条
第
二

項
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
共
生
型
地
域
密
着
型
通
所
介
護

従
業
者
」
と
、
第
三
十
六
条
第
二
項
第
二
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条
の
十
八
第
二
項
」
と
あ
る

の
は
「
第
三
条
の
十
八
第
二
項
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条
の
二
十
六
」
と
あ

る
の
は
「
第
三
条
の
二
十
六
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条
の
三
十
六
第
二
項
」

と
あ
る
の
は
「
第
三
条
の
三
十
六
第
二
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
七
条
の
三

第
三
条
の
七
か
ら
第
三
条
の
十
一
ま
で
、
第
三
条
の
十
三
か
ら
第
三
条
の
十
六
ま
で
、
第
三

条
の
十
八
、
第
三
条
の
二
十
、
第
三
条
の
二
十
六
、
第
三
条
の
三
十
二
か
ら
第
三
条
の
三
十
六
ま
で
、
第
三
条

の
三
十
九
、
第
十
二
条
及
び
第
十
九
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
二
条
第
四
項
並
び
に
前
節
（
第
三
十
七
条
を

除
く
。）の
規
定
は
、
共
生
型
地
域
密
着
型
通
所
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第

三
条
の
七
第
一
項
中
「
第
三
条
の
二
十
九
に
規
定
す
る
運
営
規
程
」
と
あ
る
の
は
「
運
営
規
程
（
第
二
十
九
条

に
規
定
す
る
運
営
規
程
を
い
う
。
第
三
条
の
三
十
二
に
お
い
て
同
じ
。）」
と
、「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問

介
護
看
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
共
生
型
地
域
密
着
型
通
所
介
護
の
提
供
に
当
た
る
従
業
者
（
以
下
「
共
生

型
地
域
密
着
型
通
所
介
護
従
業
者
」
と
い
う
。）」
と
、
第
三
条
の
三
十
二
中
「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問

介
護
看
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
共
生
型
地
域
密
着
型
通
所
介
護
従
業
者
」
と
、第
二
十
二
条
第
四
項
中「
前

項
た
だ
し
書
の
場
合
（
指
定
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
者
が
第
一
項
に
掲
げ
る
設
備
を
利
用
し
、
夜
間
及
び

深
夜
に
指
定
地
域
密
着
型
通
所
介
護
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
場
合
に
限
る
。）」
と
あ
る
の
は
「
共
生
型

地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
者
が
共
生
型
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
所
の
設
備
を
利
用
し
、
夜
間
及
び
深
夜

に
共
生
型
地
域
密
着
型
通
所
介
護
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
場
合
」
と
、
第
二
十
六
条
第
四
号
、
第
二
十

七
条
第
五
項
及
び
第
三
十
条
第
三
項
中
「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
共
生
型
地
域
密
着

型
通
所
介
護
従
業
者
」
と
、
第
三
十
六
条
第
二
項
第
二
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条
の
十
八
第
二

項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
条
の
十
八
第
二
項
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条
の
二

十
六
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
条
の
二
十
六
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条
の
三
十

六
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
条
の
三
十
六
第
二
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
四
十
条
の
十
二

指
定
療
養
通
所
介
護
事
業
者
は
、
指
定
療
養
通
所
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業

の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。）を
定
め
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
条
の
十
二

指
定
療
養
通
所
介
護
事
業
者
は
、
指
定
療
養
通
所
介
護
事
業
所
ご
と
に
次
に
掲
げ
る
事
業
の

運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。）を
定
め
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
八

（
略
）

一
〜
八

（
略
）

九

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

十

（
略
）

九

（
略
）

（
安
全
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
管
理
委
員
会
の
設
置
）

（
安
全
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
管
理
委
員
会
の
設
置
）

第
四
十
条
の
十
四

指
定
療
養
通
所
介
護
事
業
者
は
、
安
全
か
つ
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
確
保
す
る
た
め
、

地
域
の
医
療
関
係
団
体
に
属
す
る
者
、
地
域
の
保
健
、
医
療
又
は
福
祉
の
分
野
を
専
門
と
す
る
者
そ
の
他
指
定

療
養
通
所
介
護
の
安
全
か
つ
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
者
か
ら
構
成

さ
れ
る
安
全
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
管
理
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

す
る
。）（
次
項
に
お
い
て
「
委
員
会
」
と
い
う
。）を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
条
の
十
四

指
定
療
養
通
所
介
護
事
業
者
は
、
安
全
か
つ
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
確
保
す
る
た
め
、

地
域
の
医
療
関
係
団
体
に
属
す
る
者
、
地
域
の
保
健
、
医
療
又
は
福
祉
の
分
野
を
専
門
と
す
る
者
そ
の
他
指
定

療
養
通
所
介
護
の
安
全
か
つ
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
者
か
ら
構
成

さ
れ
る
安
全
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
管
理
委
員
会
（
次
項
に
お
い
て
「
委
員
会
」
と
い
う
。）を
設
置
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
準
用
）

（
準
用
）

第
四
十
条
の
十
六

第
三
条
の
八
か
ら
第
三
条
の
十
一
ま
で
、
第
三
条
の
十
四
か
ら
第
三
条
の
十
六
ま
で
、
第
三

条
の
十
八
、
第
三
条
の
二
十
、
第
三
条
の
二
十
六
、
第
三
条
の
三
十
の
二
、
第
三
条
の
三
十
二
か
ら
第
三
条
の

三
十
六
ま
で
、
第
三
条
の
三
十
八
の
二
、
第
三
条
の
三
十
九
、
第
二
十
四
条
（
第
三
項
第
二
号
を
除
く
。）、
第

二
十
五
条
及
び
第
三
十
条
か
ら
第
三
十
五
条
ま
で
の
規
定
は
、
指
定
療
養
通
所
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す

第
四
十
条
の
十
六

第
三
条
の
八
か
ら
第
三
条
の
十
一
ま
で
、
第
三
条
の
十
四
か
ら
第
三
条
の
十
六
ま
で
、
第
三

条
の
十
八
、
第
三
条
の
二
十
、
第
三
条
の
二
十
六
、
第
三
条
の
三
十
二
か
ら
第
三
条
の
三
十
六
ま
で
、
第
三
条

の
三
十
九
、
第
二
十
四
条
（
第
三
項
第
二
号
を
除
く
。）、
第
二
十
五
条
及
び
第
三
十
条
か
ら
第
三
十
五
条
ま
で

の
規
定
は
、
指
定
療
養
通
所
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
の
三
十
二
中
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る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
の
三
十
の
二
第
二
項
、
第
三
条
の
三
十
二
第
一
項
並
び
に
第
三
条
の
三
十

八
の
二
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
療
養
通

所
介
護
従
業
者
」
と
、
第
三
条
の
三
十
二
第
一
項
中
「
運
営
規
程
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
条
の
十
二
に
規
定

す
る
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
」
と
、
第
三
十
条
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
三
十
三
条
第
二
項
第
一
号
及

び
第
三
号
中
「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
療
養
通
所
介
護
従
業
者
」
と
、
第
三
十
四
条

第
一
項
中
「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
療
養
通
所
介
護
に
つ
い
て

知
見
を
有
す
る
者
」
と
、「
六
月
」
と
あ
る
の
は
「
十
二
月
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
当
た
っ
て
は
」
と
あ
る
の

は
「
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
の
状
態
に
応
じ
て
」
と
、
第
三
十
五
条
第
四
項
中
「
第
二
十
二
条
第
四
項
」
と
あ

る
の
は
「
第
四
十
条
の
四
第
四
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

「
運
営
規
程
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
条
の
十
二
に
規
定
す
る
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
」
と
、「
定
期
巡
回
・

随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
療
養
通
所
介
護
従
業
者
」
と
、第
三
十
条
第
三
項
中「
地

域
密
着
型
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
療
養
通
所
介
護
従
業
者
」
と
、
第
三
十
四
条
第
一
項
中
「
地
域

密
着
型
通
所
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者
」
と
あ
る
の
は「
療
養
通
所
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者
」

と
、「
六
月
」
と
あ
る
の
は
「
十
二
月
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
当
た
っ
て
は
」
と
あ
る
の
は
「
当
た
っ
て
は
、

利
用
者
の
状
態
に
応
じ
て
」
と
、
第
三
十
五
条
第
四
項
中
「
第
二
十
二
条
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
条

の
四
第
四
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
従
業
者
の
員
数
）

（
従
業
者
の
員
数
）

第
四
十
五
条

指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
若
し
く
は
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活

介
護
事
業
所
（
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
七
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
認

知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
居
間
若
し
く
は
食
堂
又
は
指
定
地
域

密
着
型
特
定
施
設
若
し
く
は
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
食
堂
若
し
く
は
共
同
生
活
室
に
お
い

て
、
こ
れ
ら
の
事
業
所
又
は
施
設
（
第
四
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
「
本
体
事
業
所
等
」と
い
う
。）の
利
用
者
、

入
居
者
又
は
入
所
者
と
と
も
に
行
う
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
（
以
下
「
共
用
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通

所
介
護
」
と
い
う
。）の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
共
用
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
」
と
い
う
。）

が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
共
用
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。）に
置
く
べ

き
従
業
者
の
員
数
は
、
当
該
利
用
者
、
当
該
入
居
者
又
は
当
該
入
所
者
の
数
と
当
該
共
用
型
指
定
認
知
症
対
応

型
通
所
介
護
の
利
用
者
（
当
該
共
用
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
が
共
用
型
指
定
介
護
予
防
認
知

症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
（
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
共
用

型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か
つ
、

共
用
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
の
事
業
と
共
用
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
（
同
項
に

規
定
す
る
共
用
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
事
業
と
が
同
一
の
事
業

所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
所
に
お
け
る
共
用
型
指
定
認
知
症
対

応
型
通
所
介
護
又
は
共
用
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
の
利
用
者
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）の

数
を
合
計
し
た
数
に
つ
い
て
、
第
九
十
条
、
第
百
十
条
若
し
く
は
第
百
三
十
一
条
又
は
指
定
地
域
密
着
型
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
七
十
条
に
規
定
す
る
従
業
者
の
員
数
を
満
た
す
た
め
に
必
要
な
数
以
上
と
す
る
。

第
四
十
五
条

指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
若
し
く
は
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活

介
護
事
業
所
（
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
七
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
認

知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
居
間
若
し
く
は
食
堂
又
は
指
定
地
域

密
着
型
特
定
施
設
若
し
く
は
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
食
堂
若
し
く
は
共
同
生
活
室
に
お
い

て
、
こ
れ
ら
の
事
業
所
又
は
施
設
の
利
用
者
、
入
居
者
又
は
入
所
者
と
と
も
に
行
う
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所

介
護
（
以
下
「
共
用
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
」
と
い
う
。）の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
共
用
型
指
定

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
」
と
い
う
。）が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
共
用
型
指
定
認
知
症
対

応
型
通
所
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。）に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
は
、
当
該
利
用
者
、
当
該
入
居
者
又
は
当
該

入
所
者
の
数
と
当
該
共
用
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
の
利
用
者
（
当
該
共
用
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通

所
介
護
事
業
者
が
共
用
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
（
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
基
準
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
共
用
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
を
い

う
。
以
下
同
じ
。）の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
共
用
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
の
事
業
と
共
用
型

指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
（
同
項
に
規
定
す
る
共
用
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介

護
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
当
該
事
業
所
に
お
け
る
共
用
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
又
は
共
用
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応

型
通
所
介
護
の
利
用
者
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
数
を
合
計
し
た
数
に
つ
い
て
、
第
九
十
条
、
第
百
十
条
若

し
く
は
第
百
三
十
一
条
又
は
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
七
十
条
に
規
定
す
る
従
業
者
の
員

数
を
満
た
す
た
め
に
必
要
な
数
以
上
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
利
用
定
員
等
）

（
利
用
定
員
等
）

第
四
十
六
条

（
略
）

第
四
十
六
条

（
略
）

２

共
用
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
は
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
（
法
第
四
十
一
条
第
一
項
に
規
定

す
る
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
（
法

第
四
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
居
宅
介
護
支
援
を
い
う
。）、
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
（
法
第
五
十
三

条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）、
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス（
法
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。以
下
同
じ
。）

若
し
く
は
指
定
介
護
予
防
支
援
（
法
第
五
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
支
援
を
い
う
。）の
事
業

又
は
介
護
保
険
施
設
（
法
第
八
条
第
二
十
五
項
に
規
定
す
る
介
護
保
険
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）若
し
く
は

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
運
営
（
第
六
十
三
条
第
七
項
、
第
九
十
条
第
九
項
及
び
第
百
七
十
一
条
第
八
項

に
お
い
て
「
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
三
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
者
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

共
用
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
は
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
（
法
第
四
十
一
条
第
一
項
に
規
定

す
る
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
（
法

第
四
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
居
宅
介
護
支
援
を
い
う
。）、
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
（
法
第
五
十
三

条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）、
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス（
法
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。以
下
同
じ
。）

若
し
く
は
指
定
介
護
予
防
支
援
（
法
第
五
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
支
援
を
い
う
。）の
事
業

又
は
介
護
保
険
施
設
（
法
第
八
条
第
二
十
五
項
に
規
定
す
る
介
護
保
険
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）若
し
く
は

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
運
営
（
第
六
十
三
条
第
七
項
及
び
第
百
七
十
一
条
第
八
項
に
お
い
て
「
指
定
居

宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
三
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報



（
管
理
者
）

（
管
理
者
）

第
四
十
七
条

共
用
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
は
、
共
用
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業

所
ご
と
に
専
ら
そ
の
職
務
に
従
事
す
る
常
勤
の
管
理
者
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
共
用
型
指
定

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
所
の
管
理
上
支
障
が
な
い
場
合
は
、
当
該
共
用
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介

護
事
業
所
の
他
の
職
務
に
従
事
し
、
又
は
同
一
敷
地
内
に
あ
る
他
の
事
業
所
、
施
設
等
の
職
務
に
従
事
す
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
な
お
、
共
用
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
所
の
管
理
上
支
障
が
な
い
場

合
は
、
当
該
共
用
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
所
の
他
の
職
務
に
従
事
し
、
か
つ
、
同
一
敷
地
内
に

あ
る
他
の
本
体
事
業
所
等
の
職
務
に
従
事
す
る
こ
と
と
し
て
も
差
し
支
え
な
い
。

第
四
十
七
条

共
用
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
は
、
共
用
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業

所
ご
と
に
専
ら
そ
の
職
務
に
従
事
す
る
常
勤
の
管
理
者
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
共
用
型
指
定

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
所
の
管
理
上
支
障
が
な
い
場
合
は
、
当
該
共
用
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介

護
事
業
所
の
他
の
職
務
に
従
事
し
、
又
は
同
一
敷
地
内
に
あ
る
他
の
事
業
所
、
施
設
等
の
職
務
に
従
事
す
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
五
十
四
条

指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
は
、
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
次

に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
四
条

指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
は
、
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
次

に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
九

（
略
）

一
〜
九

（
略
）

十

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

十
一

（
略
）

十

（
略
）

（
準
用
）

（
準
用
）

第
六
十
一
条

第
三
条
の
七
か
ら
第
三
条
の
十
一
ま
で
、
第
三
条
の
十
三
か
ら
第
三
条
の
十
六
ま
で
、
第
三
条
の

十
八
、
第
三
条
の
二
十
、
第
三
条
の
二
十
六
、
第
三
条
の
三
十
の
二
、
第
三
条
の
三
十
二
か
ら
第
三
条
の
三
十

六
ま
で
、
第
三
条
の
三
十
八
の
二
、
第
三
条
の
三
十
九
、
第
十
二
条
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十

八
条
及
び
第
三
十
条
か
ら
第
三
十
五
条
ま
で
の
規
定
は
、
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
の
七
第
一
項
中
「
第
三
条
の
二
十
九
に
規
定
す
る
運
営
規
程
」
と
あ

る
の
は
「
第
五
十
四
条
に
規
定
す
る
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
」
と
、
同
項
、
第
三
条
の
三
十
の
二
第
二
項
、

第
三
条
の
三
十
二
第
一
項
並
び
に
第
三
条
の
三
十
八
の
二
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型

訪
問
介
護
看
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
従
業
者
」
と
、
第
三
十
条
第
三
項
及
び
第

四
項
並
び
に
第
三
十
三
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
従
業
者
」と
あ
る
の
は「
認

知
症
対
応
型
通
所
介
護
従
業
者
」
と
、
第
三
十
四
条
第
一
項
中
「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有

す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者
」
と
、
第
三
十
五
条
第
四
項

中
「
第
二
十
二
条
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
四
条
第
四
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
六
十
一
条

第
三
条
の
七
か
ら
第
三
条
の
十
一
ま
で
、
第
三
条
の
十
三
か
ら
第
三
条
の
十
六
ま
で
、
第
三
条
の

十
八
、
第
三
条
の
二
十
、
第
三
条
の
二
十
六
、
第
三
条
の
三
十
二
か
ら
第
三
条
の
三
十
六
ま
で
、
第
三
条
の
三

十
九
、
第
十
二
条
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
八
条
及
び
第
三
十
条
か
ら
第
三
十
五
条
ま
で
の
規

定
は
、
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
の
七
第

一
項
中
「
第
三
条
の
二
十
九
に
規
定
す
る
運
営
規
程
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
四
条
に
規
定
す
る
重
要
事
項
に

関
す
る
規
程
」
と
、「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
認
知
症
対
応
型
通
所

介
護
従
業
者
」
と
、
第
三
条
の
三
十
二
中
「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は

「
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
従
業
者
」
と
、
第
三
十
四
条
第
一
項
中
「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
に
つ
い
て
知
見

を
有
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者
」
と
、
第
三
十
五
条
第

四
項
中
「
第
二
十
二
条
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
四
条
第
四
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
従
業
者
の
員
数
等
）

（
従
業
者
の
員
数
等
）

第
六
十
三
条

（
略
）

第
六
十
三
条

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

６

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
前
各
項
に
定
め
る
人
員
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
従
業
者
を
置
く
ほ
か
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
施
設
等
の
人
員
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す
従
業

者
を
置
い
て
い
る
と
き
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
当
該
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
従
業
者
は
、
同
表
の
中

欄
に
掲
げ
る
施
設
等
の
職
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
前
各
項
に
定
め
る
人
員
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
従
業
者
を
置
く
ほ
か
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
施
設
等
の
人
員
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す
従
業

者
を
置
い
て
い
る
と
き
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
当
該
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
従
業
者
は
、
同
表
の
中

欄
に
掲
げ
る
施
設
等
の
職
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

当
該
指
定
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
事
業
所
に
中
欄
に

掲
げ
る
施
設
等
の
い
ず
れ
か

が
併
設
さ
れ
て
い
る
場
合

指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業

所
、
指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
、
指
定

地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
、
指
定

介
護
老
人
福
祉
施
設
、
介
護
老
人
保
健
施

設
、
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
（
医
療

法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）

第
七
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
療
養

病
床
を
有
す
る
診
療
所
で
あ
る
も
の
に
限

る
。）又
は
介
護
医
療
院

介
護
職
員

当
該
指
定
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
事
業
所
に
中
欄
に

掲
げ
る
施
設
等
の
い
ず
れ
か

が
併
設
さ
れ
て
い
る
場
合

指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業

所
、
指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
、
指
定

地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
、
指
定

介
護
療
養
型
医
療
施
設
（
医
療
法
（
昭
和

二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
七
条
第

二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
療
養
病
床
を
有

す
る
診
療
所
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）又
は

介
護
医
療
院

介
護
職
員
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当
該
指
定
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
事
業
所
の
同
一
敷

地
内
に
中
欄
に
掲
げ
る
施
設

等
の
い
ず
れ
か
が
あ
る
場
合

前
項
中
欄
に
掲
げ
る
施
設
等
、
指
定
居
宅

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
行
う
事
業
所
、
指
定

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護

事
業
所
、
指
定
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事

業
所
又
は
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

事
業
所

看
護
師
又
は
准
看
護
師

当
該
指
定
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
事
業
所
の
同
一
敷

地
内
に
中
欄
に
掲
げ
る
施
設

等
の
い
ず
れ
か
が
あ
る
場
合

前
項
中
欄
に
掲
げ
る
施
設
等
、
指
定
居
宅

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
行
う
事
業
所
、
指
定

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護

事
業
所
、
指
定
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事

業
所
、
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事

業
所
、
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
又
は
介

護
老
人
保
健
施
設

看
護
師
又
は
准
看
護
師

７
〜
13

（
略
）

７
〜
13

（
略
）

（
管
理
者
）

（
管
理
者
）

第
六
十
四
条

（
略
）

第
六
十
四
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
二
項
の
管
理
者
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
老
人
福
祉
法
第
二
十
条

の
二
の
二
に
規
定
す
る
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
介
護

医
療
院
、
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
、
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
、
指
定
複

合
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
（
第
百
七
十
三
条
に
規
定
す
る
指
定
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
い
う
。
次
条
に
お
い

て
同
じ
。）等
の
従
業
者
又
は
訪
問
介
護
員
等
（
介
護
福
祉
士
又
は
法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め

る
者
を
い
う
。
次
条
、
第
九
十
一
条
第
三
項
、
第
九
十
二
条
及
び
第
百
七
十
三
条
に
お
い
て
同
じ
。）と
し
て
三

年
以
上
認
知
症
で
あ
る
者
の
介
護
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
、
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

研
修
を
修
了
し
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
二
項
の
管
理
者
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
老
人
福
祉
法
第
二
十
条

の
二
の
二
に
規
定
す
る
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
介
護

医
療
院
、
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
、
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
、
指
定
複

合
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
（
第
百
七
十
三
条
に
規
定
す
る
指
定
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
い
う
。
次
条
に
お
い

て
同
じ
。）等
の
従
業
者
又
は
訪
問
介
護
員
等
（
介
護
福
祉
士
又
は
法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め

る
者
を
い
う
。
次
条
、
第
九
十
一
条
第
二
項
、
第
九
十
二
条
及
び
第
百
七
十
三
条
に
お
い
て
同
じ
。）と
し
て
三

年
以
上
認
知
症
で
あ
る
者
の
介
護
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
、
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

研
修
を
修
了
し
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
心
身
の
状
況
等
の
把
握
）

（
心
身
の
状
況
等
の
把
握
）

第
六
十
八
条

指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
提
供
に
当

た
っ
て
は
、
介
護
支
援
専
門
員
（
第
六
十
三
条
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
介
護
支
援
専
門
員
を
配
置
し
て
い
な

い
サ
テ
ラ
イ
ト
型
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、本
体
事
業
所
の
介
護
支
援
専
門
員
。

以
下
こ
の
条
及
び
第
七
十
四
条
に
お
い
て
同
じ
。）が
開
催
す
る
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
（
介
護
支
援
専
門
員
が

居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
の
た
め
に
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案
に
位
置
付
け
た
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等

（
法
第
八
条
第
二
十
四
項
に
規
定
す
る
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
担
当
者
を
招
集
し
て

行
う
会
議
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
利
用
者
等
が
参

加
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
の
活
用
に
つ
い
て
当
該
利
用
者
等
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。）を
い
う
。）等
を
通
じ
て
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
、そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
、他
の
保
健
医
療
サ
ー

ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
等
の
把
握
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
十
八
条

指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
提
供
に
当

た
っ
て
は
、
介
護
支
援
専
門
員
（
第
六
十
三
条
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
介
護
支
援
専
門
員
を
配
置
し
て
い
な

い
サ
テ
ラ
イ
ト
型
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、本
体
事
業
所
の
介
護
支
援
専
門
員
。

以
下
こ
の
条
及
び
第
七
十
四
条
に
お
い
て
同
じ
。）が
開
催
す
る
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
（
介
護
支
援
専
門
員
が

居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
の
た
め
に
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案
に
位
置
付
け
た
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等

（
法
第
八
条
第
二
十
四
項
に
規
定
す
る
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
担
当
者
を
召
集
し
て

行
う
会
議
を
い
う
。）等
を
通
じ
て
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
、そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
、他
の
保
健
医
療
サ
ー

ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
等
の
把
握
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
八
十
一
条

指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
は
、指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
ご
と
に
、

次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
十
一
条

指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
は
、指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
ご
と
に
、

次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
九

（
略
）

一
〜
九

（
略
）

十

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

十
一

（
略
）

十

（
略
）
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（
定
員
の
遵
守
）

（
定
員
の
遵
守
）

第
八
十
二
条

（
略
）

第
八
十
二
条

（
略
）

２

前
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
過
疎
地
域
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
地
域
に
お
い
て
、
地
域
の
実
情
に
よ

り
当
該
地
域
に
お
け
る
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
効
率
的
運
営
に
必
要
で
あ
る
と
市
町
村
が
認
め
た

場
合
は
、
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
市
町
村
が
認
め
た
日
か
ら
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計

画（
法
第
百
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
を
い
う
。以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）

の
終
期
ま
で
（
市
町
村
が
次
期
の
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
を
作
成
す
る
に
当
た
っ
て
、
新
規
に
代
替
サ
ー

ビ
ス
を
整
備
す
る
よ
り
も
既
存
の
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
を
活
用
す
る
こ
と
が
よ
り
効
率
的

で
あ
る
と
認
め
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
期
の
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
の
終
期
ま
で
）
に
限
り
、
登
録
定

員
並
び
に
通
い
サ
ー
ビ
ス
及
び
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
定
員
を
超
え
て
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
提

供
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）

（
準
用
）

（
準
用
）

第
八
十
八
条

第
三
条
の
七
か
ら
第
三
条
の
十
一
ま
で
、
第
三
条
の
十
八
、
第
三
条
の
二
十
、
第
三
条
の
二
十

六
、
第
三
条
の
三
十
の
二
、
第
三
条
の
三
十
二
か
ら
第
三
条
の
三
十
六
ま
で
、
第
三
条
の
三
十
八
か
ら
第
三
条

の
三
十
九
ま
で
、
第
二
十
八
条
、
第
三
十
条
、
第
三
十
三
条
及
び
第
三
十
四
条
の
規
定
は
、
指
定
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
の
七
第
一
項
中
「
第
三
条
の
二

十
九
に
規
定
す
る
運
営
規
程
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
一
条
に
規
定
す
る
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
」
と
、
同

項
、
第
三
条
の
三
十
の
二
第
二
項
、
第
三
条
の
三
十
二
第
一
項
並
び
に
第
三
条
の
三
十
八
の
二
第
一
号
及
び
第

三
号
中
「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
従

業
者
」
と
、
第
二
十
八
条
第
二
項
中
「
こ
の
節
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
章
第
四
節
」
と
、
第
三
十
条
第
三
項
及

び
第
四
項
並
び
に
第
三
十
三
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の

は
「
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
従
業
者
」
と
、
第
三
十
四
条
第
一
項
中
「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
に
つ
い
て

知
見
を
有
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者
」
と
、「
六
月
」

と
あ
る
の
は
「
二
月
」
と
、「
活
動
状
況
」
と
あ
る
の
は
「
通
い
サ
ー
ビ
ス
及
び
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
回
数
等

の
活
動
状
況
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
八
十
八
条

第
三
条
の
七
か
ら
第
三
条
の
十
一
ま
で
、
第
三
条
の
十
八
、
第
三
条
の
二
十
、第
三
条
の
二
十
六
、

第
三
条
の
三
十
二
か
ら
第
三
条
の
三
十
六
ま
で
、
第
三
条
の
三
十
八
、
第
三
条
の
三
十
九
、
第
二
十
八
条
、
第

三
十
条
、
第
三
十
三
条
及
び
第
三
十
四
条
の
規
定
は
、
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
の
七
第
一
項
中
「
第
三
条
の
二
十
九
に
規
定
す
る
運
営
規
程
」
と
あ

る
の
は
「
第
八
十
一
条
に
規
定
す
る
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
」
と
、「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看

護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
従
業
者
」
と
、
第
三
条
の
三
十
二
中
「
定
期
巡
回
・

随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
従
業
者
」
と
、
第
二
十
八

条
第
二
項
中
「
こ
の
節
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
章
第
四
節
」
と
、
第
三
十
条
第
三
項
中
「
地
域
密
着
型
通
所
介

護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
従
業
者
」
と
、
第
三
十
四
条
第
一
項
中
「
地
域
密
着

型
通
所
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有

す
る
者
」
と
、「
六
月
」
と
あ
る
の
は
「
二
月
」
と
、「
活
動
状
況
」と
あ
る
の
は「
通
い
サ
ー
ビ
ス
及
び
宿
泊
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
回
数
等
の
活
動
状
況
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
従
業
者
の
員
数
）

（
従
業
者
の
員
数
）

第
九
十
条

指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介

護
事
業
者
」
と
い
う
。）が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
」

と
い
う
。）ご
と
に
置
く
べ
き
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
の
提
供
に
当
た
る
従
業
者
（
以
下
「
介
護
従

業
者
」
と
い
う
。）の
員
数
は
、
当
該
事
業
所
を
構
成
す
る
共
同
生
活
住
居
ご
と
に
、
夜
間
及
び
深
夜
の
時
間
帯

以
外
の
時
間
帯
に
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
の
提
供
に
当
た
る
介
護
従
業
者
を
、常
勤
換
算
方
法
で
、

当
該
共
同
生
活
住
居
の
利
用
者
（
当
該
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
が
指
定
介
護
予
防
認
知
症

対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
（
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
七
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る

指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、か
つ
、

指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
の
事
業
と
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
（
指
定
地
域
密

着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
六
十
九
条
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
を
い

う
。
以
下
同
じ
。）の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当

該
事
業
所
に
お
け
る
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
又
は
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

の
利
用
者
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
九
十
三
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
数
が
三
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以

上
と
す
る
ほ
か
、
夜
間
及
び
深
夜
の
時
間
帯
を
通
じ
て
一
以
上
の
介
護
従
業
者
に
夜
間
及
び
深
夜
の
勤
務
（
夜

間
及
び
深
夜
の
時
間
帯
に
行
わ
れ
る
勤
務
（
宿
直
勤
務
を
除
く
。）を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を

行
わ
せ
る
た
め
に
必
要
な
数
以
上
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
の
有

第
九
十
条

指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介

護
事
業
者
」
と
い
う
。）が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
」

と
い
う
。）ご
と
に
置
く
べ
き
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
の
提
供
に
当
た
る
従
業
者
（
以
下
「
介
護
従

業
者
」
と
い
う
。）の
員
数
は
、
当
該
事
業
所
を
構
成
す
る
共
同
生
活
住
居
ご
と
に
、
夜
間
及
び
深
夜
の
時
間
帯

以
外
の
時
間
帯
に
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
の
提
供
に
当
た
る
介
護
従
業
者
を
、常
勤
換
算
方
法
で
、

当
該
共
同
生
活
住
居
の
利
用
者
（
当
該
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
が
指
定
介
護
予
防
認
知
症

対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
（
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
七
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る

指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、か
つ
、

指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
の
事
業
と
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
（
指
定
地
域
密

着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
六
十
九
条
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
を
い

う
。
以
下
同
じ
。）の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当

該
事
業
所
に
お
け
る
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
又
は
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

の
利
用
者
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
九
十
三
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
数
が
三
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以

上
と
す
る
ほ
か
、
夜
間
及
び
深
夜
の
時
間
帯
を
通
じ
て
一
以
上
の
介
護
従
業
者
に
夜
間
及
び
深
夜
の
勤
務
（
夜

間
及
び
深
夜
の
時
間
帯
に
行
わ
れ
る
勤
務
（
宿
直
勤
務
を
除
く
。）を
い
う
。）を
行
わ
せ
る
た
め
に
必
要
な
数
以

上
と
す
る
。
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２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

５

指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
保

健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
係
る
計
画
の
作
成
に
関
し
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者
で

あ
っ
て
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
計
画
の
作
成
を
担
当
さ
せ
る
の
に
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
専
ら
そ

の
職
務
に
従
事
す
る
計
画
作
成
担
当
者
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
利
用
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い

場
合
は
、
当
該
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
に
お
け
る
他
の
職
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
す
る
。

５

指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
共
同
生
活
住
居
ご
と
に
、
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
係
る
計
画
の
作
成
に
関
し
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
認
知
症
対
応
型
共
同
生

活
介
護
計
画
の
作
成
を
担
当
さ
せ
る
の
に
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
専
ら
そ
の
職
務
に
従
事
す
る
計
画
作
成

担
当
者
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
利
用
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、
当
該
共
同
生
活
住
居

に
お
け
る
他
の
職
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

６
〜
８

（
略
）

６
〜
８

（
略
）

９

第
七
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
サ
テ
ラ
イ
ト
型
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
（
指
定

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
で
あ
っ
て
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
そ
の
他
の
保
健
医
療
又
は
福

祉
に
関
す
る
事
業
に
つ
い
て
三
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
に
よ
り

設
置
さ
れ
る
当
該
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
以
外
の
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事

業
所
で
あ
っ
て
当
該
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
に
対
し
て
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介

護
の
提
供
に
係
る
支
援
を
行
う
も
の
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
本
体
事
業
所
」
と
い
う
。）と
の
密
接
な
連
携

の
下
に
運
営
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
つ
い
て
は
、
介
護
支
援
専
門
員
で
あ
る
計
画
作
成
担
当
者

に
代
え
て
、
第
六
項
の
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
研
修
を
修
了
し
て
い
る
者
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）

10
・
11

（
略
）

９
・
10

（
略
）

す
る
共
同
生
活
住
居
の
数
が
三
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
共
同
生
活
住
居
が
す
べ
て
同
一
の
階
に
お
い
て

隣
接
し
、
介
護
従
業
者
が
円
滑
な
利
用
者
の
状
況
把
握
及
び
速
や
か
な
対
応
を
行
う
こ
と
が
可
能
な
構
造
で
あ

る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
に
よ
る
安
全
対
策
が
講
じ
ら
れ
、
利
用

者
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
夜
間
及
び
深
夜
の
時
間
帯
に
指
定
認
知
症
対
応
型

共
同
生
活
介
護
事
業
所
ご
と
に
置
く
べ
き
介
護
従
業
者
の
員
数
は
、
夜
間
及
び
深
夜
の
時
間
帯
を
通
じ
て
二
以

上
の
介
護
従
業
者
に
夜
間
及
び
深
夜
の
勤
務
を
行
わ
せ
る
た
め
に
必
要
な
数
以
上
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
管
理
者
）

（
管
理
者
）

第
九
十
一
条

（
略
）

第
九
十
一
条

（
略
）

２

前
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
共
同
生
活
住
居
の
管
理
上
支
障
が
な
い
場
合
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト
型
指
定

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
に
お
け
る
共
同
生
活
住
居
の
管
理
者
は
、
本
体
事
業
所
に
お
け
る
共
同

生
活
住
居
の
管
理
者
を
も
っ
て
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）

３

（
略
）

２

（
略
）

第
九
十
三
条

指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
は
、
共
同
生
活
住
居
を
有
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
数

は
一
以
上
三
以
下
（
サ
テ
ラ
イ
ト
型
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
一
又
は
二
）

と
す
る
。

第
九
十
三
条

指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
は
、
共
同
生
活
住
居
を
有
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
数

は
一
又
は
二
と
す
る
。
た
だ
し
、
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
に
係
る
用
地
の
確
保
が
困
難
で

あ
る
こ
と
そ
の
他
地
域
の
実
情
に
よ
り
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
の
効
率
的
運
営
に
必
要
と

認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
一
の
事
業
所
に
お
け
る
共
同
生
活
住
居
の
数
を
三
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
〜
７

（
略
）

２
〜
７

（
略
）

（
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
の
取
扱
方
針
）

（
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
の
取
扱
方
針
）

第
九
十
七
条

（
略
）

第
九
十
七
条

（
略
）

２
〜
６

（
略
）

２
〜
６

（
略
）

７

指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措

置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措

置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
従

業
者
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

一

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
を
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
従
業
者
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）
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８

指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
自
ら
そ
の
提
供
す
る
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

の
質
の
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
定
期
的
に
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
評
価
を
受
け
て
、
そ
れ
ら
の
結
果
を
公

表
し
、
常
に
そ
の
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８

指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
自
ら
そ
の
提
供
す
る
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

の
質
の
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
定
期
的
に
外
部
の
者
に
よ
る
評
価
を
受
け
て
、
そ
れ
ら
の
結
果
を
公
表
し
、

常
に
そ
の
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

外
部
の
者
に
よ
る
評
価

（
新
設
）

二

第
百
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
運
営
推
進
会
議
に
お
け
る
評
価

（
新
設
）

（
管
理
者
に
よ
る
管
理
）

（
管
理
者
に
よ
る
管
理
）

第
百
一
条

共
同
生
活
住
居
の
管
理
者
は
、
同
時
に
介
護
保
険
施
設
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
、
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
（
サ
テ
ラ
イ
ト
型
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
の
場
合
は
、
本
体
事
業
所
が
提
供
す

る
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
を
除
く
。）、
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
行
う
事
業
所
、
病
院
、
診
療
所
又
は
社
会
福
祉
施
設
を
管
理
す
る
者
で
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
事
業
所
、
施
設
等
が
同
一
敷
地
内
に
あ
る
こ
と
等
に
よ
り
当
該
共
同
生
活
住

居
の
管
理
上
支
障
が
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
百
一
条

共
同
生
活
住
居
の
管
理
者
は
、
同
時
に
介
護
保
険
施
設
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
、
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
、
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
行
う
事
業

所
、
病
院
、
診
療
所
又
は
社
会
福
祉
施
設
を
管
理
す
る
者
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
事
業

所
、
施
設
等
が
同
一
敷
地
内
に
あ
る
こ
と
等
に
よ
り
当
該
共
同
生
活
住
居
の
管
理
上
支
障
が
な
い
場
合
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
百
二
条

指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
共
同
生
活
住
居
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運

営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
二
条

指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
共
同
生
活
住
居
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運

営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
六

（
略
）

一
〜
六

（
略
）

七

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

八

（
略
）

七

（
略
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

第
百
三
条

（
略
）

第
百
三
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
介
護
従
業
者
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の
研
修
の
機

会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
当
該
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
全
て
の

介
護
従
業
者
（
看
護
師
、
准
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員
、
法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政

令
で
定
め
る
者
等
の
資
格
を
有
す
る
者
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
者
を
除
く
。）に
対
し
、
認
知
症
介
護
に
係
る
基

礎
的
な
研
修
を
受
講
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
介
護
従
業
者
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の
研
修
の
機

会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
適
切
な
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
の
提
供
を
確

保
す
る
観
点
か
ら
、
職
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
性
的
な
言
動
又
は
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
で
あ
っ

て
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を
超
え
た
も
の
に
よ
り
介
護
従
業
者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止

す
る
た
め
の
方
針
の
明
確
化
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
準
用
）

（
準
用
）

第
百
八
条

第
三
条
の
七
、
第
三
条
の
八
、
第
三
条
の
十
、
第
三
条
の
十
一
、
第
三
条
の
二
十
、
第
三
条
の
二
十

六
、
第
三
条
の
三
十
の
二
、
第
三
条
の
三
十
二
か
ら
第
三
条
の
三
十
四
ま
で
、
第
三
条
の
三
十
六
、
第
三
条
の

三
十
八
か
ら
第
三
条
の
三
十
九
ま
で
、
第
二
十
八
条
、
第
三
十
三
条
、第
三
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
、

第
八
十
条
、
第
八
十
二
条
の
二
及
び
第
八
十
四
条
の
規
定
は
、
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
の
事
業
に

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
の
七
第
一
項
中
「
第
三
条
の
二
十
九
に
規
定
す
る
運
営
規

程
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
二
条
に
規
定
す
る
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
」
と
、
同
項
、
第
三
条
の
三
十
の
二
第

二
項
、
第
三
条
の
三
十
二
第
一
項
並
び
に
第
三
条
の
三
十
八
の
二
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
定
期
巡
回
・
随
時

対
応
型
訪
問
介
護
看
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
従
業
者
」
と
、
第
二
十
八
条
第
二
項
中
「
こ
の
節
」
と

あ
る
の
は
「
第
五
章
第
四
節
」
と
、
第
三
十
三
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
従

業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
従
業
者
」
と
、
第
三
十
四
条
第
一
項
中
「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
に
つ
い
て
知
見

を
有
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者
」
と
、「
六
月
」
と

あ
る
の
は
「
二
月
」
と
、
第
八
十
条
中
「
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は「
介
護
従
業
者
」

と
、
第
八
十
二
条
の
二
中
「
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
認
知
症
対
応
型

共
同
生
活
介
護
事
業
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
百
八
条

第
三
条
の
七
、
第
三
条
の
八
、
第
三
条
の
十
、
第
三
条
の
十
一
、
第
三
条
の
二
十
、
第
三
条
の
二
十

六
、
第
三
条
の
三
十
二
か
ら
第
三
条
の
三
十
四
ま
で
、
第
三
条
の
三
十
六
、
第
三
条
の
三
十
八
、
第
三
条
の
三

十
九
、
第
二
十
八
条
、
第
三
十
三
条
、
第
三
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
、
第
八
十
条
、
第
八
十
二
条
の

二
及
び
第
八
十
四
条
の
規
定
は
、
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
第
三
条
の
七
第
一
項
中
「
第
三
条
の
二
十
九
に
規
定
す
る
運
営
規
程
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
二

条
に
規
定
す
る
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
」
と
、「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
従
業
者
」
と
あ
る

の
は
「
介
護
従
業
者
」
と
、
第
三
条
の
三
十
二
中
「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
従
業
者
」
と
あ

る
の
は
「
介
護
従
業
者
」
と
、
第
二
十
八
条
第
二
項
中
「
こ
の
節
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
章
第
四
節
」
と
、
第

三
十
四
条
第
一
項
中
「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
認
知
症
対
応
型

共
同
生
活
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者
」
と
、「
六
月
」
と
あ
る
の
は
「
二
月
」
と
、
第
八
十
条
中
「
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
従
業
者
」
と
、
第
八
十
二
条
の
二
中
「
指
定
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。
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（
指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
取
扱
方
針
）

（
指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
取
扱
方
針
）

第
百
十
八
条

（
略
）

第
百
十
八
条

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

６

指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
次
に

掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
次
に

掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職

員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

一

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
を
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

７

（
略
）

７

（
略
）

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
百
二
十
五
条

指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
ご
と

に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
二
十
五
条

指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
ご
と

に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
八

（
略
）

一
〜
八

（
略
）

九

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

十

（
略
）

九

（
略
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

第
百
二
十
六
条

（
略
）

第
百
二
十
六
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
地
域
密
着
型
特
定
施
設
従
業
者
の
資
質
の
向
上

の
た
め
に
、
そ
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
当
該
指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設

入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
全
て
の
地
域
密
着
型
特
定
施
設
従
業
者
（
看
護
師
、
准
看
護
師
、介
護
福
祉
士
、

介
護
支
援
専
門
員
、
法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者
等
の
資
格
を
有
す
る
者
そ
の
他
こ
れ
に

類
す
る
者
を
除
く
。）に
対
し
、
認
知
症
介
護
に
係
る
基
礎
的
な
研
修
を
受
講
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
地
域
密
着
型
特
定
施
設
従
業
者
の
資
質
の
向
上

の
た
め
に
、
そ
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
適
切
な
指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生

活
介
護
の
提
供
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
職
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
性
的
な
言
動
又
は
優
越
的
な
関
係
を
背
景

と
し
た
言
動
で
あ
っ
て
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を
超
え
た
も
の
に
よ
り
地
域
密
着
型
特
定
施
設
従
業
者

の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
方
針
の
明
確
化
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
新
設
）

（
準
用
）

（
準
用
）

第
百
二
十
九
条

第
三
条
の
十
、
第
三
条
の
十
一
、
第
三
条
の
二
十
、
第
三
条
の
二
十
六
、第
三
条
の
三
十
の
二
、

第
三
条
の
三
十
二
か
ら
第
三
条
の
三
十
六
ま
で
、
第
三
条
の
三
十
八
か
ら
第
三
条
の
三
十
九
ま
で
、
第
二
十
八

条
、
第
三
十
二
条
、
第
三
十
三
条
、
第
三
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
及
び
第
八
十
条
の
規
定
は
、
指
定

地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
の
三

十
の
二
第
二
項
、
第
三
条
の
三
十
二
第
一
項
並
び
に
第
三
条
の
三
十
八
の
二
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
定
期
巡

回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
地
域
密
着
型
特
定
施
設
従
業
者
」
と
、
第
二
十
八

条
第
二
項
中
「
こ
の
節
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
章
第
四
節
」
と
、
第
三
十
三
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
号
中

「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
地
域
密
着
型
特
定
施
設
従
業
者
」
と
、
第
三
十
四
条
第
一

項
中
「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者

生
活
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者
」
と
、「
六
月
」
と
あ
る
の
は
「
二
月
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
百
二
十
九
条

第
三
条
の
十
、
第
三
条
の
十
一
、
第
三
条
の
二
十
、
第
三
条
の
二
十
六
、
第
三
条
の
三
十
二
か

ら
第
三
条
の
三
十
六
ま
で
、
第
三
条
の
三
十
八
、
第
三
条
の
三
十
九
、
第
二
十
八
条
、
第
三
十
二
条
、
第
三
十

三
条
、
第
三
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
及
び
第
八
十
条
の
規
定
は
、
指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居

者
生
活
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
の
三
十
二
中
「
定
期
巡
回
・
随
時

対
応
型
介
護
看
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
地
域
密
着
型
特
定
施
設
従
業
者
」
と
、第
二
十
八
条
第
二
項
中「
こ

の
節
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
章
第
四
節
」
と
、
第
三
十
四
条
第
一
項
中
「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
に
つ
い
て
知

見
を
有
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者
」と
、

「
六
月
」
と
あ
る
の
は
「
二
月
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報



（
従
業
者
の
員
数
）

（
従
業
者
の
員
数
）

第
百
三
十
一
条

指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

た
だ
し
、
他
の
社
会
福
祉
施
設
等
の
栄
養
士
又
は
管
理
栄
養
士
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
当
該
指
定
地
域

密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
効
果
的
な
運
営
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
で
あ
っ
て
、
入
所
者
の
処
遇

に
支
障
が
な
い
と
き
は
、
第
四
号
の
栄
養
士
又
は
管
理
栄
養
士
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
三
十
一
条

指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

栄
養
士
又
は
管
理
栄
養
士

一
以
上

四

栄
養
士

一
以
上

五
・
六

（
略
）

五
・
六

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
従
業
者
は
、
専
ら
当
該
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
の

職
務
に
従
事
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
入
所
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

３

指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
従
業
者
は
、
専
ら
当
該
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
の

職
務
に
従
事
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
ユ
ニ
ッ
ト

型
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
第
百
五
十
八
条
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
地
域
密
着
型
介
護

老
人
福
祉
施
設
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
ユ
ニ
ッ

ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成

十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
九
号
。
以
下
「
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
基
準
」
と
い
う
。）第
三
十
八
条
に
規
定
す

る
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
併
設
す
る
場
合
の
指
定

地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
及
び
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
介
護
職
員
及
び
看
護
職
員

（
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
基
準
第
四
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
配
置
さ
れ
る
看
護
職
員
に
限
る
。）又

は
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
を
併
設
す
る

場
合
の
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
及
び
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
介

護
職
員
及
び
看
護
職
員（
第
百
六
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
配
置
さ
れ
る
看
護
職
員
に
限
る
。）を
除
き
、

入
所
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４
〜
７

（
略
）

４
〜
７

（
略
）

８

第
一
項
第
二
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
サ
テ
ラ
イ
ト
型
居
住
施
設
の
生
活

相
談
員
、
栄
養
士
若
し
く
は
管
理
栄
養
士
、
機
能
訓
練
指
導
員
又
は
介
護
支
援
専
門
員
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲

げ
る
本
体
施
設
の
場
合
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
職
員
に
よ
り
当
該
サ

テ
ラ
イ
ト
型
居
住
施
設
の
入
所
者
の
処
遇
が
適
切
に
行
わ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
置
か
な
い
こ

と
が
で
き
る
。

８

第
一
項
第
二
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
サ
テ
ラ
イ
ト
型
居
住
施
設
の
生
活

相
談
員
、
栄
養
士
、
機
能
訓
練
指
導
員
又
は
介
護
支
援
専
門
員
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
本
体
施
設
の
場
合

に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
職
員
に
よ
り
当
該
サ
テ
ラ
イ
ト
型
居
住
施
設

の
入
所
者
の
処
遇
が
適
切
に
行
わ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

一

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
又
は
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設

生
活
相
談
員
、
栄
養
士
若
し
く

は
管
理
栄
養
士
、
機
能
訓
練
指
導
員
又
は
介
護
支
援
専
門
員

一

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
又
は
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設

栄
養
士
、
機
能
訓
練
指
導
員
又

は
介
護
支
援
専
門
員

二

介
護
老
人
保
健
施
設

支
援
相
談
員
、
栄
養
士
若
し
く
は
管
理
栄
養
士
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
若

し
く
は
言
語
聴
覚
士
又
は
介
護
支
援
専
門
員

二

介
護
老
人
保
健
施
設

支
援
相
談
員
、
栄
養
士
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
若
し
く
は
言
語
聴
覚
士
又

は
介
護
支
援
専
門
員

三

病
院

栄
養
士
若
し
く
は
管
理
栄
養
士
（
病
床
数
百
以
上
の
病
院
の
場
合
に
限
る
。）又
は
介
護
支
援
専
門

員
（
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
場
合
に
限
る
。）

三

病
院

栄
養
士
（
病
床
数
百
以
上
の
病
院
の
場
合
に
限
る
。）又
は
介
護
支
援
専
門
員
（
指
定
介
護
療
養
型

医
療
施
設
の
場
合
に
限
る
。）

四

介
護
医
療
院

栄
養
士
若
し
く
は
管
理
栄
養
士
又
は
介
護
支
援
専
門
員

四

介
護
医
療
院

栄
養
士
又
は
介
護
支
援
専
門
員

９
〜
12

（
略
）

９
〜
12

（
略
）

13

指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
指
定
通
所
介
護
事
業
所
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
九
十
三

条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
通
所
介
護
事
業
所
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）、指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
等
、

指
定
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
所
又
は
併
設
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
の
事
業
を
行
う
事
業
所
若
し

く
は
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
併
設
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症

13

指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
指
定
通
所
介
護
事
業
所
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
九
十
三

条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
通
所
介
護
事
業
所
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）、指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
等
、

指
定
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
所
又
は
併
設
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
の
事
業
を
行
う
事
業
所
若
し

く
は
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
併
設
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
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対
応
型
通
所
介
護
の
事
業
を
行
う
事
業
所
が
併
設
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
併
設
さ
れ
る
事
業
所
の
生

活
相
談
員
、
栄
養
士
又
は
機
能
訓
練
指
導
員
に
つ
い
て
は
、
当
該
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
生

活
相
談
員
、
栄
養
士
若
し
く
は
管
理
栄
養
士
又
は
機
能
訓
練
指
導
員
に
よ
り
当
該
事
業
所
の
利
用
者
の
処
遇
が

適
切
に
行
わ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

対
応
型
通
所
介
護
の
事
業
を
行
う
事
業
所
が
併
設
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
併
設
さ
れ
る
事
業
所
の
生

活
相
談
員
、
栄
養
士
又
は
機
能
訓
練
指
導
員
に
つ
い
て
は
、
当
該
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
生

活
相
談
員
、
栄
養
士
又
は
機
能
訓
練
指
導
員
に
よ
り
当
該
事
業
所
の
利
用
者
の
処
遇
が
適
切
に
行
わ
れ
る
と
認

め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

14
〜
17

（
略
）

14
〜
17

（
略
）

（
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
の
取
扱
方
針
）

（
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
の
取
扱
方
針
）

第
百
三
十
七
条

（
略
）

第
百
三
十
七
条

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

６

指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職

員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

一

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
を
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

７

（
略
）

７

（
略
）

（
地
域
密
着
型
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
）

（
地
域
密
着
型
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
）

第
百
三
十
八
条

（
略
）

第
百
三
十
八
条

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

６

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
（
入
所
者
に
対
す
る
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人

福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
の
提
供
に
当
た
る
他
の
担
当
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
担
当
者
」
と
い
う
。）

を
招
集
し
て
行
う
会
議
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
入

所
者
又
は
そ
の
家
族
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
入
所
者
等
」
と
い
う
。）が
参
加
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
テ

レ
ビ
電
話
装
置
等
の
活
用
に
つ
い
て
当
該
入
所
者
等
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）を
い
う
。
以
下
こ
の

章
に
お
い
て
同
じ
。）の
開
催
、
担
当
者
に
対
す
る
照
会
等
に
よ
り
、
当
該
地
域
密
着
型
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の

原
案
の
内
容
に
つ
い
て
、
担
当
者
か
ら
、
専
門
的
な
見
地
か
ら
の
意
見
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

６

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
（
入
所
者
に
対
す
る
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人

福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
の
提
供
に
当
た
る
他
の
担
当
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
担
当
者
」
と
い
う
。）

を
召
集
し
て
行
う
会
議
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。）の
開
催
、担
当
者
に
対
す
る
照
会
等
に
よ
り
、

当
該
地
域
密
着
型
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案
の
内
容
に
つ
い
て
、
担
当
者
か
ら
、
専
門
的
な
見
地
か
ら
の
意

見
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

７
〜
12

（
略
）

７
〜
12

（
略
）

（
栄
養
管
理
）

第
百
四
十
三
条
の
二

指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
入
所
者
の
栄
養
状
態
の
維
持
及
び
改
善
を
図

り
、
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
各
入
所
者
の
状
態
に
応
じ
た
栄
養
管
理
を
計
画
的
に

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
口
腔く
う

衛
生
の
管
理
）

第
百
四
十
三
条
の
三

指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
入
所
者
の
口
腔く
う

の
健
康
の
保
持
を
図
り
、
自

立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
口
腔く
う

衛
生
の
管
理
体
制
を
整
備
し
、
各
入
所
者
の
状
態
に
応

じ
た
口
腔く
う

衛
生
の
管
理
を
計
画
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
百
四
十
八
条

指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項

に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
四
十
八
条

指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項

に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
七

（
略
）

一
〜
七

（
略
）

八

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

九

（
略
）

八

（
略
）
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（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

第
百
四
十
九
条

（
略
）

第
百
四
十
九
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
従
業
者
に
対
し
、
そ
の
資
質
の
向
上
の
た
め
の
研
修
の
機
会
を

確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
当
該
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、全
て
の
従
業
者（
看

護
師
、
准
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員
、
法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者
等

の
資
格
を
有
す
る
者
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
者
を
除
く
。）に
対
し
、
認
知
症
介
護
に
係
る
基
礎
的
な
研
修
を
受

講
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
従
業
者
に
対
し
、
そ
の
資
質
の
向
上
の
た
め
の
研
修
の
機
会
を

確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
適
切
な
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介

護
の
提
供
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
職
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
性
的
な
言
動
又
は
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し

た
言
動
で
あ
っ
て
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を
超
え
た
も
の
に
よ
り
従
業
者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ

と
を
防
止
す
る
た
め
の
方
針
の
明
確
化
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
衛
生
管
理
等
）

（
衛
生
管
理
等
）

第
百
五
十
一
条

（
略
）

第
百
五
十
一
条

（
略
）

２

指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
当
該
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
お
い
て
感
染
症

又
は
食
中
毒
が
発
生
し
、
又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２

指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
当
該
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
お
い
て
感
染
症

又
は
食
中
毒
が
発
生
し
、
又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一

当
該
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
お
け
る
感
染
症
及
び
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止

の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

る
。）を
お
お
む
ね
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従

業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

一

当
該
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
お
け
る
感
染
症
及
び
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止

の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
を
お
お
む
ね
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ

い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二

（
略
）

二

（
略
）

三

当
該
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
お
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
対
し
、
感
染
症

及
び
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
並
び
に
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た

め
の
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

三

当
該
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
お
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
対
し
、
感
染
症

及
び
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

四

（
略
）

四

（
略
）

（
事
故
発
生
の
防
止
及
び
発
生
時
の
対
応
）

（
事
故
発
生
の
防
止
及
び
発
生
時
の
対
応
）

第
百
五
十
五
条

指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
事
故
の
発
生
又
は
そ
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
、

次
の
各
号
に
定
め
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
五
十
五
条

指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
事
故
の
発
生
又
は
そ
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
、

次
の
各
号
に
定
め
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

事
故
発
生
の
防
止
の
た
め
の
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

る
。）及
び
従
業
者
に
対
す
る
研
修
を
定
期
的
に
行
う
こ
と
。

三

事
故
発
生
の
防
止
の
た
め
の
委
員
会
及
び
従
業
者
に
対
す
る
研
修
を
定
期
的
に
行
う
こ
と
。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
担
当
者
を
置
く
こ
と
。

（
新
設
）

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

（
準
用
）

（
準
用
）

第
百
五
十
七
条

第
三
条
の
七
、
第
三
条
の
八
、
第
三
条
の
十
、
第
三
条
の
十
一
、
第
三
条
の
二
十
、
第
三
条
の

二
十
六
、
第
三
条
の
三
十
の
二
、
第
三
条
の
三
十
二
、
第
三
条
の
三
十
四
、
第
三
条
の
三
十
六
、
第
三
条
の
三

十
八
の
二
、
第
三
条
の
三
十
九
、
第
二
十
八
条
、
第
三
十
二
条
及
び
第
三
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の

規
定
は
、
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
の
七

第
一
項
中
「
第
三
条
の
二
十
九
に
規
定
す
る
運
営
規
程
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
四
十
八
条
に
規
定
す
る
重
要
事

項
に
関
す
る
規
程
」
と
、
同
項
、
第
三
条
の
三
十
の
二
第
二
項
、
第
三
条
の
三
十
二
第
一
項
並
び
に
第
三
条
の

第
百
五
十
七
条

第
三
条
の
七
、
第
三
条
の
八
、
第
三
条
の
十
、
第
三
条
の
十
一
、
第
三
条
の
二
十
、
第
三
条
の

二
十
六
、
第
三
条
の
三
十
二
、
第
三
条
の
三
十
四
、
第
三
条
の
三
十
六
、
第
三
条
の
三
十
九
、
第
二
十
八
条
、

第
三
十
二
条
及
び
第
三
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設

に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
の
七
第
一
項
中
「
第
三
条
の
二
十
九
に
規
定
す
る
運
営

規
程
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
四
十
八
条
に
規
定
す
る
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
」
と
、「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応

型
訪
問
介
護
看
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
従
業
者
」
と
、
第
三
条
の
十
一
第
一
項
中
「
指
定
定
期
巡
回
・
随
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三
十
八
の
二
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
従

業
者
」
と
、
第
三
条
の
十
一
第
一
項
中
「
指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
の
提
供
の
開
始
に
際

し
、」と
あ
る
の
は
「
入
所
の
際
に
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
指
定
居
宅
介
護
支
援
が
利
用
者
に
対
し
て
行
わ
れ

て
い
な
い
等
の
場
合
で
あ
っ
て
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
要
介
護
認
定
」
と
あ
る
の
は
「
要
介
護
認
定
」
と
、

第
二
十
八
条
第
二
項
中
「
こ
の
節
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
章
第
四
節
」
と
、
第
三
十
四
条
第
一
項
中
「
地
域
密

着
型
通
所
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活

介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者
」
と
、「
六
月
」
と
あ
る
の
は
「
二
月
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
の
提
供
の
開
始
に
際
し
、」と
あ
る
の
は
「
入
所
の
際
に
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
指

定
居
宅
介
護
支
援
が
利
用
者
に
対
し
て
行
わ
れ
て
い
な
い
等
の
場
合
で
あ
っ
て
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
要
介

護
認
定
」
と
あ
る
の
は
「
要
介
護
認
定
」
と
、
第
三
条
の
三
十
二
中
「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看

護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
従
業
者
」
と
、
第
二
十
八
条
第
二
項
中
「
こ
の
節
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
章
第
四

節
」
と
、
第
三
十
四
条
第
一
項
中
「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
地

域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者
」
と
、「
六
月
」と
あ
る
の
は「
二

月
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
設
備
）

（
設
備
）

第
百
六
十
条

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
百
六
十
条

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

ユ
ニ
ッ
ト

一

ユ
ニ
ッ
ト

イ

居
室

イ

居
室

（
略
）

（
略
）

居
室
は
、
い
ず
れ
か
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
す
る
も
の
と
し
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
の
共
同
生
活
室
に
近
接
し

て
一
体
的
に
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
一
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
入
居
定
員
は
、
原
則
と
し
て
お
お
む
ね
十
人

以
下
と
し
、
十
五
人
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

居
室
は
、
い
ず
れ
か
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
す
る
も
の
と
し
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
の
共
同
生
活
室
に
近
接
し

て
一
体
的
に
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
一
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
入
居
定
員
は
、
お
お
む
ね
十
人
以
下
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
の
居
室
の
床
面
積
等
は
、
十
・
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、

た
だ
し
書

の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
十
一
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

一
の
居
室
の
床
面
積
等
は
、
次
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
こ
と
。

（
削
る
）

十
・
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、

た
だ
し
書
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二

十
一
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

（
削
る
）

ユ
ニ
ッ
ト
に
属
さ
な
い
居
室
を
改
修
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
入
居
者
同
士
の
視
線
の
遮
断
の
確

保
を
前
提
に
し
た
上
で
、
居
室
を
隔
て
る
壁
に
つ
い
て
、
天
井
と
の
間
に
一
定
の

間
が
生
じ
て
い

て
も
差
し
支
え
な
い
。

（
略
）

（
略
）

ロ
〜
ニ

（
略
）

ロ
〜
ニ

（
略
）

二
〜
五

（
略
）

二
〜
五

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
の
取
扱
方
針
）

（
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
の
取
扱
方
針
）

第
百
六
十
二
条

（
略
）

第
百
六
十
二
条

（
略
）

２
〜
７

（
略
）

２
〜
７

（
略
）

８

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
次
に
掲

げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
次
に
掲

げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職

員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

一

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
を
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

９

（
略
）

９

（
略
）

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
百
六
十
六
条

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ
い
て

の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
六
十
六
条

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ
い
て

の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
八

（
略
）

一
〜
八

（
略
）

九

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

十

（
略
）

九

（
略
）

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報



（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

第
百
六
十
七
条

（
略
）

第
百
六
十
七
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
従
業
者
に
対
し
、
そ
の
資
質
の
向
上
の
た
め
の
研

修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施

設
は
、
全
て
の
従
業
者
（
看
護
師
、
准
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員
、
法
第
八
条
第
二
項
に
規

定
す
る
政
令
で
定
め
る
者
等
の
資
格
を
有
す
る
者
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
者
を
除
く
。）に
対
し
、
認
知
症
介
護

に
係
る
基
礎
的
な
研
修
を
受
講
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
従
業
者
に
対
し
、
そ
の
資
質
の
向
上
の
た
め
の
研

修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
適
切
な
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入

所
者
生
活
介
護
の
提
供
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
職
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
性
的
な
言
動
又
は
優
越
的
な
関
係

を
背
景
と
し
た
言
動
で
あ
っ
て
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を
超
え
た
も
の
に
よ
り
従
業
者
の
就
業
環
境
が

害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
方
針
の
明
確
化
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
準
用
）

（
準
用
）

第
百
六
十
九
条

第
三
条
の
七
、
第
三
条
の
八
、
第
三
条
の
十
、
第
三
条
の
十
一
、
第
三
条
の
二
十
、
第
三
条
の

二
十
六
、
第
三
条
の
三
十
の
二
、
第
三
条
の
三
十
二
、
第
三
条
の
三
十
四
、
第
三
条
の
三
十
六
、
第
三
条
の
三

十
八
の
二
、
第
三
条
の
三
十
九
、
第
二
十
八
条
、
第
三
十
二
条
、
第
三
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
、
第

百
三
十
三
条
か
ら
第
百
三
十
五
条
ま
で
、
第
百
三
十
八
条
、
第
百
四
十
一
条
、
第
百
四
十
三
条
か
ら
第
百
四
十

七
条
ま
で
及
び
第
百
五
十
一
条
か
ら
第
百
五
十
六
条
ま
で
の
規
定
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老

人
福
祉
施
設
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
の
七
第
一
項
中
「
第
三
条
の
二
十
九
に
規

定
す
る
運
営
規
程
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
六
条
に
規
定
す
る
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
」
と
、
同
項
、
第

三
条
の
三
十
の
二
第
二
項
、
第
三
条
の
三
十
二
第
一
項
並
び
に
第
三
条
の
三
十
八
の
二
第
一
号
及
び
第
三
号
中

「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
従
業
者
」
と
、
第
三
条
の
十
一
第
一
項

中
「
指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
の
提
供
の
開
始
に
際
し
、」と
あ
る
の
は
「
入
居
の
際
に
」

と
、
同
条
第
二
項
中
「
指
定
居
宅
介
護
支
援
が
利
用
者
に
対
し
て
行
わ
れ
て
い
な
い
等
の
場
合
で
あ
っ
て
必
要

と
認
め
る
と
き
は
、
要
介
護
認
定
」
と
あ
る
の
は
「
要
介
護
認
定
」
と
、
第
二
十
八
条
第
二
項
中
「
こ
の
節
」

と
あ
る
の
は
「
第
七
章
第
五
節
」
と
、
第
三
十
四
条
第
一
項
中
「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有

す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者
」

と
、「
六
月
」
と
あ
る
の
は
「
二
月
」
と
、
第
百
四
十
七
条
中
「
第
百
三
十
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
九

条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
八
条
」
と
、
同
条
第
五
号
中
「
第
百
三
十
七
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

百
六
十
二
条
第
七
項
」
と
、
同
条
第
六
号
中
「
第
百
五
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
九
条
」
と
、
同
条

第
七
号
中
「
第
百
五
十
五
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
五
十
五
条
第

三
項
」
と
、
第
百
五
十
六
条
第
二
項
第
二
号
中
「
第
百
三
十
五
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
九
条
に

お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
五
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第
百
三
十
七
条
第
五
項
」と
あ
る
の
は「
第

百
六
十
二
条
第
七
項
」
と
、
同
項
第
四
号
及
び
第
五
号
中
「
次
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
九
条
」
と
、
同

項
第
六
号
中
「
前
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
三
項
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

第
百
六
十
九
条

第
三
条
の
七
、
第
三
条
の
八
、
第
三
条
の
十
、
第
三
条
の
十
一
、
第
三
条
の
二
十
、
第
三
条
の

二
十
六
、
第
三
条
の
三
十
二
、
第
三
条
の
三
十
四
、
第
三
条
の
三
十
六
、
第
三
条
の
三
十
九
、
第
二
十
八
条
、

第
三
十
二
条
、
第
三
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
、
第
百
三
十
三
条
か
ら
第
百
三
十
五
条
ま
で
、
第
百
三

十
八
条
、
第
百
四
十
一
条
、
第
百
四
十
三
条
か
ら
第
百
四
十
七
条
ま
で
及
び
第
百
五
十
一
条
か
ら
第
百
五
十
六

条
ま
で
の
規
定
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
第
三
条
の
七
第
一
項
中
「
第
三
条
の
二
十
九
に
規
定
す
る
運
営
規
程
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
六

条
に
規
定
す
る
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
」
と
、「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
従
業
者
」
と
あ
る

の
は
「
従
業
者
」
と
、
第
三
条
の
十
一
第
一
項
中
「
指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
の
提
供
の

開
始
に
際
し
、」と
あ
る
の
は
「
入
居
の
際
に
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
指
定
居
宅
介
護
支
援
が
利
用
者
に
対
し

て
行
わ
れ
て
い
な
い
等
の
場
合
で
あ
っ
て
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
要
介
護
認
定
」
と
あ
る
の
は
「
要
介
護
認

定
」
と
、
第
三
条
の
三
十
二
中
「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は「
従
業
者
」

と
、
第
二
十
八
条
第
二
項
中
「
こ
の
節
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
章
第
五
節
」
と
、
第
三
十
四
条
第
一
項
中
「
地

域
密
着
型
通
所
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者

生
活
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者
」
と
、「
六
月
」
と
あ
る
の
は
「
二
月
」
と
、
第
百
四
十
七
条
中
「
第
百

三
十
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
八
条
」
と
、
同
条
第
五
号
中
「
第

百
三
十
七
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
二
条
第
七
項
」
と
、
同
条
第
六
号
中
「
第
百
五
十
七
条
」
と

あ
る
の
は
「
第
百
六
十
九
条
」
と
、
同
条
第
七
号
中
「
第
百
五
十
五
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
九

条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
五
十
五
条
第
三
項
」
と
、
第
百
五
十
六
条
第
二
項
第
二
号
中
「
第
百
三
十
五
条
第

二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
五
条
第
二
項
」
と
、同
項
第
三
号
中「
第

百
三
十
七
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
二
条
第
七
項
」
と
、
同
項
第
四
号
及
び
第
五
号
中
「
次
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
九
条
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
前
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
九
条
に
お

い
て
準
用
す
る
前
条
第
三
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
従
業
者
の
員
数
等
）

（
従
業
者
の
員
数
等
）

第
百
七
十
一
条

（
略
）

第
百
七
十
一
条

（
略
）

２
〜
10

（
略
）

２
〜
10

（
略
）

11

指
定
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
登
録
者
に
係
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
及
び
看
護
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
計
画
の
作
成
に
専
ら
従
事
す
る
介
護
支
援
専
門
員
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。た
だ
し
、

当
該
介
護
支
援
専
門
員
は
、
利
用
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、
当
該
指
定
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
事
業
所
の
他
の
職
務
に
従
事
し
、
又
は
当
該
指
定
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
に
併
設
す
る

第
七
項
各
号
に
掲
げ
る
施
設
等
の
職
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

11

指
定
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
登
録
者
に
係
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
及
び
看
護
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
計
画
の
作
成
に
専
ら
従
事
す
る
介
護
支
援
専
門
員
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。た
だ
し
、

当
該
介
護
支
援
専
門
員
は
、
利
用
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、
当
該
指
定
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
事
業
所
の
他
の
職
務
に
従
事
し
、
又
は
当
該
指
定
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
に
併
設
す
る

前
項
各
号
に
掲
げ
る
施
設
等
の
職
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

12
〜
14

（
略
）

12
〜
14

（
略
）

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 



（
準
用
）

（
準
用
）

第
百
八
十
二
条

第
三
条
の
七
か
ら
第
三
条
の
十
一
ま
で
、
第
三
条
の
十
八
、
第
三
条
の
二
十
、
第
三
条
の
二
十

六
、
第
三
条
の
三
十
の
二
、
第
三
条
の
三
十
二
か
ら
第
三
条
の
三
十
六
ま
で
、
第
三
条
の
三
十
八
か
ら
第
三
条

の
三
十
九
ま
で
、
第
二
十
八
条
、
第
三
十
条
、
第
三
十
三
条
、
第
三
十
四
条
、
第
六
十
八
条
か
ら
第
七
十
一
条

ま
で
、
第
七
十
四
条
か
ら
第
七
十
六
条
ま
で
、
第
七
十
八
条
、
第
七
十
九
条
、
第
八
十
一
条
か
ら
第
八
十
四
条

ま
で
及
び
第
八
十
六
条
の
規
定
は
、
指
定
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
の
七
第
一
項
中
「
第
三
条
の
二
十
九
に
規
定
す
る
運
営
規
程
」
と
あ
る
の
は
「
第

百
八
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
十
一
条
に
規
定
す
る
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
」
と
、
同
項
、
第
三
条

の
三
十
の
二
第
二
項
、
第
三
条
の
三
十
二
第
一
項
並
び
に
第
三
条
の
三
十
八
の
二
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
定

期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
従
業
者
」

と
、
第
二
十
八
条
第
二
項
中
「
こ
の
節
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
章
第
四
節
」
と
、
第
三
十
条
第
三
項
及
び
第
四

項
並
び
に
第
三
十
三
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
看

護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
従
業
者
」
と
、
第
三
十
四
条
第
一
項
中
「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
に
つ
い
て
知

見
を
有
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者
」と
、「
六
月
」

と
あ
る
の
は
「
二
月
」
と
、「
活
動
状
況
」
と
あ
る
の
は
「
通
い
サ
ー
ビ
ス
及
び
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
回
数
等

の
活
動
状
況
」
と
、
第
六
十
八
条
中
「
第
六
十
三
条
第
十
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
七
十
一
条
第
十
三
項
」

と
、
第
七
十
条
及
び
第
七
十
八
条
中
「
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
看
護
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
従
業
者
」
と
、
第
八
十
六
条
中
「
第
六
十
三
条
第
六
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
七
十
一
条
第

七
項
各
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
百
八
十
二
条

第
三
条
の
七
か
ら
第
三
条
の
十
一
ま
で
、
第
三
条
の
十
八
、
第
三
条
の
二
十
、
第
三
条
の
二
十

六
、
第
三
条
の
三
十
二
か
ら
第
三
条
の
三
十
六
ま
で
、
第
三
条
の
三
十
八
、
第
三
条
の
三
十
九
、第
二
十
八
条
、

第
三
十
条
、
第
三
十
三
条
、
第
三
十
四
条
、
第
六
十
八
条
か
ら
第
七
十
一
条
ま
で
、
第
七
十
四
条
か
ら
第
七
十

六
条
ま
で
、
第
七
十
八
条
、
第
七
十
九
条
、第
八
十
一
条
か
ら
第
八
十
四
条
ま
で
及
び
第
八
十
六
条
の
規
定
は
、

指
定
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
の
七
第

一
項
中
「
第
三
条
の
二
十
九
に
規
定
す
る
運
営
規
程
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第

八
十
一
条
に
規
定
す
る
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
」
と
、「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
従
業
者
」

と
あ
る
の
は
「
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
従
業
者
」
と
、
第
三
条
の
三
十
二
中
「
定
期
巡
回
・
随
時
対

応
型
訪
問
介
護
看
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
従
業
者
」
と
、
第
二
十
八
条

第
二
項
中
「
こ
の
節
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
章
第
四
節
」
と
、
第
三
十
条
中「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
従
業
者
」

と
あ
る
の
は
「
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
従
業
者
」
と
、
第
三
十
四
条
第
一
項
中
「
地
域
密
着
型
通
所

介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す

る
者
」
と
、「
六
月
」
と
あ
る
の
は
「
二
月
」
と
、「
活
動
状
況
」
と
あ
る
の
は
「
通
い
サ
ー
ビ
ス
及
び
宿
泊
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
回
数
等
の
活
動
状
況
」
と
、
第
六
十
八
条
中
「
第
六
十
三
条
第
十
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
七

十
一
条
第
十
三
項
」
と
、
第
七
十
条
及
び
第
七
十
八
条
中
「
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の

は
「
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
従
業
者
」
と
、
第
八
十
六
条
中
「
第
六
十
三
条
第
六
項
」
と
あ
る
の
は

「
第
百
七
十
一
条
第
七
項
各
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
九
章

雑
則

（
新
設
）

（
電
磁
的
記
録
等
）

第
百
八
十
三
条

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
る
者

は
、
作
成
、
保
存
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
の
う
ち
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
お
い
て
書
面
（
書
面
、書
類
、

文
書
、
謄
本
、
抄
本
、
正
本
、
副
本
、
複
本
そ
の
他
文
字
、
図
形
等
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で

き
る
情
報
が
記
載
さ
れ
た
紙
そ
の
他
の
有
体
物
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）で
行
う
こ
と
が
規
定

さ
れ
て
い
る
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
（
第
三
条
の
十
第
一
項
（
第
十
八
条
、
第
三
十
七
条
、第
三
十
七
条
の
三
、

第
四
十
条
の
十
六
、
第
六
十
一
条
、
第
八
十
八
条
、
第
百
八
条
、
第
百
二
十
九
条
、
第
百
五
十
七
条
、
第
百
六

十
九
条
及
び
第
百
八
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
九
十
五
条
第
一
項
、
第
百
十
六
条
第
一

項
及
び
第
百
三
十
五
条
第
一
項
（
第
百
六
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
次
項
に
規
定
す

る
も
の
を
除
く
。）に
つ
い
て
は
、
書
面
に
代
え
て
、
当
該
書
面
に
係
る
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的

方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計

算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。）に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）

２

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
る
者
は
、
交
付
、
説

明
、
同
意
、
承
諾
、
締
結
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
以
下
「
交
付
等
」
と
い
う
。）の
う
ち
、
こ
の
省
令

の
規
定
に
お
い
て
書
面
で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
交
付
等

の
相
手
方
の
承
諾
を
得
て
、
書
面
に
代
え
て
、
電
磁
的
方
法
（
電
子
的
方
法
、
磁
気
的
方
法
そ
の
他
人
の
知
覚

に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
法
を
い
う
。）に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報



附

則

附

則

第
十
条

平
成
十
七
年
改
正
法
附
則
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
と
み

な
さ
れ
た
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
以
下
「
み
な
し
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
」
と
い
う
。）で

あ
っ
て
、
施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平

成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
九
号
。
以
下
「
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
基
準
」
と
い
う
。）附
則
第
四
条
第
一
項

の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
た
も
の
に
係
る
第
百
三
十
二
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同

号
イ
中
「
四
人
」
と
あ
る
の
は
「
原
則
と
し
て
四
人
」
と
、
同
号
ロ
中
「
十
・
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
」
と
あ
る

の
は
「
収
納
設
備
等
を
除
き
、
四
・
九
五
平
方
メ
ー
ト
ル
」
と
す
る
。

第
十
条

平
成
十
七
年
改
正
法
附
則
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
と
み

な
さ
れ
た
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
以
下
「
み
な
し
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
」
と
い
う
。）で

あ
っ
て
、
施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
基
準
附
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受

け
て
い
た
も
の
に
係
る
第
百
三
十
二
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
イ
中
「
四
人
」
と

あ
る
の
は
「
原
則
と
し
て
四
人
」
と
、
同
号
ロ
中
「
十
・
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
」
と
あ
る
の
は
「
収
納
設
備
等

を
除
き
、
四
・
九
五
平
方
メ
ー
ト
ル
」
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
四
条

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
五
号
。
附
則
に
お
い

て
「
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
」
と
い
う
。）の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

目
次

目
次

第
一
章
〜
第
十
三
章

（
略
）

第
一
章
〜
第
十
三
章

（
略
）

第
十
四
章

雑
則
（
第
二
百
九
十
三
条
）

附
則

附
則

（
趣
旨
）

（
趣
旨
）

第
一
条

基
準
該
当
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。）第
五
十
四
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
、
共
生
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
に
係
る
法
第
百
十
五
条
の
二
の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
及
び
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
に
係
る
法
第
百
十
五
条
の
四
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準

に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
基
準
と
す
る
。

第
一
条

基
準
該
当
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。）第
五
十
四
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
、
共
生
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
に
係
る
法
第
百
十
五
条
の
二
の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
及
び
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
に
係
る
法
第
百
十
五
条
の
四
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準

に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
基
準
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

法
第
五
十
四
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府

県
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
四
十
九
条
の
二
第
一
項
（
第
六
十
一
条
及
び
第
二
百

八
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
四
十
九
条
の
三
（
第
六
十
一
条
、
第
百
八
十
五
条
及
び
第

二
百
八
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
五
十
三
条
の
二
の
二
（
第
六
十
一
条
、
第
百
八
十
五

条
及
び
第
二
百
八
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
五
十
三
条
の
三
第
三
項
（
第
六
十
一
条
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
五
十
三
条
の
五
（
第
六
十
一
条
、
第
百
八
十
五
条
及
び
第
二
百
八
十

条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
五
十
三
条
の
十
（
第
六
十
一
条
、
第
百
八
十
五
条
及
び
第
二
百

八
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
五
十
三
条
の
十
の
二
（
第
六
十
一
条
、
第
百
八
十
五
条
及

び
第
二
百
八
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
百
三
十
三
条
第
一
項
（
第
百
八
十
五
条
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
百
三
十
六
条
（
第
百
八
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第

百
三
十
九
条
の
二
第
二
項
（
第
百
八
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
百
四
十
五
条
第
七
項

（
第
百
八
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）及
び
第
二
百
七
十
三
条
第
六
項
（
第
二
百
八
十
条
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
基
準

三

法
第
五
十
四
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府

県
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
四
十
九
条
の
二
第
一
項
（
第
六
十
一
条
及
び
第
二
百

八
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
四
十
九
条
の
三
（
第
六
十
一
条
、
第
百
八
十
五
条
及
び
第

二
百
八
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
五
十
三
条
の
五
（
第
六
十
一
条
、
第
百
八
十
五
条
及

び
第
二
百
八
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
五
十
三
条
の
十
（
第
六
十
一
条
、
第
百
八
十
五

条
及
び
第
二
百
八
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
百
三
十
三
条
第
一
項
（
第
百
八
十
五
条
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
百
三
十
六
条
（
第
百
八
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）

及
び
第
百
四
十
五
条
第
七
項
（
第
百
八
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
基
準

四
〜
六

（
略
）

四
〜
六

（
略
）
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七

法
第
百
十
五
条
の
二
の
二
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い

て
都
道
府
県
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
四
十
九
条
の
三
（
第
百
六
十
六
条
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
五
十
三
条
の
二
の
二
（
第
百
六
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限

る
。）、
第
五
十
三
条
の
五
（
第
百
六
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
五
十
三
条
の
十
（
第

百
六
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
五
十
三
条
の
十
の
二
（
第
百
六
十
六
条
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
百
三
十
三
条
第
一
項
（
第
百
六
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、

第
百
三
十
六
条
（
第
百
六
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
百
三
十
九
条
の
二
第
二
項
（
第

百
六
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）及
び
第
百
四
十
五
条
第
七
項
（
第
百
六
十
六
条
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
基
準

七

法
第
百
十
五
条
の
二
の
二
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い

て
都
道
府
県
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
四
十
九
条
の
三
（
第
百
六
十
六
条
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
五
十
三
条
の
五
（
第
百
六
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、

第
五
十
三
条
の
十
（
第
百
六
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
百
三
十
三
条
第
一
項
（
第
百

六
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
百
三
十
六
条
（
第
百
六
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
に
限
る
。）及
び
第
百
四
十
五
条
第
七
項
（
第
百
六
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）の
規
定
に

よ
る
基
準

八

（
略
）

八

（
略
）

九

法
第
百
十
五
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県

が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
百
十
八
条
第
一
項
、
第
百
三
十
二
条
第
三
項
第
一
号
及

び
第
六
項
第
一
号
ロ
、
第
百
五
十
三
条
第
六
項
第
一
号
イ

、
第
百
八
十
八
条
第
一
項
第
一
号
（
療
養
室
に

係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
二
号
（
病
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
三
号
（
病
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、

第
四
号
イ
（
病
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
第
五
号
（
療
養
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
二
百
五
条
第

一
項
第
一
号
（
療
養
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
（
病
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）

及
び
第
五
号
（
療
養
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）並
び
に
附
則
第
二
条
（
第
百
三
十
二
条
第
六
項
第
一
号
ロ
に

係
る
部
分
に
限
る
。）、
附
則
第
八
条
及
び
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
基
準

九

法
第
百
十
五
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県

が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
百
十
八
条
第
一
項
、
第
百
三
十
二
条
第
三
項
第
一
号
及

び
第
六
項
第
一
号
ロ
、
第
百
五
十
三
条
第
六
項
第
一
号
イ

（
床
面
積
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
百
八
十

八
条
第
一
項
第
一
号
（
療
養
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
二
号
（
病
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
三
号

（
病
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
四
号
イ
（
病
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
第
五
号
（
療
養
室
に
係
る

部
分
に
限
る
。）、
第
二
百
五
条
第
一
項
第
一
号
（
療
養
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま

で
（
病
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
第
五
号
（
療
養
室
に
係
る
部
分
に
限
る
。）並
び
に
附
則
第
二
条
（
第

百
三
十
二
条
第
六
項
第
一
号
ロ
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
附
則
第
八
条
及
び
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る

基
準

十

法
第
百
十
五
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県

が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
四
十
九
条
の
二
第
一
項
（
第
七
十
四
条
、第
八
十
四
条
、

第
九
十
三
条
、
第
百
二
十
三
条
、
第
二
百
七
十
六
条
及
び
第
二
百
八
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）、
第
四
十
九
条
の
三
（
第
七
十
四
条
、
第
八
十
四
条
、
第
九
十
三
条
、
第
百
二
十
三
条
、
第
百
四
十
二

条
（
第
百
五
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
九
十
五
条
（
第
二
百
十
条
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
百
七
十
六
条
及
び
第
二
百
八
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第

五
十
三
条
の
二
の
二
（
第
七
十
四
条
、
第
八
十
四
条
、
第
九
十
三
条
、
第
百
二
十
三
条
、第
百
四
十
二
条（
第

百
五
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
九
十
五
条
（
第
二
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。）、
第
二
百
四
十
五
条
、
第
二
百
六
十
二
条
、
第
二
百
七
十
六
条
及
び
第
二
百
八
十
九
条
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
五
十
三
条
の
三
第
三
項
（
第
七
十
四
条
、
第
八
十
四
条
、
第
九
十
三
条
及

び
第
二
百
八
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
五
十
三
条
の
五
（
第
七
十
四
条
、
第
八
十
四

条
、
第
九
十
三
条
、第
百
二
十
三
条
、第
百
四
十
二
条（
第
百
五
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、

第
百
九
十
五
条
（
第
二
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
百
四
十
五
条
、
第
二
百
六
十
二

条
、
第
二
百
七
十
六
条
及
び
第
二
百
八
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、第
五
十
三
条
の
十（
第

七
十
四
条
、
第
八
十
四
条
、
第
九
十
三
条
、
第
百
二
十
三
条
、
第
百
四
十
二
条
（
第
百
五
十
九
条
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
九
十
五
条
（
第
二
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
百

四
十
五
条
、
第
二
百
六
十
二
条
、
第
二
百
七
十
六
条
及
び
第
二
百
八
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）、
第
五
十
三
条
の
十
の
二
（
第
七
十
四
条
、
第
八
十
四
条
、
第
九
十
三
条
、
第
百
二
十
三
条
、
第
百
四

十
二
条
（
第
百
五
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
九
十
五
条
（
第
二
百
十
条
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
百
四
十
五
条
、
第
二
百
六
十
二
条
、
第
二
百
七
十
六
条
及
び
第
二
百
八
十

九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
七
十
条
、
第
七
十
七
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
百
二

十
一
条
第
二
項
（
第
百
九
十
五
条
（
第
二
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）、
第
百
三
十
三
条
第
一
項
（
第
百
五
十
九
条
及
び
第
百
九
十
五
条
（
第
二
百
十
条
に
お
い
て

十

法
第
百
十
五
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県

が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
四
十
九
条
の
二
第
一
項
（
第
七
十
四
条
、第
八
十
四
条
、

第
九
十
三
条
、
第
百
二
十
三
条
、
第
二
百
七
十
六
条
及
び
第
二
百
八
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）、
第
四
十
九
条
の
三
（
第
七
十
四
条
、
第
八
十
四
条
、
第
九
十
三
条
、
第
百
二
十
三
条
、
第
百
四
十
二

条
（
第
百
五
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
九
十
五
条
（
第
二
百
十
条
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
百
七
十
六
条
及
び
第
二
百
八
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第

五
十
三
条
の
五
（
第
七
十
四
条
、
第
八
十
四
条
、
第
九
十
三
条
、
第
百
二
十
三
条
、
第
百
四
十
二
条
（
第
百

五
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
九
十
五
条
（
第
二
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）、
第
二
百
四
十
五
条
、
第
二
百
六
十
二
条
、
第
二
百
七
十
六
条
及
び
第
二
百
八
十
九
条
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
五
十
三
条
の
十
（
第
七
十
四
条
、
第
八
十
四
条
、
第
九
十
三
条
、
第
百
二
十

三
条
、
第
百
四
十
二
条
（
第
百
五
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
九
十
五
条
（
第
二
百

十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
百
四
十
五
条
、
第
二
百
六
十
二
条
、
第
二
百
七
十
六
条
及

び
第
二
百
八
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
七
十
条
、
第
七
十
七
条
第
一
項
か
ら
第
三
項

ま
で
、
第
百
三
十
三
条
第
一
項
（
第
百
五
十
九
条
及
び
第
百
九
十
五
条
（
第
二
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
三
十
六
条
（
第
百
五
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
四
十
五
条
第
七
項
、
第
百
六
十
一
条
第
八
項
、
第
百
九
十
一
条
（
第
二
百
十
条
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
九
十
八
条
、
第
二
百
条
第
六
項
、
第
二
百
十
二
条
第
七
項
、
第
二

百
三
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
二
百
三
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
第
二
百
六
十
二
条
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、第
二
百
三
十
九
条（
第
二
百
六
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

並
び
に
第
二
百
五
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
基
準
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準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
三
十
六
条
（
第
百
五
十
九
条
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
三
十
九
条
の
二
第
二
項
（
第
百
五
十
九
条
、
第
二
百
四
十
五
条
及
び
第

二
百
六
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
四
十
五
条
第
七
項
、
第
百
六
十
一
条
第
八
項
、

第
百
九
十
一
条
（
第
二
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
九
十
八
条
、第
二
百
条
第
六
項
、

第
二
百
十
二
条
第
七
項
、
第
二
百
三
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
二
百
三
十
五
条
第
一
項
及
び
第

二
項
（
第
二
百
六
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
百
三
十
九
条
（
第
二
百
六
十
二
条
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
百
五
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
並
び
に
第
二
百
七
十
三
条

第
六
項
の
規
定
に
よ
る
基
準

十
一
・
十
二

（
略
）

十
一
・
十
二

（
略
）

（
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
一
般
原
則
）

（
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
一
般
原
則
）

第
三
条

（
略
）

第
三
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
、
利
用
者
の
人
権
の
擁
護
、
虐
待
の
防
止
等
の
た
め
、
必
要
な
体
制
の

整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
従
業
者
に
対
し
、
研
修
を
実
施
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

４

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
法
第
百
十

八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
保
険
等
関
連
情
報
そ
の
他
必
要
な
情
報
を
活
用
し
、
適
切
か
つ
有
効
に
行

う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
五
十
三
条

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
次

に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
三
条

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
次

に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
七

（
略
）

一
〜
七

（
略
）

八

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

九

（
略
）

八

（
略
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

第
五
十
三
条
の
二

（
略
）

第
五
十
三
条
の
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
、

そ
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、当
該
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、

全
て
の
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
（
看
護
師
、
准
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員
、
法
第

八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者
等
の
資
格
を
有
す
る
者
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
者
を
除
く
。）に
対

し
、
認
知
症
介
護
に
係
る
基
礎
的
な
研
修
を
受
講
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
、

そ
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
適
切
な
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
の
提
供
を
確
保
す
る
観

点
か
ら
、
職
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
性
的
な
言
動
又
は
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
で
あ
っ
て
業
務
上

必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を
超
え
た
も
の
に
よ
り
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ

と
を
防
止
す
る
た
め
の
方
針
の
明
確
化
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
業
務
継
続
計
画
の
策
定
等
）

第
五
十
三
条
の
二
の
二

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、感
染
症
や
非
常
災
害
の
発
生
時
に
お
い
て
、

利
用
者
に
対
す
る
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
の
提
供
を
継
続
的
に
実
施
す
る
た
め
の
、
及
び
非
常
時
の
体

制
で
早
期
の
業
務
再
開
を
図
る
た
め
の
計
画
（
以
下
「
業
務
継
続
計
画
」
と
い
う
。）を
策
定
し
、
当
該
業
務
継

続
計
画
に
従
い
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

２

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
に
対
し
、
業
務
継
続
計
画
に

つ
い
て
周
知
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
定
期
的
に
業
務
継
続
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て

業
務
継
続
計
画
の
変
更
を
行
う
も
の
と
す
る
。
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（
衛
生
管
理
等
）

（
衛
生
管
理
等
）

第
五
十
三
条
の
三

（
略
）

第
五
十
三
条
の
三

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
当
該
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
に
お
い
て
感
染
症

が
発
生
し
、
又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

一

当
該
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
対

策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
そ
の
他
の
情
報
通
信
機
器
（
以
下
「
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
」
と

い
う
。）を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
お
お
む
ね
六
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二

当
該
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
指

針
を
整
備
す
る
こ
と
。

三

当
該
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
に
お
い
て
、
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
に
対
し
、
感

染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

（
掲
示
）

（
掲
示
）

第
五
十
三
条
の
四

（
略
）

第
五
十
三
条
の
四

（
略
）

２

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
前
項
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
当
該
指
定
介
護
予

防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
に
備
え
付
け
、
か
つ
、
こ
れ
を
い
つ
で
も
関
係
者
に
自
由
に
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
掲
示
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）

（
地
域
と
の
連
携
等
）

（
地
域
と
の
連
携
）

第
五
十
三
条
の
九

（
略
）

第
五
十
三
条
の
九

（
略
）

２

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
の
所
在
す
る
建
物
と
同

一
の
建
物
に
居
住
す
る
利
用
者
に
対
し
て
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
を
提
供
す
る
場
合
に
は
、
当
該
建
物

に
居
住
す
る
利
用
者
以
外
の
者
に
対
し
て
も
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
の
提
供
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
虐
待
の
防
止
）

第
五
十
三
条
の
十
の
二

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
虐
待
の
発
生
又
は
そ
の
再
発
を
防
止
す
る

た
め
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

一

当
該
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会

（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
定
期
的
に
開
催
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二

当
該
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。

三

当
該
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
に
お
い
て
、
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
に
対
し
、
虐

待
の
防
止
の
た
め
の
研
修
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
担
当
者
を
置
く
こ
と
。

（
準
用
）

（
準
用
）

第
六
十
一
条

第
一
節
、
第
四
節
（
第
四
十
九
条
の
九
、
第
五
十
条
第
一
項
、
第
五
十
三
条
の
八
第
五
項
及
び
第

六
項
並
び
に
第
五
十
五
条
を
除
く
。）及
び
前
節
の
規
定
は
、
基
準
該
当
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
の
事
業
に
つ

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
九
条
の
二
及
び
第
五
十
三
条
の
四
第
一
項
中「
第
五
十
三
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
六
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
十
三
条
」
と
、
第
四
十
九
条
の
十
三
第
一
項
中「
内
容
、

当
該
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
に
つ
い
て
法
第
五
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
利
用
者
に
代
わ
っ
て
支

第
六
十
一
条

第
一
節
、
第
四
節
（
第
四
十
九
条
の
九
、
第
五
十
条
第
一
項
、
第
五
十
三
条
の
八
第
五
項
及
び
第

六
項
並
び
に
第
五
十
五
条
を
除
く
。）及
び
前
節
の
規
定
は
、
基
準
該
当
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
の
事
業
に
つ

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
九
条
の
二
及
び
第
五
十
三
条
の
四
中
「
第
五
十
三
条
」
と
あ

る
の
は
「
第
六
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
十
三
条
」
と
、
第
四
十
九
条
の
十
三
中
「
内
容
、
当
該
指
定

介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
に
つ
い
て
法
第
五
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
利
用
者
に
代
わ
っ
て
支
払
を
受
け
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払
を
受
け
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
内
容
」
と
、
第
五
十
条
第
二
項
中
「
法
定
代
理
受

領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
介
護
予
防
訪
問
入
浴

介
護
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
」
と
、第
五
十
条
の
二
中「
法
定
代
理
受
領
サ
ー

ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
内
容
」
と
、
第
五
十
条
第
二
項
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ

ス
に
該
当
し
な
い
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
」と
、

同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
」
と
、
第
五
十
条
の
二
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該

当
し
な
い
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
七
十
二
条

指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る

事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
十
二
条

指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る

事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
六

（
略
）

一
〜
六

（
略
）

七

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

八

（
略
）

七

（
略
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

第
七
十
二
条
の
二

指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
し
適
切
な
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
を

提
供
で
き
る
よ
う
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
事
業
所
ご
と
に
、
看
護
師
等
の
勤
務
の
体
制
を
定
め
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

２

指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
事
業
所
ご
と
に
、
当
該
指
定
介
護
予
防
訪

問
看
護
事
業
所
の
看
護
師
等
に
よ
っ
て
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
事
業
者
は
、
看
護
師
等
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
事
業
者
は
、
適
切
な
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
の
提
供
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、

職
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
性
的
な
言
動
又
は
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
で
あ
っ
て
業
務
上
必
要
か
つ

相
当
な
範
囲
を
超
え
た
も
の
に
よ
り
看
護
師
等
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
方
針
の
明

確
化
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
準
用
）

（
準
用
）

第
七
十
四
条

第
四
十
九
条
の
二
、
第
四
十
九
条
の
三
、
第
四
十
九
条
の
五
か
ら
第
四
十
九
条
の
七
ま
で
、
第
四

十
九
条
の
九
か
ら
第
四
十
九
条
の
十
三
ま
で
、
第
五
十
条
の
二
、
第
五
十
条
の
三
、
第
五
十
二
条
及
び
第
五
十

三
条
の
二
の
二
か
ら
第
五
十
三
条
の
十
一
ま
で
の
規
定
は
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
看
護

師
等
」
と
、
第
四
十
九
条
の
二
及
び
第
五
十
三
条
の
四
第
一
項
中
「
第
五
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
二

条
」
と
、
第
四
十
九
条
の
七
中
「
心
身
の
状
況
」
と
あ
る
の
は
「
心
身
の
状
況
、
病
歴
」
と
、
第
五
十
三
条
の

三
第
二
項
中
「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
に
用
い
る
浴
槽
そ
の
他
の
設
備
及
び
備
品
等
」
と
あ
る
の
は
「
設
備

及
び
備
品
等
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
七
十
四
条

第
四
十
九
条
の
二
、
第
四
十
九
条
の
三
、
第
四
十
九
条
の
五
か
ら
第
四
十
九
条
の
七
ま
で
、
第
四

十
九
条
の
九
か
ら
第
四
十
九
条
の
十
三
ま
で
、
第
五
十
条
の
二
、
第
五
十
条
の
三
、
第
五
十
二
条
及
び
第
五
十

三
条
の
二
か
ら
第
五
十
三
条
の
十
一
ま
で
の
規
定
は
、指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
看
護
師
等
」

と
、
第
四
十
九
条
の
二
及
び
第
五
十
三
条
の
四
中
「
第
五
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
二
条
」
と
、
第
四

十
九
条
の
七
中
「
心
身
の
状
況
」
と
あ
る
の
は
「
心
身
の
状
況
、
病
歴
」
と
、
第
五
十
三
条
の
三
中
「
介
護
予

防
訪
問
入
浴
介
護
に
用
い
る
浴
槽
そ
の
他
の
設
備
及
び
備
品
等
」
と
あ
る
の
は
「
設
備
及
び
備
品
等
」
と
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
八
十
二
条

指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
運
営
に

つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
十
二
条

指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
運
営
に

つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

六

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

七

（
略
）

六

（
略
）
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（
準
用
）

（
準
用
）

第
八
十
四
条

第
四
十
九
条
の
二
か
ら
第
四
十
九
条
の
七
ま
で
、
第
四
十
九
条
の
九
か
ら
第
四
十
九
条
の
十
三
ま

で
、
第
五
十
条
の
二
、
第
五
十
条
の
三
、
第
五
十
二
条
、第
五
十
三
条
の
二
の
二
か
ら
第
五
十
三
条
の
五
ま
で
、

第
五
十
三
条
の
七
か
ら
第
五
十
三
条
の
十
一
ま
で
、
第
六
十
七
条
及
び
第
七
十
二
条
の
二
の
規
定
は
、
指
定
介

護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中

「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
」
と
、

第
四
十
九
条
の
二
及
び
第
五
十
三
条
の
四
第
一
項
中
「
第
五
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
二
条
」
と
、
第

四
十
九
条
の
七
中
「
心
身
の
状
況
」
と
あ
る
の
は
「
心
身
の
状
況
、
病
歴
」
と
、
第
五
十
三
条
の
三
第
二
項
中

「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
に
用
い
る
浴
槽
そ
の
他
の
設
備
及
び
備
品
等
」
と
あ
る
の
は「
設
備
及
び
備
品
等
」

と
、
第
七
十
二
条
の
二
中
「
看
護
師
等
」
と
あ
る
の
は
「
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
八
十
四
条

第
四
十
九
条
の
二
か
ら
第
四
十
九
条
の
七
ま
で
、
第
四
十
九
条
の
九
か
ら
第
四
十
九
条
の
十
三
ま

で
、
第
五
十
条
の
二
、
第
五
十
条
の
三
、
第
五
十
二
条
、
第
五
十
三
条
の
二
か
ら
第
五
十
三
条
の
五
ま
で
、
第

五
十
三
条
の
七
か
ら
第
五
十
三
条
の
十
一
ま
で
及
び
第
六
十
七
条
の
規
定
は
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
介
護
予
防
訪
問
入
浴

介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
」
と
、
第
四
十
九
条
の
二
及
び

第
五
十
三
条
の
四
中
「
第
五
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
二
条
」
と
、
第
四
十
九
条
の
七
中
「
心
身
の
状

況
」
と
あ
る
の
は
「
心
身
の
状
況
、
病
歴
」
と
、
第
五
十
三
条
の
三
中
「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
に
用
い
る

浴
槽
そ
の
他
の
設
備
及
び
備
品
等
」
と
あ
る
の
は
「
設
備
及
び
備
品
等
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
具
体
的
取
扱
方
針
）

（
指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
具
体
的
取
扱
方
針
）

第
八
十
六
条

指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
は
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴

覚
士
が
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
方
針
は
、
第
七
十
八
条
に
規
定
す
る
基
本
方
針
及
び
前
条
に
規
定
す
る
基
本
取

扱
方
針
に
基
づ
き
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

第
八
十
六
条

指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
は
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴

覚
士
が
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
方
針
は
、
第
七
十
八
条
に
規
定
す
る
基
本
方
針
及
び
前
条
に
規
定
す
る
基
本
取

扱
方
針
に
基
づ
き
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一

指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
主
治
の
医
師
若
し
く
は
歯
科
医
師

か
ら
の
情
報
伝
達
又
は
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
若
し
く
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
会
議
（
介
護
予
防
訪
問
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
又
は
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
の
作
成
の
た
め
に
、
利
用
者
及

び
そ
の
家
族
の
参
加
を
基
本
と
し
つ
つ
、
医
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
、
指
定
介
護

予
防
支
援
等
基
準
第
二
条
に
規
定
す
る
担
当
職
員
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案
に
位
置
付
け
た
指
定

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
（
法
第
八
条
の
二
第
十
六
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
を
い
う
。）の

担
当
者
そ
の
他
の
関
係
者
（
以
下
「
構
成
員
」
と
い
う
。）に
よ
り
構
成
さ
れ
る
会
議
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等

を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
（
以
下
こ
の
号
に
お
い

て
「
利
用
者
等
」
と
い
う
。）が
参
加
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
の
活
用
に
つ
い
て
当
該

利
用
者
等
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）を
い
う
。以
下
同
じ
。）を
通
じ
る
等
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
、

利
用
者
の
病
状
、
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
利
用
者
の
日
常
生
活
全
般
の
状
況
の
的
確
な

把
握
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一

指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
主
治
の
医
師
若
し
く
は
歯
科
医
師

か
ら
の
情
報
伝
達
又
は
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
若
し
く
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
会
議
（
介
護
予
防
訪
問
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
又
は
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
の
作
成
の
た
め
に
、
利
用
者
及

び
そ
の
家
族
の
参
加
を
基
本
と
し
つ
つ
、
医
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
、
指
定
介
護

予
防
支
援
等
基
準
第
二
条
に
規
定
す
る
担
当
職
員
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案
に
位
置
付
け
た
指
定

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
（
法
第
八
条
の
二
第
十
六
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
を
い
う
。）の

担
当
者
そ
の
他
の
関
係
者
（
以
下
「
構
成
員
」
と
い
う
。）に
よ
り
構
成
さ
れ
る
会
議
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

を
通
じ
る
等
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
、
利
用
者
の
病
状
、
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
利
用

者
の
日
常
生
活
全
般
の
状
況
の
的
確
な
把
握
を
行
う
も
の
と
す
る
。

二
〜
十
四

（
略
）

二
〜
十
四

（
略
）

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
九
十
一
条

指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
事
業
所
ご

と
に
、次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
十
一
条

指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
事
業
所
ご

と
に
、次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

六

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

七

（
略
）

六

（
略
）

（
準
用
）

（
準
用
）

第
九
十
三
条

第
四
十
九
条
の
二
か
ら
第
四
十
九
条
の
七
ま
で
、
第
四
十
九
条
の
十
、
第
四
十
九
条
の
十
二
、
第

四
十
九
条
の
十
三
、
第
五
十
条
の
二
、
第
五
十
条
の
三
、
第
五
十
二
条
、
第
五
十
三
条
の
二
の
二
か
ら
第
五
十

三
条
の
五
ま
で
、
第
五
十
三
条
の
七
か
ら
第
五
十
三
条
の
十
一
ま
で
、
第
六
十
七
条
及
び
第
七
十
二
条
の
二
の

規
定
は
、
指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら

の
規
定
中
「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
従
業
者
」と
、

第
四
十
九
条
の
二
及
び
第
五
十
三
条
の
四
第
一
項
中
「
第
五
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
一
条
」
と
、
第

四
十
九
条
の
七
中
「
心
身
の
状
況
」
と
あ
る
の
は
「
心
身
の
状
況
、
病
歴
、
服
薬
歴
」
と
、
第
四
十
九
条
の
十

第
九
十
三
条

第
四
十
九
条
の
二
か
ら
第
四
十
九
条
の
七
ま
で
、
第
四
十
九
条
の
十
、
第
四
十
九
条
の
十
二
、
第

四
十
九
条
の
十
三
、
第
五
十
条
の
二
、
第
五
十
条
の
三
、
第
五
十
二
条
、
第
五
十
三
条
の
二
か
ら
第
五
十
三
条

の
五
ま
で
、
第
五
十
三
条
の
七
か
ら
第
五
十
三
条
の
十
一
ま
で
及
び
第
六
十
七
条
の
規
定
は
、
指
定
介
護
予
防

居
宅
療
養
管
理
指
導
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
介
護
予
防
訪

問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
従
業
者
」
と
、
第
四
十
九
条
の
二
及
び

第
五
十
三
条
の
四
中
「
第
五
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
一
条
」
と
、
第
四
十
九
条
の
七
中
「
心
身
の
状

況
」
と
あ
る
の
は
「
心
身
の
状
況
、
病
歴
、
服
薬
歴
」
と
、
第
四
十
九
条
の
十
二
中
「
初
回
訪
問
時
及
び
利
用

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報



二
中
「
初
回
訪
問
時
及
び
利
用
者
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
者
」
と
、
第
五
十
三
条
の
三
第
二
項
中
「
介
護
予
防

訪
問
入
浴
介
護
に
用
い
る
浴
槽
そ
の
他
の
設
備
及
び
備
品
等
」
と
あ
る
の
は
「
設
備
及
び
備
品
等
」
と
、
第
七

十
二
条
の
二
中
「
看
護
師
等
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
従
業
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

者
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
者
」
と
、
第
五
十
三
条
の
三
中
「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
に
用
い
る
浴
槽
そ
の
他

の
設
備
及
び
備
品
等
」
と
あ
る
の
は
「
設
備
及
び
備
品
等
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
具
体
的
取
扱
方
針
）

（
指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
具
体
的
取
扱
方
針
）

第
九
十
五
条

（
略
）

第
九
十
五
条

（
略
）

２

薬
剤
師
の
行
う
指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
方
針
は
、次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２

薬
剤
師
、
歯
科
衛
生
士
又
は
管
理
栄
養
士
の
行
う
指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
方
針
は
、
次
に
掲

げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
療
養
上
適
切
な
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
さ
れ
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
又
は
介
護
予
防
支
援
事
業
者
若
し
く
は
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
か
ら
求
め
が
あ
っ
た
場
合
は
、
介
護
予
防
支
援
事
業
者
又
は
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
対
し
、

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
等
に
必
要
な
情
報
提
供
又
は
助
言
を
行
う

も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

五

前
号
に
規
定
す
る
介
護
予
防
支
援
事
業
者
又
は
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
対
す
る
情
報
提
供
又
は
助

言
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
新
設
）

六

前
号
の
場
合
に
お
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
へ
の
参
加
に
よ
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
つ
い
て
は
、

介
護
予
防
支
援
事
業
者
又
は
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
対
し
て
、
原
則
と
し
て
、
情
報
提
供
又
は
助
言

の
内
容
を
記
載
し
た
文
書
を
交
付
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

七

（
略
）

四

（
略
）

３

歯
科
衛
生
士
又
は
管
理
栄
養
士
の
行
う
指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
方
針
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ

ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

一

指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
医
師
又
は
歯
科
医
師
の
指
示
に
基
づ
き
、

利
用
者
の
心
身
機
能
の
維
持
回
復
を
図
り
、
居
宅
に
お
け
る
日
常
生
活
の
自
立
に
資
す
る
よ
う
、
妥
当
適
切

に
行
う
も
の
と
す
る
。

二

指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
懇
切
丁
寧
に
行
う
こ
と
を
旨
と
し
、
利
用

者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
療
養
上
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
指
導
又
は
説
明
を
行

う
。

三

常
に
利
用
者
の
病
状
、
心
身
の
状
況
及
び
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
の
的
確
な
把
握
に
努
め
、
利
用
者
に

対
し
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。

四

そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
者
に
つ
い
て
、
提
供
し
た
指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
内
容
に
つ
い
て
、
速

や
か
に
診
療
記
録
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
医
師
又
は
歯
科
医
師
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
百
二
十
条

指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
二
十
条

指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
八

（
略
）

一
〜
八

（
略
）

九

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

十

（
略
）

九

（
略
）
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（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

第
百
二
十
条
の
二

（
略
）

第
百
二
十
条
の
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
従
業
者
の

資
質
の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
当
該
指
定
介
護
予
防

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
全
て
の
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
従
業
者
（
看
護
師
、

准
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員
、
法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者
等
の
資
格

を
有
す
る
者
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
者
を
除
く
。）に
対
し
、
認
知
症
介
護
に
係
る
基
礎
的
な
研
修
を
受
講
さ
せ

る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
従
業
者
の

資
質
の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
適
切
な
指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
提
供
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
職
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
性
的
な
言
動
又
は
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し

た
言
動
で
あ
っ
て
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を
超
え
た
も
の
に
よ
り
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
従
業
者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
方
針
の
明
確
化
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
非
常
災
害
対
策
）

（
非
常
災
害
対
策
）

第
百
二
十
条
の
四

（
略
）

第
百
二
十
条
の
四

（
略
）

２

指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
前
項
に
規
定
す
る
訓
練
の
実
施
に
当
た
っ
て
、
地

域
住
民
の
参
加
が
得
ら
れ
る
よ
う
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
衛
生
管
理
等
）

（
衛
生
管
理
等
）

第
百
二
十
一
条

（
略
）

第
百
二
十
一
条

（
略
）

２

指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
当
該
事
業
所
に
お
い
て
感
染
症
が
発
生
し
、
又
は

ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
当
該
事
業
所
に
お
い
て
感
染
症
が
発
生
し
、
又
は

ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止

の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

る
。）を
お
お
む
ね
六
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

（
新
設
）

二

当
該
指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止

の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。

（
新
設
）

三

当
該
指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所
に
お
い
て
、
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
従
業
者
に
対
し
、
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施

す
る
こ
と
。

（
新
設
）

（
準
用
）

（
準
用
）

第
百
二
十
三
条

第
四
十
九
条
の
二
か
ら
第
四
十
九
条
の
七
ま
で
、
第
四
十
九
条
の
九
か
ら
第
四
十
九
条
の
十
一

ま
で
、
第
四
十
九
条
の
十
三
、
第
五
十
条
の
二
、
第
五
十
条
の
三
、
第
五
十
三
条
の
二
の
二
、
第
五
十
三
条
の

四
、
第
五
十
三
条
の
五
、
第
五
十
三
条
の
七
か
ら
第
五
十
三
条
の
十
一
ま
で
及
び
第
六
十
七
条
の
規
定
は
、
指

定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規

定
中
「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
従
業
者
」

と
、
第
四
十
九
条
の
二
及
び
第
五
十
三
条
の
四
第
一
項
中
「
第
五
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
二
十
条
」と
、

第
四
十
九
条
の
七
中
「
心
身
の
状
況
」
と
あ
る
の
は
「
心
身
の
状
況
、
病
歴
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
百
二
十
三
条

第
四
十
九
条
の
二
か
ら
第
四
十
九
条
の
七
ま
で
、
第
四
十
九
条
の
九
か
ら
第
四
十
九
条
の
十
一

ま
で
、
第
四
十
九
条
の
十
三
、
第
五
十
条
の
二
、
第
五
十
条
の
三
、
第
五
十
三
条
の
四
、
第
五
十
三
条
の
五
、

第
五
十
三
条
の
七
か
ら
第
五
十
三
条
の
十
一
ま
で
及
び
第
六
十
七
条
の
規
定
は
、
指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
介
護
予
防
訪
問
入

浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
従
業
者
」
と
、
第
四
十
九
条
の
二
及

び
第
五
十
三
条
の
四
中
「
第
五
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
二
十
条
」
と
、
第
四
十
九
条
の
七
中
「
心
身
の

状
況
」
と
あ
る
の
は
「
心
身
の
状
況
、
病
歴
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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（
従
業
者
の
員
数
）

（
従
業
者
の
員
数
）

第
百
二
十
九
条

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生

活
介
護
事
業
者
」
と
い
う
。）が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業

所
」
と
い
う
。）ご
と
に
置
く
べ
き
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
提
供
に
当
た
る
従
業
者
（
以
下
こ
の

節
か
ら
第
五
節
ま
で
に
お
い
て
「
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
い
う
。）の
員
数
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。
た
だ
し
、
利
用
定
員
（
当
該
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
に
お
い
て
同
時
に
指
定

介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
利
用
者
（
当
該
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生

活
介
護
事
業
者
が
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
二
十
一
条
第
一
項
に

規
定
す
る
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
指
定
介

護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
と
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
二
十
条

に
規
定
す
る
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的

に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
所
に
お
け
る
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
又
は
指

定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
利
用
者
。
以
下
こ
の
節
及
び
次
節
並
び
に
第
百
三
十
九
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
数
の

上
限
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
か
ら
第
四
節
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。）が
四
十
人
を
超
え
な
い
指
定
介
護
予
防
短
期

入
所
生
活
介
護
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
他
の
社
会
福
祉
施
設
等
の
栄
養
士
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
当
該

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
効
果
的
な
運
営
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
で
あ
っ
て
、

利
用
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
と
き
は
、
第
四
号
の
栄
養
士
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
二
十
九
条

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生

活
介
護
事
業
者
」
と
い
う
。）が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業

所
」
と
い
う
。）ご
と
に
置
く
べ
き
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
提
供
に
当
た
る
従
業
者
（
以
下
こ
の

節
か
ら
第
五
節
ま
で
に
お
い
て
「
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
い
う
。）の
員
数
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。
た
だ
し
、
利
用
定
員
（
当
該
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
に
お
い
て
同
時
に
指
定

介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
利
用
者
（
当
該
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生

活
介
護
事
業
者
が
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
二
十
一
条
第
一
項
に

規
定
す
る
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
指
定
介

護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
と
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
二
十
条

に
規
定
す
る
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的

に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
所
に
お
け
る
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
又
は
指

定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
利
用
者
。
以
下
こ
の
節
及
び
次
節
並
び
に
第
百
三
十
九
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
数
の

上
限
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
か
ら
第
四
節
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。）が
四
十
人
を
超
え
な
い
指
定
介
護
予
防
短
期

入
所
生
活
介
護
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
他
の
社
会
福
祉
施
設
等
の
栄
養
士
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
当
該

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
効
果
的
な
運
営
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
で
あ
っ
て
、

利
用
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
と
き
は
、
第
四
号
の
栄
養
士
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

一

医
師

一
以
上

一

医
師

一
人
以
上

二

生
活
相
談
員

常
勤
換
算
方
法
で
、
利
用
者
の
数
が
百
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上

二

生
活
相
談
員

常
勤
換
算
方
法
で
、
利
用
者
の
数
が
百
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
人
以
上

三

介
護
職
員
又
は
看
護
師
若
し
く
は
准
看
護
師
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
看
護
職
員
」
と
い
う
。）
常
勤

換
算
方
法
で
、
利
用
者
の
数
が
三
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上

三

介
護
職
員
又
は
看
護
師
若
し
く
は
准
看
護
師
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
看
護
職
員
」
と
い
う
。）
常
勤

換
算
方
法
で
、
利
用
者
の
数
が
三
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
人
以
上

四

栄
養
士

一
以
上

四

栄
養
士

一
人
以
上

五

機
能
訓
練
指
導
員

一
以
上

五

機
能
訓
練
指
導
員

一
人
以
上

六

（
略
）

六

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

５

第
一
項
第
二
号
の
生
活
相
談
員
の
う
ち
一
人
以
上
は
、
常
勤
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
同
項
第
三
号

の
介
護
職
員
又
は
看
護
職
員
の
う
ち
一
人
以
上
は
、
常
勤
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
利
用
定
員
が
二

十
人
未
満
で
あ
る
併
設
事
業
所
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
生
活
相
談
員
、
介
護
職
員
及
び
看
護
職
員
の
い
ず
れ
も

常
勤
で
配
置
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

５

第
一
項
第
二
号
の
生
活
相
談
員
並
び
に
同
項
第
三
号
の
介
護
職
員
及
び
看
護
職
員
の
そ
れ
ぞ
れ
の
う
ち
一
人

は
、
常
勤
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
利
用
定
員
が
二
十
人
未
満
で
あ
る
併
設
事
業
所
の
場
合
に
あ
っ

て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

６

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
看
護
職
員
を
配
置
し
な

か
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
利
用
者
の
状
態
像
に
応
じ
て
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
病
院
、
診
療
所
又
は
指
定

介
護
予
防
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
併
設
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
当
該
併
設
事
業
所
を
併
設
す
る
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
等
を
含
む
。）と
の
密
接
な
連
携
に
よ
り
看
護
職
員
を
確
保
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
新
設
）

７

（
略
）

６

（
略
）

８

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
が
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等

基
準
第
百
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
指
定
を

併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
と
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
（
指
定
居
宅

サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
二
十
条
に
規
定
す
る
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
事
業
と
が
同

一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
二

十
一
条
第
一
項
か
ら
第
七
項
ま
で
に
規
定
す
る
人
員
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
も
っ
て
、
前
各
項
に
規

定
す
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

７

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
が
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等

基
準
第
百
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
指
定
を

併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
と
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
（
指
定
居
宅

サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
二
十
条
に
規
定
す
る
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
事
業
と
が
同

一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
二

十
一
条
第
一
項
か
ら
第
六
項
ま
で
に
規
定
す
る
人
員
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
も
っ
て
、
前
各
項
に
規

定
す
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 



（
設
備
及
び
備
品
等
）

（
設
備
及
び
備
品
等
）

第
百
三
十
二
条

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
建
物
（
利
用
者
の
日
常
生
活
の
た
め
に
使
用
し

な
い
附
属
の
建
物
を
除
く
。）は
、
耐
火
建
築
物
（
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
二
条

第
九
号
の
二
に
規
定
す
る
耐
火
建
築
物
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号

の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
二
階
建
て
又
は
平
屋
建
て
の
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
建

物
に
あ
っ
て
は
、
準
耐
火
建
築
物
（
同
条
第
九
号
の
三
に
規
定
す
る
準
耐
火
建
築
物
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）と

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
三
十
二
条

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
建
物
（
利
用
者
の
日
常
生
活
の
た
め
に
使
用
し

な
い
附
属
の
建
物
を
除
く
。）は
、
耐
火
建
築
物
（
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
二
条

第
九
号
の
二
に
規
定
す
る
耐
火
建
築
物
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号

の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
二
階
建
て
又
は
平
屋
建
て
の
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
建

物
に
あ
っ
て
は
、
準
耐
火
建
築
物
（
同
条
第
九
号
の
三
に
規
定
す
る
準
耐
火
建
築
物
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）と

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

居
室
等
を
二
階
又
は
地
階
に
設
け
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
を
満
た
す
こ
と
。

二

居
室
等
を
二
階
又
は
地
階
に
設
け
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
を
満
た
す
こ
と
。

イ

当
該
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
消
防
長
（
消
防
本
部
を
設
置

し
な
い
市
町
村
に
あ
っ
て
は
、
市
町
村
長
。
以
下
同
じ
。）又
は
消
防
署
長
と
相
談
の
上
、
第
百
四
十
二
条

に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
二
十
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
計
画
に
利
用
者
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
を

確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
。

イ

当
該
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
消
防
長
（
消
防
本
部
を
設
置

し
な
い
市
町
村
に
あ
っ
て
は
、
市
町
村
長
。
以
下
同
じ
。）又
は
消
防
署
長
と
相
談
の
上
、
第
百
四
十
二
条

に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
二
十
条
の
四
に
規
定
す
る
計
画
に
利
用
者
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
を
確
保
す

る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
。

ロ

第
百
四
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
二
十
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
訓
練
に
つ
い
て
は
、
同
項

に
規
定
す
る
計
画
に
従
い
、
昼
間
及
び
夜
間
に
お
い
て
行
う
こ
と
。

ロ

第
百
四
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
二
十
条
の
四
に
規
定
す
る
訓
練
に
つ
い
て
は
、
同
条
に
規
定

す
る
計
画
に
従
い
、
昼
間
及
び
夜
間
に
お
い
て
行
う
こ
と
。

ハ

（
略
）

ハ

（
略
）

２
〜
８

（
略
）

２
〜
８

（
略
）

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
百
三
十
八
条

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要

事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
三
十
八
条

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要

事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
八

（
略
）

一
〜
八

（
略
）

九

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

十

（
略
）

九

（
略
）

（
衛
生
管
理
等
）

（
衛
生
管
理
等
）

第
百
三
十
九
条
の
二

（
略
）

第
百
三
十
九
条
の
二

（
略
）

２

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
当
該
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
に
お
い

て
感
染
症
が
発
生
し
、
又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
、次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
当
該
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
に
お
い

て
感
染
症
が
発
生
し
、
又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め

の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
お

お
む
ね
六
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
従

業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

（
新
設
）

二

当
該
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め

の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。

（
新
設
）

三

当
該
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
に
お
い
て
、
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
に

対
し
、
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

（
新
設
）

（
準
用
）

（
準
用
）

第
百
四
十
二
条

第
四
十
九
条
の
三
か
ら
第
四
十
九
条
の
七
ま
で
、
第
四
十
九
条
の
九
、
第
四
十
九
条
の
十
、
第

四
十
九
条
の
十
三
、
第
五
十
条
の
二
、
第
五
十
条
の
三
、
第
五
十
二
条
、
第
五
十
三
条
の
二
の
二
、
第
五
十
三

条
の
四
か
ら
第
五
十
三
条
の
十
一
ま
で
（
第
五
十
三
条
の
九
第
二
項
を
除
く
。）、
第
百
二
十
条
の
二
及
び
第
百

二
十
条
の
四
の
規
定
は
、
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
第
五
十
三
条
の
二
の
二
第
二
項
、
第
五
十
三
条
の
四
第
一
項
並
び
に
第
五
十
三
条
の
十
の
二
第
一
号
及

び
第
三
号
中
「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」

と
、
第
五
十
三
条
の
四
第
一
項
中
「
第
五
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
三
十
八
条
」
と
、
第
百
二
十
条
の
二

第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防
短
期
入

所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
百
四
十
二
条

第
四
十
九
条
の
三
か
ら
第
四
十
九
条
の
七
ま
で
、
第
四
十
九
条
の
九
、
第
四
十
九
条
の
十
、
第

四
十
九
条
の
十
三
、
第
五
十
条
の
二
、
第
五
十
条
の
三
、
第
五
十
二
条
、
第
五
十
三
条
の
四
か
ら
第
五
十
三
条

の
十
一
、
第
百
二
十
条
の
二
及
び
第
百
二
十
条
の
四
の
規
定
は
、
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業

に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
十
三
条
の
四
中
「
第
五
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
三

十
八
条
」
と
、「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」

と
、
第
百
二
十
条
の
二
第
三
項
中
「
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
予

防
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報



（
設
備
及
び
備
品
等
）

（
設
備
及
び
備
品
等
）

第
百
五
十
三
条

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
ユ
ニ
ッ
ト
型
指

定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
」
と
い
う
。）が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
ユ
ニ
ッ
ト
型
指

定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。）の
建
物
（
利
用
者
の
日
常
生
活
の
た
め
に
使
用
し
な
い

附
属
の
建
物
を
除
く
。）は
、
耐
火
建
築
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
要
件

を
満
た
す
二
階
建
て
又
は
平
屋
建
て
の
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
建
物
に

あ
っ
て
は
、
準
耐
火
建
築
物
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
五
十
三
条

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
ユ
ニ
ッ
ト
型
指

定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
」
と
い
う
。）が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
ユ
ニ
ッ
ト
型
指

定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。）の
建
物
（
利
用
者
の
日
常
生
活
の
た
め
に
使
用
し
な
い

附
属
の
建
物
を
除
く
。）は
、
耐
火
建
築
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
要
件

を
満
た
す
二
階
建
て
又
は
平
屋
建
て
の
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
建
物
に

あ
っ
て
は
、
準
耐
火
建
築
物
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

居
室
等
を
二
階
又
は
地
階
に
設
け
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
を
満
た
す
こ
と
。

二

居
室
等
を
二
階
又
は
地
階
に
設
け
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
を
満
た
す
こ
と
。

イ

当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
者
生
活
介
護
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
消
防
長
又
は

消
防
署
長
と
相
談
の
上
、
第
百
五
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百

二
十
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
計
画
に
利
用
者
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な

事
項
を
定
め
る
こ
と
。

イ

当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
者
生
活
介
護
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
消
防
長
又
は

消
防
署
長
と
相
談
の
上
、
第
百
五
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百

二
十
条
の
四
に
規
定
す
る
計
画
に
利
用
者
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を

定
め
る
こ
と
。

ロ

第
百
五
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
二
十
条
の
四
第
一
項
に

規
定
す
る
訓
練
に
つ
い
て
は
、
同
項
に
規
定
す
る
計
画
に
従
い
、
昼
間
及
び
夜
間
に
お
い
て
行
う
こ
と
。

ロ

第
百
五
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
二
十
条
の
四
に
規
定
す

る
訓
練
に
つ
い
て
は
、
同
条
に
規
定
す
る
計
画
に
従
い
、
昼
間
及
び
夜
間
に
お
い
て
行
う
こ
と
。

ハ

（
略
）

ハ

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

６

第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

６

第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

ユ
ニ
ッ
ト

一

ユ
ニ
ッ
ト

イ

居
室

イ

居
室

（
略
）

（
略
）

居
室
は
、
い
ず
れ
か
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
す
る
も
の
と
し
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
の
共
同
生
活
室
に
近
接
し

て
一
体
的
に
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
一
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
利
用
定
員
（
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予

防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
に
お
い
て
同
時
に
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の

提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
利
用
者
（
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業

者
が
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
四
十
条
の
四

第
一
項
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
指
定
を

併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
と
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定

短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
四
十
条
の
二
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト

型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に

運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
又
は
ユ
ニ
ッ

ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
利
用
者
。
以
下
こ
の
節
及
び
第
百
五
十
八
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
数

の
上
限
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。）は
、
原
則
と
し
て
お
お
む
ね
十
人
以
下
と
し
、
十
五

人
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

居
室
は
、
い
ず
れ
か
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
す
る
も
の
と
し
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
の
共
同
生
活
室
に
近
接
し

て
一
体
的
に
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
一
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
利
用
定
員
（
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予

防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
に
お
い
て
同
時
に
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の

提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
利
用
者
（
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業

者
が
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
四
十
条
の
四

第
一
項
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
指
定
を

併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
と
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定

短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
四
十
条
の
二
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト

型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に

運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
又
は
ユ
ニ
ッ

ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
利
用
者
。
以
下
こ
の
節
及
び
第
百
五
十
八
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
数

の
上
限
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。）は
、お
お
む
ね
十
人
以
下
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

利
用
者
一
人
当
た
り
の
床
面
積
は
、
十
・
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

利
用
者
一
人
当
た
り
の
床
面
積
は
、
十
・
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
ユ
ニ
ッ

ト
に
属
さ
な
い
居
室
を
改
修
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
同
士
の
視
線
の
遮
断
の
確
保
を
前
提
に

し
た
上
で
、
居
室
を
隔
て
る
壁
に
つ
い
て
、天
井
と
の
間
に
一
定
の

間
が
生
じ
て
も
差
し
支
え
な
い
。

（
略
）

（
略
）

ロ
〜
ニ

（
略
）

ロ
〜
ニ

（
略
）

二

（
略
）

二

（
略
）

７
・
８

（
略
）

７
・
８

（
略
）
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（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
百
五
十
六
条

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ

い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
五
十
六
条

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ

い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
九

（
略
）

一
〜
九

（
略
）

十

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

十
一

（
略
）

十

（
略
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

第
百
五
十
七
条

（
略
）

第
百
五
十
七
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
の
資

質
の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定

介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
全
て
の
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
（
看
護
師
、
准
看

護
師
、
介
護
福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員
、
法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者
等
の
資
格
を
有

す
る
者
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
者
を
除
く
。）に
対
し
、
認
知
症
介
護
に
係
る
基
礎
的
な
研
修
を
受
講
さ
せ
る
た

め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
の
資

質
の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
適
切
な
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入

所
生
活
介
護
の
提
供
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
職
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
性
的
な
言
動
又
は
優
越
的
な
関
係
を

背
景
と
し
た
言
動
で
あ
っ
て
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を
超
え
た
も
の
に
よ
り
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活

介
護
従
業
者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
方
針
の
明
確
化
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
準
用
）

（
準
用
）

第
百
六
十
六
条

第
四
十
九
条
の
三
か
ら
第
四
十
九
条
の
七
ま
で
、
第
四
十
九
条
の
九
、
第
四
十
九
条
の
十
、
第

四
十
九
条
の
十
三
、
第
五
十
条
の
二
、
第
五
十
条
の
三
、
第
五
十
二
条
、
第
五
十
三
条
の
二
の
二
、
第
五
十
三

条
の
四
か
ら
第
五
十
三
条
の
十
一
ま
で
（
第
五
十
三
条
の
九
第
二
項
を
除
く
。）、
第
百
二
十
条
の
二
及
び
第
百

二
十
条
の
四
、
第
百
二
十
八
条
及
び
第
百
三
十
条
並
び
に
第
四
節
（
第
百
四
十
二
条
を
除
く
。）及
び
第
五
節
の

規
定
は
、
共
生
型
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五

十
三
条
の
二
の
二
第
二
項
中
「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
共
生
型
介
護
予
防
短
期
入

所
生
活
介
護
の
提
供
に
当
た
る
従
業
者
（
以
下
「
共
生
型
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」と
い
う
。）」

と
、
第
五
十
三
条
の
四
第
一
項
中
「
第
五
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
三
十
八
条
」
と
、
同
項
並
び
に
第
五

十
三
条
の
十
の
二
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
共
生
型
介
護

予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
、
第
百
二
十
条
の
二
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
共
生
型
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
、
第
百
三
十
三

条
第
一
項
、
第
百
三
十
七
条
並
び
に
第
百
三
十
九
条
の
二
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
介
護
予
防
短
期
入

所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
共
生
型
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
、
第
百
四
十
一
条

第
二
項
第
二
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
九
条
の
十
三
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
九
条
の

十
三
第
二
項
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
十
条
の
三
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条

の
三
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
十
三
条
の
八
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十

三
条
の
八
第
二
項
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
十
三
条
の
十
第
二
項
」
と
あ
る
の

は
「
第
五
十
三
条
の
十
第
二
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
百
六
十
六
条

第
四
十
九
条
の
三
か
ら
第
四
十
九
条
の
七
ま
で
、
第
四
十
九
条
の
九
、
第
四
十
九
条
の
十
、
第

四
十
九
条
の
十
三
、
第
五
十
条
の
二
、
第
五
十
条
の
三
、
第
五
十
二
条
、
第
五
十
三
条
の
四
か
ら
第
五
十
三
条

の
十
一
、
第
百
二
十
条
の
二
及
び
第
百
二
十
条
の
四
、
第
百
二
十
八
条
及
び
第
百
三
十
条
並
び
に
第
四
節
（
第

百
四
十
二
条
を
除
く
。）及
び
第
五
節
の
規
定
は
、
共
生
型
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
十
三
条
の
四
中
「
第
五
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
三
十
八
条
」と
、

「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
共
生
型
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
提
供
に
当
た

る
従
業
者
（
以
下
「
共
生
型
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
い
う
。）」
と
、
第
百
二
十
条
の
二
第

三
項
中
「
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
共
生
型
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活

介
護
従
業
者
」
と
、
第
百
三
十
三
条
第
一
項
及
び
第
百
三
十
七
条
中「
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」

と
あ
る
の
は
「
共
生
型
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
、
第
百
四
十
一
条
第
二
項
第
二
号
中
「
次

条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
九
条
の
十
三
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
九
条
の
十
三
第
二
項
」
と
、
同

項
第
四
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
十
条
の
三
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
の
三
」
と
、
同
項
第
五

号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
十
三
条
の
八
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
三
条
の
八
第
二
項
」と
、

同
項
第
六
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
十
三
条
の
十
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
三
条
の
十
第

二
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報



（
従
業
者
の
員
数
）

（
従
業
者
の
員
数
）

第
百
八
十
条

基
準
該
当
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
が
基
準
該
当
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事

業
所
ご
と
に
置
く
べ
き
従
業
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て「
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」と
い
う
。）

の
員
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
他
の
社
会
福
祉
施
設
等
の
栄
養
士
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ

り
当
該
基
準
該
当
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
効
果
的
な
運
営
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

で
あ
っ
て
、
利
用
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
と
き
は
、
第
三
号
の
栄
養
士
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
八
十
条

基
準
該
当
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
が
基
準
該
当
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事

業
所
ご
と
に
置
く
べ
き
従
業
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て「
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」と
い
う
。）

の
員
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
他
の
社
会
福
祉
施
設
等
の
栄
養
士
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ

り
当
該
基
準
該
当
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
効
果
的
な
運
営
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

で
あ
っ
て
、
利
用
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
と
き
は
、
第
三
号
の
栄
養
士
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

一

生
活
相
談
員

一
以
上

一

生
活
相
談
員

一
人
以
上

二

介
護
職
員
又
は
看
護
職
員

常
勤
換
算
方
法
で
、
利
用
者
（
当
該
基
準
該
当
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介

護
事
業
者
が
基
準
該
当
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
と
基
準
該
当
短
期
入
所
生
活
介
護
（
指
定
居

宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
四
十
条
の
二
十
六
に
規
定
す
る
基
準
該
当
短
期
入
所
生
活
介
護
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）の
事
業
を
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
し
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
所
に
お

け
る
基
準
該
当
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
又
は
基
準
該
当
短
期
入
所
生
活
介
護
の
利
用
者
。
以
下
こ
の

条
及
び
第
百
八
十
二
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
数
が
三
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上

二

介
護
職
員
又
は
看
護
職
員

常
勤
換
算
方
法
で
、
利
用
者
（
当
該
基
準
該
当
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介

護
事
業
者
が
基
準
該
当
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
と
基
準
該
当
短
期
入
所
生
活
介
護
（
指
定
居

宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
四
十
条
の
二
十
六
に
規
定
す
る
基
準
該
当
短
期
入
所
生
活
介
護
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）の
事
業
を
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
し
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
所
に
お

け
る
基
準
該
当
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
又
は
基
準
該
当
短
期
入
所
生
活
介
護
の
利
用
者
。
以
下
こ
の

条
及
び
第
百
八
十
二
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
数
が
三
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
人
以
上

三

栄
養
士

一
以
上

三

栄
養
士

一
人
以
上

四

機
能
訓
練
指
導
員

一
以
上

四

機
能
訓
練
指
導
員

一
人
以
上

五

（
略
）

五

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

（
準
用
）

（
準
用
）

第
百
八
十
五
条

第
四
十
九
条
の
三
か
ら
第
四
十
九
条
の
七
ま
で
、
第
四
十
九
条
の
十
、
第
四
十
九
条
の
十
三
、

第
五
十
条
の
二
、
第
五
十
条
の
三
、
第
五
十
二
条
、
第
五
十
三
条
の
二
の
二
、
第
五
十
三
条
の
四
か
ら
第
五
十

三
条
の
十
一
ま
で
（
第
五
十
三
条
の
八
第
五
項
及
び
第
六
項
並
び
に
第
五
十
三
条
の
九
第
二
項
を
除
く
。）、
第

百
二
十
条
の
二
、
第
百
二
十
条
の
四
、
第
百
二
十
八
条
並
び
に
第
四
節
（
第
百
三
十
五
条
第
一
項
及
び
第
百
四

十
二
条
を
除
く
。）及
び
第
五
節
の
規
定
は
、
基
準
該
当
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
九
条
の
十
三
第
一
項
中
「
内
容
、
当
該
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護

に
つ
い
て
法
第
五
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
利
用
者
に
代
わ
っ
て
支
払
を
受
け
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費

の
額
」
と
あ
る
の
は
「
内
容
」
と
、
第
五
十
条
の
二
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
介
護

予
防
訪
問
入
浴
介
護
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
」
と
、
第
五
十
三
条
の
二
の

二
第
二
項
、
第
五
十
三
条
の
四
第
一
項
並
び
に
第
五
十
三
条
の
十
の
二
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
介
護
予
防
訪

問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
、
第
五
十
三
条
の
四
第
一

項
中
「
第
五
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
八
条
」
と
、
第
百
二
十

条
の
二
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防

短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
、
第
百
三
十
五
条
第
二
項
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指

定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
」
と
、
同
条
第

三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
」
と
、
第
百
三
十
九
条
第
二
項
中
「
静
養
室
」
と
あ
る
の
は
「
静
養

室
等
」
と
、
第
百
四
十
一
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
規
定
中
「
次
条
」と
あ
る
の
は
、

「
第
百
八
十
五
条
」
と
、
第
百
四
十
四
条
中
「
第
百
二
十
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八
十
五
条
に
お
い
て
準

用
す
る
第
百
二
十
八
条
」
と
、「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
」
と
、
第
百

四
十
八
条
中
「
医
師
及
び
看
護
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
看
護
職
員
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
百
八
十
五
条

第
四
十
九
条
の
三
か
ら
第
四
十
九
条
の
七
ま
で
、
第
四
十
九
条
の
十
、
第
四
十
九
条
の
十
三
、

第
五
十
条
の
二
、
第
五
十
条
の
三
、
第
五
十
二
条
、
第
五
十
三
条
の
四
か
ら
第
五
十
三
条
の
七
ま
で
、
第
五
十

三
条
の
八
（
第
五
項
及
び
第
六
項
を
除
く
。）、
第
五
十
三
条
の
九
か
ら
第
五
十
三
条
の
十
一
ま
で
、
第
百
二
十

条
の
二
、
第
百
二
十
条
の
四
、
第
百
二
十
八
条
並
び
に
第
四
節
（
第
百
三
十
五
条
第
一
項
及
び
第
百
四
十
二
条

を
除
く
。）及
び
第
五
節
の
規
定
は
、
基
準
該
当
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
九
条
の
十
三
中
「
内
容
、
当
該
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
に
つ
い
て
法
第

五
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
利
用
者
に
代
わ
っ
て
支
払
を
受
け
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
」
と
あ
る

の
は
「
内
容
」
と
、
第
五
十
条
の
二
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴

介
護
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
」
と
、
第
五
十
三
条
の
四
中
「
第
五
十
三

条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
八
条
」
と
、「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従

業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
、
第
百
二
十
条
の
二
第
三
項
中
「
介
護
予

防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
、
第
百

三
十
五
条
第
二
項
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
」
と
あ

る
の
は
「
基
準
該
当
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は「
前
項
」

と
、
第
百
三
十
九
条
第
二
項
中
「
静
養
室
」
と
あ
る
の
は
「
静
養
室
等
」
と
、
第
百
四
十
一
条
第
二
項
第
二
号

及
び
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
規
定
中
「
次
条
」
と
あ
る
の
は
、「
第
百
八
十
五
条
」
と
、
第
百
四
十
四
条
中

「
第
百
二
十
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
二
十
八
条
」
と
、「
前
条
」
と
あ

る
の
は
「
第
百
八
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
」
と
、
第
百
四
十
八
条
中
「
医
師
及
び
看
護
職
員
」
と
あ

る
の
は
「
看
護
職
員
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
百
九
十
二
条

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事

項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
九
十
二
条

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事

項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
六

（
略
）

一
〜
六

（
略
）

七

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

八

（
略
）

七

（
略
）

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 



（
準
用
）

（
準
用
）

第
百
九
十
五
条

第
四
十
九
条
の
三
か
ら
第
四
十
九
条
の
七
ま
で
、
第
四
十
九
条
の
九
、
第
四
十
九
条
の
十
、
第

四
十
九
条
の
十
三
、
第
五
十
条
の
二
、
第
五
十
条
の
三
、
第
五
十
二
条
、
第
五
十
三
条
の
二
の
二
、
第
五
十
三

条
の
四
、
第
五
十
三
条
の
五
、
第
五
十
三
条
の
七
か
ら
第
五
十
三
条
の
十
一
ま
で
（
第
五
十
三
条
の
九
第
二
項

を
除
く
。）、
第
百
二
十
条
の
二
、
第
百
二
十
条
の
四
、
第
百
二
十
一
条
、
第
百
三
十
三
条
、
第
百
三
十
四
条
第

二
項
及
び
第
百
四
十
条
の
規
定
は
、
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
第
五
十
三
条
の
二
の
二
第
二
項
、
第
五
十
三
条
の
四
第
一
項
並
び
に
第
五
十
三
条
の
十
の
二

第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護

従
業
者
」
と
、
第
五
十
三
条
の
四
第
一
項
中
「
第
五
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
二
条
」
と
、
第
百
二

十
条
の
二
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
百
二
十
一
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
介
護
予
防
通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
従
業
者
」
と
、
第
百
三
十
三
条
第

一
項
中
「
第
百
三
十
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
二
条
」
と
、「
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」

と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
従
業
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
百
九
十
五
条

第
四
十
九
条
の
三
か
ら
第
四
十
九
条
の
七
ま
で
、
第
四
十
九
条
の
九
、
第
四
十
九
条
の
十
、
第

四
十
九
条
の
十
三
、
第
五
十
条
の
二
、
第
五
十
条
の
三
、
第
五
十
二
条
、
第
五
十
三
条
の
四
、
第
五
十
三
条
の

五
、
第
五
十
三
条
の
七
か
ら
第
五
十
三
条
の
十
一
ま
で
、
第
百
二
十
条
の
二
、
第
百
二
十
条
の
四
、
第
百
二
十

一
条
、
第
百
三
十
三
条
、
第
百
三
十
四
条
第
二
項
及
び
第
百
四
十
条
の
規
定
は
、
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療

養
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
十
三
条
の
四
中
「
第
五
十
三
条
」
と
あ
る

の
は
「
第
百
九
十
二
条
」
と
、「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養

介
護
従
業
者
」
と
、
第
百
二
十
条
の
二
第
三
項
中
「
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
従
業
者
」
と
あ
る

の
は
「
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
従
業
者
」
と
、
第
百
三
十
三
条
中
「
第
百
三
十
八
条
」と
あ
る
の
は「
第

百
九
十
二
条
」
と
、「
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護

従
業
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
二
百
七
条

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い

て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
百
七
条

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い

て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
六

（
略
）

一
〜
六

（
略
）

七

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

八

（
略
）

七

（
略
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

第
二
百
八
条

（
略
）

第
二
百
八
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
従
業
者
の
資

質
の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定

介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
全
て
の
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
従
業
者
（
看
護
師
、
准
看

護
師
、
介
護
福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員
、
法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者
等
の
資
格
を
有

す
る
者
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
者
を
除
く
。）に
対
し
、
認
知
症
介
護
に
係
る
基
礎
的
な
研
修
を
受
講
さ
せ
る
た

め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
従
業
者
の
資

質
の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
適
切
な
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入

所
療
養
介
護
の
提
供
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
職
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
性
的
な
言
動
又
は
優
越
的
な
関
係
を

背
景
と
し
た
言
動
で
あ
っ
て
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を
超
え
た
も
の
に
よ
り
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養

介
護
従
業
者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
方
針
の
明
確
化
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
身
体
的
拘
束
等
の
禁
止
）

（
身
体
的
拘
束
等
の
禁
止
）

第
二
百
三
十
九
条

（
略
）

第
二
百
三
十
九
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
次
に
掲

げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
次
に
掲

げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職

員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

一

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
を
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）
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（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
二
百
四
十
条

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
ご
と
に
、

次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
百
四
十
条

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
ご
と
に
、

次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
八

（
略
）

一
〜
八

（
略
）

九

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

十

（
略
）

九

（
略
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

第
二
百
四
十
一
条

（
略
）

第
二
百
四
十
一
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
介
護
予
防
特
定
施
設
従
業
者
の
資
質
の
向
上
の
た

め
に
、
そ
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
当
該
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者

生
活
介
護
事
業
者
は
、
全
て
の
介
護
予
防
特
定
施
設
従
業
者
（
看
護
師
、
准
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
介
護
支

援
専
門
員
、
法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者
等
の
資
格
を
有
す
る
者
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る

者
を
除
く
。）に
対
し
、
認
知
症
介
護
に
係
る
基
礎
的
な
研
修
を
受
講
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

４

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
介
護
予
防
特
定
施
設
従
業
者
の
資
質
の
向
上
の
た

め
に
、
そ
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
適
切
な
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介

護
の
提
供
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
職
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
性
的
な
言
動
又
は
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し

た
言
動
で
あ
っ
て
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を
超
え
た
も
の
に
よ
り
介
護
予
防
特
定
施
設
従
業
者
の
就
業

環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
方
針
の
明
確
化
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
準
用
）

（
準
用
）

第
二
百
四
十
五
条

第
四
十
九
条
の
五
、
第
四
十
九
条
の
六
、
第
五
十
条
の
二
か
ら
第
五
十
二
条
ま
で
、
第
五
十

三
条
の
二
の
二
、
第
五
十
三
条
の
四
か
ら
第
五
十
三
条
の
十
一
ま
で
（
第
五
十
三
条
の
九
第
二
項
を
除
く
。）、

第
百
二
十
条
の
四
及
び
第
百
三
十
九
条
の
二
の
規
定
は
、
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
事
業

に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
十
一
条
、
第
五
十
三
条
の
二
の
二
第
二
項
、
第
五
十
三
条

の
十
の
二
第
一
号
及
び
第
三
号
並
び
に
第
五
十
三
条
の
四
第
一
項
中
「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と

あ
る
の
は
「
介
護
予
防
特
定
施
設
従
業
者
」
と
、
同
項
中
「
第
五
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
四
十
条
」

と
、
第
百
三
十
九
条
の
二
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
あ
る

の
は
「
介
護
予
防
特
定
施
設
従
業
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
百
四
十
五
条

第
四
十
九
条
の
五
、
第
四
十
九
条
の
六
、
第
五
十
条
の
二
か
ら
第
五
十
二
条
ま
で
、
第
五
十

三
条
の
四
か
ら
第
五
十
三
条
の
十
一
ま
で
、
第
百
二
十
条
の
四
及
び
第
百
三
十
九
条
の
二
の
規
定
は
、
指
定
介

護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
十
条
中
「
第

二
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
四
十
条
」
と
、「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防
特
定
施
設
従

業
者
」
と
、
第
五
十
一
条
及
び
第
五
十
三
条
の
四
中
「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介

護
予
防
特
定
施
設
従
業
者
」
と
、
同
条
中
「
第
五
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
四
十
条
」
と
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
二
百
五
十
九
条

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護

予
防
特
定
施
設
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
百
五
十
九
条

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護

予
防
特
定
施
設
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
九

（
略
）

一
〜
九

（
略
）

十

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

十
一

（
略
）

十

（
略
）

（
準
用
）

（
準
用
）

第
二
百
六
十
二
条

第
四
十
九
条
の
五
、
第
四
十
九
条
の
六
、
第
五
十
条
の
二
か
ら
第
五
十
二
条
ま
で
、
第
五
十

三
条
の
二
の
二
、
第
五
十
三
条
の
四
か
ら
第
五
十
三
条
の
十
一
ま
で
（
第
五
十
三
条
の
九
第
二
項
を
除
く
。）、

第
百
二
十
条
の
四
、
第
百
三
十
九
条
の
二
、
第
二
百
三
十
五
条
か
ら
第
二
百
三
十
九
条
ま
で
及
び
第
二
百
四
十

一
条
か
ら
第
二
百
四
十
三
条
ま
で
の
規
定
は
、
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活

介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
十
一
条
、
第
五
十
三
条
の
二
の
二
第
二
項
並

び
に
第
五
十
三
条
の
十
の
二
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
指

第
二
百
六
十
二
条

第
四
十
九
条
の
五
、
第
四
十
九
条
の
六
、
第
五
十
条
の
二
か
ら
第
五
十
二
条
ま
で
、
第
五
十

三
条
の
四
か
ら
第
五
十
三
条
の
十
一
ま
で
、
第
百
二
十
条
の
四
、
第
百
三
十
九
条
の
二
、
第
二
百
三
十
五
条
か

ら
第
二
百
三
十
九
条
ま
で
及
び
第
二
百
四
十
一
条
か
ら
第
二
百
四
十
三
条
ま
で
の
規
定
は
、
外
部
サ
ー
ビ
ス
利

用
型
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五

十
一
条
中
「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
の
従
業
者
」
と
、

第
五
十
三
条
の
四
中
「
第
五
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
五
十
九
条
」
と
、「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
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（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
二
百
七
十
条

指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
事
業
所
ご
と
に
、

次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
百
七
十
条

指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
事
業
所
ご
と
に
、

次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

六

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

七

（
略
）

六

（
略
）

（
衛
生
管
理
等
）

（
衛
生
管
理
等
）

第
二
百
七
十
三
条

（
略
）

第
二
百
七
十
三
条

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

６

指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
当
該
指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
事
業
所
に
お
い
て
感
染
症

が
発
生
し
、
又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

一

当
該
指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
事
業
所
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
対

策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
お
お
む

ね
六
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
に
周
知
徹
底
を

図
る
こ
と
。

二

当
該
指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
事
業
所
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
指

針
を
整
備
す
る
こ
と
。

三

当
該
指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
事
業
所
に
お
い
て
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
に
対
し
、
感
染
症
の
予

防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

（
掲
示
及
び
目
録
の
備
え
付
け
）

（
掲
示
及
び
目
録
の
備
え
付
け
）

第
二
百
七
十
四
条

（
略
）

第
二
百
七
十
四
条

（
略
）

２

指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
前
項
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
事
業
所
に
備
え
付

け
、
か
つ
、
こ
れ
を
い
つ
で
も
関
係
者
に
自
由
に
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
掲
示
に
代

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）

３

（
略
）

２

（
略
）

定
介
護
予
防
特
定
施
設
の
従
業
者
」
と
、
第
五
十
三
条
の
四
第
一
項
中
「
第
五
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二

百
五
十
九
条
」
と
、「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
介
護
予
防
特

定
施
設
従
業
者
」
と
、
第
五
十
三
条
の
六
中
「
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
」
と
あ
る
の
は
「
指
定

介
護
予
防
特
定
施
設
及
び
受
託
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
」
と
、
第
百
三
十
九
条
の
二
第
二
項
第
一
号
及
び

第
三
号
中
「
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
介
護
予
防
特
定

施
設
従
業
者
」
と
、
第
二
百
三
十
七
条
第
二
項
中
「
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
を
」
と
あ
る

の
は
「
基
本
サ
ー
ビ
ス
を
」
と
、
第
二
百
四
十
一
条
中
「
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
」
と
あ

る
の
は
「
基
本
サ
ー
ビ
ス
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

業
者
」
と
あ
る
の
は
「
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
介
護
予
防
特
定
施
設
従
業
者
」
と
、
第
五
十
三
条
の
六
中
「
指

定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
及
び
受
託
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
」
と
、
第
二
百
三
十
七
条
第
二
項
中
「
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
を
」
と
あ
る
の

は
「
基
本
サ
ー
ビ
ス
を
」
と
、
第
二
百
四
十
一
条
中
「
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
」
と
あ
る

の
は
「
基
本
サ
ー
ビ
ス
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
準
用
）

（
準
用
）

第
二
百
七
十
六
条

第
四
十
九
条
の
二
か
ら
第
四
十
九
条
の
十
三
ま
で
、
第
五
十
条
の
二
、
第
五
十
条
の
三
、
第

五
十
二
条
、
第
五
十
三
条
の
二
の
二
、
第
五
十
三
条
の
五
か
ら
第
五
十
三
条
の
十
一
ま
で
並
び
に
第
百
二
十
条

の
二
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
九
条
の
二
第
一
項
中
「
第
五
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
七
十
条
」
と
、

同
項
、
第
五
十
三
条
の
二
の
二
第
二
項
並
び
に
第
五
十
三
条
の
十
の
二
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
介
護
予
防
訪

問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
」
と
、
第
四
十
九
条
の
四
中
「
以
下
同
じ
。）」

と
あ
る
の
は
「
以
下
同
じ
。）、
取
り
扱
う
福
祉
用
具
の
種
目
」
と
、
第
四
十
九
条
の
八
第
二
項
中
「
適
切
な
指

第
二
百
七
十
六
条

第
四
十
九
条
の
二
か
ら
第
四
十
九
条
の
十
三
ま
で
、
第
五
十
条
の
二
、
第
五
十
条
の
三
、
第

五
十
二
条
、
第
五
十
三
条
の
五
か
ら
第
五
十
三
条
の
十
一
ま
で
並
び
に
第
百
二
十
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項

の
規
定
は
、
指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
九

条
の
二
中
「
第
五
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
七
十
条
」
と
、「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ

る
の
は
「
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
」
と
、
第
四
十
九
条
の
四
中
「
以
下
同
じ
。）」
と
あ
る
の
は「
以
下
同
じ
。）、

取
り
扱
う
福
祉
用
具
の
種
目
」
と
、
第
四
十
九
条
の
八
第
二
項
中
「
適
切
な
指
導
」
と
あ
る
の
は
「
適
切
な
相

談
又
は
助
言
」
と
、
第
四
十
九
条
の
十
二
中
「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
従
業
者
」
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（
準
用
）

（
準
用
）

第
二
百
八
十
条

第
四
十
九
条
の
二
か
ら
第
四
十
九
条
の
八
ま
で
、
第
四
十
九
条
の
十
か
ら
第
四
十
九
条
の
十
三

ま
で
、
第
五
十
条
の
二
、
第
五
十
条
の
三
、
第
五
十
二
条
、
第
五
十
三
条
の
二
の
二
、
第
五
十
三
条
の
五
か
ら

第
五
十
三
条
の
十
一
ま
で
（
第
五
十
三
条
の
八
第
五
項
及
び
第
六
項
）
並
び
に
第
百
二
十
条
の
二
第
一
項
、
第

二
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
一
節
、
第
二
節
（
第
二
百
六
十
六
条
を
除
く
。）、
第
三
節
、
第
四
節
（
第
二
百
六

十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
百
七
十
六
条
を
除
く
。）及
び
前
節
の
規
定
は
、
基
準
該
当
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与

の
事
業
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
九
条
の
二
第
一
項
中
「
第
五
十
三
条
」と
あ
る
の
は「
第

二
百
八
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
百
七
十
条
」
と
、
同
項
、
第
五
十
三
条
の
二
の
二
第
二
項
並
び
に
第
五

十
三
条
の
十
の
二
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
福
祉
用
具
専

門
相
談
員
」
と
、
第
四
十
九
条
の
四
中
「
以
下
同
じ
。）」
と
あ
る
の
は
「
以
下
同
じ
。）、
取
り
扱
う
福
祉
用
具

の
種
目
」
と
、
第
四
十
九
条
の
八
第
二
項
中
「
適
切
な
指
導
」
と
あ
る
の
は
「
適
切
な
相
談
又
は
助
言
」
と
、

第
四
十
九
条
の
十
二
中
「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
従
業
者
」
と
、
第
四
十
九
条
の

十
三
第
一
項
中
「
提
供
日
及
び
内
容
、
当
該
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
に
つ
い
て
法
第
五
十
三
条
第
四
項

の
規
定
に
よ
り
利
用
者
に
代
わ
っ
て
支
払
を
受
け
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
提
供
の
開

始
日
及
び
終
了
日
、
種
目
、
品
名
」
と
、
第
五
十
条
の
二
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定

介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
」
と
、
第
百
二
十
条
の
二
第

二
項
中
「
処
遇
」
と
あ
る
の
は
「
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
」
と
、
第
二
百
六
十
九
条
第
二
項
中
「
法
定
代
理
受

領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
介
護
予
防
福
祉
用
具

貸
与
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
百
八
十
条

第
四
十
九
条
の
二
か
ら
第
四
十
九
条
の
八
ま
で
、
第
四
十
九
条
の
十
か
ら
第
四
十
九
条
の
十
三

ま
で
、
第
五
十
条
の
二
、
第
五
十
条
の
三
、
第
五
十
二
条
、
第
五
十
三
条
の
五
か
ら
第
五
十
三
条
の
七
ま
で
、

第
五
十
三
条
の
八
（
第
五
項
及
び
第
六
項
を
除
く
。）、
第
五
十
三
条
の
九
か
ら
第
五
十
三
条
の
十
一
ま
で
並
び

に
第
百
二
十
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
一
節
、
第
二
節
（
第
二
百
六
十
六
条
を
除
く
。）、第
三
節
、

第
四
節
（
第
二
百
六
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
百
七
十
六
条
を
除
く
。）及
び
前
節
の
規
定
は
、
基
準
該
当
介
護

予
防
福
祉
用
具
貸
与
の
事
業
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
九
条
の
二
中
「
第
五
十
三
条
」
と

あ
る
の
は
「
第
二
百
八
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
百
七
十
条
」
と
、「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」

と
あ
る
の
は
「
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
」
と
、
第
四
十
九
条
の
四
中
「
以
下
同
じ
。）」
と
あ
る
の
は
「
以
下
同

じ
。）、
取
り
扱
う
福
祉
用
具
の
種
目
」
と
、
第
四
十
九
条
の
八
第
二
項
中
「
適
切
な
指
導
」
と
あ
る
の
は
「
適

切
な
相
談
又
は
助
言
」
と
、
第
四
十
九
条
の
十
二
中
「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
従

業
者
」
と
、
第
四
十
九
条
の
十
三
中
「
提
供
日
及
び
内
容
、
当
該
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
に
つ
い
て
法

第
五
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
利
用
者
に
代
わ
っ
て
支
払
を
受
け
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
」
と
あ

る
の
は
「
提
供
の
開
始
日
及
び
終
了
日
、
種
目
、
品
名
」
と
、
第
五
十
条
の
二
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス

に
該
当
し
な
い
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
」
と
、

第
百
二
十
条
の
二
第
二
項
中
「
処
遇
」
と
あ
る
の
は
「
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
」
と
、
第
二
百
六
十
九
条
第
二
項
中

「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
介
護

予
防
福
祉
用
具
貸
与
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
」と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

導
」
と
あ
る
の
は
「
適
切
な
相
談
又
は
助
言
」
と
、
第
四
十
九
条
の
十
二
中
「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業

者
」
と
あ
る
の
は
「
従
業
者
」
と
、「
初
回
訪
問
時
及
び
利
用
者
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
者
」
と
、
第
四
十
九
条

の
十
三
第
一
項
中
「
提
供
日
及
び
内
容
」
と
あ
る
の
は「
提
供
の
開
始
日
及
び
終
了
日
並
び
に
種
目
及
び
品
名
」

と
、
第
五
十
条
の
二
中
「
内
容
」
と
あ
る
の
は
「
種
目
、
品
名
」
と
、
第
百
二
十
条
の
二
第
二
項
中
「
処
遇
」

と
あ
る
の
は
「
サ
ー
ビ
ス
利
用
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
従
業
者
」
と

あ
る
の
は
「
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

と
、「
初
回
訪
問
時
及
び
利
用
者
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
者
」
と
、
第
四
十
九
条
の
十
三
中「
提
供
日
及
び
内
容
」

と
あ
る
の
は
「
提
供
の
開
始
日
及
び
終
了
日
並
び
に
種
目
及
び
品
名
」
と
、
第
五
十
条
の
二
中
「
内
容
」
と
あ

る
の
は
「
種
目
、
品
名
」
と
、
第
百
二
十
条
の
二
第
二
項
中
「
処
遇
」
と
あ
る
の
は
「
サ
ー
ビ
ス
利
用
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
準
用
）

（
準
用
）

第
二
百
八
十
九
条

第
四
十
九
条
の
二
か
ら
第
四
十
九
条
の
八
ま
で
、
第
四
十
九
条
の
十
か
ら
第
四
十
九
条
の
十

二
ま
で
、
第
五
十
条
の
三
、
第
五
十
二
条
、
第
五
十
三
条
の
二
の
二
、
第
五
十
三
条
の
三
、
第
五
十
三
条
の
五

か
ら
第
五
十
三
条
の
十
一
ま
で
、
第
百
二
十
条
の
二
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
二
百
七
十
条
か
ら
第

二
百
七
十
二
条
ま
で
並
び
に
第
二
百
七
十
四
条
の
規
定
は
、
指
定
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
の
事
業
に
つ

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
九
条
の
二
第
一
項
中
「
第
五
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二

百
八
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
百
七
十
条
」
と
、
同
項
、
第
五
十
三
条
の
二
の
二
第
二
項
、
第
五
十
三

条
の
三
第
三
項
第
一
号
及
び
第
三
号
並
び
に
第
五
十
三
条
の
十
の
二
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
介
護
予
防
訪
問

入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
」
と
、
第
四
十
九
条
の
四
中
「
以
下
同
じ
。）」
と

あ
る
の
は
「
以
下
同
じ
。）、
取
り
扱
う
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
の
種
目
」
と
、
第
四
十
九
条
の
八
第
二
項
中

「
適
切
な
指
導
」
と
あ
る
の
は
「
適
切
な
相
談
又
は
助
言
」
と
、
第
四
十
九
条
の
十
二
中
「
介
護
予
防
訪
問
入

浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
従
業
者
」
と
、「
初
回
訪
問
時
及
び
利
用
者
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
者
」
と
、

第
百
二
十
条
の
二
第
二
項
中
「
処
遇
」
と
あ
る
の
は
「
サ
ー
ビ
ス
利
用
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
介
護
予
防
通

所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
」
と
、
第
二
百
七
十
条
中
「
利
用

料
」
と
あ
る
の
は
「
販
売
費
用
の
額
」
と
、
第
二
百
七
十
一
条
及
び
第
二
百
七
十
二
条
中
「
福
祉
用
具
」
と
あ

る
の
は
「
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
」
と
、
第
二
百
七
十
四
条
中
「
第
二
百
七
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百

八
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
百
七
十
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
百
八
十
九
条

第
四
十
九
条
の
二
か
ら
第
四
十
九
条
の
八
ま
で
、
第
四
十
九
条
の
十
か
ら
第
四
十
九
条
の
十

二
ま
で
、
第
五
十
条
の
三
、
第
五
十
二
条
、
第
五
十
三
条
の
三
、
第
五
十
三
条
の
五
か
ら
第
五
十
三
条
の
十
一

ま
で
、
第
百
二
十
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
二
百
七
十
条
か
ら
第
二
百
七
十
二
条
ま
で
並
び
に
第
二
百

七
十
四
条
の
規
定
は
、
指
定
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
第
四
十
九
条
の
二
中
「
第
五
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
八
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
百
七

十
条
」
と
、「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
」
と
、
第
四
十
九
条

の
四
中
「
以
下
同
じ
。）」
と
あ
る
の
は
「
以
下
同
じ
。）、
取
り
扱
う
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
の
種
目
」
と
、

第
四
十
九
条
の
八
第
二
項
中
「
適
切
な
指
導
」
と
あ
る
の
は
「
適
切
な
相
談
又
は
助
言
」
と
、
第
四
十
九
条
の

十
二
中
「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
従
業
者
」
と
、「
初
回
訪
問
時
及
び
利
用
者
」
と

あ
る
の
は
「
利
用
者
」
と
、
第
百
二
十
条
の
二
第
二
項
中
「
処
遇
」
と
あ
る
の
は
「
サ
ー
ビ
ス
利
用
」
と
第
二

百
七
十
条
中
「
利
用
料
」
と
あ
る
の
は
「
販
売
費
用
の
額
」
と
、
第
二
百
七
十
一
条
及
び
第
二
百
七
十
二
条
中

「
福
祉
用
具
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
」
と
、
第
二
百
七
十
四
条
中
「
第
二
百
七
十
条
」
と

あ
る
の
は
「
第
二
百
八
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
百
七
十
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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第
十
四
章

雑
則

（
新
設
）

（
電
磁
的
記
録
等
）

第
二
百
九
十
三
条

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
る
者
は
、

作
成
、
保
存
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
の
う
ち
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
お
い
て
書
面
（
書
面
、
書
類
、
文

書
、
謄
本
、
抄
本
、
正
本
、
副
本
、
複
本
そ
の
他
文
字
、
図
形
等
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き

る
情
報
が
記
載
さ
れ
た
紙
そ
の
他
の
有
体
物
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）で
行
う
こ
と
が
規
定
さ

れ
て
い
る
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
（
第
四
十
九
条
の
五
第
一
項
（
第
六
十
一
条
、
第
七
十
四
条
、第
八
十
四
条
、

第
九
十
三
条
、
第
百
二
十
三
条
、
第
百
四
十
二
条
（
第
百
五
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第

百
六
十
六
条
、
第
百
八
十
五
条
、
第
百
九
十
五
条
（
第
二
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二

百
四
十
五
条
、
第
二
百
六
十
二
条
、
第
二
百
七
十
六
条
、
第
二
百
八
十
条
及
び
第
二
百
八
十
九
条
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
二
百
三
十
七
条
第
一
項
（
第
二
百
六
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）並
び
に
次
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。）に
つ
い
て
は
、
書
面
に
代
え
て
、
当
該
書
面
に
係
る
電
磁
的
記

録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ

る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。）に
よ
り
行
う
こ
と
が
で

き
る
。

（
新
設
）

２

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
る
者
は
、
交
付
、
説
明
、

同
意
、
承
諾
、
締
結
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
以
下
「
交
付
等
」
と
い
う
。）の
う
ち
、
こ
の
省
令
の
規

定
に
お
い
て
書
面
で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
交
付
等
の
相

手
方
の
承
諾
を
得
て
、
書
面
に
代
え
て
、
電
磁
的
方
法（
電
子
的
方
法
、磁
気
的
方
法
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ

て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
法
を
い
う
。）に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
五
条

指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
七
号
。
附
則
に
お
い
て
「
指
定
介
護
予

防
支
援
等
基
準
」
と
い
う
。）の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

目
次

目
次

第
一
章
〜
第
五
章

（
略
）

第
一
章
〜
第
五
章

（
略
）

第
六
章

雑
則
（
第
三
十
三
条
）

附
則

附
則

（
趣
旨
）

（
趣
旨
）

第
一
条

基
準
該
当
介
護
予
防
支
援
（
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）

第
五
十
九
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
基
準
該
当
介
護
予
防
支
援
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
事
業
に
係
る
法

第
五
十
九
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
及
び
指
定
介
護
予
防
支
援
（
法
第
五
十
八
条
第
一
項
に

規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
支
援
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
事
業
に
係
る
法
第
百
十
五
条
の
二
十
四
第
三
項
の
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
に

よ
る
基
準
と
す
る
。

第
一
条

基
準
該
当
介
護
予
防
支
援
（
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）

第
五
十
九
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
基
準
該
当
介
護
予
防
支
援
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
事
業
に
係
る
法

第
五
十
九
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
及
び
指
定
介
護
予
防
支
援
（
法
第
五
十
八
条
第
一
項
に

規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
支
援
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
事
業
に
係
る
法
第
百
十
五
条
の
二
十
四
第
三
項
の
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
に

よ
る
基
準
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

法
第
五
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
市
町
村

が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
第
三
十
二
条
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
五
条
（
第
三
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、第
十
八
条
の
二（
第

三
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
二
十
条
の
二
（
第
三
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

二

法
第
五
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
市
町
村

が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
第
三
十
二
条
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
五
条
（
第
三
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
二
十
二
条
（
第

三
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）並
び
に
第
二
十
六
条
（
第
三
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
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に
限
る
。）、
第
二
十
二
条
（
第
三
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）、
第
二
十
六
条
（
第
三
十
二

条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）並
び
に
第
二
十
六
条
の
二
（
第
三
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
基
準

合
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
基
準

三

（
略
）

三

（
略
）

四

法
第
百
十
五
条
の
二
十
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
市
町

村
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
五
条
、
第
十
八
条
の

二
、
第
二
十
条
の
二
、
第
二
十
二
条
、
第
二
十
六
条
並
び
に
第
二
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
基
準

四

法
第
百
十
五
条
の
二
十
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
市
町

村
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
五
条
、
第
二
十
二
条

並
び
に
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
基
準

五

（
略
）

五

（
略
）

第
一
条
の
二

（
略
）

第
一
条
の
二

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

５

指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
は
、
利
用
者
の
人
権
の
擁
護
、
虐
待
の
防
止
等
の
た
め
、
必
要
な
体
制
の
整
備

を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
従
業
者
に
対
し
、
研
修
を
実
施
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

６

指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
支
援
を
提
供
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
法
第
百
十
八
条
の
二

第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
保
険
等
関
連
情
報
そ
の
他
必
要
な
情
報
を
活
用
し
、
適
切
か
つ
有
効
に
行
う
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
十
七
条

指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営

に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
以
下
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。）と
し
て
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る

も
の
と
す
る
。

第
十
七
条

指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営

に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
以
下
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。）と
し
て
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る

も
の
と
す
る
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

六

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

七

（
略
）

六

（
略
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
）

第
十
八
条

（
略
）

第
十
八
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
は
、
適
切
な
指
定
介
護
予
防
支
援
の
提
供
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
職
場
に
お

い
て
行
わ
れ
る
性
的
な
言
動
又
は
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
で
あ
っ
て
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範

囲
を
超
え
た
も
の
に
よ
り
担
当
職
員
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
方
針
の
明
確
化
等
の

必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
業
務
継
続
計
画
の
策
定
等
）

第
十
八
条
の
二

指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
は
、
感
染
症
や
非
常
災
害
の
発
生
時
に
お
い
て
、
利
用
者
に
対
す

る
指
定
介
護
予
防
支
援
の
提
供
を
継
続
的
に
実
施
す
る
た
め
の
、
及
び
非
常
時
の
体
制
で
早
期
の
業
務
再
開
を

図
る
た
め
の
計
画
（
以
下
「
業
務
継
続
計
画
」
と
い
う
。）を
策
定
し
、
当
該
業
務
継
続
計
画
に
従
い
必
要
な
措

置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

２

指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
は
、
担
当
職
員
に
対
し
、
業
務
継
続
計
画
に
つ
い
て
周
知
す
る
と
と
も
に
、
必

要
な
研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
は
、
定
期
的
に
業
務
継
続
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
業
務
継
続

計
画
の
変
更
を
行
う
も
の
と
す
る
。
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（
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
措
置
）

第
二
十
条
の
二

指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
は
、
当
該
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
所
に
お
い
て
感
染
症
が
発
生

し
、
又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

一

当
該
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
所
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
検
討

す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
そ
の
他
の
情
報
通
信
機
器
（
以
下
「
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
」
と
い
う
。）を

活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
お
お
む
ね
六
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

結
果
に
つ
い
て
、
担
当
職
員
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二

当
該
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
所
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
指
針
を
整
備

す
る
こ
と
。

三

当
該
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
所
に
お
い
て
、
担
当
職
員
に
対
し
、
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止

の
た
め
の
研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

（
掲
示
）

（
掲
示
）

第
二
十
一
条

（
略
）

第
二
十
一
条

（
略
）

２

指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
は
、
前
項
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
当
該
指
定
介
護
予
防
支
援
事

業
所
に
備
え
付
け
、
か
つ
、
こ
れ
を
い
つ
で
も
関
係
者
に
自
由
に
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
同
項
の
規
定
に

よ
る
掲
示
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）

（
虐
待
の
防
止
）

第
二
十
六
条
の
二

指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
は
、
虐
待
の
発
生
又
は
そ
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

一

当
該
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
所
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ

電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
定
期
的
に
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結

果
に
つ
い
て
、
担
当
職
員
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二

当
該
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
所
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。

三

当
該
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
所
に
お
い
て
、
担
当
職
員
に
対
し
、
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
研
修
を
定
期

的
に
実
施
す
る
こ
と
。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
担
当
者
を
置
く
こ
と
。

（
指
定
介
護
予
防
支
援
の
具
体
的
取
扱
方
針
）

（
指
定
介
護
予
防
支
援
の
具
体
的
取
扱
方
針
）

第
三
十
条

指
定
介
護
予
防
支
援
の
方
針
は
、
第
一
条
の
二
に
規
定
す
る
基
本
方
針
及
び
前
条
に
規
定
す
る
基
本

取
扱
方
針
に
基
づ
き
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
条

指
定
介
護
予
防
支
援
の
方
針
は
、
第
一
条
の
二
に
規
定
す
る
基
本
方
針
及
び
前
条
に
規
定
す
る
基
本

取
扱
方
針
に
基
づ
き
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一
〜
八

（
略
）

一
〜
八

（
略
）

九

担
当
職
員
は
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
（
担
当
職
員
が
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
の
た
め
に
、
利

用
者
及
び
そ
の
家
族
の
参
加
を
基
本
と
し
つ
つ
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案
に
位
置
付
け
た
指
定
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
担
当
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
担
当
者
」
と
い
う
。）を
招
集
し
て
行
う
会
議

（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族

（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
利
用
者
等
」
と
い
う
。）が
参
加
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等

の
活
用
に
つ
い
て
当
該
利
用
者
等
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
開
催
に
よ

り
、
利
用
者
の
状
況
等
に
関
す
る
情
報
を
担
当
者
と
共
有
す
る
と
と
も
に
、
当
該
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画

の
原
案
の
内
容
に
つ
い
て
、
担
当
者
か
ら
、
専
門
的
な
見
地
か
ら
の
意
見
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。た
だ
し
、

や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
担
当
者
に
対
す
る
照
会
等
に
よ
り
意
見
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
す
る
。

九

担
当
職
員
は
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
（
担
当
職
員
が
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
の
た
め
に
、
利

用
者
及
び
そ
の
家
族
の
参
加
を
基
本
と
し
つ
つ
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案
に
位
置
付
け
た
指
定
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
担
当
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
担
当
者
」
と
い
う
。）を
召
集
し
て
行
う
会
議
を

い
う
。
以
下
同
じ
。）の
開
催
に
よ
り
、利
用
者
の
状
況
等
に
関
す
る
情
報
を
担
当
者
と
共
有
す
る
と
と
も
に
、

当
該
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案
の
内
容
に
つ
い
て
、
担
当
者
か
ら
、
専
門
的
な
見
地
か
ら
の
意
見
を

求
め
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
担
当
者
に
対
す
る
照
会

等
に
よ
り
意
見
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

十
〜
二
十
八

（
略
）

十
〜
二
十
八

（
略
）

第
六
章

雑
則

（
新
設
）

（
電
磁
的
記
録
等
）

第
三
十
三
条

指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
及
び
指
定
介
護
予
防
支
援
の
提
供
に
当
た
る
者
は
、
作
成
、
保
存
そ

の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
の
う
ち
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
お
い
て
書
面
（
書
面
、
書
類
、
文
書
、
謄
本
、
抄

本
、
正
本
、
副
本
、
複
本
そ
の
他
文
字
、
図
形
等
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
が
記
載

（
新
設
）

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 (分冊の)



２

指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
及
び
指
定
介
護
予
防
支
援
の
提
供
に
当
た
る
者
は
、
交
付
、
説
明
、
同
意
、
承

諾
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
以
下
「
交
付
等
」
と
い
う
。）の
う
ち
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
お
い
て
書
面

で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
交
付
等
の
相
手
方
の
承
諾
を
得

て
、
書
面
に
代
え
て
、
電
磁
的
方
法
（
電
子
的
方
法
、
磁
気
的
方
法
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
法
を
い
う
。）に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
れ
た
紙
そ
の
他
の
有
体
物
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
又
は

想
定
さ
れ
る
も
の
（
第
七
条
（
第
三
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
三
十
条
第
二
十
六
号

（
第
三
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
次
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。）に
つ
い
て
は
、

書
面
に
代
え
て
、
当
該
書
面
に
係
る
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て

は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供

さ
れ
る
も
の
を
い
う
。）に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
六
条

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十

六
号
。
附
則
に
お
い
て
「
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
基
準
」
と
い
う
。）の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

目
次

目
次

第
一
章
〜
第
四
章

（
略
）

第
一
章
〜
第
四
章

（
略
）

第
五
章

雑
則
（
第
九
十
条
）

附
則

附
則

（
趣
旨
）

（
趣
旨
）

第
一
条

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
介
護
保
険
法（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
百
十
五
条
の
十
四
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
基
準
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
に
よ
る
基
準
と
す
る
。

第
一
条

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
介
護
保
険
法（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
百
十
五
条
の
十
四
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
基
準
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
に
よ
る
基
準
と
す
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

法
第
百
十
五
条
の
十
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
市
町
村

が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
十
一
条
第
一
項
（
第
六
十
四
条
及
び
第
八
十
五
条
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
二
条
（
第
六
十
四
条
及
び
第
八
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）、
第
二
十
八
条
の
二
（
第
六
十
四
条
及
び
第
八
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三

十
一
条
第
二
項
（
第
六
十
四
条
及
び
第
八
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
十
三
条
（
第

六
十
四
条
及
び
第
八
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
十
七
条
（
第
六
十
四
条
及
び
第
八

十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
十
七
条
の
二
（
第
六
十
四
条
及
び
第
八
十
五
条
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
五
十
三
条
、
第
六
十
七
条
第
二
項
、
第
七
十
七
条
及
び
第
八
十
八
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
る
基
準

四

法
第
百
十
五
条
の
十
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
市
町
村

が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
十
一
条
第
一
項
（
第
六
十
四
条
及
び
第
八
十
五
条
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
二
条
（
第
六
十
四
条
及
び
第
八
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）、
第
三
十
三
条
（
第
六
十
四
条
及
び
第
八
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
十
七

条
（
第
六
十
四
条
及
び
第
八
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
五
十
三
条
、
第
六
十
七
条
第

二
項
、
第
七
十
七
条
及
び
第
八
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
基
準

五
・
六

（
略
）

五
・
六

（
略
）

（
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
一
般
原
則
）

（
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
一
般
原
則
）

第
三
条

（
略
）

第
三
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
、
利
用
者
の
人
権
の
擁
護
、
虐
待
の
防
止
等
の
た
め
、
必

要
な
体
制
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
従
業
者
に
対
し
、
研
修
を
実
施
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
新
設
）

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 



４

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
、
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に

当
た
っ
て
は
、
法
第
百
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
保
険
等
関
連
情
報
そ
の
他
必
要
な
情
報
を
活
用

し
、
適
切
か
つ
有
効
に
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
従
業
者
の
員
数
）

（
従
業
者
の
員
数
）

第
八
条

指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
九
十
条
第
一
項
に

規
定
す
る
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）若
し
く
は
指
定
介
護
予
防
認
知

症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
（
第
七
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活

介
護
事
業
所
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
居
間
若
し
く
は
食
堂
又
は
指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
（
指

定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
を
い
う
。
次
条
及

び
第
四
十
四
条
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。）若
し
く
は
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
指
定
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
三
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
を
い
う
。
次
条
及

び
第
四
十
四
条
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
食
堂
若
し
く
は
共
同
生
活
室
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
事
業
所
又
は

施
設
（
第
十
条
第
一
項
に
お
い
て
「
本
体
事
業
所
等
」
と
い
う
。）の
利
用
者
、
入
居
者
又
は
入
所
者
と
と
も
に

行
う
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
（
以
下
「
共
用
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
」

と
い
う
。）の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
共
用
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
」
と
い
う
。）

が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
共
用
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。）

に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
は
、
当
該
利
用
者
、
当
該
入
居
者
又
は
当
該
入
所
者
の
数
と
当
該
共
用
型
指
定
介

護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
の
利
用
者
（
当
該
共
用
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者

が
共
用
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
四
十
五
条
第
一
項
に

規
定
す
る
共
用
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か

つ
、
共
用
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
の
事
業
と
共
用
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
（
同

項
に
規
定
す
る
共
用
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所
に

お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
所
に
お
け
る
共
用
型
指
定
介
護
予
防
認
知

症
対
応
型
通
所
介
護
又
は
共
用
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
の
利
用
者
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
数
を

合
計
し
た
数
に
つ
い
て
、
第
七
十
条
又
は
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
九
十
条
、
第
百
十
条
若
し
く
は

第
百
三
十
一
条
の
規
定
を
満
た
す
た
め
に
必
要
な
数
以
上
と
す
る
。

第
八
条

指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
九
十
条
第
一
項
に

規
定
す
る
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）若
し
く
は
指
定
介
護
予
防
認
知

症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
（
第
七
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活

介
護
事
業
所
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
居
間
若
し
く
は
食
堂
又
は
指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
（
指

定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
を
い
う
。
次
条
及

び
第
四
十
四
条
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。）若
し
く
は
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
指
定
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
三
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
を
い
う
。
次
条
及

び
第
四
十
四
条
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
食
堂
若
し
く
は
共
同
生
活
室
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
事
業
所
又
は

施
設
の
利
用
者
、
入
居
者
又
は
入
所
者
と
と
も
に
行
う
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
（
以
下
「
共

用
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
」
と
い
う
。）の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
共
用
型
指
定
介
護
予

防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
」
と
い
う
。）が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
共
用
型
指
定
介
護
予

防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。）に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
は
、
当
該
利
用
者
、
当
該
入
居

者
又
は
当
該
入
所
者
の
数
と
当
該
共
用
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
の
利
用
者
（
当
該
共
用
型

指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
が
共
用
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
（
指
定
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
四
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
共
用
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
を

い
う
。
以
下
同
じ
。）の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
共
用
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
の
事

業
と
共
用
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
（
同
項
に
規
定
す
る
共
用
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
を
い

う
。
以
下
同
じ
。）の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当

該
事
業
所
に
お
け
る
共
用
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
又
は
共
用
型
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所

介
護
の
利
用
者
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
数
を
合
計
し
た
数
に
つ
い
て
、
第
七
十
条
又
は
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
基
準
第
九
十
条
、
第
百
十
条
若
し
く
は
第
百
三
十
一
条
の
規
定
を
満
た
す
た
め
に
必
要
な
数
以
上
と

す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
利
用
定
員
等
）

（
利
用
定
員
等
）

第
九
条

（
略
）

第
九
条

（
略
）

２

共
用
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
は
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
（
法
第
四
十
一
条
第
一

項
に
規
定
す
る
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。）、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
（
法
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項

に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。）、
指
定
居
宅
介
護
支
援
（
法
第
四
十
六
条
第
一
項
に
規
定

す
る
指
定
居
宅
介
護
支
援
を
い
う
。）、
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
（
法
第
五
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。）、
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
指
定
介
護
予
防
支
援
（
法

第
五
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
支
援
を
い
う
。）の
事
業
又
は
介
護
保
険
施
設
（
法
第
八
条
第

二
十
五
項
に
規
定
す
る
介
護
保
険
施
設
を
い
う
。）若
し
く
は
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
（
健
康
保
険
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な

お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
四
十
八
条
第
一
項
第

三
号
に
規
定
す
る
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
を
い
う
。
第
四
十
四
条
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
運
営
（
第

四
十
四
条
第
七
項
及
び
第
七
十
条
第
九
項
に
お
い
て
「
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
三

年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

共
用
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
は
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
（
法
第
四
十
一
条
第
一

項
に
規
定
す
る
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。）、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
（
法
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項

に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。）、
指
定
居
宅
介
護
支
援
（
法
第
四
十
六
条
第
一
項
に
規
定

す
る
指
定
居
宅
介
護
支
援
を
い
う
。）、
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
（
法
第
五
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。）、
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
指
定
介
護
予
防
支
援
（
法

第
五
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
支
援
を
い
う
。）の
事
業
又
は
介
護
保
険
施
設
（
法
第
八
条
第

二
十
五
項
に
規
定
す
る
介
護
保
険
施
設
を
い
う
。）若
し
く
は
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
（
健
康
保
険
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な

お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
四
十
八
条
第
一
項
第

三
号
に
規
定
す
る
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
を
い
う
。
第
四
十
四
条
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
運
営
（
第

四
十
四
条
第
七
項
に
お
い
て
「
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
三
年
以
上
の
経
験
を
有
す

る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報



（
管
理
者
）

（
管
理
者
）

第
十
条

共
用
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
は
、
共
用
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型

通
所
介
護
事
業
所
ご
と
に
専
ら
そ
の
職
務
に
従
事
す
る
常
勤
の
管
理
者
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。た
だ
し
、

共
用
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
所
の
管
理
上
支
障
が
な
い
場
合
は
、
当
該
共
用
型
指
定

介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
所
の
他
の
職
務
に
従
事
し
、又
は
同
一
敷
地
内
に
あ
る
他
の
事
業
所
、

施
設
等
の
職
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
な
お
、
共
用
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通

所
介
護
事
業
所
の
管
理
上
支
障
が
な
い
場
合
は
、
当
該
共
用
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業

所
の
他
の
職
務
に
従
事
し
、
か
つ
、
同
一
敷
地
内
に
あ
る
他
の
本
体
事
業
所
等
の
職
務
に
従
事
す
る
こ
と
と
し

て
も
差
し
支
え
な
い
。

第
十
条

共
用
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
は
、
共
用
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型

通
所
介
護
事
業
所
ご
と
に
専
ら
そ
の
職
務
に
従
事
す
る
常
勤
の
管
理
者
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。た
だ
し
、

共
用
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
所
の
管
理
上
支
障
が
な
い
場
合
は
、
当
該
共
用
型
指
定

介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
所
の
他
の
職
務
に
従
事
し
、又
は
同
一
敷
地
内
に
あ
る
他
の
事
業
所
、

施
設
等
の
職
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
二
十
七
条

指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て

「
運
営
規
程
」
と
い
う
。）を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
七
条

指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て

「
運
営
規
程
」
と
い
う
。）を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
九

（
略
）

一
〜
九

（
略
）

十

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

十
一

（
略
）

十

（
略
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

第
二
十
八
条

（
略
）

第
二
十
八
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
は
、
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
従
業
者
の
資
質

の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
当
該
指
定
介
護
予
防
認
知

症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
は
、
全
て
の
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
従
業
者
（
看
護
師
、准
看
護
師
、

介
護
福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員
、
法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者
等
の
資
格
を
有
す
る
者

そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
者
を
除
く
。）に
対
し
、
認
知
症
介
護
に
係
る
基
礎
的
な
研
修
を
受
講
さ
せ
る
た
め
に
必

要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
は
、
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
従
業
者
の
資
質

の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
は
、
適
切
な
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
の

提
供
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
職
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
性
的
な
言
動
又
は
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言

動
で
あ
っ
て
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を
超
え
た
も
の
に
よ
り
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
従
業

者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
方
針
の
明
確
化
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
新
設
）

（
業
務
継
続
計
画
の
策
定
等
）

第
二
十
八
条
の
二

指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
は
、
感
染
症
や
非
常
災
害
の
発
生
時
に
お

い
て
、
利
用
者
に
対
す
る
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
の
提
供
を
継
続
的
に
実
施
す
る
た
め
の
、

及
び
非
常
時
の
体
制
で
早
期
の
業
務
再
開
を
図
る
た
め
の
計
画
（
以
下
「
業
務
継
続
計
画
」
と
い
う
。）を
策
定

し
、
当
該
業
務
継
続
計
画
に
従
い
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

２

指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
は
、介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
従
業
者
に
対
し
、

業
務
継
続
計
画
に
つ
い
て
周
知
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

３

指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
は
、
定
期
的
に
業
務
継
続
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
必
要

に
応
じ
て
業
務
継
続
計
画
の
変
更
を
行
う
も
の
と
す
る
。

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 



（
非
常
災
害
対
策
）

（
非
常
災
害
対
策
）

第
三
十
条

（
略
）

第
三
十
条

（
略
）

２

指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
は
、
前
項
に
規
定
す
る
訓
練
の
実
施
に
当
た
っ
て
、
地
域

住
民
の
参
加
が
得
ら
れ
る
よ
う
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
衛
生
管
理
等
）

（
衛
生
管
理
等
）

第
三
十
一
条

（
略
）

第
三
十
一
条

（
略
）

２

指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
は
、
当
該
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業

所
に
お
い
て
感
染
症
が
発
生
し
、
又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
は
、
当
該
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業

所
に
お
い
て
感
染
症
が
発
生
し
、
又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一

当
該
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
所
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の

た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
そ
の
他
の
情
報
通
信
機
器
（
以
下
「
テ
レ
ビ
電
話
装

置
等
」
と
い
う
。）を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
お
お
む
ね
六
月
に
一
回
以
上
開
催
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ

と
。

（
新
設
）

二

当
該
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
所
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の

た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。

（
新
設
）

三

当
該
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
所
に
お
い
て
、
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

従
業
者
に
対
し
、
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ

と
。

（
新
設
）

（
掲
示
）

（
掲
示
）

第
三
十
二
条

（
略
）

第
三
十
二
条

（
略
）

２

指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
は
、
前
項
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
当
該
指

定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
所
に
備
え
付
け
、
か
つ
、
こ
れ
を
い
つ
で
も
関
係
者
に
自
由
に
閲

覧
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
掲
示
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）

（
虐
待
の
防
止
）

第
三
十
七
条
の
二

指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
は
、
虐
待
の
発
生
又
は
そ
の
再
発
を
防
止

す
る
た
め
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

一

当
該
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
所
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す

る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
定
期
的
に
開
催
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二

当
該
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
所
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す

る
こ
と
。

三

当
該
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
所
に
お
い
て
、
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

従
業
者
に
対
し
、
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
研
修
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
担
当
者
を
置
く
こ
と
。

（
地
域
と
の
連
携
等
）

（
地
域
と
の
連
携
等
）

第
三
十
九
条

指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
、
利
用
者
の
家
族
、
地
域
住
民
の
代
表
者
、
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型

通
所
介
護
事
業
所
が
所
在
す
る
市
町
村
の
職
員
又
は
当
該
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
所
が

所
在
す
る
区
域
を
管
轄
す
る
法
第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職

員
、
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
協
議
会
（
テ
レ

ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
（
以
下
こ

の
項
及
び
第
四
十
九
条
に
お
い
て
「
利
用
者
等
」
と
い
う
。）が
参
加
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
テ
レ
ビ
電
話
装

置
等
の
活
用
に
つ
い
て
当
該
利
用
者
等
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
運
営

第
三
十
九
条

指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
、
利
用
者
の
家
族
、
地
域
住
民
の
代
表
者
、
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型

通
所
介
護
事
業
所
が
所
在
す
る
市
町
村
の
職
員
又
は
当
該
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
所
が

所
在
す
る
区
域
を
管
轄
す
る
法
第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職

員
、
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
協
議
会
（
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
「
運
営
推
進
会
議
」
と
い
う
。）を
設
置
し
、
お
お
む
ね
六
月
に
一
回
以
上
、
運
営
推
進
会
議

に
対
し
活
動
状
況
を
報
告
し
、
運
営
推
進
会
議
に
よ
る
評
価
を
受
け
る
と
と
も
に
、
運
営
推
進
会
議
か
ら
必
要

な
要
望
、
助
言
等
を
聴
く
機
会
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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２
〜
５

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

推
進
会
議
」
と
い
う
。）を
設
置
し
、
お
お
む
ね
六
月
に
一
回
以
上
、
運
営
推
進
会
議
に
対
し
活
動
状
況
を
報
告

し
、
運
営
推
進
会
議
に
よ
る
評
価
を
受
け
る
と
と
も
に
、
運
営
推
進
会
議
か
ら
必
要
な
要
望
、
助
言
等
を
聴
く

機
会
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
従
業
者
の
員
数
等
）

（
従
業
者
の
員
数
等
）

第
四
十
四
条

（
略
）

第
四
十
四
条

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

６

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
前
各
項
に
定
め
る
人
員
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す
介
護
予
防
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
従
業
者
を
置
く
ほ
か
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
施
設
等
の
人
員
に
関
す
る
基
準
を
満

た
す
従
業
者
を
置
い
て
い
る
と
き
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
当
該
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
従

業
者
は
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
施
設
等
の
職
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
前
各
項
に
定
め
る
人
員
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す
介
護
予
防
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
従
業
者
を
置
く
ほ
か
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
施
設
等
の
人
員
に
関
す
る
基
準
を
満

た
す
従
業
者
を
置
い
て
い
る
と
き
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
当
該
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
従

業
者
は
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
施
設
等
の
職
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

当
該
指
定
介
護
予
防
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所

に
中
欄
に
掲
げ
る
施
設
等
の

い
ず
れ
か
が
併
設
さ
れ
て
い

る
場
合

指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業

所
、
指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
、
指
定

地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
、
指
定

介
護
老
人
福
祉
施
設
、
介
護
老
人
保
健
施

設
、
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
（
医
療

法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）

第
七
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
療
養

病
床
を
有
す
る
診
療
所
で
あ
る
も
の
に
限

る
。）又
は
介
護
医
療
院

介
護
職
員

当
該
指
定
介
護
予
防
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所

に
中
欄
に
掲
げ
る
施
設
等
の

い
ず
れ
か
が
併
設
さ
れ
て
い

る
場
合

指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業

所
、
指
定
地
域
密
着
型
特
定
施
設
、
指
定

地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
、
指
定

介
護
療
養
型
医
療
施
設
（
医
療
法
（
昭
和

二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
七
条
第

二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
療
養
病
床
を
有

す
る
診
療
所
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）又
は

介
護
医
療
院

介
護
職
員

当
該
指
定
介
護
予
防
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所

の
同
一
敷
地
内
に
中
欄
に
掲

げ
る
施
設
等
の
い
ず
れ
か
が

あ
る
場
合

前
項
中
欄
に
掲
げ
る
施
設
等
、
指
定
居
宅

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
行
う
事
業
所
、
指
定

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護

事
業
所
、
指
定
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事

業
所
又
は
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

事
業
所

看
護
師
又
は
准
看
護
師

当
該
指
定
介
護
予
防
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所

の
同
一
敷
地
内
に
中
欄
に
掲

げ
る
施
設
等
の
い
ず
れ
か
が

あ
る
場
合

前
項
中
欄
に
掲
げ
る
施
設
等
、
指
定
居
宅

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
行
う
事
業
所
、
指
定

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護

事
業
所
、
指
定
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事

業
所
、
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事

業
所
、
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
又
は
介

護
老
人
保
健
施
設

看
護
師
又
は
准
看
護
師

７

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
サ
テ
ラ
イ
ト
型
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
（
指

定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
で
あ
っ
て
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
そ
の
他
の
保
健
医

療
又
は
福
祉
に
関
す
る
事
業
に
つ
い
て
三
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
事
業
者
又
は
指
定
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
七
十

一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
を
い
う
。）に
よ
り
設
置
さ
れ
る
当
該

指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
以
外
の
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業

所
又
は
指
定
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
（
同
項
に
規
定
す
る
指
定
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
事
業
所
を
い
う
。）で
あ
っ
て
当
該
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
に
対
し
て
指
定
介

護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
提
供
に
係
る
支
援
を
行
う
も
の
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
本
体
事
業

所
」
と
い
う
。）と
の
密
接
な
連
携
の
下
に
運
営
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
置
く
べ
き
訪
問
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
当
た
る
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
従
業
者
に
つ
い
て
は
、
本
体
事
業
所
の
職
員
に
よ

り
当
該
サ
テ
ラ
イ
ト
型
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
の
登
録
者
の
処
遇
が
適
切
に
行
わ

れ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
一
人
以
上
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

７

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
サ
テ
ラ
イ
ト
型
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
（
指

定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
で
あ
っ
て
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
そ
の
他
の
保
健
医

療
又
は
福
祉
に
関
す
る
事
業
に
つ
い
て
三
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
事
業
者
又
は
指
定
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
七
十

一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
を
い
う
。）に
よ
り
設
置
さ
れ
る
当
該

指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
以
外
の
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業

所
又
は
指
定
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
（
同
項
に
規
定
す
る
指
定
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
事
業
所
を
い
う
。）で
あ
っ
て
当
該
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
に
対
し
て
指
定
介

護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
提
供
に
係
る
支
援
を
行
う
も
の
（
以
下
「
本
体
事
業
所
」
と
い
う
。）と

の
密
接
な
連
携
の
下
に
運
営
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
置
く
べ
き
訪
問
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た

る
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
従
業
者
に
つ
い
て
は
、
本
体
事
業
所
の
職
員
に
よ
り
当
該
サ
テ
ラ
イ

ト
型
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
の
登
録
者
の
処
遇
が
適
切
に
行
わ
れ
る
と
認
め
ら
れ

る
と
き
は
、
一
人
以
上
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

８
〜
13

（
略
）

８
〜
13

（
略
）

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 



（
管
理
者
）

（
管
理
者
）

第
四
十
五
条

（
略
）

第
四
十
五
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
二
項
の
管
理
者
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
老
人
福
祉
法
第
二
十
条

の
二
の
二
に
規
定
す
る
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
介
護

医
療
院
、
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
、
指
定
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
（
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
七
十
三
条
に
規
定
す
る
指
定
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
い
う
。次
条
に
お
い
て
同
じ
。）、

指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
等
の
従
業
者
又
は
訪
問
介
護
員
等
（
介
護
福
祉
士
又
は
法

第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者
を
い
う
。
次
条
、
第
七
十
一
条
第
三
項
及
び
第
七
十
二
条
に
お

い
て
同
じ
。）と
し
て
三
年
以
上
認
知
症
で
あ
る
者
の
介
護
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
、
別
に
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
研
修
を
修
了
し
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
二
項
の
管
理
者
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
老
人
福
祉
法
第
二
十
条

の
二
の
二
に
規
定
す
る
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
介
護

医
療
院
、
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
、
指
定
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
（
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
七
十
三
条
に
規
定
す
る
指
定
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
い
う
。次
条
に
お
い
て
同
じ
。）、

指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
等
の
従
業
者
又
は
訪
問
介
護
員
等
（
介
護
福
祉
士
又
は
法

第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者
を
い
う
。
次
条
、
第
七
十
一
条
第
二
項
及
び
第
七
十
二
条
に
お

い
て
同
じ
。）と
し
て
三
年
以
上
認
知
症
で
あ
る
者
の
介
護
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
、
別
に
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
研
修
を
修
了
し
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
心
身
の
状
況
等
の
把
握
）

（
心
身
の
状
況
等
の
把
握
）

第
四
十
九
条

指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
介
護
支
援
専
門
員
（
第
四
十
四
条
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
介
護
支
援
専
門

員
を
配
置
し
て
い
な
い
サ
テ
ラ
イ
ト
型
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
本

体
事
業
所
の
介
護
支
援
専
門
員
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
六
十
六
条
に
お
い
て
同
じ
。）が
開
催
す
る
サ
ー
ビ
ス
担

当
者
会
議
（
介
護
支
援
専
門
員
が
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
に
係
る
計
画
の
作
成
の
た
め
に
指
定
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
に
係
る
計
画
の
原
案
に
位
置
付
け
た
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
担
当
者
を
招

集
し
て
行
う
会
議
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
利
用
者

等
が
参
加
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
の
活
用
に
つ
い
て
当
該
利
用
者
等
の
同
意
を
得
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。）を
い
う
。）等
を
通
じ
て
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
、
他
の
保
健

医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
等
の
把
握
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
九
条

指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
介
護
支
援
専
門
員
（
第
四
十
四
条
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
介
護
支
援
専
門

員
を
配
置
し
て
い
な
い
サ
テ
ラ
イ
ト
型
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
本

体
事
業
所
の
介
護
支
援
専
門
員
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
六
十
六
条
に
お
い
て
同
じ
。）が
開
催
す
る
サ
ー
ビ
ス
担

当
者
会
議
（
介
護
支
援
専
門
員
が
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
に
係
る
計
画
の
作
成
の
た
め
に
指
定
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
に
係
る
計
画
の
原
案
に
位
置
付
け
た
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
担
当
者
を
召

集
し
て
行
う
会
議
を
い
う
。）等
を
通
じ
て
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
、
他
の
保
健

医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
等
の
把
握
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
五
十
七
条

指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
七
条

指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
九

（
略
）

一
〜
九

（
略
）

十

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

十
一

（
略
）

十

（
略
）

（
定
員
の
遵
守
）

（
定
員
の
遵
守
）

第
五
十
八
条

（
略
）

第
五
十
八
条

（
略
）

２

前
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
過
疎
地
域
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
地
域
に
お
い
て
、
地
域
の
実
情
に
よ

り
当
該
地
域
に
お
け
る
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
効
率
的
運
営
に
必
要
で
あ
る
と
市
町
村

が
認
め
た
場
合
は
、
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
市
町
村
が
認
め
た
日
か
ら
市
町

村
介
護
保
険
事
業
計
画
（
法
第
百
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
を
い
う
。
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
終
期
ま
で
（
市
町
村
が
次
期
の
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
を
作
成
す
る
に
当
た
っ

て
、
新
規
に
代
替
サ
ー
ビ
ス
を
整
備
す
る
よ
り
も
既
存
の
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所

を
活
用
す
る
こ
と
が
よ
り
効
率
的
で
あ
る
と
認
め
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
期
の
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画

の
終
期
ま
で
）
に
限
り
、
登
録
定
員
並
び
に
通
い
サ
ー
ビ
ス
及
び
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
定
員
を
超
え
て
指
定

介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
提
供
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報



（
準
用
）

（
準
用
）

第
六
十
四
条

第
十
一
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
六
条
、

第
二
十
八
条
、
第
二
十
八
条
の
二
、
第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
九
条
ま
で
（
第
三
十
七
条
第
四
項
を
除
く
。）の

規
定
は
、
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
十
一
条
第
一
項
中
「
第
二
十
七
条
に
規
定
す
る
運
営
規
程
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
七
条
に
規
定
す
る
重
要

事
項
に
関
す
る
規
程
」
と
、
同
項
、
第
二
十
八
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
二
十
八
条
の
二
第
二
項
、
第
三
十

一
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
号
、第
三
十
二
条
第
一
項
並
び
に
第
三
十
七
条
の
二
第
一
号
及
び
第
三
号
中「
介

護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
従
業
者
」

と
、
第
二
十
六
条
第
二
項
中
「
こ
の
節
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
章
第
四
節
」
と
、
第
三
十
九
条
第
一
項
中
「
介

護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者
」
と
、「
六
月
」
と
あ
る
の
は
「
二
月
」
と
、「
活
動
状
況
」
と
あ
る
の
は

「
通
い
サ
ー
ビ
ス
及
び
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
回
数
等
の
活
動
状
況
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
六
十
四
条

第
十
一
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
六
条
、

第
二
十
八
条
、
第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
六
条
ま
で
、
第
三
十
七
条
（
第
四
項
を
除
く
。）か
ら
第
三
十
九
条
ま

で
の
規
定
は
、
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
第
十
一
条
第
一
項
中
「
第
二
十
七
条
に
規
定
す
る
運
営
規
程
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
七
条
に
規
定
す
る

重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
」
と
、「
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
従
業
者
」
と
、
第
二
十
六
条
第
二
項
中
「
こ
の
節
」
と
あ
る
の
は「
第
三
章
第
四
節
」

と
、
第
二
十
八
条
第
三
項
及
び
第
三
十
二
条
中
「
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は

「
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
従
業
者
」
と
、
第
三
十
九
条
第
一
項
中
「
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型

通
所
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
に
つ
い
て
知

見
を
有
す
る
者
」
と
、「
六
月
」
と
あ
る
の
は
「
二
月
」
と
、「
活
動
状
況
」
と
あ
る
の
は
「
通
い
サ
ー
ビ
ス
及
び

宿
泊
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
回
数
等
の
活
動
状
況
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
従
業
者
の
員
数
）

（
従
業
者
の
員
数
）

第
七
十
条

指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
指
定
介
護
予
防
認
知
症

対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
」
と
い
う
。）が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対

応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。）ご
と
に
置
く
べ
き
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
の

提
供
に
当
た
る
従
業
者
（
以
下
「
介
護
従
業
者
」
と
い
う
。）の
員
数
は
、
当
該
事
業
所
を
構
成
す
る
共
同
生
活

住
居
ご
と
に
、
夜
間
及
び
深
夜
の
時
間
帯
以
外
の
時
間
帯
に
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
の

提
供
に
当
た
る
介
護
従
業
者
を
、
常
勤
換
算
方
法
で
、
当
該
共
同
生
活
住
居
の
利
用
者
（
当
該
指
定
介
護
予
防

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
が
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
（
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
基
準
第
九
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
の
事
業
と
指
定
認
知
症

対
応
型
共
同
生
活
介
護
（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
八
十
九
条
に
規
定
す
る
指
定
認
知
症
対
応
型
共

同
生
活
介
護
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
所
に
お
け
る
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
又
は
指
定
認
知
症
対
応

型
共
同
生
活
介
護
の
利
用
者
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
七
十
三
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
数
が
三
又
は
そ
の
端
数
を

増
す
ご
と
に
一
以
上
と
す
る
ほ
か
、
夜
間
及
び
深
夜
の
時
間
帯
を
通
じ
て
一
以
上
の
介
護
従
業
者
に
夜
間
及
び

深
夜
の
勤
務
（
夜
間
及
び
深
夜
の
時
間
帯
に
行
わ
れ
る
勤
務
（
宿
直
勤
務
を
除
く
。）を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
同
じ
。）を
行
わ
せ
る
た
め
に
必
要
な
数
以
上
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型

共
同
生
活
介
護
事
業
所
の
有
す
る
共
同
生
活
住
居
の
数
が
三
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
共
同
生
活
住
居
が

す
べ
て
同
一
の
階
に
お
い
て
隣
接
し
、
介
護
従
業
者
が
円
滑
な
利
用
者
の
状
況
把
握
及
び
速
や
か
な
対
応
を
行

う
こ
と
が
可
能
な
構
造
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者

に
よ
る
安
全
対
策
が
講
じ
ら
れ
、
利
用
者
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
夜
間
及
び

深
夜
の
時
間
帯
に
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
ご
と
に
置
く
べ
き
介
護
従
業
者
の
員

数
は
、
夜
間
及
び
深
夜
の
時
間
帯
を
通
じ
て
二
以
上
の
介
護
従
業
者
に
夜
間
及
び
深
夜
の
勤
務
を
行
わ
せ
る
た

め
に
必
要
な
数
以
上
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
十
条

指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
指
定
介
護
予
防
認
知
症

対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
」
と
い
う
。）が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対

応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。）ご
と
に
置
く
べ
き
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
の

提
供
に
当
た
る
従
業
者
（
以
下
「
介
護
従
業
者
」
と
い
う
。）の
員
数
は
、
当
該
事
業
所
を
構
成
す
る
共
同
生
活

住
居
ご
と
に
、
夜
間
及
び
深
夜
の
時
間
帯
以
外
の
時
間
帯
に
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
の

提
供
に
当
た
る
介
護
従
業
者
を
、
常
勤
換
算
方
法
で
、
当
該
共
同
生
活
住
居
の
利
用
者
（
当
該
指
定
介
護
予
防

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
が
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
（
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
基
準
第
九
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
の
事
業
と
指
定
認
知
症

対
応
型
共
同
生
活
介
護
（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
八
十
九
条
に
規
定
す
る
指
定
認
知
症
対
応
型
共

同
生
活
介
護
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
所
に
お
け
る
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
又
は
指
定
認
知
症
対
応

型
共
同
生
活
介
護
の
利
用
者
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
七
十
三
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
数
が
三
又
は
そ
の
端
数
を

増
す
ご
と
に
一
以
上
と
す
る
ほ
か
、
夜
間
及
び
深
夜
の
時
間
帯
を
通
じ
て
一
以
上
の
介
護
従
業
者
に
夜
間
及
び

深
夜
の
勤
務
（
夜
間
及
び
深
夜
の
時
間
帯
に
行
わ
れ
る
勤
務
（
宿
直
勤
務
を
除
く
。）を
い
う
。）を
行
わ
せ
る
た

め
に
必
要
な
数
以
上
と
す
る
。

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 



５

指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

事
業
所
ご
と
に
、
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
係
る
計
画
の
作
成
に
関
し
知
識
及
び
経

験
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
計
画
の
作
成
を
担
当
さ
せ
る
の
に
適
当
と

認
め
ら
れ
る
も
の
を
専
ら
そ
の
職
務
に
従
事
す
る
計
画
作
成
担
当
者
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
利

用
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、
当
該
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
に
お
け
る

他
の
職
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

５

指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
共
同
生
活
住
居
ご
と
に
、
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス

又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
係
る
計
画
の
作
成
に
関
し
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
介
護
予
防
認

知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
計
画
の
作
成
を
担
当
さ
せ
る
の
に
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
専
ら
そ
の
職
務
に

従
事
す
る
計
画
作
成
担
当
者
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
利
用
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、

当
該
共
同
生
活
住
居
に
お
け
る
他
の
職
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

６
〜
８

（
略
）

６
〜
８

（
略
）

９

第
七
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
サ
テ
ラ
イ
ト
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業

所
（
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
で
あ
っ
て
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
そ
の
他

の
保
健
医
療
又
は
福
祉
に
関
す
る
事
業
に
つ
い
て
三
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型

共
同
生
活
介
護
事
業
者
に
よ
り
設
置
さ
れ
る
当
該
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
以
外

の
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
で
あ
っ
て
当
該
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同

生
活
介
護
事
業
所
に
対
し
て
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
の
提
供
に
係
る
支
援
を
行
う
も
の

（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
本
体
事
業
所
」
と
い
う
。）と
の
密
接
な
連
携
の
下
に
運
営
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）に
つ
い
て
は
、
介
護
支
援
専
門
員
で
あ
る
計
画
作
成
担
当
者
に
代
え
て
、
第
六
項
の
別
に
厚
生
労

働
大
臣
が
定
め
る
研
修
を
修
了
し
て
い
る
者
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）

10
・
11

（
略
）

９
・
10

（
略
）

（
管
理
者
）

（
管
理
者
）

第
七
十
一
条

（
略
）

第
七
十
一
条

（
略
）

２

前
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
共
同
生
活
住
居
の
管
理
上
支
障
が
な
い
場
合
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト
型
指
定

介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
に
お
け
る
共
同
生
活
住
居
の
管
理
者
は
、
本
体
事
業
所
に
お

け
る
共
同
生
活
住
居
の
管
理
者
を
も
っ
て
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）

３

（
略
）

２

（
略
）

第
七
十
三
条

指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
は
、共
同
生
活
住
居
を
有
す
る
も
の
と
し
、

そ
の
数
は
一
以
上
三
以
下
（
サ
テ
ラ
イ
ト
型
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
に
あ
っ
て

は
、
一
又
は
二
）
と
す
る
。

第
七
十
三
条

指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
は
、共
同
生
活
住
居
を
有
す
る
も
の
と
し
、

そ
の
数
は
一
又
は
二
と
す
る
。
た
だ
し
、
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
に
係
る
用
地

の
確
保
が
困
難
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
地
域
の
実
情
に
よ
り
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業

所
の
効
率
的
運
営
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
一
の
事
業
所
に
お
け
る
共
同
生
活
住
居
の
数
を
三
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

２
〜
７

（
略
）

２
〜
７

（
略
）

（
身
体
的
拘
束
等
の
禁
止
）

（
身
体
的
拘
束
等
の
禁
止
）

第
七
十
七
条

（
略
）

第
七
十
七
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
次
に

掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
次
に

掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
従

業
者
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

一

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
を
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
従
業
者
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

（
管
理
者
に
よ
る
管
理
）

（
管
理
者
に
よ
る
管
理
）

第
七
十
八
条

共
同
生
活
住
居
の
管
理
者
は
、
同
時
に
介
護
保
険
施
設
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
、
指
定
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
、
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
（
サ
テ
ラ
イ
ト
型
指
定

介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
の
場
合
は
、
本
体
事
業
所
が
提
供
す
る
指
定
介
護
予
防
認
知

症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
を
除
く
。）の
事
業
を
行
う
事
業
所
、
病
院
、
診
療
所
又
は
社
会
福
祉
施
設
を
管
理
す

る
者
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
事
業
所
、
施
設
等
が
同
一
敷
地
内
に
あ
る
こ
と
等
に
よ
り

当
該
共
同
生
活
住
居
の
管
理
上
支
障
が
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
七
十
八
条

共
同
生
活
住
居
の
管
理
者
は
、
同
時
に
介
護
保
険
施
設
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
、
指
定
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
、指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
行
う
事
業
所
、

病
院
、
診
療
所
又
は
社
会
福
祉
施
設
を
管
理
す
る
者
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
事
業
所
、

施
設
等
が
同
一
敷
地
内
に
あ
る
こ
と
等
に
よ
り
当
該
共
同
生
活
住
居
の
管
理
上
支
障
が
な
い
場
合
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。
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（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
七
十
九
条

指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
共
同
生
活
住
居
ご
と
に
、
次
に
掲
げ

る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
十
九
条

指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
共
同
生
活
住
居
ご
と
に
、
次
に
掲
げ

る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
六

（
略
）

一
〜
六

（
略
）

七

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

八

（
略
）

七

（
略
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

第
八
十
条

（
略
）

第
八
十
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
介
護
従
業
者
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の

研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
当
該
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

事
業
者
は
、
全
て
の
介
護
従
業
者
（
看
護
師
、
准
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員
、
法
第
八
条
第

二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者
等
の
資
格
を
有
す
る
者
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
者
を
除
く
。）に
対
し
、
認

知
症
介
護
に
係
る
基
礎
的
な
研
修
を
受
講
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
介
護
従
業
者
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の

研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
適
切
な
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生

活
介
護
の
提
供
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
職
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
性
的
な
言
動
又
は
優
越
的
な
関
係
を
背
景

と
し
た
言
動
で
あ
っ
て
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を
超
え
た
も
の
に
よ
り
介
護
従
業
者
の
就
業
環
境
が
害

さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
方
針
の
明
確
化
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
準
用
）

（
準
用
）

第
八
十
五
条

第
十
一
条
、
第
十
二
条
、
第
十
四
条
、
第
十
五
条
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
六

条
、
第
二
十
八
条
の
二
、
第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
四
条
ま
で
、
第
三
十
六
条
か
ら
第
三
十
九
条
ま
で
（
第
三

十
七
条
第
四
項
及
び
第
三
十
九
条
第
五
項
を
除
く
。）、
第
五
十
六
条
、
第
五
十
八
条
の
二
及
び
第
六
十
条
の
規

定
は
、
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
十
一
条
第
一
項
中
「
第
二
十
七
条
に
規
定
す
る
運
営
規
程
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
九
条
に
規
定
す
る
重
要

事
項
に
関
す
る
規
程
」
と
、
同
項
、
第
二
十
八
条
の
二
第
二
項
、
第
三
十
一
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
号
、

第
三
十
二
条
第
一
項
並
び
に
第
三
十
七
条
の
二
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
従
業
者
」
と
、
第
二
十
六
条
第
二
項
中
「
こ
の
節
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
章
第

四
節
」
と
、
第
三
十
九
条
第
一
項
中
「
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者
」
と

あ
る
の
は
「
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者
」
と
、「
六
月
」
と
あ
る
の

は
「
二
月
」
と
、
第
五
十
六
条
中
「
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
従

業
者
」
と
、
第
五
十
八
条
の
二
中
「
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
指

定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
八
十
五
条

第
十
一
条
、
第
十
二
条
、
第
十
四
条
、
第
十
五
条
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
四
条
、第
二
十
六
条
、

第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
四
条
ま
で
、
第
三
十
六
条
、
第
三
十
七
条
（
第
四
項
を
除
く
。）、
第
三
十
八
条
、
第

三
十
九
条
（
第
五
項
を
除
く
。）、
第
五
十
六
条
、
第
五
十
八
条
の
二
及
び
第
六
十
条
の
規
定
は
、
指
定
介
護
予

防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
一
条
第
一
項
中

「
第
二
十
七
条
に
規
定
す
る
運
営
規
程
」
と
あ
る
の
は「
第
七
十
九
条
に
規
定
す
る
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
」

と
、「
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
従
業
者
」
と
、
第
二
十
六
条
第
二
項

中
「
こ
の
節
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
章
第
四
節
」
と
、
第
三
十
二
条
中
「
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
従
業
者
」
と
、
第
三
十
九
条
第
一
項
中
「
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
に
つ
い
て
知
見
を
有

す
る
者
」
と
、「
六
月
」
と
あ
る
の
は
「
二
月
」
と
、
第
五
十
六
条
中
「
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
従
業
者
」
と
、
第
五
十
八
条
の
二
中
「
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

（
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
の
基
本
取
扱
方
針
）

（
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
の
基
本
取
扱
方
針
）

第
八
十
六
条

（
略
）

第
八
十
六
条

（
略
）

２

指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
自
ら
そ
の
提
供
す
る
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対

応
型
共
同
生
活
介
護
の
質
の
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
定
期
的
に
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
評
価
を
受
け
て
、

そ
れ
ら
の
結
果
を
公
表
し
、
常
に
そ
の
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
自
ら
そ
の
提
供
す
る
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対

応
型
共
同
生
活
介
護
の
質
の
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
定
期
的
に
外
部
の
者
に
よ
る
評
価
を
受
け
て
、
そ
れ
ら

の
結
果
を
公
表
し
、
常
に
そ
の
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

外
部
の
者
に
よ
る
評
価

（
新
設
）

二

前
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
運
営
推
進
会
議
に
お
け
る
評
価

（
新
設
）

３
〜
５

（
略
）

３
〜
５

（
略
）

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 



第
五
章

雑
則

（
新
設
）

（
電
磁
的
記
録
等
）

第
九
十
条

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
当
た
る
者
は
、
作
成
、
保
存
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
の
う
ち
、こ
の
省
令
の
規
定
に
お
い
て
書
面（
書

面
、
書
類
、
文
書
、
謄
本
、
抄
本
、
正
本
、
副
本
、
複
本
そ
の
他
文
字
、
図
形
等
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す

る
こ
と
が
で
き
る
情
報
が
記
載
さ
れ
た
紙
そ
の
他
の
有
体
物
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）で
行
う

こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
（
第
十
四
条
第
一
項
（
第
六
十
四
条
及
び
第
八
十
五
条
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
七
十
五
条
第
一
項
並
び
に
次
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。）に
つ
い
て

は
、
書
面
に
代
え
て
、
当
該
書
面
に
係
る
電
磁
的
記
録（
電
子
的
方
式
、磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ

て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に

供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。）に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）

２

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た

る
者
は
、
交
付
、
説
明
、
同
意
、
承
諾
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
以
下
「
交
付
等
」と
い
う
。）の
う
ち
、

こ
の
省
令
の
規
定
に
お
い
て
書
面
で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当

該
交
付
等
の
相
手
方
の
承
諾
を
得
て
、
書
面
に
代
え
て
、
電
磁
的
方
法
（
電
子
的
方
法
、
磁
気
的
方
法
そ
の
他

人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
法
を
い
う
。）に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
七
条

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
昭
和
四
十
一
年
厚
生
省
令
第
十
九
号
。
附
則
に
お
い
て
「
養
護
老
人
ホ
ー
ム
基
準
」
と
い
う
。）の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
趣
旨
）

（
趣
旨
）

第
一
条

養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
係
る
老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
。
以
下「
法
」と
い
う
。）

第
十
七
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該

各
号
に
定
め
る
基
準
と
す
る
。

第
一
条

養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
係
る
老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
。
以
下「
法
」と
い
う
。）

第
十
七
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該

各
号
に
定
め
る
基
準
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条
例

を
定
め
る
に
当
た
つ
て
従
う
べ
き
基
準

第
十
六
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
、
第
二
十
三
条
の
二
、
第
二
十
四
条
第
二
項
、
第
二
十
六
条
、
第
二

十
九
条
及
び
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
る
基
準

三

法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条
例

を
定
め
る
に
当
た
つ
て
従
う
べ
き
基
準

第
十
六
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
、
第
二
十
六
条
及
び
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
基
準

四
・
五

（
略
）

四
・
五

（
略
）

（
基
本
方
針
）

（
基
本
方
針
）

第
二
条

（
略
）

第
二
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
の
人
権
の
擁
護
、
虐
待
の
防
止
等
の
た
め
、
必
要
な
体
制
の
整
備
を
行
う
と

と
も
に
、
そ
の
職
員
に
対
し
、
研
修
を
実
施
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
七
条

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
六

（
略
）

一
〜
六

（
略
）

七

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

八

（
略
）

七

（
略
）

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報



（
非
常
災
害
対
策
）

（
非
常
災
害
対
策
）

第
八
条

（
略
）

第
八
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
前
項
に
規
定
す
る
訓
練
の
実
施
に
当
た
つ
て
、
地
域
住
民
の
参
加
が
得
ら
れ
る
よ
う

連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
職
員
の
配
置
の
基
準
）

（
職
員
の
配
置
の
基
準
）

第
十
二
条

（
略
）

第
十
二
条

（
略
）

２
〜
11

（
略
）

２
〜
11

（
略
）

12

第
一
項
第
三
号
、
第
六
号
及
び
第
七
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
サ
テ
ラ
イ
ト
型
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
生
活

相
談
員
、
栄
養
士
又
は
調
理
員
、
事
務
員
そ
の
他
の
職
員
に
つ
い
て
は
、次
に
掲
げ
る
本
体
施
設
の
場
合
に
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
職
員
に
よ
り
当
該
サ
テ
ラ
イ
ト
型
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
入
所
者
の
処
遇
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

12

第
一
項
第
三
号
、
第
六
号
及
び
第
七
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
サ
テ
ラ
イ
ト
型
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
生
活

相
談
員
、
栄
養
士
又
は
調
理
員
、
事
務
員
そ
の
他
の
職
員
に
つ
い
て
は
、次
に
掲
げ
る
本
体
施
設
の
場
合
に
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
職
員
に
よ
り
当
該
サ
テ
ラ
イ
ト
型
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
入
所
者
の
処
遇
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

一

養
護
老
人
ホ
ー
ム

生
活
相
談
員
、
栄
養
士
又
は
調
理
員
、
事
務
員
そ
の
他
の
職
員

一

養
護
老
人
ホ
ー
ム

栄
養
士
又
は
調
理
員
、
事
務
員
そ
の
他
の
職
員

二
〜
五

（
略
）

二
〜
五

（
略
）

（
処
遇
の
方
針
）

（
処
遇
の
方
針
）

第
十
六
条

（
略
）

第
十
六
条

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

６

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

６

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
そ
の
他
の
情
報
通
信

機
器
（
以
下
「
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
」
と
い
う
。）を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
三
月

に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
支
援
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る

こ
と
。

一

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
を
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
支
援
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

（
施
設
長
の
責
務
）

（
施
設
長
の
責
務
）

第
二
十
一
条

（
略
）

第
二
十
一
条

（
略
）

２

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
施
設
長
は
、
職
員
に
第
七
条
か
ら
第
九
条
ま
で
、
第
十
四
条
か
ら
前
条
ま
で
及
び
次
条

か
ら
第
三
十
条
ま
で
の
規
定
を
遵
守
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
指
揮
命
令
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
施
設
長
は
、
職
員
に
第
七
条
か
ら
第
九
条
ま
で
、
第
十
四
条
か
ら
前
条
ま
で
及
び
次
条

か
ら
第
二
十
九
条
ま
で
の
規
定
を
遵
守
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
指
揮
命
令
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

第
二
十
三
条

（
略
）

第
二
十
三
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
職
員
に
対
し
、
そ
の
資
質
の
向
上
の
た
め
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
際
、
当
該
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
全
て
の
職
員
（
看
護
師
、
准
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
介
護
支

援
専
門
員
、
介
護
保
険
法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者
等
の
資
格
を
有
す
る
者
そ
の
他
こ
れ

に
類
す
る
者
を
除
く
。）に
対
し
、
認
知
症
介
護
に
係
る
基
礎
的
な
研
修
を
受
講
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
職
員
に
対
し
、
そ
の
資
質
の
向
上
の
た
め
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

４

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
職
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
性
的

な
言
動
又
は
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
で
あ
つ
て
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を
超
え
た
も
の
に

よ
り
職
員
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
方
針
の
明
確
化
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 



（
業
務
継
続
計
画
の
策
定
等
）

第
二
十
三
条
の
二

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
感
染
症
や
非
常
災
害
の
発
生
時
に
お
い
て
、
入
所
者
に
対
す
る
処
遇

を
継
続
的
に
行
う
た
め
の
、
及
び
非
常
時
の
体
制
で
早
期
の
業
務
再
開
を
図
る
た
め
の
計
画
（
以
下
「
業
務
継

続
計
画
」
と
い
う
。）を
策
定
し
、
当
該
業
務
継
続
計
画
に
従
い
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

２

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
職
員
に
対
し
、
業
務
継
続
計
画
に
つ
い
て
周
知
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
研
修
及
び

訓
練
を
定
期
的
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
定
期
的
に
業
務
継
続
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
業
務
継
続
計
画
の
変

更
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
衛
生
管
理
等
）

（
衛
生
管
理
等
）

第
二
十
四
条

（
略
）

第
二
十
四
条

（
略
）

２

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
当
該
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て
感
染
症
又
は
食
中
毒
が
発
生
し
、
又
は
ま
ん
延
し

な
い
よ
う
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
当
該
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て
感
染
症
又
は
食
中
毒
が
発
生
し
、
又
は
ま
ん
延
し

な
い
よ
う
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
感
染
症
及
び
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
検

討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
お
お
む
ね
三
月

に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
支
援
員
そ
の
他
の
職
員
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ

と
。

一

当
該
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
感
染
症
及
び
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
検

討
す
る
委
員
会
を
お
お
む
ね
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
支
援
員
そ
の

他
の
職
員
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二

（
略
）

二

（
略
）

三

当
該
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て
、
支
援
員
そ
の
他
の
職
員
に
対
し
、
感
染
症
及
び
食
中
毒
の
予
防
及
び

ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
並
び
に
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
訓
練
を
定
期
的
に
実

施
す
る
こ
と
。

三

当
該
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て
、
支
援
員
そ
の
他
の
職
員
に
対
し
、
感
染
症
及
び
食
中
毒
の
予
防
及
び

ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

四

（
略
）

四

（
略
）

（
事
故
発
生
の
防
止
及
び
発
生
時
の
対
応
）

（
事
故
発
生
の
防
止
及
び
発
生
時
の
対
応
）

第
二
十
九
条

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
事
故
の
発
生
又
は
そ
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
各
号
に
定
め
る
措

置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
九
条

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
事
故
の
発
生
又
は
そ
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
各
号
に
定
め
る
措

置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

事
故
発
生
の
防
止
の
た
め
の
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

る
。）及
び
支
援
員
そ
の
他
の
職
員
に
対
す
る
研
修
を
定
期
的
に
行
う
こ
と
。

三

事
故
発
生
の
防
止
の
た
め
の
委
員
会
及
び
支
援
員
そ
の
他
の
職
員
に
対
す
る
研
修
を
定
期
的
に
行
う
こ

と
。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
担
当
者
を
置
く
こ
と
。

（
新
設
）

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

（
虐
待
の
防
止
）

第
三
十
条

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
虐
待
の
発
生
又
は
そ
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

一

当
該
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置

等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
定
期
的
に
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い

て
、
職
員
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二

当
該
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。

三

当
該
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て
、
職
員
に
対
し
、
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
研
修
を
定
期
的
に
実
施
す
る

こ
と
。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
担
当
者
を
置
く
こ
と
。

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報



（
電
磁
的
記
録
等
）

第
三
十
一
条

養
護
老
人
ホ
ー
ム
及
び
そ
の
職
員
は
、
作
成
、
保
存
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
の
う
ち
、
こ

の
省
令
の
規
定
に
お
い
て
書
面
（
書
面
、
書
類
、
文
書
、
謄
本
、
抄
本
、
正
本
、
副
本
、
複
本
そ
の
他
文
字
、

図
形
等
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
が
記
載
さ
れ
た
紙
そ
の
他
の
有
体
物
を
い
う
。
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
書
面
に

代
え
て
、
当
該
書
面
に
係
る
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る

も
の
を
い
う
。）に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）

（
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
八
条

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
九
号
。
附
則
に
お
い
て
「
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
基
準
」
と
い
う
。）の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

目
次

目
次

第
一
章
〜
第
五
章

（
略
）

第
一
章
〜
第
五
章

（
略
）

第
六
章

雑
則
（
第
五
十
条
）

附
則

附
則

（
趣
旨
）

（
趣
旨
）

第
一
条

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
係
る
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い

う
。）第
八
十
八
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ

れ
当
該
各
号
に
定
め
る
基
準
と
す
る
。

第
一
条

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
係
る
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い

う
。）第
八
十
八
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ

れ
当
該
各
号
に
定
め
る
基
準
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

法
第
八
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条

例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
三
条
第
一
項
第
一
号
ロ
、
第
四
十
条
第
一
項
第
一
号
イ

及

び
附
則
第
四
条
第
一
項
（
第
三
条
第
一
項
第
一
号
ロ
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
基
準

二

法
第
八
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条

例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
三
条
第
一
項
第
一
号
ロ
、第
四
十
条
第
一
項
第
一
号
イ
（
床

面
積
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
附
則
第
四
条
第
一
項
（
第
三
条
第
一
項
第
一
号
ロ
に
係
る
部
分
に
限
る
。）

の
規
定
に
よ
る
基
準

三

法
第
八
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条

例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
四
条
第
一
項
（
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）、
第
四
条
の
二
（
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
一
条
第
四
項
か
ら
第
六
項

ま
で
、
第
十
三
条
第
八
項
、
第
十
九
条
（
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
十
四
条

の
二
（
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
十
七
条
第
二
項
（
第
四
十
九
条
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
十
条
（
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
十
五
条

（
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
十
五
条
の
二
（
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）、
第
四
十
二
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
及
び
第
四
十
三
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
基
準

三

法
第
八
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条

例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
四
条
第
一
項
（
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）、
第
四
条
の
二
（
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
一
条
第
四
項
か
ら
第
六
項

ま
で
、
第
十
三
条
第
八
項
、
第
十
九
条
（
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、第
三
十
条（
第

四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
十
五
条
（
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）、
第
四
十
二
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
及
び
第
四
十
三
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
基
準

四

（
略
）

四

（
略
）

（
基
本
方
針
）

（
基
本
方
針
）

第
一
条
の
二

（
略
）

第
一
条
の
二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
入
所
者
の
人
権
の
擁
護
、
虐
待
の
防
止
等
の
た
め
、
必
要
な
体
制
の
整
備
を

行
う
と
と
も
に
、
そ
の
従
業
者
に
対
し
、
研
修
を
実
施
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

５

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
法
第
百
十
八

条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
保
険
等
関
連
情
報
そ
の
他
必
要
な
情
報
を
活
用
し
、
適
切
か
つ
有
効
に
行
う

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 



（
従
業
者
の
員
数
）

（
従
業
者
の
員
数
）

第
二
条

法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
入
所
定
員
が
四
十
人
を
超
え
な
い
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
あ
っ
て
は
、
他

の
社
会
福
祉
施
設
等
の
栄
養
士
又
は
管
理
栄
養
士
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施

設
の
効
果
的
な
運
営
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
で
あ
っ
て
、
入
所
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
と
き
は
、

第
四
号
の
栄
養
士
又
は
管
理
栄
養
士
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
条

法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
入
所
定
員
が
四
十
人
を
超
え
な
い
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
あ
っ
て
は
、
他

の
社
会
福
祉
施
設
等
の
栄
養
士
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
効
果
的
な
運

営
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
で
あ
っ
て
、
入
所
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
と
き
は
、
第
四
号
の
栄
養
士

を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

栄
養
士
又
は
管
理
栄
養
士

一
以
上

四

栄
養
士

一
以
上

五
・
六

（
略
）

五
・
六

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
従
業
者
は
、
専
ら
当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
職
務
に
従
事
す
る
者
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
入
所
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
従
業
者
は
、
専
ら
当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
職
務
に
従
事
す
る
者
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
第
三
十

八
条
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
除
く
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
を
併
設
す
る
場
合
の
指
定
介
護
老
人

福
祉
施
設
及
び
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
介
護
職
員
及
び
看
護
職
員
（
第
四
十
七
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
配
置
さ
れ
る
看
護
職
員
に
限
る
。）又
は
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
地
域
密

着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準（
平

成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
四
号
。
以
下
「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
」
と
い
う
。）第
百
五
十
八

条
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）

を
併
設
す
る
場
合
の
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
及
び
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
介

護
職
員
及
び
看
護
職
員
（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
六
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
配
置
さ

れ
る
看
護
職
員
に
限
る
。）を
除
き
、
入
所
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

５
〜
９

（
略
）

５
〜
９

（
略
）

10

第
一
項
第
一
号
の
医
師
及
び
同
項
第
六
号
の
介
護
支
援
専
門
員
の
数
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト
型
居
住
施
設
（
指
定

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
三

十
四
号
）
第
百
三
十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る
サ
テ
ラ
イ
ト
型
居
住
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
本
体
施
設

（
同
項
に
規
定
す
る
本
体
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）で
あ
る
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
で
あ
っ
て
、
当
該
サ

テ
ラ
イ
ト
型
居
住
施
設
に
医
師
又
は
介
護
支
援
専
門
員
を
置
か
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
指
定
介
護
老
人
福
祉

施
設
の
入
所
者
の
数
及
び
当
該
サ
テ
ラ
イ
ト
型
居
住
施
設
の
入
所
者
の
数
の
合
計
数
を
基
礎
と
し
て
算
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

10

第
一
項
第
一
号
の
医
師
及
び
同
項
第
六
号
の
介
護
支
援
専
門
員
の
数
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト
型
居
住
施
設
（
指
定

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
三
十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る
サ
テ
ラ
イ
ト
型
居
住
施
設
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）の
本
体
施
設
（
同
項
に
規
定
す
る
本
体
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）で
あ
る
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
で

あ
っ
て
、
当
該
サ
テ
ラ
イ
ト
型
居
住
施
設
に
医
師
又
は
介
護
支
援
専
門
員
を
置
か
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
指

定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
入
所
者
の
数
及
び
当
該
サ
テ
ラ
イ
ト
型
居
住
施
設
の
入
所
者
の
数
の
合
計
数
を
基
礎

と
し
て
算
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
方
針
）

（
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
方
針
）

第
十
一
条

（
略
）

第
十
一
条

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

６

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

６

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
そ
の
他
の
情
報
通
信

機
器
（
以
下
「
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
」
と
い
う
。）を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
三
月

に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図

る
こ
と
。

一

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
を
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

７

（
略
）

７

（
略
）

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報



（
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
）

（
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
）

第
十
二
条

（
略
）

第
十
二
条

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

６

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
（
入
所
者
に
対
す
る
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
当
た
る
他
の
担
当
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
担
当
者
」と
い
う
。）を
招
集
し
て
行
う
会
議（
テ

レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
入
所
者
又
は
そ
の
家
族
（
以
下

こ
の
号
に
お
い
て
「
入
所
者
等
」
と
い
う
。）が
参
加
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
の
活
用
に

つ
い
て
当
該
入
所
者
等
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
開
催
、
担
当
者
に
対
す

る
照
会
等
に
よ
り
、
当
該
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案
の
内
容
に
つ
い
て
、
担
当
者
か
ら
、
専
門
的
な
見
地
か

ら
の
意
見
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

６

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
（
入
所
者
に
対
す
る
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
当
た
る
他
の
担
当
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
担
当
者
」
と
い
う
。）を
召
集
し
て
行
う
会
議
を

い
う
。
以
下
同
じ
。）の
開
催
、
担
当
者
に
対
す
る
照
会
等
に
よ
り
、
当
該
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案
の
内
容

に
つ
い
て
、
担
当
者
か
ら
、
専
門
的
な
見
地
か
ら
の
意
見
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

７
〜
12

（
略
）

７
〜
12

（
略
）

（
栄
養
管
理
）

第
十
七
条
の
二

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
入
所
者
の
栄
養
状
態
の
維
持
及
び
改
善
を
図
り
、
自
立
し
た
日

常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
各
入
所
者
の
状
態
に
応
じ
た
栄
養
管
理
を
計
画
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
新
設
）

（
口
腔く

う

衛
生
の
管
理
）

第
十
七
条
の
三

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
入
所
者
の
口
腔く
う

の
健
康
の
保
持
を
図
り
、
自
立
し
た
日
常
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
口
腔く
う

衛
生
の
管
理
体
制
を
整
備
し
、
各
入
所
者
の
状
態
に
応
じ
た
口
腔く
う

衛
生
の

管
理
を
計
画
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
二
十
三
条

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程

（
以
下
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。）を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
三
条

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程

（
以
下
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。）を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
七

（
略
）

一
〜
七

（
略
）

八

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

九

（
略
）

八

（
略
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

第
二
十
四
条

（
略
）

第
二
十
四
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
従
業
者
に
対
し
、
そ
の
資
質
の
向
上
の
た
め
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
全
て
の
従
業
者
（
看
護
師
、
准
看
護
師
、
介

護
福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員
、
法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者
等
の
資
格
を
有
す
る
者
そ

の
他
こ
れ
に
類
す
る
者
を
除
く
。）に
対
し
、
認
知
症
介
護
に
係
る
基
礎
的
な
研
修
を
受
講
さ
せ
る
た
め
に
必
要

な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
従
業
者
に
対
し
、
そ
の
資
質
の
向
上
の
た
め
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

４

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
適
切
な
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
職

場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
性
的
な
言
動
又
は
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
で
あ
っ
て
業
務
上
必
要
か
つ
相

当
な
範
囲
を
超
え
た
も
の
に
よ
り
従
業
者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
方
針
の
明
確
化

等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
業
務
継
続
計
画
の
策
定
等
）

第
二
十
四
条
の
二

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
感
染
症
や
非
常
災
害
の
発
生
時
に
お
い
て
、
入
所
者
に
対
す

る
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
継
続
的
に
実
施
す
る
た
め
の
、
及
び
非
常
時
の
体
制
で
早
期
の
業

務
再
開
を
図
る
た
め
の
計
画
（
以
下
「
業
務
継
続
計
画
」
と
い
う
。）を
策
定
し
、
当
該
業
務
継
続
計
画
に
従
い

必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）
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２

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
従
業
者
に
対
し
、
業
務
継
続
計
画
に
つ
い
て
周
知
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な

研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
定
期
的
に
業
務
継
続
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
業
務
継
続
計

画
の
変
更
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
非
常
災
害
対
策
）

（
非
常
災
害
対
策
）

第
二
十
六
条

（
略
）

第
二
十
六
条

（
略
）

２

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
前
項
に
規
定
す
る
訓
練
の
実
施
に
当
た
っ
て
、
地
域
住
民
の
参
加
が
得
ら
れ

る
よ
う
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
衛
生
管
理
等
）

（
衛
生
管
理
等
）

第
二
十
七
条

（
略
）

第
二
十
七
条

（
略
）

２

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
お
い
て
感
染
症
又
は
食
中
毒
が
発
生
し
、

又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
お
い
て
感
染
症
又
は
食
中
毒
が
発
生
し
、

又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
お
け
る
感
染
症
及
び
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
対

策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
お
お
む

ね
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹

底
を
図
る
こ
と
。

一

当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
お
け
る
感
染
症
及
び
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
対

策
を
検
討
す
る
委
員
会
を
お
お
む
ね
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護

職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二

（
略
）

二

（
略
）

三

当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
お
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
対
し
、
感
染
症
及
び
食
中
毒

の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
並
び
に
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
訓
練
を

定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

三

当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
お
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
対
し
、
感
染
症
及
び
食
中
毒

の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
感
染
症
又
は
食
中
毒
の
発
生
が
疑
わ
れ

る
際
の
対
処
等
に
関
す
る
手
順
に
沿
っ
た
対
応
を
行
う
こ
と
。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
感
染
症
及
び
食
中
毒
の
発
生
が
疑
わ
れ

る
際
の
対
処
等
に
関
す
る
手
順
に
沿
っ
た
対
応
を
行
う
こ
と
。

（
掲
示
）

（
掲
示
）

第
二
十
九
条

（
略
）

第
二
十
九
条

（
略
）

２

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
前
項
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設

に
備
え
付
け
、
か
つ
、
こ
れ
を
い
つ
で
も
関
係
者
に
自
由
に
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
同
項
の
規
定
に
よ

る
掲
示
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）

（
事
故
発
生
の
防
止
及
び
発
生
時
の
対
応
）

（
事
故
発
生
の
防
止
及
び
発
生
時
の
対
応
）

第
三
十
五
条

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
事
故
の
発
生
又
は
そ
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
各
号
に
定

め
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
五
条

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
事
故
の
発
生
又
は
そ
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
各
号
に
定

め
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

事
故
発
生
の
防
止
の
た
め
の
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

る
。）及
び
従
業
者
に
対
す
る
研
修
を
定
期
的
に
行
う
こ
と
。

三

事
故
発
生
の
防
止
の
た
め
の
委
員
会
及
び
従
業
者
に
対
す
る
研
修
を
定
期
的
に
行
う
こ
と
。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
担
当
者
を
置
く
こ
と
。

（
新
設
）

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

（
虐
待
の
防
止
）

第
三
十
五
条
の
二

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
虐
待
の
発
生
又
は
そ
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

一

当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電

話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
定
期
的
に
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果

に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二

当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。
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三

当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
お
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
対
し
、
虐
待
の
防
止
の
た
め

の
研
修
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
担
当
者
を
置
く
こ
と
。

（
基
本
方
針
）

（
基
本
方
針
）

第
三
十
九
条

（
略
）

第
三
十
九
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
入
居
者
の
人
権
の
擁
護
、
虐
待
の
防
止
等
の
た
め
、
必
要
な
体

制
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
従
業
者
に
対
し
、
研
修
を
実
施
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
新
設
）

４

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

法
第
百
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
保
険
等
関
連
情
報
そ
の
他
必
要
な
情
報
を
活
用
し
、
適
切
か
つ

有
効
に
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
設
備
）

（
設
備
）

第
四
十
条

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
四
十
条

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

ユ
ニ
ッ
ト

一

ユ
ニ
ッ
ト

イ

居
室

イ

居
室

（
略
）

（
略
）

居
室
は
、
い
ず
れ
か
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
す
る
も
の
と
し
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
の
共
同
生
活
室
に
近
接
し

て
一
体
的
に
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
一
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
入
居
定
員
は
、
原
則
と
し
て
お
お
む
ね
十
人

以
下
と
し
、
十
五
人
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

居
室
は
、
い
ず
れ
か
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
す
る
も
の
と
し
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
の
共
同
生
活
室
に
近
接
し

て
一
体
的
に
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
一
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
入
居
定
員
は
、
お
お
む
ね
十
人
以
下
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
の
居
室
の
床
面
積
等
は
、
十
・
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、

た
だ
し
書

の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
十
一
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

一
の
居
室
の
床
面
積
等
は
、
次
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
こ
と
。

（
削
る
）

十
・
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、

た
だ
し
書
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二

十
一
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

（
削
る
）

ユ
ニ
ッ
ト
に
属
さ
な
い
居
室
を
改
修
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
入
居
者
同
士
の
視
線
の
遮
断
の
確

保
を
前
提
に
し
た
上
で
、
居
室
を
隔
て
る
壁
に
つ
い
て
、
天
井
と
の
間
に
一
定
の

間
が
生
じ
て
い

て
も
差
し
支
え
な
い
。

（
略
）

（
略
）

ロ
〜
ニ

（
略
）

ロ
〜
ニ

（
略
）

二
〜
五

（
略
）

二
〜
五

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
方
針
）

（
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
方
針
）

第
四
十
二
条

（
略
）

第
四
十
二
条

（
略
）

２
〜
７

（
略
）

２
〜
７

（
略
）

８

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職

員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

一

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
を
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 



９

（
略
）

９

（
略
）

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
四
十
六
条

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に

関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
六
条

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に

関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
八

（
略
）

一
〜
八

（
略
）

九

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

十

（
略
）

九

（
略
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

第
四
十
七
条

（
略
）

第
四
十
七
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
従
業
者
に
対
し
、
そ
の
資
質
の
向
上
の
た
め
の
研
修
の
機
会
を

確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、全
て
の
従
業
者（
看

護
師
、
准
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員
、
法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者
等

の
資
格
を
有
す
る
者
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
者
を
除
く
。）に
対
し
、
認
知
症
介
護
に
係
る
基
礎
的
な
研
修
を
受

講
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
従
業
者
に
対
し
、
そ
の
資
質
の
向
上
の
た
め
の
研
修
の
機
会
を

確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
適
切
な
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
確
保
す
る
観

点
か
ら
、
職
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
性
的
な
言
動
又
は
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
で
あ
っ
て
業
務
上

必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を
超
え
た
も
の
に
よ
り
従
業
者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
方

針
の
明
確
化
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
準
用
）

（
準
用
）

第
四
十
九
条

第
四
条
か
ら
第
八
条
ま
で
、
第
十
条
、
第
十
二
条
、
第
十
五
条
、
第
十
七
条
か
ら
第
二
十
二
条
の

二
ま
で
、
第
二
十
四
条
の
二
及
び
第
二
十
六
条
か
ら
第
三
十
七
条
ま
で
の
規
定
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老

人
福
祉
施
設
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
条
第
一
項
中
「
第
二
十
三
条
に
規
定
す
る
運

営
規
程
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
六
条
に
規
定
す
る
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
」
と
、
第
二
十
二
条
第
二
項
中

「
こ
の
章
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
章
第
三
節
」
と
、
第
三
十
七
条
第
二
項
第
二
号
中
「
第
八
条
第
二
項
」
と
あ

る
の
は
「
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
条
第
二
項
」
と
、
第
二
十
二
条
の
二
中
「
第
十
二
条
」
と
あ

る
の
は
「
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
二
条
」
と
、
第
二
十
二
条
の
二
第
五
号
及
び
第
三
十
七
条
第

二
項
第
三
号
中
「
第
十
一
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
二
条
第
七
項
」
と
、
第
三
十
七
条
第
二
項
第
四

号
中
「
第
二
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
」
と
、
第
二
十
二
条
の
二
第

六
号
及
び
第
三
十
七
条
第
二
項
第
五
号
中
「
第
三
十
三
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準

用
す
る
第
三
十
三
条
第
二
項
」
と
、
第
二
十
二
条
の
二
第
七
号
及
び
第
三
十
七
条
第
二
項
第
六
号
中
「
第
三
十

五
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
五
条
第
三
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

第
四
十
九
条

第
四
条
か
ら
第
八
条
ま
で
、
第
十
条
、
第
十
二
条
、
第
十
五
条
、
第
十
七
条
か
ら
第
二
十
二
条
の

二
ま
で
及
び
第
二
十
六
条
か
ら
第
三
十
七
条
ま
で
の
規
定
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
条
第
一
項
中
「
第
二
十
三
条
に
規
定
す
る
運
営
規
程
」
と
あ
る
の

は
「
第
四
十
六
条
に
規
定
す
る
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
」
と
、
第
二
十
二
条
第
二
項
中
「
こ
の
章
」
と
あ
る

の
は
「
第
五
章
第
三
節
」
と
、
第
三
十
七
条
第
二
項
第
二
号
中
「
第
八
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
九

条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
条
第
二
項
」
と
、
第
二
十
二
条
の
二
中
「
第
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
九

条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
二
条
」
と
、
第
二
十
二
条
の
二
第
五
号
及
び
第
三
十
七
条
第
二
項
第
三
号
中
「
第

十
一
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
二
条
第
七
項
」
と
、
第
三
十
七
条
第
二
項
第
四
号
中
「
第
二
十
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
」
と
、
第
二
十
二
条
の
二
第
六
号
及
び
第
三
十
七

条
第
二
項
第
五
号
中
「
第
三
十
三
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
三
条

第
二
項
」
と
、
第
二
十
二
条
の
二
第
七
号
及
び
第
三
十
七
条
第
二
項
第
六
号
中
「
第
三
十
五
条
第
三
項
」
と
あ

る
の
は
「
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
五
条
第
三
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
六
章

雑
則

（
新
設
）

（
電
磁
的
記
録
等
）

第
五
十
条

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
及
び
そ
の
従
業
者
は
、
作
成
、
保
存
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
の
う

ち
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
お
い
て
書
面
（
書
面
、
書
類
、
文
書
、
謄
本
、
抄
本
、
正
本
、
副
本
、
複
本
そ
の
他

文
字
、
図
形
等
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
が
記
載
さ
れ
た
紙
そ
の
他
の
有
体
物
を
い

う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
（
第
五
条
第
一

項
（
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
八
条
第
一
項
（
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
次
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。）に
つ
い
て
は
、
書
面
に
代
え
て
、
当
該
書
面
に
係

る
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。）に
よ
り
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）
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２

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
及
び
そ
の
従
業
者
は
、
交
付
、
説
明
、
同
意
、
承
諾
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も

の
（
以
下
「
交
付
等
」
と
い
う
。）の
う
ち
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
お
い
て
書
面
で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い

る
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
交
付
等
の
相
手
方
の
承
諾
を
得
て
、
書
面
に
代
え
て
、
電
磁
的

方
法
（
電
子
的
方
法
、
磁
気
的
方
法
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
法
を
い
う
。）

に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
介
護
老
人
保
健
施
設
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
九
条

介
護
老
人
保
健
施
設
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
四
十
号
。
附
則
に
お
い
て
「
介
護
老
人
保
健
施
設
基
準
」
と
い
う
。）の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

目
次

目
次

第
一
章
〜
第
五
章

（
略
）

第
一
章
〜
第
五
章

（
略
）

第
六
章

雑
則
（
第
五
十
一
条
）

附
則

附
則

（
趣
旨
）

（
趣
旨
）

第
一
条

（
略
）

第
一
条

（
略
）

２

介
護
老
人
保
健
施
設
に
係
る
法
第
九
十
七
条
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
基
準
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
基
準
と
す
る
。

２

介
護
老
人
保
健
施
設
に
係
る
法
第
九
十
七
条
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
基
準
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
基
準
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

法
第
九
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条

例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
五
条
第
一
項
（
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）、
第
五
条
の
二
（
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
三
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま

で
、
第
十
五
条
（
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
八
条
第
七
項
、
第
二
十
六
条
の
二

（
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
十
九
条
第
二
項
（
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）、
第
三
十
二
条
（
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
十
六
条
（
第
五
十

条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
十
六
条
の
二
（
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）、
第
四
十
三
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
及
び
第
四
十
四
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
基
準

二

法
第
九
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条

例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
五
条
第
一
項
（
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）、
第
五
条
の
二
（
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
三
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま

で
、
第
十
五
条
（
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
八
条
第
七
項
、
第
三
十
二
条
（
第

五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
十
六
条
（
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）、
第
四
十
三
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
及
び
第
四
十
四
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
基
準

三

（
略
）

三

（
略
）

（
基
本
方
針
）

（
基
本
方
針
）

第
一
条
の
二

（
略
）

第
一
条
の
二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
入
所
者
の
人
権
の
擁
護
、
虐
待
の
防
止
等
の
た
め
、
必
要
な
体
制
の
整
備
を
行
う

と
と
も
に
、
そ
の
従
業
者
に
対
し
、
研
修
を
実
施
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

５

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
法
第
百
十
八
条
の
二
第

一
項
に
規
定
す
る
介
護
保
険
等
関
連
情
報
そ
の
他
必
要
な
情
報
を
活
用
し
、
適
切
か
つ
有
効
に
行
う
よ
う
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
従
業
者
の
員
数
）

（
従
業
者
の
員
数
）

第
二
条

法
第
九
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
介
護
老
人
保
健
施
設
に
置
く
べ
き
医
師
、
看
護
師
、
介
護
支
援

専
門
員
及
び
介
護
そ
の
他
の
業
務
に
従
事
す
る
従
業
者
の
員
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
二
条

法
第
九
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
介
護
老
人
保
健
施
設
に
置
く
べ
き
医
師
、
看
護
師
、
介
護
支
援

専
門
員
及
び
介
護
そ
の
他
の
業
務
に
従
事
す
る
従
業
者
の
員
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

六

栄
養
士
又
は
管
理
栄
養
士

入
所
定
員
百
以
上
の
介
護
老
人
保
健
施
設
に
あ
っ
て
は
、
一
以
上

六

栄
養
士

入
所
定
員
百
以
上
の
介
護
老
人
保
健
施
設
に
あ
っ
て
は
、
一
以
上

七
・
八

（
略
）

七
・
八

（
略
）
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２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

介
護
老
人
保
健
施
設
の
従
業
者
は
、
専
ら
当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
の
職
務
に
従
事
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、
入
所
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４

介
護
老
人
保
健
施
設
の
従
業
者
は
、
専
ら
当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
の
職
務
に
従
事
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、
介
護
老
人
保
健
施
設
（
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
（
第
三
十
九
条
に
規
定
す
る
ユ

ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。）に
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
を
併
設
す
る
場
合
の
介
護
老
人
保
健
施
設
及
び
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老

人
保
健
施
設
の
介
護
職
員
を
除
き
、
入
所
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

５

（
略
）

５

（
略
）

６

第
一
項
第
一
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
サ
テ
ラ
イ
ト
型
小
規
模
介
護
老
人

保
健
施
設
（
当
該
施
設
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
に
よ
り
設
置
さ
れ
る
当
該
施
設
以
外
の
介
護
老
人
保
健
施
設

若
し
く
は
介
護
医
療
院
又
は
病
院
若
し
く
は
診
療
所
（
以
下
「
本
体
施
設
」
と
い
う
。）と
の
密
接
な
連
携
を
確

保
し
つ
つ
、
本
体
施
設
と
は
別
の
場
所
で
運
営
さ
れ
、
入
所
者
の
在
宅
へ
の
復
帰
の
支
援
を
目
的
と
す
る
定
員

二
十
九
人
以
下
の
介
護
老
人
保
健
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
医
師
、
支
援
相
談
員
、
理
学
療
法
士
、
作
業

療
法
士
若
し
く
は
言
語
聴
覚
士
、
栄
養
士
若
し
く
は
管
理
栄
養
士
又
は
介
護
支
援
専
門
員
に
つ
い
て
は
、
次
に

掲
げ
る
本
体
施
設
の
場
合
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
職
員
に
よ
り
当
該

サ
テ
ラ
イ
ト
型
小
規
模
介
護
老
人
保
健
施
設
の
入
所
者
の
処
遇
が
適
切
に
行
わ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

６

第
一
項
第
一
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
サ
テ
ラ
イ
ト
型
小
規
模
介
護
老
人

保
健
施
設
（
当
該
施
設
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
に
よ
り
設
置
さ
れ
る
当
該
施
設
以
外
の
介
護
老
人
保
健
施
設

若
し
く
は
介
護
医
療
院
又
は
病
院
若
し
く
は
診
療
所
（
以
下
「
本
体
施
設
」
と
い
う
。）と
の
密
接
な
連
携
を
確

保
し
つ
つ
、
本
体
施
設
と
は
別
の
場
所
で
運
営
さ
れ
、
入
所
者
の
在
宅
へ
の
復
帰
の
支
援
を
目
的
と
す
る
定
員

二
十
九
人
以
下
の
介
護
老
人
保
健
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
医
師
、
支
援
相
談
員
、
理
学
療
法
士
、
作
業

療
法
士
若
し
く
は
言
語
聴
覚
士
、
栄
養
士
又
は
介
護
支
援
専
門
員
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
本
体
施
設
の
場

合
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
職
員
に
よ
り
当
該
サ
テ
ラ
イ
ト
型
小
規
模

介
護
老
人
保
健
施
設
の
入
所
者
の
処
遇
が
適
切
に
行
わ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
置
か
な
い
こ
と

が
で
き
る
。

一

介
護
老
人
保
健
施
設

医
師
、
支
援
相
談
員
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
若
し
く
は
言
語
聴
覚
士
、
栄

養
士
若
し
く
は
管
理
栄
養
士
又
は
介
護
支
援
専
門
員

一

介
護
老
人
保
健
施
設

医
師
、
支
援
相
談
員
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
若
し
く
は
言
語
聴
覚
士
、
栄

養
士
又
は
介
護
支
援
専
門
員

二

介
護
医
療
院

医
師
、
栄
養
士
若
し
く
は
管
理
栄
養
士
又
は
介
護
支
援
専
門
員

二

介
護
医
療
院

医
師
、
栄
養
士
又
は
介
護
支
援
専
門
員

三

病
院

医
師
、
栄
養
士
若
し
く
は
管
理
栄
養
士
（
病
床
数
百
以
上
の
病
院
の
場
合
に
限
る
。）又
は
介
護
支

援
専
門
員
（
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
附
則
第
百
三
十

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
前
の
法
第
四
十
八
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
場
合
に
限
る
。）

三

病
院

医
師
、
栄
養
士
（
病
床
数
百
以
上
の
病
院
の
場
合
に
限
る
。）又
は
介
護
支
援
専
門
員
（
健
康
保
険

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
四
十
八

条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
場
合
に
限
る
。）

四

（
略
）

四

（
略
）

７

第
一
項
第
一
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
医
療
機
関
併
設
型
小
規
模
介
護
老

人
保
健
施
設
（
介
護
医
療
院
又
は
病
院
若
し
く
は
診
療
所
に
併
設
さ
れ
、
入
所
者
の
在
宅
へ
の
復
帰
の
支
援
を

目
的
と
す
る
定
員
二
十
九
人
以
下
の
介
護
老
人
保
健
施
設
で
あ
っ
て
、
前
項
に
規
定
す
る
サ
テ
ラ
イ
ト
型
小
規

模
介
護
老
人
保
健
施
設
以
外
の
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
医
師
、
支
援
相
談
員
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療

法
士
若
し
く
は
言
語
聴
覚
士
、
栄
養
士
若
し
く
は
管
理
栄
養
士
又
は
介
護
支
援
専
門
員
の
員
数
の
基
準
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。

７

第
一
項
第
一
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
医
療
機
関
併
設
型
小
規
模
介
護
老

人
保
健
施
設
（
介
護
医
療
院
又
は
病
院
若
し
く
は
診
療
所
に
併
設
さ
れ
、
入
所
者
の
在
宅
へ
の
復
帰
の
支
援
を

目
的
と
す
る
定
員
二
十
九
人
以
下
の
介
護
老
人
保
健
施
設
で
あ
っ
て
、
前
項
に
規
定
す
る
サ
テ
ラ
イ
ト
型
小
規

模
介
護
老
人
保
健
施
設
以
外
の
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
医
師
、
支
援
相
談
員
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療

法
士
若
し
く
は
言
語
聴
覚
士
、
栄
養
士
又
は
介
護
支
援
専
門
員
の
員
数
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

医
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
若
し
く
は
言
語
聴
覚
士
又
は
栄
養
士
若
し
く
は
管
理
栄
養
士

併
設

さ
れ
る
介
護
医
療
院
又
は
病
院
若
し
く
は
診
療
所
の
医
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
若
し
く
は
言
語
聴

覚
士
又
は
栄
養
士
若
し
く
は
管
理
栄
養
士
に
よ
り
当
該
医
療
機
関
併
設
型
小
規
模
介
護
老
人
保
健
施
設
の
入

所
者
の
処
遇
が
適
切
に
行
わ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

一

医
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
若
し
く
は
言
語
聴
覚
士
又
は
栄
養
士

併
設
さ
れ
る
介
護
医
療
院
又

は
病
院
若
し
く
は
診
療
所
の
医
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
若
し
く
は
言
語
聴
覚
士
又
は
栄
養
士
に
よ

り
当
該
医
療
機
関
併
設
型
小
規
模
介
護
老
人
保
健
施
設
の
入
所
者
の
処
遇
が
適
切
に
行
わ
れ
る
と
認
め
ら
れ

る
と
き
は
、
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

二

（
略
）

二

（
略
）

（
構
造
設
備
の
基
準
）

（
構
造
設
備
の
基
準
）

第
四
条

介
護
老
人
保
健
施
設
の
構
造
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
四
条

介
護
老
人
保
健
施
設
の
構
造
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

介
護
老
人
保
健
施
設
の
建
物
（
入
所
者
の
療
養
生
活
の
た
め
に
使
用
し
な
い
附
属
の
建
物
を
除
く
。）は
、

耐
火
建
築
物
（
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
二
条
第
九
号
の
二
に
規
定
す
る
耐
火

建
築
物
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
二
階
建
て
又
は

平
屋
建
て
の
介
護
老
人
保
健
施
設
の
建
物
に
あ
っ
て
は
、
準
耐
火
建
築
物
（
同
条
第
九
号
の
三
に
規
定
す
る

準
耐
火
建
築
物
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

介
護
老
人
保
健
施
設
の
建
物
（
入
所
者
の
療
養
生
活
の
た
め
に
使
用
し
な
い
附
属
の
建
物
を
除
く
。）は
、

耐
火
建
築
物
（
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
二
条
第
九
号
の
二
に
規
定
す
る
耐
火

建
築
物
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
二
階
建
て
又
は

平
屋
建
て
の
介
護
老
人
保
健
施
設
の
建
物
に
あ
っ
て
は
、
準
耐
火
建
築
物
（
同
条
第
九
号
の
三
に
規
定
す
る

準
耐
火
建
築
物
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

イ

（
略
）

イ

（
略
）
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ロ

療
養
室
等
を
二
階
又
は
地
階
に
設
け
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
を
満
た
す
こ

と
。

ロ

療
養
室
等
を
二
階
又
は
地
階
に
設
け
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
を
満
た
す
こ

と
。

当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
消
防
長
（
消
防
本
部
を
設
置
し
な
い
市
町
村
に

あ
っ
て
は
、
市
町
村
長
。
以
下
同
じ
。）又
は
消
防
署
長
と
相
談
の
上
、
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す

る
計
画
に
入
所
者
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
。

当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
消
防
長
（
消
防
本
部
を
設
置
し
な
い
市
町
村
に

あ
っ
て
は
、
市
町
村
長
。
以
下
同
じ
。）又
は
消
防
署
長
と
相
談
の
上
、
第
二
十
八
条
に
規
定
す
る
計
画

に
入
所
者
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
。

第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
訓
練
に
つ
い
て
は
、
同
項
に
規
定
す
る
計
画
に
従
い
、
昼
間
及
び

夜
間
に
お
い
て
行
う
こ
と
。

第
二
十
八
条
に
規
定
す
る
訓
練
に
つ
い
て
は
、
同
条
に
規
定
す
る
計
画
に
従
い
、
昼
間
及
び
夜
間
に

お
い
て
行
う
こ
と
。

（
略
）

（
略
）

二
〜
七

（
略
）

二
〜
七

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
方
針
）

（
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
方
針
）

第
十
三
条

（
略
）

第
十
三
条

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

６

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

６

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
そ
の
他
の
情
報
通
信

機
器
（
以
下
「
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
」
と
い
う
。）を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
三
月

に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図

る
こ
と
。

一

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
を
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

７

（
略
）

７

（
略
）

（
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
）

（
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
）

第
十
四
条

（
略
）

第
十
四
条

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

６

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
（
入
所
者
に
対
す
る
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
当
た
る
他
の
担
当
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
担
当
者
」
と
い
う
。）を
招
集
し
て
行
う
会
議
（
テ
レ

ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
入
所
者
又
は
そ
の
家
族
（
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
「
入
所
者
等
」
と
い
う
。）が
参
加
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
の
活
用
に
つ

い
て
当
該
入
所
者
等
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
開
催
、
担
当
者
に
対
す
る

照
会
等
に
よ
り
、
当
該
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案
の
内
容
に
つ
い
て
、
担
当
者
か
ら
、
専
門
的
な
見
地
か
ら

の
意
見
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

６

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
（
入
所
者
に
対
す
る
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
当
た
る
他
の
担
当
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
担
当
者
」と
い
う
。）を
召
集
し
て
行
う
会
議
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）の
開
催
、
担
当
者
に
対
す
る
照
会
等
に
よ
り
、
当
該
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案
の
内
容
に
つ
い

て
、
担
当
者
か
ら
、
専
門
的
な
見
地
か
ら
の
意
見
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

７
〜
12

（
略
）

７
〜
12

（
略
）

（
栄
養
管
理
）

第
十
七
条
の
二

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
入
所
者
の
栄
養
状
態
の
維
持
及
び
改
善
を
図
り
、
自
立
し
た
日
常
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
各
入
所
者
の
状
態
に
応
じ
た
栄
養
管
理
を
計
画
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
新
設
）
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（
口
腔く
う

衛
生
の
管
理
）

第
十
七
条
の
三

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
入
所
者
の
口
腔く
う

の
健
康
の
保
持
を
図
り
、
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
口
腔く
う

衛
生
の
管
理
体
制
を
整
備
し
、
各
入
所
者
の
状
態
に
応
じ
た
口
腔く
う

衛
生
の
管
理

を
計
画
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
二
十
五
条

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
以

下
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。）を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
五
条

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
以

下
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。）を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
六

（
略
）

一
〜
六

（
略
）

七

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

八

（
略
）

七

（
略
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

第
二
十
六
条

（
略
）

第
二
十
六
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
従
業
者
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
際
、
当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
全
て
の
従
業
者
（
看
護
師
、
准
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
介

護
支
援
専
門
員
、
法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者
等
の
資
格
を
有
す
る
者
そ
の
他
こ
れ
に
類

す
る
者
を
除
く
。）に
対
し
、
認
知
症
介
護
に
係
る
基
礎
的
な
研
修
を
受
講
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
従
業
者
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

４

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
適
切
な
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
職
場
に
お
い

て
行
わ
れ
る
性
的
な
言
動
又
は
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
で
あ
っ
て
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲

を
超
え
た
も
の
に
よ
り
従
業
者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
方
針
の
明
確
化
等
の
必
要

な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
業
務
継
続
計
画
の
策
定
等
）

第
二
十
六
条
の
二

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
感
染
症
や
非
常
災
害
の
発
生
時
に
お
い
て
、
入
所
者
に
対
す
る
介

護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
継
続
的
に
実
施
す
る
た
め
の
、
及
び
非
常
時
の
体
制
で
早
期
の
業
務
再
開
を

図
る
た
め
の
計
画
（
以
下
「
業
務
継
続
計
画
」
と
い
う
。）を
策
定
し
、
当
該
業
務
継
続
計
画
に
従
い
必
要
な
措

置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

２

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
従
業
者
に
対
し
、
業
務
継
続
計
画
に
つ
い
て
周
知
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
研
修

及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
定
期
的
に
業
務
継
続
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
業
務
継
続
計
画
の

変
更
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
非
常
災
害
対
策
）

（
非
常
災
害
対
策
）

第
二
十
八
条

（
略
）

第
二
十
八
条

（
略
）

２

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
前
項
に
規
定
す
る
訓
練
の
実
施
に
当
た
っ
て
、
地
域
住
民
の
参
加
が
得
ら
れ
る
よ

う
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
衛
生
管
理
等
）

（
衛
生
管
理
等
）

第
二
十
九
条

（
略
）

第
二
十
九
条

（
略
）

２

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
に
お
い
て
感
染
症
又
は
食
中
毒
が
発
生
し
、
又
は
ま
ん

延
し
な
い
よ
う
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
に
お
い
て
感
染
症
又
は
食
中
毒
が
発
生
し
、
又
は
ま
ん

延
し
な
い
よ
う
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
に
お
け
る
感
染
症
又
は
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を

検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
お
お
む
ね
三

月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を

図
る
こ
と
。

一

当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
に
お
け
る
感
染
症
又
は
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を

検
討
す
る
委
員
会
を
お
お
む
ね
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員

そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。
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二

（
略
）

二

（
略
）

三

当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
に
お
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
対
し
、
感
染
症
及
び
食
中
毒
の
予

防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
並
び
に
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
訓
練
を
定
期

的
に
実
施
す
る
こ
と
。

三

当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
に
お
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
対
し
、
感
染
症
及
び
食
中
毒
の
予

防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

四

（
略
）

四

（
略
）

（
掲
示
）

（
掲
示
）

第
三
十
一
条

（
略
）

第
三
十
一
条

（
略
）

２

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
前
項
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
に
備
え
付

け
、
か
つ
、
こ
れ
を
い
つ
で
も
関
係
者
に
自
由
に
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
掲
示
に
代

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）

（
事
故
発
生
の
防
止
及
び
発
生
時
の
対
応
）

（
事
故
発
生
の
防
止
及
び
発
生
時
の
対
応
）

第
三
十
六
条

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
事
故
の
発
生
又
は
そ
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
各
号
に
定
め
る

措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
六
条

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
事
故
の
発
生
又
は
そ
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
各
号
に
定
め
る

措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

事
故
発
生
の
防
止
の
た
め
の
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

る
。）及
び
従
業
者
に
対
す
る
研
修
を
定
期
的
に
行
う
こ
と
。

三

事
故
発
生
の
防
止
の
た
め
の
委
員
会
及
び
従
業
者
に
対
す
る
研
修
を
定
期
的
に
行
う
こ
と
。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
担
当
者
を
置
く
こ
と
。

（
新
設
）

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

（
虐
待
の
防
止
）

第
三
十
六
条
の
二

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
虐
待
の
発
生
又
は
そ
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

一

当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装

置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
定
期
的
に
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ

い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二

当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。

三

当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
に
お
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
対
し
、
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
研

修
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
担
当
者
を
置
く
こ
と
。

（
基
本
方
針
）

（
基
本
方
針
）

第
四
十
条

（
略
）

第
四
十
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
入
居
者
の
人
権
の
擁
護
、
虐
待
の
防
止
等
の
た
め
、
必
要
な
体
制
の

整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
従
業
者
に
対
し
、
研
修
を
実
施
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

４

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
法
第
百
十

八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
保
険
等
関
連
情
報
そ
の
他
必
要
な
情
報
を
活
用
し
、
適
切
か
つ
有
効
に
行

う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
）

（
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
）

第
四
十
一
条

（
略
）

第
四
十
一
条

（
略
）

２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
施
設
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
施
設
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

ユ
ニ
ッ
ト

一

ユ
ニ
ッ
ト

イ

療
養
室

イ

療
養
室

（
略
）

（
略
）
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療
養
室
は
、
い
ず
れ
か
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
す
る
も
の
と
し
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
の
共
同
生
活
室
に
近
接

し
て
一
体
的
に
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
一
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
入
居
定
員
は
、
原
則
と
し
て
お
お
む
ね
十

人
以
下
と
し
、
十
五
人
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

療
養
室
は
、
い
ず
れ
か
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
す
る
も
の
と
し
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
の
共
同
生
活
室
に
近
接

し
て
一
体
的
に
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
一
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
入
居
定
員
は
、
お
お
む
ね
十
人
以
下
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
の
療
養
室
の
床
面
積
等
は
、
十
・
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、

た
だ
し

書
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
十
一
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

一
の
療
養
室
の
床
面
積
等
は
、
次
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
こ
と
。

（
削
る
）

十
・
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、

た
だ
し
書
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二

十
一
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

（
削
る
）

ユ
ニ
ッ
ト
に
属
さ
な
い
療
養
室
を
改
修
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
入
居
者
同
士
の
視
線
の
遮
断
の

確
保
を
前
提
に
し
た
上
で
、
療
養
室
を
隔
て
る
壁
に
つ
い
て
、
天
井
と
の
間
に
一
定
の

間
が
生
じ

て
い
て
も
差
し
支
え
な
い
。

〜

（
略
）

〜

（
略
）

ロ
〜
ニ

（
略
）

ロ
〜
ニ

（
略
）

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

４

前
三
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
の
設
備
構
造
の
基
準
は
、
次
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

４

前
三
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
の
設
備
構
造
の
基
準
は
、
次
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
の
建
物
（
入
居
者
の
療
養
生
活
の
た
め
に
使
用
し
な
い
附
属
の
建
物
を

除
く
。）は
、
耐
火
建
築
物
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
二
階
建
て
又
は
平
屋

建
て
の
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
の
建
物
に
あ
っ
て
は
、
準
耐
火
建
築
物
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
の
建
物
（
入
居
者
の
療
養
生
活
の
た
め
に
使
用
し
な
い
附
属
の
建
物
を

除
く
。）は
、
耐
火
建
築
物
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
二
階
建
て
又
は
平
屋

建
て
の
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
の
建
物
に
あ
っ
て
は
、
準
耐
火
建
築
物
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

療
養
室
等
を
二
階
又
は
地
階
に
設
け
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
を
満
た
す
こ

と
。

ロ

療
養
室
等
を
二
階
又
は
地
階
に
設
け
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
を
満
た
す
こ

と
。

当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
消
防
長
又
は
消
防
署
長
と
相
談
の

上
、
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
計
画
に
入
居
者
の
円
滑
か
つ
迅

速
な
避
難
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
。

当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
消
防
長
又
は
消
防
署
長
と
相
談
の

上
、
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
八
条
に
規
定
す
る
計
画
に
入
居
者
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
避

難
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
。

第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
訓
練
に
つ
い
て
は
、
同
項
に
規
定

す
る
計
画
に
従
い
、
昼
間
及
び
夜
間
に
お
い
て
行
う
こ
と
。

第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
八
条
に
規
定
す
る
訓
練
に
つ
い
て
は
、
同
条
に
規
定
す
る
計

画
に
従
い
、
昼
間
及
び
夜
間
に
お
い
て
行
う
こ
と
。

（
略
）

（
略
）

二
〜
七

（
略
）

二
〜
七

（
略
）

５

（
略
）

５

（
略
）

（
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
方
針
）

（
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
方
針
）

第
四
十
三
条

（
略
）

第
四
十
三
条

（
略
）

２
〜
７

（
略
）

２
〜
７

（
略
）

８

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職

員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

一

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
を
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

９

（
略
）

９

（
略
）
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（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
四
十
七
条

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す

る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
七
条

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す

る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
七

（
略
）

一
〜
七

（
略
）

八

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

九

（
略
）

八

（
略
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

第
四
十
八
条

（
略
）

第
四
十
八
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
従
業
者
に
対
し
、
そ
の
資
質
の
向
上
の
た
め
の
研
修
の
機
会
を
確
保

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
全
て
の
従
業
者
（
看
護
師
、

准
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員
、
法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者
等
の
資
格

を
有
す
る
者
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
者
を
除
く
。）に
対
し
、
認
知
症
介
護
に
係
る
基
礎
的
な
研
修
を
受
講
さ
せ

る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
従
業
者
に
対
し
、
そ
の
資
質
の
向
上
の
た
め
の
研
修
の
機
会
を
確
保

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
適
切
な
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、

職
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
性
的
な
言
動
又
は
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
で
あ
っ
て
業
務
上
必
要
か
つ

相
当
な
範
囲
を
超
え
た
も
の
に
よ
り
従
業
者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
方
針
の
明
確

化
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
準
用
）

（
準
用
）

第
五
十
条

第
五
条
か
ら
第
九
条
ま
で
、
第
十
二
条
、
第
十
四
条
か
ら
第
十
七
条
の
三
ま
で
、
第
二
十
条
、
第
二

十
二
条
か
ら
第
二
十
四
条
の
二
ま
で
、第
二
十
六
条
の
二
及
び
第
二
十
八
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
の
規
定
は
、

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
条
第
一
項
中
「
第
二
十

五
条
に
規
定
す
る
運
営
規
程
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
七
条
に
規
定
す
る
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
」
と
、
第

二
十
四
条
第
二
項
中
「
こ
の
章
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
章
第
三
節
」
と
、
第
三
十
八
条
第
二
項
第
二
号
中
「
第

八
条
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
条
第
四
項
」
と
、
第
三
十
八
条
第
二
項
第

三
号
中
「
第
九
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
九
条
第
二
項
」
と
、
第
二
十
四

条
の
二
中
「
第
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
四
条
」
と
、
第
三
十
八
条
第
二

項
第
五
号
中
「
第
二
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
二
条
」
と
、
第
二
十
四

条
の
二
第
四
号
及
び
第
三
十
八
条
第
二
項
第
六
号
中
「
第
三
十
四
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
に
お

い
て
準
用
す
る
第
三
十
四
条
第
二
項
」
と
、第
二
十
四
条
の
二
第
五
号
及
び
第
三
十
八
条
第
二
項
第
七
号
中「
第

三
十
六
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
六
条
第
三
項
」
と
、
第
三
十
八
条

第
二
項
第
四
号
中
「
第
十
三
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
三
条
第
七
項
」と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
五
十
条

第
五
条
か
ら
第
九
条
ま
で
、
第
十
二
条
、
第
十
四
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
、
第
二
十
条
、
第
二
十
二

条
か
ら
第
二
十
四
条
の
二
ま
で
及
び
第
二
十
八
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
の
規
定
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人

保
健
施
設
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
条
第
一
項
中
「
第
二
十
五
条
に
規
定
す
る
運
営

規
程
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
七
条
に
規
定
す
る
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
」
と
、第
二
十
四
条
第
二
項
中「
こ

の
章
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
章
第
三
節
」
と
、
第
三
十
八
条
第
二
項
第
二
号
中
「
第
八
条
第
四
項
」
と
あ
る
の

は
「
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
条
第
四
項
」
と
、
第
三
十
八
条
第
二
項
第
三
号
中「
第
九
条
第
二
項
」

と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
九
条
第
二
項
」
と
、
第
二
十
四
条
の
二
中
「
第
十
四
条
」
と

あ
る
の
は
「
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
四
条
」
と
、
第
三
十
八
条
第
二
項
第
五
号
中「
第
二
十
二
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
二
条
」
と
、
第
二
十
四
条
の
二
第
四
号
及
び
第
三
十
八

条
第
二
項
第
六
号
中
「
第
三
十
四
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
四
条
第

二
項
」
と
、
第
二
十
四
条
の
二
第
五
号
及
び
第
三
十
八
条
第
二
項
第
七
号
中
「
第
三
十
六
条
第
三
項
」
と
あ
る

の
は
「
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
六
条
第
三
項
」
と
、
第
三
十
八
条
第
二
項
第
四
号
中
「
第
十
三

条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
三
条
第
七
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
六
章

雑
則

（
新
設
）

（
電
磁
的
記
録
等
）

第
五
十
一
条

介
護
老
人
保
健
施
設
及
び
そ
の
従
業
者
は
、
作
成
、保
存
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
の
う
ち
、

こ
の
省
令
の
規
定
に
お
い
て
書
面
（
書
面
、
書
類
、
文
書
、
謄
本
、
抄
本
、
正
本
、
副
本
、複
本
そ
の
他
文
字
、

図
形
等
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
が
記
載
さ
れ
た
紙
そ
の
他
の
有
体
物
を
い
う
。
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
（
第
六
条
第
一
項
（
第

五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
九
条
第
一
項
（
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）並
び
に
次
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。）に
つ
い
て
は
、
書
面
に
代
え
て
、
当
該
書
面
に
係
る
電
磁
的
記

録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ

る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。）に
よ
り
行
う
こ
と
が
で

き
る
。

（
新
設
）
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２

介
護
老
人
保
健
施
設
及
び
そ
の
従
業
者
は
、
交
付
、
説
明
、
同
意
、承
諾
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の（
以

下
「
交
付
等
」
と
い
う
。）の
う
ち
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
お
い
て
書
面
で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
又
は

想
定
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
交
付
等
の
相
手
方
の
承
諾
を
得
て
、
書
面
に
代
え
て
、電
磁
的
方
法（
電

子
的
方
法
、
磁
気
的
方
法
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
法
を
い
う
。）に
よ
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
十
条

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
四
十
一
号
。
附
則
に
お
い
て
「
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
基
準
」
と
い
う
。）の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

目
次

目
次

第
一
章
〜
第
五
章

（
略
）

第
一
章
〜
第
五
章

（
略
）

第
六
章

雑
則
（
第
五
十
一
条
）

附
則

附
則

（
趣
旨
）

（
趣
旨
）

第
一
条

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
百
十
条
第
三
項
の
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
応
じ
、そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
基
準
と
す
る
。

第
一
条

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
百
十
条
第
三
項
の
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
応
じ
、そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
基
準
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

法
第
百
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条
例

を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
三
条
第
二
項
第
二
号
、
第
四
条
第
二
項
第
二
号
、
第
五
条
第
二

項
第
二
号
、
第
三
十
九
条
第
二
項
第
一
号
イ

、
第
四
十
条
第
二
項
第
一
号
イ

及
び
第
四
十
一
条
第
二
項

第
一
号
イ

の
規
定
に
よ
る
基
準

二

法
第
百
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条
例

を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
三
条
第
二
項
第
二
号
、
第
四
条
第
二
項
第
二
号
、
第
五
条
第
二

項
第
二
号
、
第
三
十
九
条
第
二
項
第
一
号
イ

（
床
面
積
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
四
十
条
第
二
項
第
一

号
イ

（
床
面
積
に
係
る
部
分
に
限
る
。）並
び
に
第
四
十
一
条
第
二
項
第
一
号
イ

（
床
面
積
に
係
る
部
分

に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
基
準

三

法
第
百
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条
例

を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
六
条
第
一
項（
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、

第
六
条
の
二
（
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
四
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
、
第

十
六
条
（
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
八
条
第
七
項
、
第
二
十
五
条
の
二
（
第
五

十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
十
八
条
第
二
項
（
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）、
第
三
十
条
（
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
十
四
条
（
第
五
十
条
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
十
四
条
の
二
（
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
四

十
三
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
及
び
第
四
十
四
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
基
準

三

法
第
百
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条
例

を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
六
条
第
一
項（
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、

第
六
条
の
二
（
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
四
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
、
第

十
六
条
（
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
八
条
第
七
項
、
第
三
十
条
（
第
五
十
条
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
十
四
条
（
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
四

十
三
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
及
び
第
四
十
四
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
基
準

四

（
略
）

四

（
略
）

（
基
本
方
針
）

（
基
本
方
針
）

第
一
条
の
二

（
略
）

第
一
条
の
二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
入
院
患
者
の
人
権
の
擁
護
、
虐
待
の
防
止
等
の
た
め
、
必
要
な
体
制
の
整

備
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
従
業
者
に
対
し
、
研
修
を
実
施
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

５

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
法
第
百
十

八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
保
険
等
関
連
情
報
そ
の
他
必
要
な
情
報
を
活
用
し
、
適
切
か
つ
有
効
に
行

う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報



（
従
業
者
の
員
数
）

（
従
業
者
の
員
数
）

第
二
条

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
（
療
養
病
床
（
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
七
条
第

二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
療
養
病
床
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
有
す
る
病
院
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）に
置
く
べ

き
従
業
者
の
員
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
二
条

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
（
療
養
病
床
（
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
七
条
第

二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
療
養
病
床
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
有
す
る
病
院
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）に
置
く
べ

き
従
業
者
の
員
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

医
師
及
び
薬
剤
師

そ
れ
ぞ
れ
医
療
法
に
規
定
す
る
療
養
病
床
を
有
す
る
病
院
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
数

以
上

一

医
師
、
薬
剤
師
及
び
栄
養
士

そ
れ
ぞ
れ
医
療
法
に
規
定
す
る
療
養
病
床
を
有
す
る
病
院
と
し
て
必
要
と

さ
れ
る
数
以
上

二
〜
四

（
略
）

二
〜
四

（
略
）

五

栄
養
士
又
は
管
理
栄
養
士

療
養
病
床
が
百
以
上
の
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
あ
っ
て
は
、
一
以
上

（
新
設
）

六

（
略
）

五

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
（
介
護
保
険
法
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
四
百
十
二
号
。
以
下
「
令
」
と
い

う
。）第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
病
床
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
病
棟
（
以
下
「
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
」

と
い
う
。）を
有
す
る
病
院
（
以
下
「
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
を
有
す
る
病
院
」
と
い
う
。）で
あ
る
も
の

に
限
る
。）に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

３

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
（
介
護
保
険
法
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
四
百
十
二
号
。
以
下
「
令
」
と
い

う
。）第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
病
床
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
病
棟
（
以
下
「
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
」

と
い
う
。）を
有
す
る
病
院
（
以
下
「
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
を
有
す
る
病
院
」
と
い
う
。）で
あ
る
も
の

に
限
る
。）に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

医
師
及
び
薬
剤
師

そ
れ
ぞ
れ
医
療
法
上
必
要
と
さ
れ
る
数
以
上

一

医
師
、
薬
剤
師
及
び
栄
養
士

そ
れ
ぞ
れ
医
療
法
上
必
要
と
さ
れ
る
数
以
上

二
〜
五

（
略
）

二
〜
五

（
略
）

六

栄
養
士
又
は
管
理
栄
養
士

老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
係
る
病
床
数
及
び
療
養
病
床
の
数
が
百
以

上
の
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
あ
っ
て
は
、
一
以
上

（
新
設
）

七

（
略
）

六

（
略
）

４
・
５

（
略
）

４
・
５

（
略
）

６

療
養
病
床
を
有
す
る
病
院
で
あ
り
、
か
つ
、
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
を
有
す
る
病
院
で
あ
る
指
定
介

護
療
養
型
医
療
施
設
に
置
く
べ
き
介
護
支
援
専
門
員
の
員
数
の
標
準
は
、
第
一
項
第
六
号
及
び
第
三
項
第
七
号

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
療
養
病
床
（
専
ら
要
介
護
者
を
入
院
さ
せ
る
部
分
に
限
る
。）に
係
る
病
室
に
お
け
る

入
院
患
者
の
数
及
び
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
（
専
ら
要
介
護
者
を
入
院
さ
せ
る
部
分
に
限
る
。）に
係
る

病
室
に
お
け
る
入
院
患
者
の
数
の
合
計
数
が
百
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
と
す
る
。

６

療
養
病
床
を
有
す
る
病
院
で
あ
り
、
か
つ
、
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
を
有
す
る
病
院
で
あ
る
指
定
介

護
療
養
型
医
療
施
設
に
置
く
べ
き
介
護
支
援
専
門
員
の
員
数
の
標
準
は
、
第
一
項
第
五
号
及
び
第
三
項
第
六
号

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
療
養
病
床
（
専
ら
要
介
護
者
を
入
院
さ
せ
る
部
分
に
限
る
。）に
係
る
病
室
に
お
け
る

入
院
患
者
の
数
及
び
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
（
専
ら
要
介
護
者
を
入
院
さ
せ
る
部
分
に
限
る
。）に
係
る

病
室
に
お
け
る
入
院
患
者
の
数
の
合
計
数
が
百
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
と
す
る
。

７

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
従
業
者
は
、
専
ら
当
該
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
職
務
に
従
事
す
る
こ

と
が
で
き
る
者
を
も
っ
て
充
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
入
院
患
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

７

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
従
業
者
は
、
専
ら
当
該
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
職
務
に
従
事
す
る
こ

と
が
で
き
る
者
を
も
っ
て
充
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
（
ユ
ニ
ッ
ト
型

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
（
第
三
十
七
条
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
を
い
う
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医

療
施
設
を
併
設
す
る
場
合
の
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
及
び
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
介

護
職
員
を
除
き
、
入
院
患
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

８

第
一
項
第
六
号
、
第
三
項
第
七
号
及
び
第
六
項
の
介
護
支
援
専
門
員
は
、
専
ら
そ
の
職
務
に
従
事
す
る
常
勤

の
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
入
院
患
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、
当
該
指
定
介
護
療
養
型

医
療
施
設
の
他
の
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

８

第
一
項
第
五
号
、
第
三
項
第
六
号
及
び
第
六
項
の
介
護
支
援
専
門
員
は
、
専
ら
そ
の
職
務
に
従
事
す
る
常
勤

の
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
入
院
患
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、
当
該
指
定
介
護
療
養
型

医
療
施
設
の
他
の
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

９
・
10

（
略
）

９
・
10

（
略
）

（
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
方
針
）

（
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
方
針
）

第
十
四
条

（
略
）

第
十
四
条

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

２
〜
５

（
略
）
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６

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

６

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
そ
の
他
の
情
報
通
信

機
器
（
以
下
「
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
」
と
い
う
。）を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
三
月

に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図

る
こ
と
。

一

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
を
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

７

（
略
）

７

（
略
）

（
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
）

（
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
）

第
十
五
条

（
略
）

第
十
五
条

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

６

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
（
入
院
患
者
に
対
す
る
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
当
た
る
他
の
担
当
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
担
当
者
」
と
い
う
。）を
招
集
し
て
行
う
会
議

（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
入
院
患
者
又
は
そ
の
家
族

（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
入
院
患
者
等
」
と
い
う
。）が
参
加
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等

の
活
用
に
つ
い
て
当
該
入
院
患
者
等
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
開
催
、
担

当
者
に
対
す
る
照
会
等
に
よ
り
、
当
該
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案
の
内
容
に
つ
い
て
、
担
当
者
か
ら
、
専
門

的
な
見
地
か
ら
の
意
見
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

６

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
（
入
院
患
者
に
対
す
る
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
当
た
る
他
の
担
当
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
担
当
者
」
と
い
う
。）を
召
集
し
て
行
う
会
議

を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
開
催
、
担
当
者
に
対
す
る
照
会
等
に
よ
り
、
当
該
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案
の
内

容
に
つ
い
て
、
担
当
者
か
ら
、
専
門
的
な
見
地
か
ら
の
意
見
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

７
〜
12

（
略
）

７
〜
12

（
略
）

（
栄
養
管
理
）

第
十
七
条
の
二

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
入
院
患
者
の
栄
養
状
態
の
維
持
及
び
改
善
を
図
り
、
自
立
し

た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
各
入
院
患
者
の
状
態
に
応
じ
た
栄
養
管
理
を
計
画
的
に
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
口
腔く

う

衛
生
の
管
理
）

第
十
七
条
の
三

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
入
院
患
者
の
口
腔く
う

の
健
康
の
保
持
を
図
り
、
自
立
し
た
日
常

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
口
腔く
う

衛
生
の
管
理
体
制
を
整
備
し
、
各
入
院
患
者
の
状
態
に
応
じ
た
口
腔く
う

衛
生
の
管
理
を
計
画
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
二
十
四
条

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規

程
（
以
下
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。）を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
四
条

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規

程
（
以
下
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。）を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
六

（
略
）

一
〜
六

（
略
）

七

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

八

（
略
）

七

（
略
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

第
二
十
五
条

（
略
）

第
二
十
五
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
従
業
者
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
当
該
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
全
て
の
従
業
者
（
看
護
師
、
准
看
護
師
、
介

護
福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員
、
法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者
等
の
資
格
を
有
す
る
者
そ

の
他
こ
れ
に
類
す
る
者
を
除
く
。）に
対
し
、
認
知
症
介
護
に
係
る
基
礎
的
な
研
修
を
受
講
さ
せ
る
た
め
に
必
要

な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
従
業
者
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報



４

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
適
切
な
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、

職
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
性
的
な
言
動
又
は
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
で
あ
っ
て
業
務
上
必
要
か
つ

相
当
な
範
囲
を
超
え
た
も
の
に
よ
り
従
業
者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
方
針
の
明
確

化
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
業
務
継
続
計
画
の
策
定
等
）

第
二
十
五
条
の
二

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
感
染
症
や
非
常
災
害
の
発
生
時
に
お
い
て
、
入
院
患
者
に

対
す
る
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
継
続
的
に
実
施
す
る
た
め
の
、
及
び
非
常
時
の
体
制
で
早
期

の
業
務
再
開
を
図
る
た
め
の
計
画
（
以
下
「
業
務
継
続
計
画
」
と
い
う
。）を
策
定
し
、
当
該
業
務
継
続
計
画
に

従
い
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

２

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
従
業
者
に
対
し
、
業
務
継
続
計
画
に
つ
い
て
周
知
す
る
と
と
も
に
、
必
要

な
研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
定
期
的
に
業
務
継
続
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
業
務
継
続

計
画
の
変
更
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
非
常
災
害
対
策
）

（
非
常
災
害
対
策
）

第
二
十
七
条

（
略
）

第
二
十
七
条

（
略
）

２

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
前
項
に
規
定
す
る
訓
練
の
実
施
に
当
た
っ
て
、
地
域
住
民
の
参
加
が
得
ら

れ
る
よ
う
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
衛
生
管
理
等
）

（
衛
生
管
理
等
）

第
二
十
八
条

（
略
）

第
二
十
八
条

（
略
）

２

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
当
該
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
お
い
て
感
染
症
又
は
食
中
毒
が
発
生

し
、
又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
当
該
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
お
い
て
感
染
症
又
は
食
中
毒
が
発
生

し
、
又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
お
け
る
感
染
症
又
は
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の

対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
お
お

む
ね
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知

徹
底
を
図
る
こ
と
。

一

当
該
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
お
け
る
感
染
症
又
は
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の

対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
を
お
お
む
ね
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介

護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二

（
略
）

二

（
略
）

三

当
該
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
お
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
対
し
、
感
染
症
及
び
食
中

毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
並
び
に
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
訓
練

を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

三

当
該
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
お
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
対
し
、
感
染
症
及
び
食
中

毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

四

（
略
）

四

（
略
）

（
掲
示
）

（
掲
示
）

第
二
十
九
条

（
略
）

第
二
十
九
条

（
略
）

２

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
前
項
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
当
該
指
定
介
護
療
養
型
医
療

施
設
に
備
え
付
け
、
か
つ
、
こ
れ
を
い
つ
で
も
関
係
者
に
自
由
に
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
同
項
の
規
定
に

よ
る
掲
示
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）

（
事
故
発
生
の
防
止
及
び
発
生
時
の
対
応
）

（
事
故
発
生
の
防
止
及
び
発
生
時
の
対
応
）

第
三
十
四
条

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
事
故
の
発
生
又
は
そ
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
各
号
に

定
め
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
四
条

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
事
故
の
発
生
又
は
そ
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
各
号
に

定
め
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

事
故
発
生
の
防
止
の
た
め
の
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

る
。）及
び
従
業
者
に
対
す
る
研
修
を
定
期
的
に
行
う
こ
と
。

三

事
故
発
生
の
防
止
の
た
め
の
委
員
会
及
び
従
業
者
に
対
す
る
研
修
を
定
期
的
に
行
う
こ
と
。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
担
当
者
を
置
く
こ
と
。

（
新
設
）

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）
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（
虐
待
の
防
止
）

第
三
十
四
条
の
二

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
虐
待
の
発
生
又
は
そ
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

一

当
該
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ

電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
定
期
的
に
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結

果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二

当
該
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。

三

当
該
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
お
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
対
し
、
虐
待
の
防
止
の
た

め
の
研
修
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
担
当
者
を
置
く
こ
と
。

（
基
本
方
針
）

（
基
本
方
針
）

第
三
十
八
条

（
略
）

第
三
十
八
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
入
院
患
者
の
人
権
の
擁
護
、
虐
待
の
防
止
等
の
た
め
、
必
要

な
体
制
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
従
業
者
に
対
し
、
研
修
を
実
施
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
新
設
）

４

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

法
第
百
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
保
険
等
関
連
情
報
そ
の
他
必
要
な
情
報
を
活
用
し
、
適
切
か
つ

有
効
に
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
構
造
設
備
）

（
構
造
設
備
）

第
三
十
九
条

（
略
）

第
三
十
九
条

（
略
）

２

前
項
の
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
ユ
ニ
ッ
ト
、
廊
下
、
機
能
訓
練
室
及
び
浴
室
に
つ
い
て

は
、
次
の
基
準
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
ユ
ニ
ッ
ト
、
廊
下
、
機
能
訓
練
室
及
び
浴
室
に
つ
い
て

は
、
次
の
基
準
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

ユ
ニ
ッ
ト

一

ユ
ニ
ッ
ト

イ

病
室

イ

病
室

（
略
）

（
略
）

病
室
は
、
い
ず
れ
か
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
す
る
も
の
と
し
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
の
共
同
生
活
室
に
近
接
し

て
一
体
的
に
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
一
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
入
院
患
者
の
定
員
は
、
原
則
と
し
て
お
お
む

ね
十
人
以
下
と
し
、
十
五
人
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

病
室
は
、
い
ず
れ
か
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
す
る
も
の
と
し
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
の
共
同
生
活
室
に
近
接
し

て
一
体
的
に
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
一
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
入
院
患
者
の
定
員
は
、
お
お
む
ね
十
人
以
下

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
の
病
室
の
床
面
積
等
は
、
十
・
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、

た
だ
し
書

の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
十
一
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

一
の
病
室
の
床
面
積
等
は
、
次
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
こ
と
。

（
削
る
）

十
・
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、

た
だ
し
書
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二

十
一
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

（
削
る
）

ユ
ニ
ッ
ト
に
属
さ
な
い
病
室
を
改
修
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
入
院
患
者
同
士
の
視
線
の
遮
断
の

確
保
を
前
提
に
し
た
上
で
、
病
室
を
隔
て
る
壁
に
つ
い
て
、
天
井
と
の
間
に
一
定
の

間
が
生
じ
て

い
て
も
差
し
支
え
な
い
。

（
略
）

（
略
）

ロ
〜
ニ

（
略
）

ロ
〜
ニ

（
略
）

二
〜
四

（
略
）

二
〜
四

（
略
）

３
〜
５

（
略
）

３
〜
５

（
略
）
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第
四
十
条

（
略
）

第
四
十
条

（
略
）

２

前
項
の
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
ユ
ニ
ッ
ト
、
廊
下
、
機
能
訓
練
室
及
び
浴
室
に
つ
い
て

は
、
次
の
基
準
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
ユ
ニ
ッ
ト
、
廊
下
、
機
能
訓
練
室
及
び
浴
室
に
つ
い
て

は
、
次
の
基
準
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

ユ
ニ
ッ
ト

一

ユ
ニ
ッ
ト

イ

病
室

イ

病
室

（
略
）

（
略
）

病
室
は
、
い
ず
れ
か
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
す
る
も
の
と
し
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
の
共
同
生
活
室
に
近
接
し

て
一
体
的
に
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
一
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
入
院
患
者
の
定
員
は
、
原
則
と
し
て
お
お
む

ね
十
人
以
下
と
し
、
十
五
人
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

病
室
は
、
い
ず
れ
か
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
す
る
も
の
と
し
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
の
共
同
生
活
室
に
近
接
し

て
一
体
的
に
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
一
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
入
院
患
者
の
定
員
は
、
お
お
む
ね
十
人
以
下

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
の
病
室
の
床
面
積
等
は
、
十
・
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、

た
だ
し
書

の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
十
一
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

一
の
病
室
の
床
面
積
等
は
、
次
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
こ
と
。

（
削
る
）

十
・
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、

た
だ
し
書
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二

十
一
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

（
削
る
）

ユ
ニ
ッ
ト
に
属
さ
な
い
病
室
を
改
修
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
入
院
患
者
同
士
の
視
線
の
遮
断
の

確
保
を
前
提
に
し
た
上
で
、
病
室
を
隔
て
る
壁
に
つ
い
て
、
天
井
と
の
間
に
一
定
の

間
が
生
じ
て

い
て
も
差
し
支
え
な
い
。

（
略
）

（
略
）

ロ
〜
ニ

（
略
）

ロ
〜
ニ

（
略
）

二
〜
四

（
略
）

二
〜
四

（
略
）

３
〜
５

（
略
）

３
〜
５

（
略
）

第
四
十
一
条

（
略
）

第
四
十
一
条

（
略
）

２

前
項
の
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
ユ
ニ
ッ
ト
、
廊
下
、
生
活
機
能
回
復
訓
練
室
及
び
浴
室

に
つ
い
て
は
、
次
の
基
準
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
ユ
ニ
ッ
ト
、
廊
下
、
生
活
機
能
回
復
訓
練
室
及
び
浴
室

に
つ
い
て
は
、
次
の
基
準
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

ユ
ニ
ッ
ト

一

ユ
ニ
ッ
ト

イ

病
室

イ

病
室

（
略
）

（
略
）

病
室
は
、
い
ず
れ
か
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
す
る
も
の
と
し
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
の
共
同
生
活
室
に
近
接
し

て
一
体
的
に
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
一
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
入
院
患
者
の
定
員
は
、
原
則
と
し
て
お
お
む

ね
十
人
以
下
と
し
、
十
五
人
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

病
室
は
、
い
ず
れ
か
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
す
る
も
の
と
し
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
の
共
同
生
活
室
に
近
接
し

て
一
体
的
に
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
一
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
入
院
患
者
の
定
員
は
、
お
お
む
ね
十
人
以
下

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
の
病
室
の
床
面
積
等
は
、
十
・
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、

た
だ
し
書

の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
十
一
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

一
の
病
室
の
床
面
積
等
は
、
次
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
こ
と
。

（
削
る
）

十
・
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、

た
だ
し
書
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二

十
一
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

（
削
る
）

ユ
ニ
ッ
ト
に
属
さ
な
い
病
室
を
改
修
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
入
院
患
者
同
士
の
視
線
の
遮
断
の

確
保
を
前
提
に
し
た
上
で
、
病
室
を
隔
て
る
壁
に
つ
い
て
、
天
井
と
の
間
に
一
定
の

間
が
生
じ
て

い
て
も
差
し
支
え
な
い
。

（
略
）

（
略
）

ロ
〜
ニ

（
略
）

ロ
〜
ニ

（
略
）

二
〜
四

（
略
）

二
〜
四

（
略
）

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

（
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
方
針
）

（
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
方
針
）

第
四
十
三
条

（
略
）

第
四
十
三
条

（
略
）

２
〜
７

（
略
）

２
〜
７

（
略
）

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 



８

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職

員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

一

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
を
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

９

（
略
）

９

（
略
）

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
四
十
七
条

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項

に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
七
条

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項

に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
七

（
略
）

一
〜
七

（
略
）

八

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

九

（
略
）

八

（
略
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

第
四
十
八
条

（
略
）

第
四
十
八
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
従
業
者
に
対
し
、
そ
の
資
質
の
向
上
の
た
め
の
研
修
の
機
会

を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
全
て
の
従
業

者
（
看
護
師
、
准
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員
、
法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め

る
者
等
の
資
格
を
有
す
る
者
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
者
を
除
く
。）に
対
し
、
認
知
症
介
護
に
係
る
基
礎
的
な
研

修
を
受
講
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
従
業
者
に
対
し
、
そ
の
資
質
の
向
上
の
た
め
の
研
修
の
機
会

を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
適
切
な
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
確
保
す
る

観
点
か
ら
、
職
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
性
的
な
言
動
又
は
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
で
あ
っ
て
業
務

上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を
超
え
た
も
の
に
よ
り
従
業
者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の

方
針
の
明
確
化
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
準
用
）

（
準
用
）

第
五
十
条

第
六
条
か
ら
第
十
条
ま
で
、
第
十
三
条
、
第
十
五
条
か
ら
第
十
七
条
の
三
ま
で
、
第
二
十
一
条
か
ら

第
二
十
三
条
の
二
ま
で
、
第
二
十
五
条
の
二
及
び
第
二
十
七
条
か
ら
第
三
十
六
条
ま
で
の
規
定
は
、
ユ
ニ
ッ
ト

型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
六
条
第
一
項
中
「
第
二
十
四

条
に
規
定
す
る
運
営
規
程
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
七
条
に
規
定
す
る
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
」
と
、
第
二

十
三
条
第
二
項
中
「
こ
の
章
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
章
第
三
節
」
と
、
第
三
十
六
条
第
二
項
第
二
号
中
「
第
十

条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
第
二
項
」
と
、
第
二
十
三
条
の
二
中
「
第

十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
五
条
」
と
、第
三
十
六
条
第
二
項
第
四
号
中「
第

二
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
一
条
」
と
、
第
二
十
三
条
の
二
第
三
号
及

び
第
三
十
六
条
第
二
項
第
五
号
中
「
第
三
十
二
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第

三
十
二
条
第
二
項
」
と
、
第
二
十
三
条
の
二
第
四
号
及
び
第
三
十
六
条
第
二
項
第
六
号
中
「
第
三
十
四
条
第
三

項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
四
条
第
三
項
」
と
、
第
三
十
六
条
第
二
項
第
三
号

中
「
第
十
四
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
三
条
第
七
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
五
十
条

第
六
条
か
ら
第
十
条
ま
で
、
第
十
三
条
、
第
十
五
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
、
第
二
十
一
条
か
ら
第
二

十
三
条
の
二
ま
で
及
び
第
二
十
七
条
か
ら
第
三
十
六
条
ま
で
の
規
定
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療

施
設
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
六
条
第
一
項
中「
第
二
十
四
条
に
規
定
す
る
運
営
規
程
」

と
あ
る
の
は
「
第
四
十
七
条
に
規
定
す
る
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
」
と
、
第
二
十
三
条
第
二
項
中「
こ
の
章
」

と
あ
る
の
は
「
第
五
章
第
三
節
」
と
、
第
三
十
六
条
第
二
項
第
二
号
中
「
第
十
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
第
二
項
」
と
、
第
二
十
三
条
の
二
中
「
第
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五

十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
五
条
」
と
、
第
三
十
六
条
第
二
項
第
四
号
中
「
第
二
十
一
条
」と
あ
る
の
は「
第

五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
一
条
」
と
、
第
二
十
三
条
の
二
第
三
号
及
び
第
三
十
六
条
第
二
項
第
五
号

中
「
第
三
十
二
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
二
条
第
二
項
」
と
、
第
二

十
三
条
の
二
第
四
号
及
び
第
三
十
六
条
第
二
項
第
六
号
中
「
第
三
十
四
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条

に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
四
条
第
三
項
」
と
、
第
三
十
六
条
第
二
項
第
三
号
中
「
第
十
四
条
第
五
項
」
と
あ

る
の
は
「
第
四
十
三
条
第
七
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
六
章

雑
則

（
新
設
）

（
電
磁
的
記
録
等
）

第
五
十
一
条

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
及
び
そ
の
従
業
者
は
、
作
成
、
保
存
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の

の
う
ち
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
お
い
て
書
面
（
書
面
、
書
類
、
文
書
、
謄
本
、
抄
本
、
正
本
、
副
本
、
複
本
そ

の
他
文
字
、
図
形
等
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
が
記
載
さ
れ
た
紙
そ
の
他
の
有
体
物

（
新
設
）

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報



２

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
及
び
そ
の
従
業
者
は
、
交
付
、
説
明
、
同
意
、
承
諾
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る

も
の
（
以
下
「
交
付
等
」
と
い
う
。）の
う
ち
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
お
い
て
書
面
で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て

い
る
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
交
付
等
の
相
手
方
の
承
諾
を
得
て
、
書
面
に
代
え
て
、
電
磁

的
方
法（
電
子
的
方
法
、磁
気
的
方
法
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
法
を
い
う
。）

に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
（
第
七
条

第
一
項
（
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
十
条
第
一
項
（
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
次
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。）に
つ
い
て
は
、
書
面
に
代
え
て
、
当
該
書
面
に
係

る
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。）に
よ
り
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

附

則

第
十
八
条

療
養
病
床
を
有
す
る
病
院
（
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
、
医
療
法
施
行
規
則
第
五
十

二
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
た
も
の
に
限
る
。）で
あ
る
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
つ
い
て
は
、
令
和

六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
第
二
条
第
一
項
第
二
号
中
「
六
」
と
あ
る
の
は
「
八
」
と
、
同
項
第
三
号

中
「
六
」
と
あ
る
の
は
「
四
」
と
す
る
。

第
十
八
条

療
養
病
床
を
有
す
る
病
院
（
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
、
医
療
法
施
行
規
則
第
五
十

二
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
た
も
の
に
限
る
。）で
あ
る
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
つ
い
て
は
、
平
成

三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
第
二
条
第
一
項
第
二
号
中
「
六
」
と
あ
る
の
は
「
八
」
と
、
同
項
第

三
号
中
「
六
」
と
あ
る
の
は
「
四
」
と
す
る
。

第
十
九
条

老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
を
有
す
る
病
院
（
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
、
医
療

法
施
行
規
則
第
五
十
二
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
た
も
の
に
限
る
。）で
あ
る
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設

に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
は
、
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

医
師
及
び
薬
剤
師

そ
れ
ぞ
れ
医
療
法
上
必
要
と
さ
れ
る
数
以
上

一

医
師
、
薬
剤
師
及
び
栄
養
士

そ
れ
ぞ
れ
医
療
法
上
必
要
と
さ
れ
る
数
以
上

二
〜
五

（
略
）

二
〜
五

（
略
）

六

栄
養
士
又
は
管
理
栄
養
士

老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
係
る
病
床
数
及
び
療
養
病
床
の
数
が
百
以

上
の
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
あ
っ
て
は
、
一
以
上

（
新
設
）

七

（
略
）

六

（
略
）

第
二
十
条

療
養
病
床
を
有
す
る
病
院
（
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
、
医
療
法
施
行
規
則
第
五
十

一
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
た
も
の
に
限
る
。）で
あ
る
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
係
る
病
室
に
隣
接

す
る
廊
下
に
つ
い
て
は
、
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
第
三
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
三
十
九
条

第
二
項
第
二
号
中
「
一
・
八
メ
ー
ト
ル
」
と
あ
る
の
は
「
一
・
二
メ
ー
ト
ル
」
と
、「
二
・
七
メ
ー
ト
ル
」
と
あ

る
の
は
「
一
・
六
メ
ー
ト
ル
」
と
す
る
。

第
二
十
条

療
養
病
床
を
有
す
る
病
院
（
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
、
医
療
法
施
行
規
則
第
五
十

一
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
た
も
の
に
限
る
。）で
あ
る
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
係
る
病
室
に
隣
接

す
る
廊
下
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
第
三
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
三
十

九
条
第
二
項
第
二
号
中
「
一
・
八
メ
ー
ト
ル
」
と
あ
る
の
は
「
一
・
二
メ
ー
ト
ル
」
と
、「
二
・
七
メ
ー
ト
ル
」

と
あ
る
の
は
「
一
・
六
メ
ー
ト
ル
」
と
す
る
。

第
二
十
一
条

老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
を
有
す
る
病
院
（
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
、
医

療
法
施
行
規
則
第
五
十
一
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
た
も
の
に
限
る
。）で
あ
る
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施

設
に
係
る
病
室
に
隣
接
す
る
廊
下
に
つ
い
て
は
、
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
第
五
条
第
二
項
第

四
号
中
「
一
・
八
メ
ー
ト
ル
」
と
あ
る
の
は
「
一
・
二
メ
ー
ト
ル
」
と
、「
二
・
七
メ
ー
ト
ル
以
上
（
医
療
法
施

行
規
則
第
四
十
三
条
の
二
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
た
病
院
の
廊
下
の
幅
に
あ
っ
て
は
、
二
・
一
メ
ー
ト
ル

以
上
）」と
あ
る
の
は
「
一
・
六
メ
ー
ト
ル
以
上
」
と
す
る
。

第
二
十
一
条

老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
を
有
す
る
病
院
（
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
、
医

療
法
施
行
規
則
第
五
十
一
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
た
も
の
に
限
る
。）で
あ
る
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施

設
に
係
る
病
室
に
隣
接
す
る
廊
下
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
第
五
条
第
二

項
第
四
号
中
「
一
・
八
メ
ー
ト
ル
」
と
あ
る
の
は
「
一
・
二
メ
ー
ト
ル
」
と
、「
二
・
七
メ
ー
ト
ル
以
上
（
医
療

法
施
行
規
則
第
四
十
三
条
の
二
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
た
病
院
の
廊
下
の
幅
に
あ
っ
て
は
、
二
・
一
メ
ー

ト
ル
以
上
）」と
あ
る
の
は
「
一
・
六
メ
ー
ト
ル
以
上
」
と
す
る
。

第
十
九
条

老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
を
有
す
る
病
院
（
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
、
医
療

法
施
行
規
則
第
五
十
二
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
た
も
の
に
限
る
。）で
あ
る
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設

に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
は
、
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
四
十
六
号
。
附
則
に
お
い
て
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
基
準
」
と
い
う
。）の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

目
次

目
次

第
一
章

（
略
）

第
一
章

（
略
）

第
二
章

基
本
方
針
並
び
に
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
二
条

第
三
十
一
条
の
二
）

第
二
章

基
本
方
針
並
び
に
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
二
条

第
三
十
一
条
）
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第
三
章
〜
第
六
章

（
略
）

第
三
章
〜
第
六
章

（
略
）

第
七
章

雑
則
（
第
六
十
四
条
）

附
則

附
則

（
趣
旨
）

（
趣
旨
）

第
一
条

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
係
る
老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と

い
う
。）第
十
七
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ

れ
当
該
各
号
に
定
め
る
基
準
と
す
る
。

第
一
条

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
係
る
老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と

い
う
。）第
十
七
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ

れ
当
該
各
号
に
定
め
る
基
準
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条
例

を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
十
一
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第
四
項
第
一
号
ハ
、
第
三
十
五
条

第
三
項
第
一
号
及
び
第
四
項
第
一
号
イ

、
第
五
十
五
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第
四
項
第
一
号
ハ
、
第
六
十

一
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第
四
項
第
一
号
イ

並
び
に
附
則
第
三
条
第
一
項
（
第
十
一
条
第
四
項
第
一
号
ハ

及
び
第
五
十
五
条
第
四
項
第
一
号
ハ
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
基
準

二

法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条
例

を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
十
一
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第
四
項
第
一
号
ハ
、
第
三
十
五
条

第
三
項
第
一
号
及
び
第
四
項
第
一
号
イ

（
床
面
積
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
五
十
五
条
第
三
項
第
一
号

及
び
第
四
項
第
一
号
ハ
、
第
六
十
一
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第
四
項
第
一
号
イ

（
床
面
積
に
係
る
部
分
に

限
る
。）並
び
に
附
則
第
三
条
第
一
項
（
第
十
一
条
第
四
項
第
一
号
ハ
及
び
第
五
十
五
条
第
四
項
第
一
号
ハ
に

係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
基
準

三

法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条
例

を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
十
五
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
（
第
五
十
九
条
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
六
条
第
八
項
、
第
二
十
二
条
（
第
四
十
二
条
、
第
五
十
九
条
及
び
第
六
十
三

条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
十
四
条
の
二
（
第
四
十
二
条
、
第
五
十
九
条
及
び
第
六
十
三

条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
十
六
条
第
二
項
（
第
四
十
二
条
、
第
五
十
九
条
及
び
第
六
十

三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
十
八
条
（
第
四
十
二
条
、
第
五
十
九
条
及
び
第
六
十
三
条

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
十
一
条
（
第
四
十
二
条
、
第
五
十
九
条
及
び
第
六
十
三
条
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
十
一
条
の
二
（
第
四
十
二
条
、
第
五
十
九
条
及
び
第
六
十
三
条
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
十
六
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
（
第
六
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
十
七
条
第
九
項
、
第
五
十
七
条
第
八
項
及
び
第
六
十
二
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
る

基
準

三

法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条
例

を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
十
五
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
（
第
五
十
九
条
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
六
条
第
八
項
、
第
二
十
二
条
（
第
四
十
二
条
、
第
五
十
九
条
及
び
第
六
十
三

条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
十
八
条
（
第
四
十
二
条
、
第
五
十
九
条
及
び
第
六
十
三
条
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
十
一
条
（
第
四
十
二
条
、
第
五
十
九
条
及
び
第
六
十
三
条
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
十
六
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
（
第
六
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）、
第
三
十
七
条
第
九
項
、
第
五
十
七
条
第
八
項
及
び
第
六
十
二
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
基

準

四

（
略
）

四

（
略
）

（
基
本
方
針
）

（
基
本
方
針
）

第
二
条

（
略
）

第
二
条

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

５

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
の
人
権
の
擁
護
、
虐
待
の
防
止
等
の
た
め
、
必
要
な
体
制
の
整
備
を
行

う
と
と
も
に
、
そ
の
職
員
に
対
し
、
研
修
を
実
施
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
職
員
の
専
従
）

（
職
員
の
専
従
）

第
六
条

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
職
員
は
、
専
ら
当
該
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
職
務
に
従
事
す
る
者
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
入
所
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
六
条

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
職
員
は
、
専
ら
当
該
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
職
務
に
従
事
す
る
者
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
第
三
十
二
条
に

規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
除
く
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
。）に
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
併
設
す
る
場
合
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
及
び

ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
介
護
職
員
及
び
看
護
職
員
（
第
四
十
条
第
二
項
（
第
六
十
三
条
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
配
置
さ
れ
る
看
護
職
員
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
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じ
。）、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
ユ
ニ
ッ
ト
型
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
第
六
十
条
に
規
定
す
る

ユ
ニ
ッ
ト
型
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
併
設
す
る
場
合

の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
及
び
ユ
ニ
ッ
ト
型
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
介
護
職
員
及
び
看
護
職

員
、
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
第
十
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
を
い
い
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
ユ

ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
併
設
す
る
場
合
の
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
及
び
ユ
ニ
ッ
ト
型

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
介
護
職
員
及
び
看
護
職
員
又
は
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
ユ
ニ
ッ
ト
型

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
併
設
す
る
場
合
の
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
及
び
ユ
ニ
ッ
ト

型
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
介
護
職
員
及
び
看
護
職
員
を
除
き
、
入
所
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い

場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
七
条

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
七

（
略
）

一
〜
七

（
略
）

八

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

九

（
略
）

八

（
略
）

（
非
常
災
害
対
策
）

（
非
常
災
害
対
策
）

第
八
条

（
略
）

第
八
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
前
項
に
規
定
す
る
訓
練
の
実
施
に
当
た
っ
て
、
地
域
住
民
の
参
加
が
得
ら
れ
る

よ
う
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
処
遇
の
方
針
）

（
処
遇
の
方
針
）

第
十
五
条

（
略
）

第
十
五
条

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

６

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

６

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
そ
の
他
の
情
報
通
信

機
器
（
以
下
「
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
」
と
い
う
。）を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
三
月

に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図

る
こ
と
。

一

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
を
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

７

（
略
）

７

（
略
）

（
施
設
長
の
責
務
）

（
施
設
長
の
責
務
）

第
二
十
三
条

（
略
）

第
二
十
三
条

（
略
）

２

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
施
設
長
は
、
職
員
に
第
七
条
か
ら
第
九
条
ま
で
及
び
第
十
二
条
の
二
か
ら
第
三
十

一
条
の
二
ま
で
の
規
定
を
遵
守
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
指
揮
命
令
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
施
設
長
は
、
職
員
に
第
七
条
か
ら
第
九
条
ま
で
及
び
第
十
二
条
の
二
か
ら
第
三
十

一
条
ま
で
の
規
定
を
遵
守
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
指
揮
命
令
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

第
二
十
四
条

（
略
）

第
二
十
四
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）
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３

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
職
員
に
対
し
、
そ
の
資
質
の
向
上
の
た
め
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
当
該
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
全
て
の
職
員
（
看
護
師
、
准
看
護
師
、介
護
福
祉
士
、

介
護
支
援
専
門
員
、
介
護
保
険
法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者
等
の
資
格
を
有
す
る
者
そ
の

他
こ
れ
に
類
す
る
者
を
除
く
。）に
対
し
、
認
知
症
介
護
に
係
る
基
礎
的
な
研
修
を
受
講
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な

措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
職
員
に
対
し
、
そ
の
資
質
の
向
上
の
た
め
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

４

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
職
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る

性
的
な
言
動
又
は
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
で
あ
っ
て
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を
超
え
た
も

の
に
よ
り
職
員
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
方
針
の
明
確
化
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
業
務
継
続
計
画
の
策
定
等
）

第
二
十
四
条
の
二

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
感
染
症
や
非
常
災
害
の
発
生
時
に
お
い
て
、
入
所
者
に
対
す
る

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
継
続
的
に
実
施
す
る
た
め
の
、
及
び
非
常
時
の
体
制
で
早
期
の
業
務
再
開
を
図
る
た
め
の

計
画
（
以
下
「
業
務
継
続
計
画
」
と
い
う
。）を
策
定
し
、
当
該
業
務
継
続
計
画
に
従
い
必
要
な
措
置
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

２

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
職
員
に
対
し
、
業
務
継
続
計
画
に
つ
い
て
周
知
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
研
修

及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
定
期
的
に
業
務
継
続
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
業
務
継
続
計
画

の
変
更
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
衛
生
管
理
等
）

（
衛
生
管
理
等
）

第
二
十
六
条

（
略
）

第
二
十
六
条

（
略
）

２

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
当
該
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て
感
染
症
又
は
食
中
毒
が
発
生
し
、
又
は

ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
当
該
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て
感
染
症
又
は
食
中
毒
が
発
生
し
、
又
は

ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
感
染
症
及
び
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
対
策

を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
お
お
む
ね

三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
職
員
に
周
知
徹
底
を

図
る
こ
と
。

一

当
該
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
感
染
症
及
び
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
対
策

を
検
討
す
る
委
員
会
を
お
お
む
ね
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職

員
そ
の
他
の
職
員
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二

（
略
）

二

（
略
）

三

当
該
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
職
員
に
対
し
、
感
染
症
及
び
食
中
毒
の
予

防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
並
び
に
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
訓
練
を
定
期

的
に
実
施
す
る
こ
と
。

三

当
該
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
職
員
に
対
し
、
感
染
症
及
び
食
中
毒
の
予

防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

四

（
略
）

四

（
略
）

（
事
故
発
生
の
防
止
及
び
発
生
時
の
対
応
）

（
事
故
発
生
の
防
止
及
び
発
生
時
の
対
応
）

第
三
十
一
条

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
事
故
の
発
生
又
は
そ
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
各
号
に
定
め

る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
一
条

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
事
故
の
発
生
又
は
そ
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
各
号
に
定
め

る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

事
故
発
生
の
防
止
の
た
め
の
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

る
。）及
び
職
員
に
対
す
る
研
修
を
定
期
的
に
行
う
こ
と
。

三

事
故
発
生
の
防
止
の
た
め
の
委
員
会
及
び
職
員
に
対
す
る
研
修
を
定
期
的
に
行
う
こ
と
。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
担
当
者
を
置
く
こ
と
。

（
新
設
）

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

（
虐
待
の
防
止
）

第
三
十
一
条
の
二

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
虐
待
の
発
生
又
は
そ
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

一

当
該
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話

装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
定
期
的
に
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に

つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。
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二

当
該
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。

三

当
該
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
対
し
、
虐
待
の
防
止
の
た
め
の

研
修
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
担
当
者
を
置
く
こ
と
。

（
基
本
方
針
）

（
基
本
方
針
）

第
三
十
三
条

（
略
）

第
三
十
三
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
居
者
の
人
権
の
擁
護
、
虐
待
の
防
止
等
の
た
め
、
必
要
な
体
制

の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
職
員
に
対
し
、
研
修
を
実
施
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
三
十
四
条

ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関

す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
四
条

ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関

す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
八

（
略
）

一
〜
八

（
略
）

九

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

十

（
略
）

九

（
略
）

（
設
備
の
基
準
）

（
設
備
の
基
準
）

第
三
十
五
条

（
略
）

第
三
十
五
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

前
項
各
号
に
掲
げ
る
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

４

前
項
各
号
に
掲
げ
る
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

ユ
ニ
ッ
ト

一

ユ
ニ
ッ
ト

イ

居
室

イ

居
室

（
略
）

（
略
）

居
室
は
、
い
ず
れ
か
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
す
る
も
の
と
し
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
の
共
同
生
活
室
に
近
接
し

て
一
体
的
に
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
一
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
入
居
定
員
は
、
原
則
と
し
て
お
お
む
ね
十
人

以
下
と
し
、
十
五
人
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

居
室
は
、
い
ず
れ
か
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
す
る
も
の
と
し
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
の
共
同
生
活
室
に
近
接
し

て
一
体
的
に
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
一
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
入
居
定
員
は
、
お
お
む
ね
十
人
以
下
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
略
）

（
略
）

一
の
居
室
の
床
面
積
等
は
、
十
・
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、

た
だ
し
書

の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
十
一
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

一
の
居
室
の
床
面
積
等
は
、
次
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
こ
と
。

（
削
る
）

十
・
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、

た
だ
し
書
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二

十
一
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

（
削
る
）

ユ
ニ
ッ
ト
に
属
さ
な
い
居
室
を
改
修
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
入
居
者
同
士
の
視
線
の
遮
断
の
確

保
を
前
提
に
し
た
上
で
、
居
室
を
隔
て
る
壁
に
つ
い
て
、
天
井
と
の
間
に
一
定
の

間
が
生
じ
て
い

て
も
差
し
支
え
な
い
。

〜

（
略
）

〜

（
略
）

ロ
〜
ニ

（
略
）

ロ
〜
ニ

（
略
）

二
〜
四

（
略
）

二
〜
四

（
略
）

５
・
６

（
略
）

５
・
６

（
略
）

（
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
方
針
）

（
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
方
針
）

第
三
十
六
条

（
略
）

第
三
十
六
条

（
略
）

２
〜
７

（
略
）

２
〜
７

（
略
）

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 



８

ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８

ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職

員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

一

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
を
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

９

（
略
）

９

（
略
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

第
四
十
条

（
略
）

第
四
十
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
職
員
に
対
し
、
そ
の
資
質
の
向
上
の
た
め
の
研
修
の
機
会
を
確
保

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
全
て
の
職
員
（
看
護
師
、

准
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員
、
介
護
保
険
法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者

等
の
資
格
を
有
す
る
者
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
者
を
除
く
。）に
対
し
、
認
知
症
介
護
に
係
る
基
礎
的
な
研
修
を

受
講
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
職
員
に
対
し
、
そ
の
資
質
の
向
上
の
た
め
の
研
修
の
機
会
を
確
保

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
職
場
に
お
い

て
行
わ
れ
る
性
的
な
言
動
又
は
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
で
あ
っ
て
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲

を
超
え
た
も
の
に
よ
り
職
員
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
方
針
の
明
確
化
等
の
必
要
な

措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
準
用
）

（
準
用
）

第
四
十
二
条

第
三
条
か
ら
第
六
条
ま
で
、
第
八
条
、
第
九
条
、
第
十
二
条
の
二
か
ら
第
十
四
条
ま
で
、
第
十
八

条
、
第
二
十
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま
で
、
第
二
十
四
条
の
二
及
び
第
二
十
六
条
か
ら
第
三
十
一
条
の
二
ま
で
の

規
定
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
条
第
二
項

第
三
号
中
「
第
十
五
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
六
条
第
七
項
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
第
二
十
九
条

第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
九
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
第

三
十
一
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
一
条
第
三
項
」
と
、
第
二
十
三

条
第
二
項
中
「
第
七
条
か
ら
第
九
条
ま
で
及
び
第
十
二
条
の
二
か
ら
第
三
十
一
条
の
二
ま
で
」と
あ
る
の
は「
第

三
十
四
条
及
び
第
三
十
六
条
か
ら
第
四
十
一
条
ま
で
並
び
に
第
四
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
条
、
第
九

条
、
第
十
二
条
の
二
か
ら
第
十
四
条
ま
で
、
第
十
八
条
、
第
二
十
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま
で
、
第
二
十
四
条
の

二
及
び
第
二
十
六
条
か
ら
第
三
十
一
条
の
二
ま
で
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
四
十
二
条

第
三
条
か
ら
第
六
条
ま
で
、
第
八
条
、
第
九
条
、
第
十
二
条
の
二
か
ら
第
十
四
条
ま
で
、
第
十
八

条
、
第
二
十
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま
で
及
び
第
二
十
六
条
か
ら
第
三
十
一
条
ま
で
の
規
定
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
条
第
二
項
第
三
号
中
「
第
十
五
条
第

五
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
六
条
第
七
項
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
第
二
十
九
条
第
二
項
」と
あ
る
の
は「
第

四
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
九
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
第
三
十
一
条
第
三
項
」
と
あ
る

の
は
「
第
四
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
一
条
第
三
項
」
と
、
第
二
十
三
条
第
二
項
中
「
第
七
条
か
ら

第
九
条
ま
で
及
び
第
十
二
条
の
二
か
ら
第
三
十
一
条
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
四
条
及
び
第
三
十
六
条
か

ら
第
四
十
一
条
ま
で
並
び
に
第
四
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
条
、
第
九
条
、
第
十
二
条
の
二
か
ら
第
十

四
条
ま
で
、
第
十
八
条
、
第
二
十
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま
で
及
び
第
二
十
六
条
か
ら
第
三
十
一
条
ま
で
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
職
員
の
配
置
の
基
準
）

（
職
員
の
配
置
の
基
準
）

第
五
十
六
条

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
他
の
社
会
福
祉
施
設
等
の
栄
養
士
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
当
該
地
域
密
着
型
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
効
果
的
な
運
営
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
で
あ
っ
て
、
入
所
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い

と
き
は
、
第
五
号
の
栄
養
士
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
十
六
条

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
〜
七

（
略
）

一
〜
七

（
略
）

２
〜
８

（
略
）

２
〜
８

（
略
）

９

第
一
項
第
三
号
及
び
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
サ
テ
ラ
イ
ト
型
居
住
施
設
の
生
活

相
談
員
、
栄
養
士
、
機
能
訓
練
指
導
員
又
は
調
理
員
、
事
務
員
そ
の
他
の
職
員
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
本

体
施
設
の
場
合
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
職
員
に
よ
り
当
該
サ
テ
ラ
イ

ト
型
居
住
施
設
の
入
所
者
の
処
遇
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
置
か
な
い
こ
と

が
で
き
る
。

９

第
一
項
第
三
号
及
び
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
サ
テ
ラ
イ
ト
型
居
住
施
設
の
生
活

相
談
員
、
栄
養
士
、
機
能
訓
練
指
導
員
又
は
調
理
員
、
事
務
員
そ
の
他
の
職
員
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
本

体
施
設
の
場
合
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
職
員
に
よ
り
当
該
サ
テ
ラ
イ

ト
型
居
住
施
設
の
入
所
者
の
処
遇
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
置
か
な
い
こ
と

が
で
き
る
。

一

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

生
活
相
談
員
、
栄
養
士
、
機
能
訓
練
指
導
員
又
は
調
理
員
、
事
務
員
そ
の
他
の

職
員

一

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

栄
養
士
、
機
能
訓
練
指
導
員
又
は
調
理
員
、
事
務
員
そ
の
他
の
職
員

二
〜
五

（
略
）

二
〜
五

（
略
）

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報



10
〜
15

（
略
）

10
〜
15

（
略
）

（
地
域
と
の
連
携
等
）

（
地
域
と
の
連
携
等
）

第
五
十
八
条

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
そ
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
入
所
者
、入
所
者
の
家
族
、

地
域
住
民
の
代
表
者
、
当
該
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
所
在
す
る
市
町
村
の
職
員
又
は
当
該
地
域

密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
所
在
す
る
区
域
を
管
轄
す
る
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
一
項
に

規
定
す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
、
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る

者
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
協
議
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た

だ
し
、
入
所
者
又
は
そ
の
家
族
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
入
所
者
等
」
と
い
う
。）が
参
加
す
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
の
活
用
に
つ
い
て
当
該
入
所
者
等
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）（
以
下「
運

営
推
進
会
議
」
と
い
う
。）を
設
置
し
、
お
お
む
ね
二
月
に
一
回
以
上
、
運
営
推
進
会
議
に
対
し
活
動
状
況
を
報

告
し
、
運
営
推
進
会
議
に
よ
る
評
価
を
受
け
る
と
と
も
に
、
運
営
推
進
会
議
か
ら
必
要
な
要
望
、
助
言
等
を
聴

く
機
会
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
八
条

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
そ
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
入
所
者
、入
所
者
の
家
族
、

地
域
住
民
の
代
表
者
、
当
該
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
所
在
す
る
市
町
村
の
職
員
又
は
当
該
地
域

密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
所
在
す
る
区
域
を
管
轄
す
る
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
一
項
に

規
定
す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
、
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る

者
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
協
議
会
（
以
下
「
運
営
推
進
会
議
」
と
い
う
。）を
設
置
し
、
お
お
む
ね
二
月
に
一
回

以
上
、
運
営
推
進
会
議
に
対
し
活
動
状
況
を
報
告
し
、
運
営
推
進
会
議
に
よ
る
評
価
を
受
け
る
と
と
も
に
、
運

営
推
進
会
議
か
ら
必
要
な
要
望
、
助
言
等
を
聴
く
機
会
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

（
準
用
）

（
準
用
）

第
五
十
九
条

第
二
条
か
ら
第
九
条
ま
で
、
第
十
二
条
の
二
か
ら
第
十
五
条
ま
で
、
第
十
七
条
か
ら
第
二
十
九
条

ま
で
、
第
三
十
一
条
及
び
第
三
十
一
条
の
二
の
規
定
は
、
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
条
第
二
項
第
三
号
中
「
第
十
五
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
九
条

に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
五
条
第
五
項
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
第
二
十
九
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五

十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
九
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
第
三
十
一
条
第
三
項
」
と
あ
る
の

は
「
第
五
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
一
条
第
三
項
」
と
、
第
二
十
三
条
第
二
項
中
「
第
七
条
か
ら
第

九
条
ま
で
及
び
第
十
二
条
の
二
か
ら
第
三
十
一
条
の
二
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
七
条
及
び
第
五
十
八
条

並
び
に
第
五
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
条
か
ら
第
九
条
ま
で
、
第
十
二
条
の
二
か
ら
第
十
五
条
ま
で
、

第
十
七
条
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で
、
第
三
十
一
条
及
び
第
三
十
一
条
の
二
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
五
十
九
条

第
二
条
か
ら
第
九
条
ま
で
、
第
十
二
条
の
二
か
ら
第
十
五
条
ま
で
、
第
十
七
条
か
ら
第
二
十
九
条

ま
で
及
び
第
三
十
一
条
の
規
定
は
、
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
第
九
条
第
二
項
第
三
号
中
「
第
十
五
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る

第
十
五
条
第
五
項
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
第
二
十
九
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
九
条
に
お
い
て
準

用
す
る
第
二
十
九
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
第
三
十
一
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
九
条
に

お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
一
条
第
三
項
」
と
、
第
二
十
三
条
第
二
項
中
「
第
七
条
か
ら
第
九
条
ま
で
及
び
第
十

二
条
の
二
か
ら
第
三
十
一
条
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
七
条
及
び
第
五
十
八
条
並
び
に
第
五
十
九
条
に
お

い
て
準
用
す
る
第
七
条
か
ら
第
九
条
ま
で
、
第
十
二
条
の
二
か
ら
第
十
五
条
ま
で
、
第
十
七
条
か
ら
第
二
十
九

条
ま
で
及
び
第
三
十
一
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
設
備
の
基
準
）

（
設
備
の
基
準
）

第
六
十
一
条

（
略
）

第
六
十
一
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

前
項
各
号
に
掲
げ
る
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

４

前
項
各
号
に
掲
げ
る
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

ユ
ニ
ッ
ト

一

ユ
ニ
ッ
ト

イ

居
室

イ

居
室

（
略
）

（
略
）

居
室
は
、
い
ず
れ
か
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
す
る
も
の
と
し
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
の
共
同
生
活
室
に
近
接
し

て
一
体
的
に
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
一
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
入
居
定
員
は
、
原
則
と
し
て
お
お
む
ね
十
人

以
下
と
し
、
十
五
人
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

居
室
は
、
い
ず
れ
か
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
す
る
も
の
と
し
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
の
共
同
生
活
室
に
近
接
し

て
一
体
的
に
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
一
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
入
居
定
員
は
、
お
お
む
ね
十
人
以
下
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
略
）

（
略
）

一
の
居
室
の
床
面
積
等
は
、
十
・
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、

た
だ
し
書

の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
十
一
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

一
の
居
室
の
床
面
積
等
は
、
次
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
こ
と
。

（
削
る
）

十
・
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、

た
だ
し
書
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二

十
一
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
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（
削
る
）

ユ
ニ
ッ
ト
に
属
さ
な
い
居
室
を
改
修
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
入
居
者
同
士
の
視
線
の
遮
断
の
確

保
を
前
提
に
し
た
上
で
、
居
室
を
隔
て
る
壁
に
つ
い
て
、
天
井
と
の
間
に
一
定
の

間
が
生
じ
て
い

て
も
差
し
支
え
な
い
。

〜

（
略
）

〜

（
略
）

ロ
〜
ニ

（
略
）

ロ
〜
ニ

（
略
）

二
〜
四

（
略
）

二
〜
四

（
略
）

５
〜
７

（
略
）

５
〜
７

（
略
）

（
準
用
）

（
準
用
）

第
六
十
三
条

第
三
条
か
ら
第
六
条
ま
で
、
第
八
条
、
第
九
条
、
第
十
二
条
の
二
か
ら
第
十
四
条
ま
で
、
第
十
八

条
、
第
二
十
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま
で
、
第
二
十
四
条
の
二
、
第
二
十
六
条
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で
、
第
三
十

一
条
、
第
三
十
一
条
の
二
、
第
三
十
三
条
、
第
三
十
四
条
、
第
三
十
六
条
、
第
三
十
八
条
か
ら
第
四
十
一
条
ま

で
及
び
第
五
十
八
条
の
規
定
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
条
第
二
項
第
三
号
中
「
第
十
五
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
三
条
に
お
い
て

準
用
す
る
第
三
十
六
条
第
七
項
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
第
二
十
九
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
三
条

に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
九
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
第
三
十
一
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

六
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
一
条
第
三
項
」
と
、
第
二
十
三
条
第
二
項
中
「
第
七
条
か
ら
第
九
条
ま

で
及
び
第
十
二
条
の
二
か
ら
第
三
十
一
条
の
二
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
二
条
並
び
に
第
六
十
三
条
に
お

い
て
準
用
す
る
第
八
条
、
第
九
条
、
第
十
二
条
の
二
か
ら
第
十
四
条
ま
で
、
第
十
八
条
、
第
二
十
条
か
ら
第
二

十
三
条
ま
で
、
第
二
十
四
条
の
二
、
第
二
十
六
条
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で
、
第
三
十
一
条
、第
三
十
一
条
の
二
、

第
三
十
四
条
、
第
三
十
六
条
、
第
三
十
八
条
か
ら
第
四
十
一
条
ま
で
及
び
第
五
十
八
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

第
六
十
三
条

第
三
条
か
ら
第
六
条
ま
で
、
第
八
条
、
第
九
条
、
第
十
二
条
の
二
か
ら
第
十
四
条
ま
で
、
第
十
八

条
、
第
二
十
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま
で
、
第
二
十
六
条
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で
、
第
三
十
一
条
、第
三
十
三
条
、

第
三
十
四
条
、
第
三
十
六
条
、
第
三
十
八
条
か
ら
第
四
十
一
条
ま
で
及
び
第
五
十
八
条
の
規
定
は
、
ユ
ニ
ッ
ト

型
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
条
第
二
項
第
三
号

中
「
第
十
五
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
六
条
第
七
項
」
と
、
同
項

第
四
号
中
「
第
二
十
九
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
九
条
第
二
項
」

と
、
同
項
第
五
号
中
「
第
三
十
一
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
一
条

第
三
項
」
と
、
第
二
十
三
条
第
二
項
中
「
第
七
条
か
ら
第
九
条
ま
で
及
び
第
十
二
条
の
二
か
ら
第
三
十
一
条
ま

で
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
二
条
並
び
に
第
六
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
条
、
第
九
条
、
第
十
二
条
の

二
か
ら
第
十
四
条
ま
で
、
第
十
八
条
、
第
二
十
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま
で
、
第
二
十
六
条
か
ら
第
二
十
九
条
ま

で
、
第
三
十
一
条
、
第
三
十
四
条
、
第
三
十
六
条
、
第
三
十
八
条
か
ら
第
四
十
一
条
ま
で
及
び
第
五
十
八
条
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
七
章

雑
則

（
新
設
）

（
電
磁
的
記
録
等
）

第
六
十
四
条

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
及
び
そ
の
職
員
は
、
作
成
、保
存
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
の
う
ち
、

こ
の
省
令
の
規
定
に
お
い
て
書
面
（
書
面
、
書
類
、
文
書
、
謄
本
、
抄
本
、
正
本
、
副
本
、複
本
そ
の
他
文
字
、

図
形
等
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
が
記
載
さ
れ
た
紙
そ
の
他
の
有
体
物
を
い
う
。
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
（
次
項
に
規
定
す
る
も

の
を
除
く
。）に
つ
い
て
は
、
書
面
に
代
え
て
、
当
該
書
面
に
係
る
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式

そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機

に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。）に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）

２

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
及
び
そ
の
職
員
は
、
説
明
、
同
意
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
以
下「
説
明
等
」

と
い
う
。）の
う
ち
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
お
い
て
書
面
で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
又
は
想
定
さ
れ
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
当
該
説
明
等
の
相
手
方
の
承
諾
を
得
て
、
書
面
に
代
え
て
、
電
磁
的
方
法
（
電
子
的
方
法
、

磁
気
的
方
法
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
法
を
い
う
。）に
よ
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
号
。
附
則
に
お
い
て
「
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
基
準
」
と
い
う
。）の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

目
次

目
次

第
一
章
・
第
二
章

（
略
）

第
一
章
・
第
二
章

（
略
）

第
三
章

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
三
条
―
第
三
十
三
条
の
二
）

第
三
章

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
三
条
―
第
三
十
三
条
）
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第
四
章

（
略
）

第
四
章

（
略
）

第
五
章

雑
則
（
第
四
十
条
）

附
則

附
則

（
趣
旨
）

（
趣
旨
）

第
一
条

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
（
老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
第
二
十
条
の
六
に
規
定
す

る
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
係
る
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。）第
六
十
五
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
応

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
基
準
と
す
る
。

第
一
条

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
（
老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
第
二
十
条
の
六
に
規
定
す

る
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
係
る
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。）第
六
十
五
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
応

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
基
準
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

法
第
六
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条

例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
第
三
十
九
条
、
附
則
第
十
条

及
び
附
則
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
七
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
（
第
三
十

九
条
、
附
則
第
十
条
及
び
附
則
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
十
四
条
の
二
（
第
三

十
九
条
、
附
則
第
十
条
及
び
附
則
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、第
二
十
六
条
第
二
項（
第

三
十
九
条
、
附
則
第
十
条
及
び
附
則
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
十
九
条
（
第
三

十
九
条
、
附
則
第
十
条
及
び
附
則
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
十
三
条
（
第
三
十

九
条
、附
則
第
十
条
及
び
附
則
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
第
三
十
三
条
の
二（
第

三
十
九
条
、
附
則
第
十
条
及
び
附
則
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
基
準

三

法
第
六
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条

例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
第
三
十
九
条
、
附
則
第
十
条

及
び
附
則
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
七
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
（
第
三
十

九
条
、
附
則
第
十
条
及
び
附
則
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
十
九
条
（
第
三
十
九

条
、
附
則
第
十
条
及
び
附
則
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
第
三
十
三
条
（
第
三
十

九
条
、
附
則
第
十
条
及
び
附
則
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
基
準

四
・
五

（
略
）

四
・
五

（
略
）

（
基
本
方
針
）

（
基
本
方
針
）

第
二
条

（
略
）

第
二
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
の
人
権
の
擁
護
、
虐
待
の
防
止
等
の
た
め
、
必
要
な
体
制
の
整
備
を
行
う
と

と
も
に
、
そ
の
職
員
に
対
し
、
研
修
を
実
施
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
七
条

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
以
下
「
運

営
規
程
」
と
い
う
。）を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
以
下
「
運

営
規
程
」
と
い
う
。）を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
六

（
略
）

一
〜
六

（
略
）

七

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

八

（
略
）

七

（
略
）

（
非
常
災
害
対
策
）

（
非
常
災
害
対
策
）

第
八
条

（
略
）

第
八
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
前
項
に
規
定
す
る
訓
練
の
実
施
に
当
た
っ
て
、
地
域
住
民
の
参
加
が
得
ら
れ
る
よ
う

連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
方
針
）

（
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
方
針
）

第
十
七
条

（
略
）

第
十
七
条

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）
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５

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

５

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
そ
の
他
の
情
報
通
信

機
器
（
以
下
「
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
」
と
い
う
。）を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
三
月

に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図

る
こ
と
。

一

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
を
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

（
施
設
長
の
責
務
）

（
施
設
長
の
責
務
）

第
二
十
二
条

（
略
）

第
二
十
二
条

（
略
）

２

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
施
設
長
は
、
職
員
に
第
七
条
か
ら
第
九
条
ま
で
、
第
十
二
条
か
ら
前
条
ま
で
及
び
次
条

か
ら
第
三
十
三
条
の
二
ま
で
の
規
定
を
遵
守
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
指
揮
命
令
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
施
設
長
は
、
職
員
に
第
七
条
か
ら
第
九
条
ま
で
、
第
十
二
条
か
ら
前
条
ま
で
及
び
次
条

か
ら
第
三
十
三
条
ま
で
の
規
定
を
遵
守
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
指
揮
命
令
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

第
二
十
四
条

（
略
）

第
二
十
四
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
職
員
に
対
し
、
そ
の
資
質
の
向
上
の
た
め
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
際
、
当
該
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
全
て
の
職
員
（
看
護
師
、
准
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
介
護
支

援
専
門
員
、
介
護
保
険
法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者
等
の
資
格
を
有
す
る
者
そ
の
他
こ
れ

に
類
す
る
者
を
除
く
。）に
対
し
、
認
知
症
介
護
に
係
る
基
礎
的
な
研
修
を
受
講
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
職
員
に
対
し
、
そ
の
資
質
の
向
上
の
た
め
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

４

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
職
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
性
的

な
言
動
又
は
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
で
あ
っ
て
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を
超
え
た
も
の
に

よ
り
職
員
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
方
針
の
明
確
化
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
業
務
継
続
計
画
の
策
定
等
）

第
二
十
四
条
の
二

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
感
染
症
や
非
常
災
害
の
発
生
時
に
お
い
て
、
入
所
者
に
対
す
る
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
継
続
的
に
実
施
す
る
た
め
の
、
及
び
非
常
時
の
体
制
で
早
期
の
業
務
再
開
を
図
る
た
め
の
計
画

（
以
下
「
業
務
継
続
計
画
」
と
い
う
。）を
策
定
し
、
当
該
業
務
継
続
計
画
に
従
い
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

２

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
職
員
に
対
し
、
業
務
継
続
計
画
に
つ
い
て
周
知
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
研
修
及
び

訓
練
を
定
期
的
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
定
期
的
に
業
務
継
続
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
業
務
継
続
計
画
の
変

更
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
衛
生
管
理
等
）

（
衛
生
管
理
等
）

第
二
十
六
条

（
略
）

第
二
十
六
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

一

当
該
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
感
染
症
及
び
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
検

討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
お
お
む
ね
三
月

に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
職
員
に
対
し
、
周
知
徹
底

を
図
る
こ
と
。

一

当
該
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
感
染
症
及
び
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
検

討
す
る
委
員
会
を
お
お
む
ね
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ

の
他
の
職
員
に
対
し
、
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二

（
略
）

二

（
略
）

三

当
該
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
職
員
に
対
し
、
感
染
症
及
び
食
中
毒
の
予
防
並

び
に
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
並
び
に
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
訓
練
を
定
期
的

に
実
施
す
る
こ
と
。

三

当
該
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
職
員
に
対
し
、
感
染
症
及
び
食
中
毒
の
予
防
並

び
に
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

四

（
略
）

四

（
略
）

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報



（
掲
示
）

（
掲
示
）

第
二
十
八
条

（
略
）

第
二
十
八
条

（
略
）

２

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
前
項
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
当
該
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
に
備
え
付
け
、

か
つ
、
こ
れ
を
い
つ
で
も
関
係
者
に
自
由
に
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
掲
示
に
代
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）

（
事
故
発
生
の
防
止
及
び
発
生
時
の
対
応
）

（
事
故
発
生
の
防
止
及
び
発
生
時
の
対
応
）

第
三
十
三
条

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
事
故
の
発
生
又
は
そ
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
各
号
に
定
め
る
措

置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
三
条

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
事
故
の
発
生
又
は
そ
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
各
号
に
定
め
る
措

置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

事
故
発
生
の
防
止
の
た
め
の
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

る
。）及
び
職
員
に
対
す
る
研
修
を
定
期
的
に
行
う
こ
と
。

三

事
故
発
生
の
防
止
の
た
め
の
委
員
会
及
び
職
員
に
対
す
る
研
修
を
定
期
的
に
行
う
こ
と
。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
担
当
者
を
置
く
こ
と
。

（
新
設
）

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

（
虐
待
の
防
止
）

第
三
十
三
条
の
二

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
虐
待
の
発
生
又
は
そ
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

一

当
該
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置

等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
定
期
的
に
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い

て
、
職
員
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二

当
該
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。

三

当
該
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て
、
職
員
に
対
し
、
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
研
修
を
定
期
的
に
実
施
す
る

こ
と
。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
担
当
者
を
置
く
こ
と
。

（
準
用
）

（
準
用
）

第
三
十
九
条

第
三
条
か
ら
第
九
条
ま
で
及
び
第
十
二
条
か
ら
第
三
十
三
条
の
二
ま
で
の
規
定
は
、
都
市
型
軽
費

老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
二
条
第
二
項
中
「
第
七
条
か
ら
第
九
条
ま

で
、
第
十
二
条
か
ら
前
条
ま
で
及
び
次
条
か
ら
第
三
十
三
条
の
二
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
八
条
並
び
に

第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
条
か
ら
第
九
条
ま
で
及
び
第
十
二
条
か
ら
第
三
十
三
条
の
二
ま
で
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
九
条

第
三
条
か
ら
第
九
条
ま
で
及
び
第
十
二
条
か
ら
第
三
十
三
条
ま
で
の
規
定
は
、
都
市
型
軽
費
老
人

ホ
ー
ム
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
二
条
第
二
項
中
「
第
七
条
か
ら
第
九
条
ま
で
、

第
十
二
条
か
ら
前
条
ま
で
及
び
次
条
か
ら
第
三
十
三
条
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
八
条
並
び
に
第
三
十
九

条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
条
か
ら
第
九
条
ま
で
及
び
第
十
二
条
か
ら
第
三
十
三
条
ま
で
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。

第
五
章

雑
則

（
新
設
）

（
電
磁
的
記
録
等
）

第
四
十
条

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
及
び
そ
の
職
員
は
、
作
成
、
交
付
、保
存
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
の
う
ち
、

こ
の
省
令
の
規
定
に
お
い
て
書
面
（
書
面
、
書
類
、
文
書
、
謄
本
、
抄
本
、
正
本
、
副
本
、複
本
そ
の
他
文
字
、

図
形
等
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
が
記
載
さ
れ
た
紙
そ
の
他
の
有
体
物
を
い
う
。
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
（
次
項
に
規
定
す
る
も

の
を
除
く
。）に
つ
い
て
は
、
書
面
に
代
え
て
、
当
該
書
面
に
係
る
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式

そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機

に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。）に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）

２

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
及
び
そ
の
職
員
は
、
交
付
、
説
明
、
同
意
、
承
諾
、
締
結
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の

（
以
下
「
交
付
等
」
と
い
う
。）の
う
ち
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
お
い
て
書
面
で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る

又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
交
付
等
の
相
手
方
の
承
諾
を
得
て
、
書
面
に
代
え
て
、
電
磁
的
方

法
（
電
子
的
方
法
、
磁
気
的
方
法
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
法
を
い
う
。）に

よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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附

則

附

則

（
経
過
的
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
）

（
経
過
的
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
（
こ
の
省
令
の
施
行
の
後
に
増
築
さ
れ
、
又
は

全
面
的
に
改
築
さ
れ
た
部
分
を
除
く
。）の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
都
道
府
県
知
事
が

指
定
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
か
ら
第
三
十
三
条
の
二
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
条
か
ら
附
則

第
十
七
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
（
こ
の
省
令
の
施
行
の
後
に
増
築
さ
れ
、
又
は

全
面
的
に
改
築
さ
れ
た
部
分
を
除
く
。）の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
都
道
府
県
知
事
が

指
定
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
か
ら
第
三
十
三
条
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
条
か
ら
附
則
第
十

七
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

（
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
Ａ
型
に
係
る
基
本
方
針
）

（
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
Ａ
型
に
係
る
基
本
方
針
）

第
三
条

（
略
）

第
三
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
Ａ
型
は
、
入
所
者
の
人
権
の
擁
護
、
虐
待
の
防
止
等
の
た
め
、
必
要
な
体
制
の
整
備
を
行

う
と
と
も
に
、
そ
の
職
員
に
対
し
、
研
修
を
実
施
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
準
用
）

（
準
用
）

第
十
条

第
三
条
か
ら
第
九
条
ま
で
、
第
十
二
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
、
第
十
七
条
か
ら
第
二
十
条
ま
で
、
第
二

十
二
条
及
び
第
二
十
四
条
か
ら
第
三
十
三
条
の
二
ま
で
の
規
定
は
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
Ａ
型
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
二
条
第
二
項
中
「
第
七
条
か
ら
第
九
条
ま
で
、
第
十
二
条
か
ら
前
条
ま
で

及
び
次
条
か
ら
第
三
十
三
条
の
二
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
七
条
か
ら
附
則
第
九
条
ま
で
並
び
に
附
則
第

十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
条
か
ら
第
九
条
ま
で
、
第
十
二
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
、
第
十
七
条
か
ら
第
二

十
条
ま
で
及
び
第
二
十
四
条
か
ら
第
三
十
三
条
の
二
ま
で
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
条

第
三
条
か
ら
第
九
条
ま
で
、
第
十
二
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
、
第
十
七
条
か
ら
第
二
十
条
ま
で
、
第
二

十
二
条
及
び
第
二
十
四
条
か
ら
第
三
十
三
条
ま
で
の
規
定
は
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
Ａ
型
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
二
条
第
二
項
中
「
第
七
条
か
ら
第
九
条
ま
で
、
第
十
二
条
か
ら
前
条
ま
で
及
び

次
条
か
ら
第
三
十
三
条
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
七
条
か
ら
附
則
第
九
条
ま
で
並
び
に
附
則
第
十
条
に
お

い
て
準
用
す
る
第
七
条
か
ら
第
九
条
ま
で
、
第
十
二
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
、
第
十
七
条
か
ら
第
二
十
条
ま
で

及
び
第
二
十
四
条
か
ら
第
三
十
三
条
ま
で
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
Ｂ
型
に
係
る
基
本
方
針
）

（
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
Ｂ
型
に
係
る
基
本
方
針
）

第
十
一
条

（
略
）

第
十
一
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
Ｂ
型
は
、
入
所
者
の
人
権
の
擁
護
、
虐
待
の
防
止
等
の
た
め
、
必
要
な
体
制
の
整
備
を
行

う
と
と
も
に
、
そ
の
職
員
に
対
し
、
研
修
を
実
施
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
準
用
）

（
準
用
）

第
十
七
条

第
三
条
か
ら
第
五
条
第
一
項
ま
で
、
第
六
条
か
ら
第
九
条
ま
で
、
第
十
二
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
、

第
十
七
条
、
第
十
九
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
及
び
第
二
十
四
条
か
ら
第
三
十
三
条
の
二
ま
で
の
規
定
は
、
軽

費
老
人
ホ
ー
ム
Ｂ
型
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
二
条
第
二
項
中
「
第
七
条
か
ら
第

九
条
ま
で
、
第
十
二
条
か
ら
前
条
ま
で
及
び
次
条
か
ら
第
三
十
三
条
の
二
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
五

条
及
び
附
則
第
十
六
条
並
び
に
附
則
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
条
か
ら
第
九
条
ま
で
、
第
十
二
条
か

ら
第
十
五
条
ま
で
、
第
十
七
条
、
第
十
九
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
及
び
第
二
十
四
条
か
ら
第
三
十
三
条
の
二

ま
で
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
七
条

第
三
条
か
ら
第
五
条
第
一
項
ま
で
、
第
六
条
か
ら
第
九
条
ま
で
、
第
十
二
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
、

第
十
七
条
、
第
十
九
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
及
び
第
二
十
四
条
か
ら
第
三
十
三
条
ま
で
の
規
定
は
、
軽
費
老

人
ホ
ー
ム
Ｂ
型
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
二
条
第
二
項
中
「
第
七
条
か
ら
第
九
条

ま
で
、
第
十
二
条
か
ら
前
条
ま
で
及
び
次
条
か
ら
第
三
十
三
条
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
五
条
及
び
附

則
第
十
六
条
並
び
に
附
則
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
条
か
ら
第
九
条
ま
で
、
第
十
二
条
か
ら
第
十
五

条
ま
で
、
第
十
七
条
、
第
十
九
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
及
び
第
二
十
四
条
か
ら
第
三
十
三
条
ま
で
」
と
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
介
護
医
療
院
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

介
護
医
療
院
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
三
十
年
厚
生
労
働
省
令
第
五
号
。
附
則
に
お
い
て
「
介
護
医
療
院
基
準
」
と
い
う
。）の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

目
次

目
次

第
一
章
〜
第
五
章

（
略
）

第
一
章
〜
第
五
章

（
略
）

第
六
章

雑
則
（
第
五
十
五
条
）

附
則

附
則

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報



（
趣
旨
）

（
趣
旨
）

第
一
条

（
略
）

第
一
条

（
略
）

２

介
護
医
療
院
に
係
る
法
第
百
十
一
条
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基

準
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
基
準
と
す
る
。

２

介
護
医
療
院
に
係
る
法
第
百
十
一
条
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基

準
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
基
準
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

法
第
百
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条

例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
七
条
第
一
項
（
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）、
第
八
条
（
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、第
十
六
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
、

第
十
八
条
（
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
十
一
条
第
七
項
、第
三
十
条
の
二（
第

五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
十
三
条
第
二
項
（
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）、
第
三
十
六
条
（
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
四
十
条
（
第
五
十

四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
四
十
条
の
二
（
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）、
第
四
十
七
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
並
び
に
第
四
十
八
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
基
準

二

法
第
百
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条

例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
七
条
第
一
項
（
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）、
第
八
条
（
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、第
十
六
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
、

第
十
八
条
（
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
十
一
条
第
七
項
、
第
三
十
六
条
（
第

五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
四
十
条
（
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）、
第
四
十
七
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
並
び
に
第
四
十
八
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
基
準

三

（
略
）

三

（
略
）

（
基
本
方
針
）

（
基
本
方
針
）

第
二
条

（
略
）

第
二
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

介
護
医
療
院
は
、
入
所
者
の
人
権
の
擁
護
、
虐
待
の
防
止
等
の
た
め
、
必
要
な
体
制
の
整
備
を
行
う
と
と
も

に
、
そ
の
従
業
者
に
対
し
、
研
修
を
実
施
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

５

介
護
医
療
院
は
、
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
法
第
百
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規

定
す
る
介
護
保
険
等
関
連
情
報
そ
の
他
必
要
な
情
報
を
活
用
し
、
適
切
か
つ
有
効
に
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
従
業
者
の
員
数
）

（
従
業
者
の
員
数
）

第
四
条

法
第
百
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
介
護
医
療
院
に
置
く
べ
き
医
師
、
看
護
師
、
介
護
支
援
専
門
員

及
び
介
護
そ
の
他
の
業
務
に
従
事
す
る
従
業
者
の
員
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
四
条

法
第
百
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
介
護
医
療
院
に
置
く
べ
き
医
師
、
看
護
師
、
介
護
支
援
専
門
員

及
び
介
護
そ
の
他
の
業
務
に
従
事
す
る
従
業
者
の
員
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

六

栄
養
士
又
は
管
理
栄
養
士

入
所
定
員
百
以
上
の
介
護
医
療
院
に
あ
っ
て
は
、
一
以
上

六

栄
養
士

入
所
定
員
百
以
上
の
介
護
医
療
院
に
あ
っ
て
は
、
一
以
上

七
〜
九

（
略
）

七
〜
九

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

介
護
医
療
院
の
従
業
者
は
、
専
ら
当
該
介
護
医
療
院
の
職
務
に
従
事
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
入
所
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４

介
護
医
療
院
の
従
業
者
は
、
専
ら
当
該
介
護
医
療
院
の
職
務
に
従
事
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
介
護
医
療
院
（
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院（
第
四
十
三
条
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
を
い
う
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
を
併
設

す
る
場
合
の
介
護
医
療
院
及
び
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
の
介
護
職
員
を
除
き
、
入
所
者
の
処
遇
に
支
障
が
な

い
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

５
〜
７

（
略
）

５
〜
７

（
略
）

（
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
）

（
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
）

第
五
条

（
略
）

第
五
条

（
略
）

２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
施
設
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
施
設
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）
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二

診
察
室

二

診
察
室

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

臨
床
検
査
施
設
に
お
い
て
検
体
検
査
を
実
施
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十

三
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）
第
九
条
の
七
か
ら
第
九
条
の
七
の
三
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
新
設
）

三
〜
十

（
略
）

三
〜
十

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

（
構
造
設
備
の
基
準
）

（
構
造
設
備
の
基
準
）

第
六
条

介
護
医
療
院
の
構
造
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
六
条

介
護
医
療
院
の
構
造
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

介
護
医
療
院
の
建
物
（
入
所
者
の
療
養
生
活
の
た
め
に
使
用
し
な
い
附
属
の
建
物
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）

は
、
耐
火
建
築
物
（
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
二
条
第
九
号
の
二
に
規
定
す
る

耐
火
建
築
物
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
四
十
五
条
に
お
い
て
同
じ
。）と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次
の
い

ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
二
階
建
て
又
は
平
屋
建
て
の
介
護
医
療
院
の
建
物
に
あ
っ
て
は
、
準
耐
火
建
築
物

（
建
築
基
準
法
第
二
条
第
九
号
の
三
に
規
定
す
る
準
耐
火
建
築
物
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
四
十
五
条

に
お
い
て
同
じ
。）と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

介
護
医
療
院
の
建
物
（
入
所
者
の
療
養
生
活
の
た
め
に
使
用
し
な
い
附
属
の
建
物
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）

は
、
耐
火
建
築
物
（
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
二
条
第
九
号
の
二
に
規
定
す
る

耐
火
建
築
物
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
四
十
五
条
に
お
い
て
同
じ
。）と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次
の
い

ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
二
階
建
て
又
は
平
屋
建
て
の
介
護
医
療
院
の
建
物
に
あ
っ
て
は
、
準
耐
火
建
築
物

（
建
築
基
準
法
第
二
条
第
九
号
の
三
に
規
定
す
る
準
耐
火
建
築
物
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
四
十
五
条

に
お
い
て
同
じ
。）と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

療
養
室
等
を
二
階
又
は
地
階
に
設
け
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
を
満
た
す
こ

と
。

ロ

療
養
室
等
を
二
階
又
は
地
階
に
設
け
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
を
満
た
す
こ

と
。

当
該
介
護
医
療
院
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
消
防
長（
消
防
本
部
を
設
置
し
な
い
市
町
村
に
あ
っ
て
は
、

市
町
村
長
。
第
四
十
五
条
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
消
防
署
長
と
相
談
の
上
、
第
三
十
二
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
計
画
に
入
所
者
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め

る
こ
と
。

当
該
介
護
医
療
院
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
消
防
長（
消
防
本
部
を
設
置
し
な
い
市
町
村
に
あ
っ
て
は
、

市
町
村
長
。
第
四
十
五
条
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
消
防
署
長
と
相
談
の
上
、
第
三
十
二
条
の
規

定
に
よ
る
計
画
に
入
所
者
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ

と
。

第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
訓
練
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
計
画
に
従
い
、
昼
間
及
び
夜
間
に

お
い
て
行
う
こ
と
。

第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
訓
練
に
つ
い
て
は
、
同
条
の
計
画
に
従
い
、
昼
間
及
び
夜
間
に
お
い
て

行
う
こ
と
。

（
略
）

（
略
）

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

四

診
察
の
用
に
供
す
る
電
気
、
光
線
、
熱
、
蒸
気
又
は
ガ
ス
に
関
す
る
構
造
設
備
に
つ
い
て
は
、
危
害
防
止

上
必
要
な
方
法
を
講
ず
る
こ
と
と
し
、
放
射
線
に
関
す
る
構
造
設
備
に
つ
い
て
は
、
医
療
法
施
行
規
則
第
三

十
条
、
第
三
十
条
の
四
、
第
三
十
条
の
十
三
、
第
三
十
条
の
十
四
、
第
三
十
条
の
十
六
、第
三
十
条
の
十
七
、

第
三
十
条
の
十
八
（
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
除
く
。）、
第
三
十
条
の
十
九
、
第
三
十
条
の
二
十

第
二
項
、
第
三
十
条
の
二
十
一
、
第
三
十
条
の
二
十
二
、
第
三
十
条
の
二
十
三
第
一
項
、
第
三
十
条
の
二
十

五
、
第
三
十
条
の
二
十
六
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
及
び
第
三
十
条
の
二
十
七
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
同
令
第
三
十
条
の
十
八
第
一
項
中
「
い
ず
れ
か
及
び
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る

措
置
」
と
あ
る
の
は
、「
い
ず
れ
か
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

四

診
察
の
用
に
供
す
る
電
気
、
光
線
、
熱
、
蒸
気
又
は
ガ
ス
に
関
す
る
構
造
設
備
に
つ
い
て
は
、
危
害
防
止

上
必
要
な
方
法
を
講
ず
る
こ
と
と
し
、
放
射
線
に
関
す
る
構
造
設
備
に
つ
い
て
は
、
医
療
法
施
行
規
則
（
昭

和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）
第
三
十
条
、
第
三
十
条
の
四
、
第
三
十
条
の
十
三
、第
三
十
条
の
十
四
、

第
三
十
条
の
十
六
、
第
三
十
条
の
十
七
、
第
三
十
条
の
十
八（
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
除
く
。）、

第
三
十
条
の
十
九
、
第
三
十
条
の
二
十
第
二
項
、
第
三
十
条
の
二
十
一
、
第
三
十
条
の
二
十
二
、
第
三
十
条

の
二
十
三
第
一
項
、
第
三
十
条
の
二
十
五
、
第
三
十
条
の
二
十
六
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
及
び
第
三
十
条

の
二
十
七
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
令
第
三
十
条
の
十
八
第
一
項
中
「
い
ず
れ
か
及

び
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
措
置
」
と
あ
る
の
は
、「
い
ず
れ
か
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

五
〜
八

（
略
）

五
〜
八

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
方
針
）

（
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
方
針
）

第
十
六
条

（
略
）

第
十
六
条

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

６

介
護
医
療
院
は
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

介
護
医
療
院
は
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
そ
の
他
の
情
報
通
信

機
器
（
以
下
「
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
」
と
い
う
。）を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
三
月

に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図

る
こ
と
。

一

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
を
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。
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二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

７

（
略
）

７

（
略
）

（
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
）

（
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
）

第
十
七
条

（
略
）

第
十
七
条

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

６

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
（
入
所
者
に
対
す
る
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
当
た
る
他
の
担
当
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
担
当
者
」
と
い
う
。）を
招
集
し
て
行
う
会
議
（
テ
レ
ビ

電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
入
所
者
又
は
そ
の
家
族
（
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
入
所
者
等
」
と
い
う
。）が
参
加
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
の
活
用
に
つ
い

て
当
該
入
所
者
等
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）を
い
う
。
第
十
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
開
催
、
担
当

者
に
対
す
る
照
会
等
に
よ
り
、
当
該
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案
の
内
容
に
つ
い
て
、
担
当
者
か
ら
、
専
門
的

な
見
地
か
ら
の
意
見
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

６

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
（
入
所
者
に
対
す
る
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
当
た
る
他
の
担
当
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
担
当
者
」
と
い
う
。）を
召
集
し
て
行
う
会
議
を
い
う
。

第
十
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
開
催
、
担
当
者
に
対
す
る
照
会
等
に
よ
り
、
当
該
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案

の
内
容
に
つ
い
て
、
担
当
者
か
ら
、
専
門
的
な
見
地
か
ら
の
意
見
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

７
〜
12

（
略
）

７
〜
12

（
略
）

（
栄
養
管
理
）

第
二
十
条
の
二

介
護
医
療
院
は
、
入
所
者
の
栄
養
状
態
の
維
持
及
び
改
善
を
図
り
、
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
各
入
所
者
の
状
態
に
応
じ
た
栄
養
管
理
を
計
画
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
口
腔く
う

衛
生
の
管
理
）

第
二
十
条
の
三

介
護
医
療
院
は
、
入
所
者
の
口
腔く
う

の
健
康
の
保
持
を
図
り
、
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
口
腔
衛
生
の
管
理
体
制
を
整
備
し
、
各
入
所
者
の
状
態
に
応
じ
た
口
腔く
う

衛
生
の
管
理
を
計
画

的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
二
十
九
条

介
護
医
療
院
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
第
三
十
五

条
第
一
項
に
お
い
て
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。）を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
九
条

介
護
医
療
院
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
第
三
十
五

条
に
お
い
て
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。）を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
六

（
略
）

一
〜
六

（
略
）

七

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

八

（
略
）

七

（
略
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

第
三
十
条

（
略
）

第
三
十
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

介
護
医
療
院
は
、
従
業
者
に
対
し
、
そ
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
当
該
介
護
医
療
院
は
、
全
て
の
従
業
者
（
看
護
師
、
准
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
介
護

支
援
専
門
員
、
法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者
等
の
資
格
を
有
す
る
者
そ
の
他
こ
れ
に
類
す

る
者
を
除
く
。）に
対
し
、
認
知
症
介
護
に
係
る
基
礎
的
な
研
修
を
受
講
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

介
護
医
療
院
は
、
従
業
者
に
対
し
、
そ
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

４

介
護
医
療
院
は
、
適
切
な
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
職
場
に
お
い
て
行
わ
れ

る
性
的
な
言
動
又
は
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
で
あ
っ
て
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を
超
え
た

も
の
に
よ
り
従
業
者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
方
針
の
明
確
化
等
の
必
要
な
措
置
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）
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（
業
務
継
続
計
画
の
策
定
等
）

第
三
十
条
の
二

介
護
医
療
院
は
、
感
染
症
や
非
常
災
害
の
発
生
時
に
お
い
て
、
入
所
者
に
対
す
る
介
護
医
療
院

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
継
続
的
に
実
施
す
る
た
め
の
、
及
び
非
常
時
の
体
制
で
早
期
の
業
務
再
開
を
図
る
た
め
の

計
画
（
以
下
「
業
務
継
続
計
画
」
と
い
う
。）を
策
定
し
、
当
該
業
務
継
続
計
画
に
従
い
必
要
な
措
置
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

２

介
護
医
療
院
は
、
従
業
者
に
対
し
、
業
務
継
続
計
画
に
つ
い
て
周
知
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
研
修
及
び
訓

練
を
定
期
的
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

介
護
医
療
院
は
、
定
期
的
に
業
務
継
続
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
業
務
継
続
計
画
の
変
更
を

行
う
も
の
と
す
る
。

（
非
常
災
害
対
策
）

（
非
常
災
害
対
策
）

第
三
十
二
条

（
略
）

第
三
十
二
条

（
略
）

２

介
護
医
療
院
は
、
前
項
に
規
定
す
る
訓
練
の
実
施
に
当
た
っ
て
、
地
域
住
民
の
参
加
が
得
ら
れ
る
よ
う
連
携

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
衛
生
管
理
等
）

（
衛
生
管
理
等
）

第
三
十
三
条

（
略
）

第
三
十
三
条

（
略
）

２

介
護
医
療
院
は
、
当
該
介
護
医
療
院
に
お
い
て
感
染
症
又
は
食
中
毒
が
発
生
し
、
又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う

に
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

介
護
医
療
院
は
、
当
該
介
護
医
療
院
に
お
い
て
感
染
症
又
は
食
中
毒
が
発
生
し
、
又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う

に
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
介
護
医
療
院
に
お
け
る
感
染
症
又
は
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す

る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
お
お
む
ね
三
月
に
一

回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ

と
。

一

当
該
介
護
医
療
院
に
お
け
る
感
染
症
又
は
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す

る
委
員
会
を
お
お
む
ね
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他

の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二

（
略
）

二

（
略
）

三

当
該
介
護
医
療
院
に
お
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
対
し
、
感
染
症
及
び
食
中
毒
の
予
防
及
び

ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
並
び
に
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
訓
練
を
定
期
的
に
実

施
す
る
こ
と
。

三

当
該
介
護
医
療
院
に
お
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
対
し
、
感
染
症
及
び
食
中
毒
の
予
防
及
び

ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

四

（
略
）

四

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

（
掲
示
）

（
掲
示
）

第
三
十
五
条

（
略
）

第
三
十
五
条

（
略
）

２

介
護
医
療
院
は
、
前
項
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
当
該
介
護
医
療
院
に
備
え
付
け
、
か
つ
、
こ

れ
を
い
つ
で
も
関
係
者
に
自
由
に
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
掲
示
に
代
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
新
設
）

（
事
故
発
生
の
防
止
及
び
発
生
時
の
対
応
）

（
事
故
発
生
の
防
止
及
び
発
生
時
の
対
応
）

第
四
十
条

介
護
医
療
院
は
、
事
故
の
発
生
又
は
そ
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
各
号
に
定
め
る
措
置
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
条

介
護
医
療
院
は
、
事
故
の
発
生
又
は
そ
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
、
次
に
定
め
る
措
置
を
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

事
故
発
生
の
防
止
の
た
め
の
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

る
。）及
び
従
業
者
に
対
す
る
研
修
を
定
期
的
に
行
う
こ
と
。

三

事
故
発
生
の
防
止
の
た
め
の
委
員
会
及
び
従
業
者
に
対
す
る
研
修
を
定
期
的
に
行
う
こ
と
。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
担
当
者
を
置
く
こ
と
。

（
新
設
）

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）
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（
虐
待
の
防
止
）

第
四
十
条
の
二

介
護
医
療
院
は
、
虐
待
の
発
生
又
は
そ
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

一

当
該
介
護
医
療
院
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を

活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
定
期
的
に
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、

介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二

当
該
介
護
医
療
院
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。

三

当
該
介
護
医
療
院
に
お
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
対
し
、
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
研
修
を
定

期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
担
当
者
を
置
く
こ
と
。

（
基
本
方
針
）

（
基
本
方
針
）

第
四
十
四
条

（
略
）

第
四
十
四
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
は
、
入
居
者
の
人
権
の
擁
護
、
虐
待
の
防
止
等
の
た
め
、
必
要
な
体
制
の
整
備
を

行
う
と
と
も
に
、
そ
の
従
業
者
に
対
し
、
研
修
を
実
施
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

４

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
は
、
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
法
第
百
十
八
条
の
二

第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
保
険
等
関
連
情
報
そ
の
他
必
要
な
情
報
を
活
用
し
、
適
切
か
つ
有
効
に
行
う
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
）

（
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
）

第
四
十
五
条

（
略
）

第
四
十
五
条

（
略
）

２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
施
設
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
施
設
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

ユ
ニ
ッ
ト

一

ユ
ニ
ッ
ト

イ

療
養
室

イ

療
養
室

（
略
）

（
略
）

療
養
室
は
、
い
ず
れ
か
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
す
る
も
の
と
し
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
の
共
同
生
活
室
に
近
接

し
て
一
体
的
に
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
一
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
入
居
者
の
定
員
は
、
原
則
と
し
て
お
お
む

ね
十
人
以
下
と
し
、
十
五
人
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

療
養
室
は
、
い
ず
れ
か
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
す
る
も
の
と
し
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
の
共
同
生
活
室
に
近
接

し
て
一
体
的
に
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
一
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
入
居
者
の
定
員
は
、
お
お
む
ね
十
人
以
下

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
の
療
養
室
の
床
面
積
等
は
、
十
・
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、

た
だ
し

書
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
十
一
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

一
の
療
養
室
の
床
面
積
等
は
、
次
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
こ
と
。

（
削
る
）

十
・
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、

た
だ
し
書
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二

十
一
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

（
削
る
）

ユ
ニ
ッ
ト
に
属
さ
な
い
療
養
室
を
改
修
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
入
居
者
同
士
の
視
線
の
遮
断
の

確
保
を
前
提
に
し
た
上
で
、
療
養
室
を
隔
て
る
壁
に
つ
い
て
、
天
井
と
の
間
に
一
定
の

間
が
生
じ

て
い
て
も
差
し
支
え
な
い
。

〜

（
略
）

〜

（
略
）

ロ
〜
ニ

（
略
）

ロ
〜
ニ

（
略
）

二

診
察
室

二

診
察
室

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

臨
床
検
査
施
設
に
お
い
て
検
体
検
査
を
実
施
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
医
療
法
施
行
規
則
第
九
条
の
七

か
ら
第
九
条
の
七
の
三
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
新
設
）

三
〜
五

（
略
）

三
〜
五

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 



４

前
三
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
の
設
備
構
造
の
基
準
は
、
次
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
る
。

４

前
三
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
の
設
備
構
造
の
基
準
は
、
次
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
る
。

一

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
の
建
物
（
入
居
者
の
療
養
生
活
の
た
め
に
使
用
し
な
い
附
属
の
建
物
を
除
く
。

以
下
こ
の
号
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）は
、
耐
火
建
築
物
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要

件
を
満
た
す
二
階
建
て
又
は
平
屋
建
て
の
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
の
建
物
に
あ
っ
て
は
、
準
耐
火
建
築
物

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
の
建
物
（
入
居
者
の
療
養
生
活
の
た
め
に
使
用
し
な
い
附
属
の
建
物
を
除
く
。

以
下
こ
の
号
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）は
、
耐
火
建
築
物
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要

件
を
満
た
す
二
階
建
て
又
は
平
屋
建
て
の
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
の
建
物
に
あ
っ
て
は
、
準
耐
火
建
築
物

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

療
養
室
等
を
二
階
又
は
地
階
に
設
け
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
を
満
た
す
こ

と
。

ロ

療
養
室
等
を
二
階
又
は
地
階
に
設
け
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
を
満
た
す
こ

と
。

当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
消
防
長
又
は
消
防
署
長
と
相
談
の
上
、
第
五

十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
二
条
第
一
項
の
計
画
に
入
居
者
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
を
確
保

す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
。

当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
消
防
長
又
は
消
防
署
長
と
相
談
の
上
、
第
五

十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
二
条
の
計
画
に
入
居
者
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
を
確
保
す
る
た

め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
。

第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
訓
練
に
つ
い
て
は
、
同
項
の

計
画
に
従
い
、
昼
間
及
び
夜
間
に
お
い
て
行
う
こ
と
。

第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
訓
練
に
つ
い
て
は
、
同
条
の
計
画
に

従
い
、
昼
間
及
び
夜
間
に
お
い
て
行
う
こ
と
。

（
略
）

（
略
）

二
〜
八

（
略
）

二
〜
八

（
略
）

５

（
略
）

５

（
略
）

（
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
方
針
）

（
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
方
針
）

第
四
十
七
条

（
略
）

第
四
十
七
条

（
略
）

２
〜
７

（
略
）

２
〜
７

（
略
）

８

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
は
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

８

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
は
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職

員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

一

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
を
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

９

（
略
）

９

（
略
）

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
五
十
一
条

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程

を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
一
条

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程

を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
七

（
略
）

一
〜
七

（
略
）

八

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

九

（
略
）

八

（
略
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

第
五
十
二
条

（
略
）

第
五
十
二
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
は
、
従
業
者
に
対
し
、
そ
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の
研
修
の
機
会
を
確
保

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
は
、
全
て
の
従
業
者
（
看
護
師
、
准
看
護

師
、
介
護
福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員
、
法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者
等
の
資
格
を
有
す

る
者
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
者
を
除
く
。）に
対
し
、
認
知
症
介
護
に
係
る
基
礎
的
な
研
修
を
受
講
さ
せ
る
た
め

に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
は
、
従
業
者
に
対
し
、
そ
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の
研
修
の
機
会
を
確
保

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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５

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
は
、
適
切
な
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
職
場
に
お

い
て
行
わ
れ
る
性
的
な
言
動
又
は
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
で
あ
っ
て
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範

囲
を
超
え
た
も
の
に
よ
り
従
業
者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
方
針
の
明
確
化
等
の
必

要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
準
用
）

（
準
用
）

第
五
十
四
条

第
七
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
、
第
十
五
条
、
第
十
七
条
か
ら
第
二
十
条
の
三
ま
で
、第
二
十
三
条
、

第
二
十
五
条
か
ら
第
二
十
八
条
ま
で
、
第
三
十
条
の
二
及
び
第
三
十
二
条
か
ら
第
四
十
二
条
ま
で
の
規
定
は
、

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
条
第
一
項
中
「
第
二
十
九
条
に

規
定
す
る
運
営
規
程
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
一
条
に
規
定
す
る
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
」
と
、
第
二
十
七

条
第
二
項
中
「
こ
の
章
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
章
第
三
節
」
と
、
第
四
十
二
条
第
二
項
第
四
号
中
「
第
十
六
条

第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
七
条
第
七
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
五
十
四
条

第
七
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
、
第
十
五
条
、
第
十
七
条
か
ら
第
二
十
条
ま
で
、
第
二
十
三
条
、
第

二
十
五
条
か
ら
第
二
十
八
条
ま
で
及
び
第
三
十
二
条
か
ら
第
四
十
二
条
ま
で
の
規
定
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医

療
院
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
条
第
一
項
中「
第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
運
営
規
程
」

と
あ
る
の
は
「
第
五
十
一
条
に
規
定
す
る
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
」
と
、
第
二
十
七
条
第
二
項
中「
こ
の
章
」

と
あ
る
の
は
「
第
五
章
第
三
節
」
と
、
第
四
十
二
条
第
二
項
第
四
号
中
「
第
十
六
条
第
五
項
」と
あ
る
の
は「
第

四
十
七
条
第
七
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
六
章

雑
則

（
新
設
）

（
電
磁
的
記
録
等
）

第
五
十
五
条

介
護
医
療
院
及
び
そ
の
従
業
者
は
、
作
成
、
保
存
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
の
う
ち
、
こ
の

省
令
の
規
定
に
お
い
て
書
面
（
書
面
、
書
類
、
文
書
、
謄
本
、
抄
本
、
正
本
、
副
本
、
複
本
そ
の
他
文
字
、
図

形
等
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
が
記
載
さ
れ
た
紙
そ
の
他
の
有
体
物
を
い
う
。
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
（
第
十
条
第
一
項
（
第
五

十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
十
三
条
第
一
項
（
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）並
び
に
次
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。）に
つ
い
て
は
、
書
面
に
代
え
て
、
当
該
書
面
に
係
る
電
磁

的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作

ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。）に
よ
り
行
う
こ
と

が
で
き
る
。

（
新
設
）

２

介
護
医
療
院
及
び
そ
の
従
業
者
は
、
交
付
、
説
明
、
同
意
、
承
諾
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の（
以
下「
交

付
等
」
と
い
う
。）の
う
ち
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
お
い
て
書
面
で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
又
は
想
定
さ

れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
交
付
等
の
相
手
方
の
承
諾
を
得
て
、
書
面
に
代
え
て
、
電
磁
的
方
法
（
電
子
的

方
法
、
磁
気
的
方
法
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
法
を
い
う
。）に
よ
る
こ
と
が

で
き
る
。

附

則

附

則

第
十
一
条

病
床
を
有
す
る
診
療
所
の
開
設
者
が
、
当
該
診
療
所
の
病
床
を
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

に
転
換
を
行
っ
て
介
護
医
療
院
を
開
設
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
介
護
医
療
院
の
浴
室
に
つ
い
て
は
、
第
五
条

第
二
項
第
七
号
ロ
及
び
第
四
十
五
条
第
二
項
第
五
号
ロ
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
新
築
、
増
築
又
は
全
面
的
な

改
築
の
工
事
が
終
了
す
る
ま
で
の
間
は
、
一
般
浴
槽
の
ほ
か
、
入
浴
に
介
助
を
必
要
と
す
る
者
の
入
浴
に
適
し

た
設
備
を
設
け
る
こ
と
と
す
る
。

（
新
設
）

（
介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
準
用
）

（
準
用
）

第
三
十
四
条
の
十

指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
以
下
「
指
定
居
宅
介
護

支
援
等
基
準
」
と
い
う
。）第
十
八
条
、
第
二
十
二
条
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
七
条
及
び
第
二
十
八
条
の
規
定

は
指
定
市
町
村
事
務
受
託
法
人
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
基
準
第

十
八
条
、
第
二
十
二
条
及
び
第
二
十
四
条
中
「
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
」
と
あ
る
の
は
「
市
町
村
事
務
受

託
事
務
所
」
と
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
基
準
第
十
八
条
中
「
掲
げ
る
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
掲
げ
る
事
務
」

第
三
十
四
条
の
十

指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
以
下
「
指
定
居
宅
介
護

支
援
等
基
準
」
と
い
う
。）第
十
八
条
、
第
二
十
二
条
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
七
条
及
び
第
二
十
八
条
の
規
定

は
指
定
市
町
村
事
務
受
託
法
人
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
基
準
第

十
八
条
、
第
二
十
二
条
及
び
第
二
十
四
条
中
「
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
」
と
あ
る
の
は
「
市
町
村
事
務
受

託
事
務
所
」
と
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
基
準
第
十
八
条
中
「
掲
げ
る
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
掲
げ
る
事
務
」
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と
、「
指
定
居
宅
介
護
支
援
の
提
供
方
法
、
内
容
及
び
利
用
料
そ
の
他
の
費
用
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
市
町
村
事

務
の
実
施
方
法
及
び
内
容
」
と
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
基
準
第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
介
護
支
援
専
門
員
の

勤
務
の
体
制
そ
の
他
の
利
用
申
込
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
」
と
あ
る
の
は
「
職
員
の

勤
務
の
体
制
そ
の
他
の
」
と
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
基
準
第
二
十
七
条
中
「
利
用
者
に
対
す
る
指
定
居
宅
介

護
支
援
の
提
供
に
よ
り
」
と
あ
る
の
は
「
市
町
村
事
務
の
実
施
に
よ
り
」
と
、「
市
町
村
、
利
用
者
」
と
あ
る
の

は
「
委
託
を
し
て
い
る
市
町
村
、
市
町
村
事
務
に
係
る
被
保
険
者
」
と
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
基
準
第
二
十

八
条
中
「
事
業
所
ご
と
」
と
あ
る
の
は
「
市
町
村
事
務
受
託
事
務
所
ご
と
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

と
、「
指
定
居
宅
介
護
支
援
の
提
供
方
法
、
内
容
及
び
利
用
料
そ
の
他
の
費
用
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
市
町
村
事

務
の
実
施
方
法
及
び
内
容
」
と
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
基
準
第
二
十
二
条
中
「
介
護
支
援
専
門
員
の
勤
務
の

体
制
そ
の
他
の
利
用
申
込
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
」
と
あ
る
の
は
「
職
員
の
勤
務
の

体
制
そ
の
他
の
」
と
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
基
準
第
二
十
七
条
中
「
利
用
者
に
対
す
る
指
定
居
宅
介
護
支
援

の
提
供
に
よ
り
」
と
あ
る
の
は
「
市
町
村
事
務
の
実
施
に
よ
り
」
と
、「
市
町
村
、
利
用
者
」
と
あ
る
の
は
「
委

託
を
し
て
い
る
市
町
村
、
市
町
村
事
務
に
係
る
被
保
険
者
」
と
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
基
準
第
二
十
八
条
中

「
事
業
所
ご
と
」
と
あ
る
の
は
「
市
町
村
事
務
受
託
事
務
所
ご
と
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
五
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
）

（
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
五
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
）

第
百
四
十
条
の
六
十
三
の
六

法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
五
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基

準
は
、
市
町
村
が
定
め
る
基
準
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

第
百
四
十
条
の
六
十
三
の
六

法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
五
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基

準
は
、
市
町
村
が
定
め
る
基
準
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一

第
一
号
事
業
（
第
一
号
生
活
支
援
事
業
を
除
く
。）に
係
る
基
準
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
基
準

一

第
一
号
事
業
（
第
一
号
生
活
支
援
事
業
を
除
く
。）に
係
る
基
準
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
基
準

イ

介
護
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
七
年
厚
生
労
働
省
令
第
四
号
）
第
五

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八

年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
五
号
。
ロ
に
お
い
て
「
旧
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
」
と
い
う
。）に
規

定
す
る
旧
介
護
予
防
訪
問
介
護
若
し
く
は
旧
介
護
予
防
通
所
介
護
に
係
る
基
準
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が

定
め
る
基
準
の
例
に
よ
る
基
準
又
は
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護

予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労

働
省
令
第
三
十
七
号
。
ロ
に
お
い
て
「
指
定
介
護
予
防
支
援
等
基
準
」
と
い
う
。）に
規
定
す
る
介
護
予
防

支
援
に
係
る
基
準
の
例
に
よ
る
基
準

イ

介
護
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
七
年
厚
生
労
働
省
令
第
四
号
）
第
五

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八

年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
五
号
。
ロ
に
お
い
て
「
旧
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
」
と
い
う
。）に
規

定
す
る
旧
介
護
予
防
訪
問
介
護
若
し
く
は
旧
介
護
予
防
通
所
介
護
に
係
る
基
準
の
例
に
よ
る
基
準
又
は
指

定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め

の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
七
号
。ロ
に
お
い
て「
指

定
介
護
予
防
支
援
等
基
準
」
と
い
う
。）に
規
定
す
る
介
護
予
防
支
援
に
係
る
基
準
の
例
に
よ
る
基
準

ロ

旧
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
に
規
定
す
る
基
準
該
当
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
（
旧
介
護
予
防
訪
問

介
護
及
び
旧
介
護
予
防
通
所
介
護
に
係
る
も
の
に
限
る
。）に
係
る
基
準
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

基
準
又
は
指
定
介
護
予
防
支
援
等
基
準
に
規
定
す
る
基
準
該
当
介
護
予
防
支
援
に
係
る
基
準
の
例
に
よ
る

基
準

ロ

旧
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
に
規
定
す
る
基
準
該
当
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
（
旧
介
護
予
防
訪
問

介
護
及
び
旧
介
護
予
防
通
所
介
護
に
係
る
も
の
に
限
る
。）に
係
る
基
準
又
は
指
定
介
護
予
防
支
援
等
基
準

に
規
定
す
る
基
準
該
当
介
護
予
防
支
援
に
係
る
基
準
の
例
に
よ
る
基
準

ハ

（
略
）

ハ

（
略
）

二

（
略
）

二

（
略
）
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附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
中
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
基
準
第
十
三
条
第
十
八
号
の
二
の
次
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定
は
、
令
和
三
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
虐
待
の
防
止
に
係
る
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
（
以
下
「
新
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
」と
い
う
。）第
三
条
第
三
項
及
び
第
三
十
七
条
の
二（
新
居
宅
サ
ー

ビ
ス
等
基
準
第
三
十
九
条
の
三
、
第
四
十
三
条
、
第
五
十
四
条
、
第
五
十
八
条
、
第
七
十
四
条
、
第
八
十
三
条
、
第
九
十
一
条
、
第
百
五
条
、
第
百
五
条
の
三
、
第
百
九
条
、
第
百
十
九
条
、
第
百
四
十
条
（
新
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百

四
十
条
の
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
四
十
条
の
十
五
、
第
百
四
十
条
の
三
十
二
、
第
百
五
十
五
条
（
新
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
五
十
五
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
九
十
二
条
、
第
百

九
十
二
条
の
十
二
、
第
二
百
五
条
、
第
二
百
六
条
及
び
第
二
百
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
基
準
（
以
下
「
新
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
基
準
」
と
い
う
。）第
一
条

の
二
第
五
項
及
び
第
二
十
七
条
の
二
（
新
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
基
準
第
三
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
（
以
下「
新
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
」と
い
う
。）

第
三
条
第
三
項
及
び
第
三
条
の
三
十
八
の
二
（
新
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
十
八
条
、
第
三
十
七
条
、
第
三
十
七
条
の
三
、
第
四
十
条
の
十
六
、
第
六
十
一
条
、
第
八
十
八
条
、
第
百
八
条
、
第
百
二
十
九
条
、
第
百
五
十
七
条
、
第
百

六
十
九
条
及
び
第
百
八
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
（
以
下
「
新
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
」と
い
う
。）第
三
条
第
三
項
及
び
第
五
十
三
条
の
十
の
二（
新

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
六
十
一
条
、
第
七
十
四
条
、
第
八
十
四
条
、
第
九
十
三
条
、
第
百
二
十
三
条
、
第
百
四
十
二
条
（
新
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
五
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
六
十
六
条
、
第

百
八
十
五
条
、
第
百
九
十
五
条
（
新
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
二
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
百
四
十
五
条
、
第
二
百
六
十
二
条
、
第
二
百
七
十
六
条
、
第
二
百
八
十
条
及
び
第
二
百
八
十
九
条
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
指
定
介
護
予
防
支
援
等
基
準
（
以
下
「
新
指
定
介
護
予
防
支
援
等
基
準
」
と
い
う
。）第
一
条
の
二
第
五
項
及
び
第
二
十
六
条
の
二
（
新
指
定
介
護
予
防
支
援
等
基
準
第
三
十
二
条
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
基
準
（
以
下
「
新
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
基
準
」
と
い
う
。）第
三
条
第
三
項
及
び
第
三
十
七
条
の
二
（
新
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
六
十
四
条
及
び
第
八
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
養
護
老
人
ホ
ー
ム
基
準
（
以
下
「
新
養
護
老
人
ホ
ー
ム
基
準
」
と
い
う
。）第
二
条
第
四
項
及
び
第
三
十
条
、


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第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
基
準
（
以
下
「
新
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
基
準
」
と
い
う
。）第
一
条
の
二
第
四
項
、
第
三
十
五
条
の
二
（
新
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
基
準
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）及
び
第
三
十
九
条
第
三
項
、
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
介
護
老
人
保
健
施
設
基
準
（
以
下
「
新
介
護
老
人
保
健
施
設
基
準
」
と
い
う
。）第
一
条
の
二
第
四
項
、
第
三
十
六
条
の
二
（
新
介
護
老
人
保
健
施
設
基
準
第
五

十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
四
十
条
第
三
項
、
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
基
準
（
以
下
「
新
介
護
療
養
型
医
療
施
設
基
準
」
と
い
う
。）第
一
条
の
二
第
四
項
、第
三
十
四
条
の
二（
新

介
護
療
養
型
医
療
施
設
基
準
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
三
十
八
条
第
三
項
、
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
基
準
（
以
下
「
新
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
基
準
」
と
い
う
。）第
二
条
第

五
項
（
新
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
基
準
第
五
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
十
一
条
の
二
（
新
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
基
準
第
四
十
二
条
、
第
五
十
九
条
及
び
第
六
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第

三
十
三
条
第
三
項
（
新
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
基
準
第
六
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
基
準
（
以
下
「
新
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
基
準
」
と
い
う
。）第
二
条
第
四
項
、
第

三
十
三
条
の
二
（
新
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
基
準
第
三
十
九
条
、
附
則
第
十
条
及
び
附
則
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
附
則
第
三
条
第
四
項
及
び
附
則
第
十
一
条
第
四
項
並
び
に
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
介
護
医

療
院
基
準
（
以
下
「
新
介
護
医
療
院
基
準
」
と
い
う
。）第
二
条
第
四
項
、
第
四
十
条
の
二
（
新
介
護
医
療
院
基
準
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
四
十
四
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定

中
「
講
じ
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
講
じ
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
」
と
し
、
新
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
二
十
九
条
（
新
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
三
十
九
条
の
三
及
び
第
四
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
五
十
三

条
（
新
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
五
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
七
十
三
条
、
第
八
十
二
条
、
第
九
十
条
、
第
百
条
（
新
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
五
条
の
三
及
び
第
百
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、

第
百
十
七
条
、
第
百
三
十
七
条
（
新
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
四
十
条
の
十
五
及
び
第
百
四
十
条
の
三
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
四
十
条
の
十
一
、
第
百
五
十
三
条
、
第
百
五
十
五
条
の
十
、
第
百
八
十
九
条
、
第

百
九
十
二
条
の
九
及
び
第
二
百
条
（
新
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
二
百
六
条
及
び
第
二
百
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
新
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
基
準
第
十
八
条
（
新
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
基
準
第
三
十
条
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
新
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
三
条
の
二
十
九
、
第
十
四
条
、
第
二
十
九
条
（
新
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
三
十
七
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
四
十
条
の
十
二
、
第
五
十
四
条
、
第

八
十
一
条
（
新
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
八
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
二
条
、
第
百
二
十
五
条
、
第
百
四
十
八
条
及
び
第
百
六
十
六
条
、
新
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
五
十
三
条
（
新
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
等
基
準
第
六
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
七
十
二
条
、
第
八
十
二
条
、
第
九
十
一
条
、
第
百
二
十
条
、
第
百
三
十
八
条
（
新
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
六
十
六
条
及
び
第
百
八
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）、
第
百
五
十
六
条
、
第
百
九
十
二
条
、
第
二
百
七
条
、第
二
百
四
十
条
、第
二
百
五
十
九
条
及
び
第
二
百
七
十
条（
新
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
二
百
八
十
条
及
び
第
二
百
八
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、

新
指
定
介
護
予
防
支
援
等
基
準
第
十
七
条
（
新
指
定
介
護
予
防
支
援
等
基
準
第
三
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
新
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
二
十
七
条
、第
五
十
七
条
及
び
第
七
十
九
条
、新
養
護
老
人
ホ
ー

ム
基
準
第
七
条
、
新
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
基
準
第
二
十
三
条
及
び
第
四
十
六
条
、
新
介
護
老
人
保
健
施
設
基
準
第
二
十
五
条
及
び
第
四
十
七
条
、新
介
護
療
養
型
医
療
施
設
基
準
第
二
十
四
条
及
び
第
四
十
七
条
、新
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
基
準
第
七
条
（
新
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
基
準
第
五
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
三
十
四
条
（
新
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
基
準
第
六
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
新
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
基
準
第
七

条
（
新
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
基
準
第
三
十
九
条
、
附
則
第
十
条
及
び
附
則
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
新
介
護
医
療
院
基
準
第
二
十
九
条
及
び
第
五
十
一
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
、
次

に
」
と
あ
る
の
は
「
、
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
く
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
次
に
」
と
、「
重
要
事
項
」
と
あ
る
の
は
「
重
要
事
項（
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項
を
除
く
。）」

と
す
る
。

（
業
務
継
続
計
画
の
策
定
等
に
係
る
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
新
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
三
十
条
の
二
（
新
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
三
十
九
条
の
三
、
第
四
十
三
条
、
第
五
十
四
条
、
第
五
十
八
条
、
第
七
十
四
条
、
第
八

十
三
条
、
第
九
十
一
条
、
第
百
五
条
、
第
百
五
条
の
三
、
第
百
九
条
、
第
百
十
九
条
、
第
百
四
十
条
（
新
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
四
十
条
の
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
四
十
条
の
十
五
、第
百
四
十
条
の
三
十
二
、

第
百
五
十
五
条
（
新
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
五
十
五
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
九
十
二
条
、第
百
九
十
二
条
の
十
二
、第
二
百
五
条
、第
二
百
六
条
及
び
第
二
百
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、

新
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
基
準
第
十
九
条
の
二
（
新
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
基
準
第
三
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
新
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
三
条
の
三
十
の
二
（
新
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
十
八
条
、
第
三

十
七
条
、
第
三
十
七
条
の
三
、
第
四
十
条
の
十
六
、
第
六
十
一
条
、
第
八
十
八
条
、
第
百
八
条
、
第
百
二
十
九
条
、
第
百
五
十
七
条
、
第
百
六
十
九
条
及
び
第
百
八
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
新
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等

基
準
第
五
十
三
条
の
二
の
二
（
新
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
六
十
一
条
、
第
七
十
四
条
、
第
八
十
四
条
、
第
九
十
三
条
、
第
百
二
十
三
条
、
第
百
四
十
二
条
（
新
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
五
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）、
第
百
六
十
六
条
、
第
百
八
十
五
条
、
第
百
九
十
五
条
（
新
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
二
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
百
四
十
五
条
、
第
二
百
六
十
二
条
、
第
二
百
七
十
六
条
、
第
二
百
八
十
条
及
び

第
二
百
八
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
新
指
定
介
護
予
防
支
援
等
基
準
第
十
八
条
の
二
（
新
指
定
介
護
予
防
支
援
等
基
準
第
三
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
新
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
基
準
第

二
十
八
条
の
二
（
新
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
六
十
四
条
及
び
第
八
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
新
養
護
老
人
ホ
ー
ム
基
準
第
二
十
三
条
の
二
、
新
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
基
準
第
二
十
四
条
の
二
（
新

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
基
準
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
新
介
護
老
人
保
健
施
設
基
準
第
二
十
六
条
の
二
（
新
介
護
老
人
保
健
施
設
基
準
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
新
介
護
療
養
型
医
療
施

設
基
準
第
二
十
五
条
の
二
（
新
介
護
療
養
型
医
療
施
設
基
準
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
新
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
基
準
第
二
十
四
条
の
二
（
新
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
基
準
第
四
十
二
条
、
第
五
十
九
条
及
び
第
六
十

三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
新
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
基
準
第
二
十
四
条
の
二
（
新
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
基
準
第
三
十
九
条
、
附
則
第
十
条
及
び
附
則
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
新
介
護
医
療
院
基
準
第
三
十

条
の
二
（
新
介
護
医
療
院
基
準
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
講
じ
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
講
じ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
と
、「
実
施
し
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の

は
「
実
施
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
と
、「
行
う
も
の
と
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
」
と
す
る
。

（
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
係
る
経
過
措
置
）

第
四
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
新
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
三
十
一
条
第
三
項
（
新
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
三
十
九
条
の
三
、
第
四
十
三
条
、
第
五
十
四
条
、
第
五
十
八
条
、
第
七
十
四
条
、

第
八
十
三
条
、
第
九
十
一
条
及
び
第
二
百
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
四
条
第
二
項
（
新
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
五
条
の
三
、
第
百
九
条
、
第
百
四
十
条
（
新
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
四
十
条
の
十
三
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
四
十
条
の
十
五
、
第
百
四
十
条
の
三
十
二
、
第
百
九
十
二
条
及
び
第
百
九
十
二
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
十
八
条
第
二
項（
新
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
五
十
五
条（
新

居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
五
十
五
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
二
百
三
条
第
六
項
（
新
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
二
百
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
新
指
定

居
宅
介
護
支
援
等
基
準
第
二
十
一
条
の
二
（
新
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
基
準
第
三
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
新
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
三
条
の
三
十
一
第
三
項
（
新
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
十
八
条
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
三
十
三
条
第
二
項
（
新
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
三
十
七
条
の
三
、
第
四
十
条
の
十
六
、
第
六
十
一
条
、
第
八
十
八
条
、
第
百
八
条
、
第
百
二
十
九
条
及
び
第
百
八
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。）、
新
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
五
十
三
条
の
三
第
三
項
（
新
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
六
十
一
条
、
第
七
十
四
条
、
第
八
十
四
条
、
第
九
十
三
条
及
び
第
二
百
八
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百





（
ユ
ニ
ッ
ト
の
定
員
に
係
る
経
過
措
置
）

第
六
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
降
、
当
分
の
間
、
新
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
基
準
第
四
十
条
第
一
項
第
一
号
イ

の
規
定
に
基
づ
き
入
所
定
員
が
十
人
を
超
え
る
ユ
ニ
ッ
ト
を
整
備
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
新

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
基
準
第
二
条
第
一
項
第
三
号
イ
及
び
第
四
十
七
条
第
二
項
の
基
準
を
満
た
す
ほ
か
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
お
け
る
夜
間
及
び
深
夜
を
含
め
た
介
護
職
員
並
び
に
看
護
師
及
び
准
看
護
師
の
配
置

の
実
態
を
勘
案
し
て
職
員
を
配
置
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
新
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
四
十
条
の
四
第
六
項
第
一
号
イ

、
新
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
六
十
条
第
一
項
第
一
号
イ

、
新
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
五
十
三
条
第
六
項
第
一
号
イ

、
新
介
護

老
人
保
健
施
設
基
準
第
四
十
一
条
第
二
項
第
一
号
イ

、
新
介
護
療
養
型
医
療
施
設
基
準
第
三
十
九
条
第
二
項
第
一
号
イ

、
第
四
十
条
第
二
項
第
一
号
イ

及
び
第
四
十
一
条
第
二
項
第
一
号
イ

、
新
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
基
準
第
三

十
五
条
第
四
項
第
一
号
イ

及
び
第
六
十
一
条
第
四
項
第
一
号
イ

並
び
に
新
介
護
医
療
院
基
準
第
四
十
五
条
第
二
項
第
一
号
イ

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
前
項
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

新
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
四
十
条
の
四
第
六
項
第
一
号
イ

入
所
定
員

利
用
定
員

新
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
基
準
第
二
条
第
一
項
第
三
号
イ

新
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
二
十
一
条
第
一
項
第
三
号

第
四
十
七
条
第
二
項

第
百
四
十
条
の
十
一
の
二
第
二
項

新
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
六
十
条
第
一
項
第
一
号
イ

入
所
定
員

入
居
定
員

新
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
基
準
第
二
条
第
一
項
第
三
号
イ

新
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
三
十
一
条
第
一
項
第
三
号
イ

第
四
十
七
条
第
二
項

第
百
六
十
七
条
第
二
項

新
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
五
十
三
条
第
六
項
第
一
号
イ

入
所
定
員

利
用
定
員

新
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
基
準
第
二
条
第
一
項
第
三
号
イ

新
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
二
十
九
条
第
一
項
第
三
号

第
四
十
七
条
第
二
項

第
百
五
十
七
条
第
二
項

新
介
護
老
人
保
健
施
設
基
準
第
四
十
一
条
第
二
項
第
一
号
イ

入
所
定
員

入
居
定
員

新
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
基
準
第
二
条
第
一
項
第
三
号
イ

新
介
護
老
人
保
健
施
設
基
準
第
二
条
第
一
項
第
三
号

第
四
十
七
条
第
二
項

第
四
十
八
条
第
二
項

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報

二
十
一
条
第
二
項
（
新
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
九
十
五
条
（
新
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
二
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
三
十
九
条
の
二
第
二
項
（
新
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
五
十
九
条
、
第
百
六
十
六
条
、
第
百
八
十
五
条
、
第
二
百
四
十
五
条
及
び
第
二
百
六
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
二
百
七
十
三
条
第
六
項
（
新
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
二
百
八
十
条
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
新
指
定
介
護
予
防
支
援
等
基
準
第
二
十
条
の
二
（
新
指
定
介
護
予
防
支
援
等
基
準
第
三
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
新
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
三
十
一
条
第
二

項
（
新
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
六
十
四
条
及
び
第
八
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
講
じ
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
講
じ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
と

す
る
。

（
認
知
症
に
係
る
基
礎
的
な
研
修
の
受
講
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
新
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
五
十
三
条
の
二
第
三
項
（
新
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
五
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
一
条
第
三
項
（
新
居

宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
五
条
の
三
、
第
百
九
条
、
第
百
十
九
条
、
第
百
四
十
条
、
第
百
四
十
条
の
十
五
、
第
百
四
十
条
の
三
十
二
及
び
第
百
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
四
十
条
の
十
一
の
二
第
四
項
、
第
百
五

十
五
条
の
十
の
二
第
四
項
及
び
第
百
九
十
条
第
四
項
（
新
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
九
十
二
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
新
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
三
十
条
第
三
項
（
新
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
三
十

七
条
の
三
、
第
四
十
条
の
十
六
、
第
六
十
一
条
、
第
八
十
八
条
及
び
第
百
八
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
三
条
第
三
項
、
第
百
二
十
六
条
第
四
項
、
第
百
四
十
九
条
第
三
項
及
び
第
百
六
十
七
条
第
四
項
、
新
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
五
十
三
条
の
二
第
三
項
（
新
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
六
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
二
十
条
の
二
第
三
項
（
新
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
四
十
二
条
、
第
百
六
十
六
条
、
第
百

八
十
五
条
及
び
第
百
九
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、第
百
五
十
七
条
第
四
項
、第
二
百
八
条
第
四
項
及
び
第
二
百
四
十
一
条
第
四
項（
新
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
二
百
六
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、

新
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
二
十
八
条
第
三
項
（
新
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
六
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
八
十
条
第
三
項
、
新
養
護
老
人
ホ
ー
ム
基
準
第
二
十
三
条
第
三
項
、
新

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
基
準
第
二
十
四
条
第
三
項
及
び
第
四
十
七
条
第
四
項
、
新
介
護
老
人
保
健
施
設
基
準
第
二
十
六
条
第
三
項
及
び
第
四
十
八
条
第
四
項
、
新
介
護
療
養
型
医
療
施
設
基
準
第
二
十
五
条
第
三
項
及
び
第
四
十
八
条
第
四

項
、
新
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
基
準
第
二
十
四
条
第
三
項
（
新
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
基
準
第
五
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
四
十
条
第
四
項
（
新
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
基
準
第
六
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。）、
新
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
基
準
第
二
十
四
条
第
三
項
（
新
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
基
準
第
三
十
九
条
、
附
則
第
十
条
及
び
附
則
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
新
介
護
医
療
院
基
準
第
三
十
条
第
三
項
及
び
第
五

十
二
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
講
じ
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
講
じ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
と
す
る
。





新
介
護
療
養
型
医
療
施
設
基
準
第
三
十
九
条
第
二
項
第
一
号
イ

、
第
四
十
条
第
二
項
第
一
号
イ

及
び
第
四
十
一
条
第
二
項
第

一
号
イ

入
所
定
員

入
院
患
者
の
定
員

新
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
基
準
第
二
条
第
一
項
第
三
号
イ

新
介
護
療
養
型
医
療
施
設
基
準
第
二
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
、
同
条
第
二
項
第
二
号
及

び
第
三
号
、
同
条
第
三
項
第
二
号
及
び
第
三
号
、
附
則
第
四
条
第
二
号
、
附
則
第
五
条
、
附
則

第
十
八
条
並
び
に
附
則
第
十
九
条
第
二
号
及
び
第
三
号

第
四
十
七
条
第
二
項

第
四
十
八
条
第
二
項

新
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
基
準
第
三
十
五
条
第
四
項
第
一
号
イ

及
び
第
六
十
一
条
第
四
項
第
一
号
イ

入
所
定
員

入
居
定
員

新
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
基
準
第
二
条
第
一
項
第
三
号
イ

新
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
基
準
第
十
二
条
第
一
項
第
四
号
イ

第
四
十
七
条
第
二
項

第
四
十
条
第
二
項
（
第
六
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

新
介
護
医
療
院
基
準
第
四
十
五
条
第
二
項
第
一
号
イ

入
所
定
員

入
居
者
の
定
員

新
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
基
準
第
二
条
第
一
項
第
三
号
イ

新
介
護
医
療
院
基
準
第
四
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
並
び
に
第
七
項
第
二
号

第
四
十
七
条
第
二
項

第
五
十
二
条
第
二
項

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報
第
七
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
建
物
（
基
本
的
な
設
備
が
完
成
し
て
い
る
も
の
を
含
み
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
後
に
増
築
さ
れ
、
又
は
全
面
的
に
改
築
さ
れ
た
部
分
を
除
く
。）の
居
室
、
療
養
室
又
は
病
室
（
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
居
室
等
」
と
い
う
。）で
あ
っ
て
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
四
十
条
の
四
第
六
項
第
一
号
イ

（
後
段
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準

第
百
六
十
条
第
一
項
第
一
号
イ

、
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
五
十
三
条
第
六
項
第
一
号
イ

（
後
段
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
基

準
第
四
十
条
第
一
項
第
一
号
イ

、
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
介
護
老
人
保
健
施
設
基
準
第
四
十
一
条
第
二
項
第
一
号
イ

、
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
基
準
第
三
十
九
条
第
二
項
第
一
号

イ

、
第
四
十
条
第
二
項
第
一
号
イ

及
び
第
四
十
一
条
第
二
項
第
一
号
イ

、
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
基
準
第
三
十
五
条
第
四
項
第
一
号
イ

及
び
第
六
十
一
条
第
四
項
第
一
号
イ

並

び
に
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
介
護
医
療
院
基
準
第
四
十
五
条
第
二
項
第
一
号

の
規
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
居
室
等
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
栄
養
管
理
に
係
る
経
過
措
置
）

第
八
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
新
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
四
十
三
条
の
二
（
新
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
六
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
新
指
定
介
護
老
人

福
祉
施
設
基
準
第
十
七
条
の
二
（
新
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
基
準
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
新
介
護
老
人
保
健
施
設
基
準
第
十
七
条
の
二
（
新
介
護
老
人
保
健
施
設
基
準
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）、
新
介
護
療
養
型
医
療
施
設
基
準
第
十
七
条
の
二
（
新
介
護
療
養
型
医
療
施
設
基
準
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
新
介
護
医
療
院
基
準
第
二
十
条
の
二
（
新
介
護
医
療
院
基
準
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
行
わ
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
と
す
る
。

（
口
腔く
う

衛
生
の
管
理
に
係
る
経
過
措
置
）

第
九
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
新
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
四
十
三
条
の
三
（
新
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
六
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
新
指
定
介
護
老
人

福
祉
施
設
基
準
第
十
七
条
の
三
（
新
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
基
準
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
新
介
護
老
人
保
健
施
設
基
準
第
十
七
条
の
三
（
新
介
護
老
人
保
健
施
設
基
準
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）、
新
介
護
療
養
型
医
療
施
設
基
準
第
十
七
条
の
三
（
新
介
護
療
養
型
医
療
施
設
基
準
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
新
介
護
医
療
院
基
準
第
二
十
条
の
三
（
新
介
護
医
療
院
基
準
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
行
わ
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
と
す
る
。

（
事
故
発
生
の
防
止
及
び
発
生
時
の
対
応
に
係
る
経
過
措
置
）

第
十
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
、
新
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
五
十
五
条
第
一
項
（
新
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
六
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
新
養
護
老

人
ホ
ー
ム
基
準
第
二
十
九
条
第
一
項
、
新
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
基
準
第
三
十
五
条
第
一
項
（
新
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
基
準
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、新
介
護
老
人
保
健
施
設
基
準
第
三
十
六
条
第
一
項（
新

介
護
老
人
保
健
施
設
基
準
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
新
介
護
療
養
型
医
療
施
設
基
準
第
三
十
四
条
第
一
項
（
新
介
護
療
養
型
医
療
施
設
基
準
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
新
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
基
準
第
三
十
一
条
第
一
項
（
新
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
基
準
第
四
十
二
条
、
第
五
十
九
条
及
び
第
六
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
新
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
基
準
第
三
十
三
条
第
一
項
（
新
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
基
準
第
三
十
九

条
、
附
則
第
十
条
及
び
附
則
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
新
介
護
医
療
院
基
準
第
四
十
条
第
一
項
（
新
介
護
医
療
院
基
準
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら

の
規
定
中
「
次
の
各
号
に
定
め
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
次
の
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
定
め
る
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
次
の
第
四
号
に
定
め
る
措
置
を
講
じ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
と
す
る
。

（
介
護
保
険
施
設
等
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
訓
練
に
係
る
経
過
措
置
）

第
十
一
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
新
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
五
十
一
条
第
二
項
第
三
号
（
新
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
六
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
新
養

護
老
人
ホ
ー
ム
基
準
第
二
十
四
条
第
二
項
第
三
号
、
新
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
基
準
第
二
十
七
条
第
二
項
第
三
号
（
新
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
基
準
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
新
介
護
老
人
保
健
施
設
基
準
第

二
十
九
条
第
二
項
第
三
号
（
新
介
護
老
人
保
健
施
設
基
準
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
新
介
護
療
養
型
医
療
施
設
基
準
第
二
十
八
条
第
二
項
第
三
号
（
新
介
護
療
養
型
医
療
施
設
基
準
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。）、
新
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
基
準
第
二
十
六
条
第
二
項
第
三
号
（
新
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
基
準
第
四
十
二
条
、
第
五
十
九
条
及
び
第
六
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
新
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
基
準
第
二
十
六
条

第
二
項
第
三
号
（
新
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
基
準
第
三
十
九
条
、
附
則
第
十
条
及
び
附
則
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
新
介
護
医
療
院
基
準
第
三
十
三
条
第
二
項
第
三
号
（
新
介
護
医
療
院
基
準
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、軽
費
老
人
ホ
ー

ム
及
び
介
護
医
療
院
は
、
そ
の
従
業
者
又
は
職
員
に
対
し
、
感
染
症
及
び
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
を
定
期
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す

る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。
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